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社会学伝来考

第
六
章　

編
年
史
的
に
み
た
日
本
社
会
学

　
　
　
　

大
正
期
の
社
会
科
学
書

　
　
　
　

大
正
期
の
特
質

─
赤
化
思
想
の
進
出
と
そ
の
運
動

　
　
　
　

大
正
期
の
社
会
学
界

大
正
期
の
社
会
科
学
書
。

高
田
保
馬
訳
『
社
会
学
綱
要　

全
』（
大
正
２
・
12
）
は
、
イ
タ
リ
ア
の
モ
デ
ナ
大
学
法
科
大
学
教
授
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
グ
ロ
ッ
パ
リ Prof.D

ott.A
lessandro 

G
roppali 

が
著
し
た
『
社
会
学
原
理
』（E

lem
enti di Sociologia, 1905

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

訳
者
に
よ
る
と
、
京
都
文
科
大
学
在
学
ち
ゅ
う
に
米
田
庄
太
郎
か
ら
、
社
会
学
の
講
読
用
に
習
っ
た
と

い
う
か
ら
、
原
書
（
イ
タ
リ
ア
語
）
を
用
い
て
の
授
業
で
あ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
訳
稿
は
明
治
四

十
三
年
（
一
九
一
〇
）
夏
に
す
で
に
で
き
上
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
長
く
筐

き
ょ
う

底て
い

に
し
ま
い
こ
ん
で
い
た
も

の
で
あ
る
。

清
新
か
つ
独
創
の
見
を
も
と
め
る
読
者
に
と
っ
て
、
同
書
は
や
や
期
待
は
ず
れ
の
観
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
平
易
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
初
学
者
に
と
っ
て
も
っ
と
も
良
好
な
る
一
書
だ
と
い
う
。
イ
タ

リ
ア
社
会
学
の
様
子
を
知
る
う
え
で
格
好
の
書
と
い
う
。

社
会
学
伝
来
考

―

大
正
の
社
会
学
［
3
］

宮

永
　

孝

グロッパリ原著『社会学綱要　全』。
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本
書
は
、
原
著
者
が
一
九
〇
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
自
由
大
学
、
フ
ェ
ラ
ラ
の
高リ

チ
ェ
オ校

、
ミ
ラ
ノ
の
大
学
拡
張
講
演
に
お
い
て
、
社
会
学
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
た
さ
ま

ざ
ま
の
講
演
が
母
体
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

内
容
の
概
要
は

─
第
一
章　

社
会
学　

第
二
章　

社
会
と
家
族
と
の
起
原　

第
三
章　

社
会
現
象
の
因
果
及
び
系
列
の
問
題　

第
四
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
、
経
済
現

象
・
法
律
現
象
・
政
治
現
象
の
起
原
及
び
其
の
社
会
的
進
化　

第
七
章　

道
徳
現
象
・
宗
教
現
象
の
生
成
及
び
其
の
社
会
的
進
化　

第
八
章　

芸
術
現
象
・
科
学
現
象
の
起

原
及
び
其
の
社
会
的
進
化　

第
九
章　

社
会
現
象
の
法
則
及
び
そ
の
被
豫
見
性　

附
録

─
で
あ
る
。

原
著
者
が
説
く
社
会
学
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
が
“
社
会
学
”
の
名
称
を
創
る
以
前

─
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
時
代
、
す

で
に
プ
ラ
ト
ン
（
四
二
七
？
〜
三
四
七
Ｂ
・
Ｃ
）
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
三
八
四
〜
三
二
二
Ｂ
・
Ｃ
）
は
、『
共
和
国
』
や
『
政
治
学
』
と
題
す
る
著
書
の
な
か
で
、“
社
会

現
象
”
や
そ
の
性
質
、
法
則
を
研
究
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

グ
ロ
ッ
パ
リ
は
、
社
会
学
の
定
義
を
二
つ
に
わ
け
て
い
る
。

第
一
類
…
…
社
会
学

0

0

0

は
、
連
合
集
団
の
事
実
の
学

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

第
二
類
…
…
社
会
学
は
統
計
的
研
究
に
も
と
ず
く
社
会
物
理
学
で
あ
る
。
社
会
学
は
、
法
律
を
有
し
て
い
る
。
社
会

─
正
義
の
自
然
的
形
成
を
研
究
す
る
学
（
法
理

学
）
で
あ
る
（
ロ
ベ
ル
ト
・
ア
ル
デ
ィ
コ
の
説
）。
社
会
学
は

0

0

0

0

、
社
会
心
理
学

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
人
間
結
合
の
原
理
や
法
則
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
（
ガ
ブ
リ
エ

ル
・
タ
ル
ド
の
説
）。
社
会
学
は

0

0

0

0

、
社
会
の
構
造
機
能
の
学

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
（
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
説
）。
社
会
学
は
、
社
会
の
形
式
を
社
会
生
活
の
内
容
か

ら
引
き
だ
し
て
考
察
す
る
に
あ
る
（
ゲ
オ
ル
グ
・
ジ
ン
メ
ル
の
説
）。

グ
ロ
ッ
パ
リ
は
の
べ
て
い
る
。

　

─
心
理
学
と
社
会
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
タ
ル
ド
の
い
う
社
会
学
は
、
社
会
心
理
学
で
あ
る
、
と
い
う
言
説
は
、
誇
大
の
言
だ
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
社

会
事
変
の
因
果
関
係
や
連
鎖
を
理
解
す
る
に
は
、
こ
れ
を
促
し
、
こ
れ
を
う
ご
か
し
て
い
る
心
理
力

0

0

0

の
作
用
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

葛
西
又
次
郎
と
伊
藤
輔
利
の
共
訳
に
な
る
『
応
用
社
会
学　

全
』（
大
正
２
・
12
）
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
学
の
大
家
レ
ス
タ
ー
・
エ
フ
・
ウ
ォ
ー
ド
（
一
八
三

一
〜
六
二
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
社
会
学
教
授
、
社
会
学
を
純
粋
社
会
学
と
応
用
社
会
学
に
わ
け
た
）
の
論
著
（
原
書
名
不
詳
）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
要
は

─
第
一
篇　

運
動　

第
一
章　

純
正
社
会
学
と
応
用
社
会
学
と
の
関
係　

第
二
章　

努
力
の
効
験　

第
三
章　

社
会
学
の
終
局
又
は
目
的　

第
四
章　

社
会
的
事
功　

第
五
章　

世
界
観　

第
六
章　

真
理
と
誤
謬　

第
七
章　

真
理
の
社
会
的
所
有　

第
二
篇　

事
功　

第
八
章　

可
能
的
事
功　

第
九
章　

機
会　

第
十
章　
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機
会
の
論
理　

第
三
篇　

改
良　

第
十
一
章　

事
功
と
改
良
と
の
調
和　

第
十
二
章　

応
用
社
会
学
の
方
法　

第
十
三
章　

応
用
社
会
学
の
問
題

─
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
ド
の
説
く
、“
純
正
社
会
学
”
と
“
応
用
社
会
学
”
と
の
根
本
的
区
別
に
つ
い
て
語
っ
て
お
こ
う
。
前
者
は
、
単
に
社
会
の
現
実
的
状
態
に
た
い
す
る
科
学
的
な

討
究
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
社
会
学
上
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
で
、
理
論
的
で
あ
る
。「
何
を
」「
な
ぜ
」「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
と
い
っ
た
問
題
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
事
実
と
か
原
因
と
か
原
理
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

後
者
は
、
社
会
学
の
応
用
を
説
い
た
も
の
で
、
じ
っ
さ
い
的
で
あ
る
。「
何
の
た
め
に
」「
何
を
目
的
と
し
て
」
と
い
っ
た
問
題
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
。

加
藤
弘ひ

ろ

之ゆ
き

（
一
八
三
六
〜
一
九
一
六
、
明
治
期
の
啓
蒙
的
官
僚
学
者
）
の
「
社
会
学
と
は
如い

何か

な
る
科
学
な
る
か
」（
大
正
３
・
６
）
は
、
社
会
学
院
の
大
会
に
お
け
る

講
演
筆
記
で
あ
る
。
当
時
加
藤
は
、
大
学
を
し
り
ぞ
き
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
。
建
部
遯
吾
に
勧
め
ら
れ
、
講
壇
に
の
ぼ
っ
た
。
加
藤
の
講
演
は
、
三
十
分
ほ
ど
の
み
じ
か
い

も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
劈
頭
、「
私
は
社
会
学
の
事こ

と

は
、
殆ほ

と

ん
ど
知
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
以
前
は
少
し
本
を
説
ん
だ
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
近ち

か

頃ご
ろ

は
社
会
学
の
本

を
さ
う
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
か
ら
、
一い

っ

体た
い

出
る
資
格
は
無
い
の
で
あ
る
」
と
の
べ
た
。

と
も
か
く
、
何
か
話
し
て
ほ
し
い
、
と
の
要
望
に
そ
っ
て
、
大
会
に
出
席
し
た
の
で
あ
る
。

加
藤
の
談
話
速
記
（
六
四
〇
〜
六
四
五
頁
）
の
骨
子
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

─
社
会
学
と
い
う
も
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
科
学
で
あ
る
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
に
よ
っ
て
始
め
て
そ
れ
が
創
出
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
時

代
に
は
、“
社
会
学
”
と
い
っ
た
語
は
な
か
っ
た
が
、
多
少
社
会
や
国
家
や
政
治
の
こ
と
を
論
ず
る
学
問
は
あ
っ
た
。

コ
ン
ト
は
、
空
論
の
き
ら
い
な
ひ
と
で
あ
っ
た
。
じ
っ
さ
い
証
拠
に
も
と
ず
い
て
論
じ
る
人
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ト
は
、
社
会
学
と
い
う
も
の
は
、
生
物
学
（
バ
イ
オ
ロ
ヂ
ー
）
と

い
う
も
の
に
も
と
ず
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
説
い
た
。
社
会
と
い
う
も
の
は
有
機
体
（
そ
れ
じ
た
い
生
活
能
力
を
そ
な
え
た
組
織
体
）
で
あ
り
、
生
物
で
も
あ
る
か
ら
、
社
会
の
こ
と

は
生
物
学
の
道
理
に
よ
っ
て
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
主
張
し
た
。

い
ま
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
（
形
而
上
学
）
と
い
っ
た
よ
う
な
、
実
験
や
実
証
に
も
よ
ら
な
い
、
哲
学
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
オ
イ
ケ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
グ
ソ
ン
の

よ
う
な
先
生
が
、
さ
か
ん
に
勢
力
を
え
て
き
て
お
る
。
せ
っ
か
く
実
験
と
か
実
証
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
盛
ん
に
な
り
か
か
っ
て
き
た
の
に
、
社
会
学
も
し
ぜ
ん
そ
う
い
う
と
こ
ろ

か
ら
侵
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

『
大
学
一
覧
』
を
み
る
と
、
社
会
学
と
か
心
理
学
は
、
哲
学
科
の
部
類
に
入
っ
て
い
る
。
社
会
学
が
そ
こ
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
た
し
に
は
わ
か
ら
な
い
。
大
学
に

お
け
る
社
会
学
の
学
科
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
社
会
学
が
お
も
で
、
社
会
政
策
・
史
学
・
統
計
学
・
教
育
学
・
人
類
学
・
言
語
学
・
宗
教
学
な
ど
を
お
し
え
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
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け
っ
こ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
刻
ち
ょ
っ
と
話
し
た
よ
う
に
、
生
物
学
の
大
意
を
お
し
え
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
大
切
で
あ
る
よ
う
に
お
も
う
。

社
会
学
が
、
哲
学
の
部
類
に
属
し
て
い
る
こ
と
は
こ
ま
る
。
こ
れ
は
独
立
し
て
、
一
つ
の
科
学
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
に
同
居
す
る
の
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
加
藤
は
、
社
会
学
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
、
と
い
い
な
が
ら
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
所
感
を
の
べ
、
講
話
を
お
え
た
。

栗
原
基
訳
『
社
会
政
策
概
論
』（
大
正
３
・
７
）
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
教
授
シ
ー
・
ア
ー
ル
・
ヘ
ン
デ
ル
ソ
ン
の
講
演
集
（
原
題
、
刊
行
年
、
出
版
社
不
詳
）
を
反
訳
し
た

も
の
で
あ
る
。
著
者
が
イ
ン
ド
で
刊
行
し
た
書
物
を
中
心
に
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
春
、

─
同
人
が
日
本
を
お
と
ず
れ
た
と
き

─
、
同
志
社
・
青
年
会
館
・
京
都

帝
国
大
学
な
ど
で
お
こ
な
っ
た
講
演
な
ど
を
加
え
て
、
翻
訳
し
、
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
、
社
会
改
良
家
で
あ
る
。
人
道
、
正
義
の
勇
者
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）
九
月
、
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
「
一
週
間
の
社
会
集
会
」
が
ひ
ら
か

れ
た
と
き
、
か
れ
は
「
万
国
労
働
者
法
律
保
護
協
会
」「
万
国
失
業
者
保
護
協
会
」「
万
国
社
会
保
険
協
会
」
な
ど
、
三
協
会
の
目
的
を
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
で
開
陳
す
る

よ
う
委
嘱
を
う
け
、
人
道
と
社
会
主
義
の
た
め
に
、
極
東
へ
と
発
っ
た
。

内
容
の
概
略
は

─
訳
者
の
は
し
が
き　

序
文　

万
国
社
会
制
度
協
会
の
目
的　

講
演
の
要
綱　

第
一
章　

社
会
政
策
の
基
礎
と
し
て
の
経
済
状
態
及
び
社
会
理
想　

第

二
章　

貧
民
及
び
不
具
者
に
対
す
る
公
私
の
救
済
事
業　

第
三
章　

反
社
会
者
に
対
す
る
政
策　

第
四
章　

公
衆
健
康
、
教
育
及
び
道
徳　

第
五
章　

労
働
者
の
経
済
状
態

及
び
精
神
状
態
の
改
善　

第
六
章　

社
会
の
進
歩

─
で
あ
る
。

健
全
な
る
法
を
犯
す
も
の
、
大
道
を
犯
す
も
の
は
、
す
べ
て
“
反
社
会
者
”（
犯
罪
人
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
犯
罪
者
と
い
え
ど
も
人
間
で
あ
る
。
か
れ
は
市
民
た
る
権

利
を
有
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
汝
の
敵
を
愛
せ
、
と
お
し
え
て
い
る
。
こ
の
語
の
意
味
は
、
あ
わ
れ
み
と
希
望
と
を
も
っ
て
敵
を
愛
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

個
人
に
た
い
し
て
、
あ
る
い
は
人
間
の
集
団
に
た
い
し
て
、
あ
る
い
は
社
会
そ
の
も
の
に
た
い
し
て
害
を
あ
た
え
る
者
は
、
法
に
照
ら
し
て
と
う
ぜ
ん
制
裁
を
う
け
ね
ば

な
ら
な
い
。
著
者
に
よ
る
と
、
西
洋
に
お
け
る
犯
罪
処
分
の
社
会
的
目
的
は
、
民
衆
が
、
犯
罪
者
の
苦
痛
を
み
て
恐
怖
を
お
ぼ
え
、
み
ず
か
ら
も
改
心
す
る
（
悪
い
こ
こ
ろ

を
改
め
る
）
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
（
一
五
五
頁
）。

山
崎
直
三
訳
『
社
会
学
原
理
と
応
用
』（
大
正
４
・
５
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
教
授
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
キ
ー
ル
・
デ
ィ
レ
ー
の
著
述
（
原
書
名
、
出
版
社
、
刊

行
年
不
詳
）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
訳
者
に
よ
る
と
、
本
書
は
社
会
学
の
原
理
と
応
用
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
平
易
簡
明
に
説
い
た
も
の
と
い
う
。「
余よ

は
社
会
学
研

究
を
初
め
ん
と
す
る
人
々
に
対
し
て
、
最
も
適
当
な
る
入
門
と
し
て
此こ

の

書し
ょ

を
薦す

す

め
ん
と
欲
す
」（「
序
言
」）
と
の
べ
て
い
る
。
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内
容
の
概
略
は

─
第
一
篇　

社
会
学
原
理　

第
一
章　

科
学
と
し
て
の
社
会
学　

第
二
章　

古
代
に
於
け
る
社
会
の
発
達　

第
三
章　

文
化
と
文
明　

第
四
章　

社
会

心
理
学　

第
五
章　

社
会
上
の
諸
制
度
の
発
達　

第
六
、
七
、
八
章
は
、
同
上
の
つ
づ
き
。

第
二
篇　

応
用
社
会
学　

第
九
章　

社
会
の
進
歩　

第
十
章　

社
会
進
歩
の
人
権
的
要
素　

第
十
一
章　

社
会
進
歩
の
経
済
的
要
素　

第
十
二
章　

精
神
的
文
明
と
物
質

的
文
明
の
関
係　

第
十
三
章　

社
会
進
歩
の
一
要
素
と
し
て
の
教
育　

第
十
四
章　

社
会
心
理
学
の
社
会
進
歩
に
対
す
る
応
用　

第
十
五
章　

社
会
幣へ

い

竇と
う

（
欠
陥
）
の
芟さ

ん

除じ
ょ

（
と
り
の
ぞ
く
）　

第
十
六
、
十
七
章
は
、
同
上
の
つ
づ
き　

第
十
八
章　

個
人
の
進
歩　

第
十
九
章　

社
会
の
理
想

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
の
研
究
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
理
由
は
何
か
と
い
え
ば
、
こ
の
新
科
学
が
個
人
や
社
会
の
幸
福
を
増
進
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
有

益
な
指
針
と
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
願
望
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
コ
ン
ト
は
、
社
会
学
な
る
新
科
学
を
提
唱
し
、
人
類
進
歩
の
法
則
と
原
理
を
き
わ
め
、
社
会
改
良

の
羅
針
盤
と
す
る
こ
と
を
力
説
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

著
者
い
わ
く
。

　

─
社
会
学
の
人
類
に
た
い
す
る
効
用
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
社
会
学
が
も
っ
と
も
有
用
の
知
識
で
あ
る
こ
と
は
、
他
の
科
学
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
い

う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
学
の
知
識
を
得
ん
が
た
め
に
は

─
精
神
界
の
現
象
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
心
理
学
の
系
統
に
属
す
る
諸
科
学
の
研
究
が
必
要
で
あ
り
、

ま
た
生
命
に
関
し
て
は
、
生
物
学
上
の
学
理
に
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
。

早
稲
田

文
学
社
文
学
普
及
会
講
話
叢
書
第
十
五
編
に
、
樋
口
龍

り
ゅ
う

峡き
ょ
う（

一
八
七
五
〜
一
九
二
九
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
評
論
家
）
の
「
近
代
社
会
学
講
話
」
と
中
村
星せ

い

湖こ

（
一
八
八
四
〜
一
九
七
四
、
明
治
・
大
正
期
の
小
説
家
）
の
「
欧
州
近
代
小
説
史
講
話
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

前
者
の
「
近
代
社
会
学
講
話
」（
全
一
七
〇
頁
）
は
、“
講
話
”
と
い
っ
た
文
字
が
あ
る
よ
う
に
、
社
会
学
に
つ
い
て
講
義
形
式
で
、
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
、
本
書
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
私
は
茲こ

こ

に
社
会
学
の
大
要
を
皆
様
に
講
義
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
会
学
と
い
う
学
問
は
頗

す
こ
ぶ

る
広
汎
な
学
問
で
あ
っ
て
、

而し

か
も
深し

ん

淵え
ん

な
る
学
問
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
之こ

れ

を
一
朝
一
夕
に
且か

つ
限
ら
れ
た
る
紙
面
に
於
て
、
完
全
に
詳
細
に
漏も

れ

る
ゝ
所
な
く
総す

べ

て
を
尽
く
し
て
講
義
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
」
と
語
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
著
者
は
、
い
た
ず
ら
に
む
ず
か
し
い
文
字
を
な
ら
べ
た
り
、
徹
底
せ
ざ
る
文
章
を
か
い
て
、
鬼
面
人
を
お
ど
ろ
か
す
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
の
べ
て
い

る
。内

容
の
概
略
は

─
第
一
章　

総
論　

第
二
章　

社
会
の
概
念　

第
三
章　

社
会
の
基
礎　

第
四
章　

社
会
の
構
成　

第
五
章　

家
族　

第
六
章　

国
家　

第
七
章　

社
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会
意
識　

第
八
章　

社
会
の
単
純
な
る
進
化　

第
九
章　

社
会
の
複
雑
な
る
進
化　

第
十
章　

社
会
の
理
法

─
で
あ
る
。

「
第
一
章　

総
論
」
の
な
か
で
、
著
者
は
社
会
学
の
研
究
法
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
の
研
究
法
に
は
、
帰
納
・
演
繹
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る

と
い
う
。
帰
納
的
研
究
法
に
は
、
比
較
研
究
、
歴
史
的
研
究
、
統
計
的
研
究
な
ど
が
あ
る
と
い
い
、
演
繹
的
研
究
法
に
は
、
物
質
的
研
究
、
心
理
的
研
究
、
綜
合
的
研
究
が

あ
る
と
い
う
。

社
会
学
を
研
究
し
よ
う
と
い
う
者
は
、
ぜ
ひ
と
も
人
類
学
や
統
計
学
、
生
物
学
、
心
理
学
に
通
じ
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
。
ま
た
基
礎
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
が
、

歴
史
学
・
哲
学
・
文
明
史
に
つ
い
て
も
、
一
通
り
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
。

“
社
会
学
”
の
語
を
創
っ
た
コ
ン
ト
は
、
社
会
学
を
“
静
学
”（
人
間
社
会
の
秩
序
の
理
論
）
と
“
動
学
”（
人
間
社
会
の
自
然
的
進
歩
の
理
論
）
と
に
わ
け
て
論
述
し
た
。

コ
ン
ト
の
あ
と
に
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
が
つ
づ
い
た
が
、
そ
の
社
会
学
や
哲
学
は
、
綜
合
哲
学
の
体
系
の
一
つ
で
あ
り
、
宇
宙
的
、
物
理
的
理
法
を
も

っ
て
社
会
現
象
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。

ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
に
つ
い
て
の
中
心
思
想
は
、
社
会
が
ひ
と
つ
の
有
機
体
で
あ
る
と
い
う
に
あ
る
。
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
あ
と
、
社
会
学
の
研
究
は
、
各
国
に
お

い
て
欝う

つ

然ぜ
ん

と
し
て
興
る
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
各
国
の
代
表
的
な
学
者
名
を
あ
げ
て
い
る
。
い
ま
著
者
の
説
明
に
多
少
補
足
し
て
記
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
…
…
…
…
コ
ン
ト
を
生
ん
だ
国
だ
け
あ
っ
て
、
社
会
学
の
名
士
は
数
多
く
輩
出
し
た
。
タ
ル
ド
（
一
八
四
三
〜
一
九
〇
四
、
社
会
心
理
学
の
基
礎
を
つ
く
っ

た
）、
フ
ィ
エ
（
一
八
三
八
〜
一
九
一
二
、
契
約
有
機
体
を
と
な
え
た
）、
ル
・
ボ
ン
（
一
八
四
一
〜
一
九
三
一
、“
群
集
”
の
概
念
を
提
出
）、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
（
一
八
五
八
〜
一
九
一
七
、
社
会
的
事
実
を
個
人
の
心
理
や
意
識
を
超
越
し
た
存
在
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
と
い
っ
た
）、
ヴ
ォ
ル
ム
ス

（
一
八
六
九
〜
一
九
二
六
、
社
会
有
機
体
の
立
場
を
と
っ
た
）
な
ど
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
…
…
こ
の
国
に
は
、
シ
ュ
フ
レ
（
一
八
三
一
〜
一
九
〇
三
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
有
機
体
説
を
と
っ
た
）、
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
（
一
八
四
二
〜
一

九
〇
四
、
国
際
社
会
の
形
成
を
集
団
闘
争
に
も
と
づ
く
進
化
主
義
的
理
論
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
）、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
三
八
〜
一

九
〇
九
、
集
団
の
意
志
が
個
人
を
規
定
す
る
と
説
い
た
）
な
ど
が
出
た
。

ド
イ
ツ
…
…
…
…
…
シ
ュ
タ
ン
（
一
八
一
五
〜
九
〇
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
や
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
運
動
、
社
会
政
策
な
ど
を
研
究
し
た
）、
ジ
ン
メ
ル
（
一
八
五
八

〜
一
九
一
八
、
形
式
社
会
学
の
提
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
た
）、
テ
ニ
エ
ス
（
一
八
五
五
〜
一
九
三
六
、
社
会
を
共
同
社
会
と
利
益
社
会
と
に
わ
け

た
）
な
ど
の
ほ
か
に
、
国
家
学
・
経
済
学
・
人
類
学
・
文
明
史
の
方
面
か
ら
社
会
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
が
多
く
で
た
。
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イ
タ
リ
ア
…
…
…
…
こ
の
国
の
学
風
は
片
寄
っ
て
は
い
る
が
、
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
（
一
八
三
六
〜
一
九
〇
九
、
犯
罪
学
に
実
証
主
義
的
方
法
を
導
入
し
た
）
を
も
っ
て
、
そ

の
白は

く

眉び

と
す
る
と
い
う
。

イ
ギ
リ
ス
…
…
…
…
ス
ペ
ン
サ
ー
の
亡
き
あ
と
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
（
一
八
六
〇
〜
一
九
三
五
、
経
験
の
総
合
的
把
握
を
主
張
）、
ド
・
モ
ル
ガ
ン
（
一
八
〇
六
〜
七
一
、

論
理
学
の
代
数
化
を
こ
こ
ろ
み
た
）、
マ
ク
レ
ナ
ン
（
一
八
二
七
〜
八
一
、
婚
姻
制
度
を
歴
史
的
に
研
究
し
た
）
な
ど
が
い
る
。

ア
メ
リ
カ
…
…
…
…
近
代
社
会
学
の
大
家
が
多
い
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
国
で
あ
る
。
ス
モ
ー
ル
（
一
八
五
四
〜
一
九
二
六
、『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
雑
誌
』
の
創

始
者
）
を
先
輩
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
ド
（
一
八
四
一
〜
一
九
一
三
、
社
会
学
を
純
粋
社
会
学
と
応
用
社
会
学
に
区
分
し
た
）、
ギ
ッ
デ
ィ
ン
グ
ズ
（
一

八
三
五
〜
一
九
三
一
、
同
類
意
識
を
社
会
の
基
本
的
事
実
と
し
た
）、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（
一
八
六
一
〜
一
九
三
四
、
Ｗ
・
ヴ
ィ
ン
ト
の
影
響
を
う

け
た
）、
ロ
ッ
ス
（
一
八
六
六
〜
一
九
五
一
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
ア
メ
リ
カ
社
会
学
を
講
じ
た
）
な
ど
の
大
家
が
い
る
。

そ
の
他
、
モ
ー
ガ
ン
（
一
八
一
八
〜
八
一
、
ア
メ
リ
カ
の
民
族
学
者
）、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
（
一
八
六
四
〜
一
九
四
一
、『
社
会
研
究
入
門
』
を
あ
ら
わ
す
）、
ク
ー
レ
ー

（
一
八
六
四
〜
一
九
二
九
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
社
会
学
教
授
）、
パ
ー
ソ
ン
ズ
（
一
九
〇
二
〜
？
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
教
授
）、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ（

ヴ

ェ

）

ェ
ー
バ
ー
の
社
会
学
を
ア
メ

リ
カ
に
導
入
し
た
）
な
ど
が
い
る
。

ロ
シ
ア
で
は
、
ノ
ヴ
ィ
コ
ー
フ
（
一
七
四
四
〜
一
八
一
八
、
啓
蒙
思
想
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が
有
名
で
あ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
ド
・
グ
レ
ー
フ
（
一
八
四
二
〜
一
九

二
四
、
社
会
を
有
機
体
と
し
、
一
般
哲
学
を
社
会
学
と
考
え
た
）
な
ど
が
、
名
を
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
肝
心
の
日
本
の
社
会
学
者
と
し
て
は
、
著
者
は
外
山
正
一
の
名
を
第
一
に
か
か
げ
、
つ
い
で
倫
理
方
面
よ
り
斯
学
に
入
っ
た
加
藤
弘
之
、
法
学
の
ほ
う
よ
り
社
会
学

に
入
っ
た
穂ほ

積づ
み

陳の
ぶ

重し
げ

、
そ
の
他
有
賀
長
雄
、
浮
田
和
民
、
建
部
遯
吾
、
遠
藤
隆
吉
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

遠
藤
隆
吉
の
『
社
会
学
近
世
の
問
題
』（
大
正
４
・
９
）
は
、
約
言
す
れ
ば
、
社
会
学
的
に
み
た
る

日
本
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
社
会
学
の
根
本
原
理
に
つ
い
て
の
べ
る
の
が
目
的
で

は
な
か
っ
た
。
コ
ン
ト
は
、
社
会
全
体
を
物
理
学
的
に
研
究
す
る
意
図
で
“
社
会
学
”
と
い
う
新
科
学

を
つ
く
っ
た
。
か
れ
が
め
ざ
し
た
こ
と
は
、
社
会
に
つ
い
て
の
正
確
な
る
知
識
を
う
る
に
あ
っ
た
。

遠
藤
の
社
会
学
研
究
の
立
脚
地
と
な
っ
た
も
の
は
、“
社
会
力
”（
社
会
の
な
か
で
の
み
行
な
わ
れ
る

力
、
わ
れ
わ
れ
を
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
力
）
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
日
本

遠藤隆吉著『社会学近世の問題』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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の
実
際
問
題
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
し
た
。

内
容
の
概
略
は

─
一　

社
会
学
上
の
立
脚
点　

二　

日
本
の
人
民
的
階
級　

三　

日
本
の
交
通
的

条
件　

四　

日
本
の
学
問
的
制
度　

五　

日
本
の
思
想
的
社
会
力　

六　

日
本
の
心
理
学　

七　

日
本

の
外
界　

八　

日
本
の
病
理
学　

九　

日
本
に
於
け
る
重マ

マ

な
る
社
会
力　

十　

将ま
さ

に
亡ほ

ろ

び
ん
と
す
る
社

会
力
、
十
一　

結
語

─
で
あ
る
。

著
者
は
「
四　

日
本
の
学
問
的
制
度
」
の
な
か
で
、
西
洋
学
と
東
洋
学
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
著

者
に
よ
る
と
、“
西
洋
学
”
と
は
、
西
洋
人
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
、
西
洋
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も

の
を
い
う
。
東
洋
学
と
は
、
東
洋
の
文
字
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
、
漢
学
や
和
学
（
国
学
）
な
ど
を
い
う
。

西
洋
学
の
流
行
は
、
横
文
字
（
外
国
語
）
の
流
行
に
よ
っ
て
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
い
ま
の
日
本
の
学
問
は
、
西
洋
学
に
依
り
つ
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

あ
る
と
い
い
、
外
国

語
を
ま
な
ば
な
い
こ
と
に
は
、
ら
ち
が
あ
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
な
る
べ
く
子
ど
も
の
と
き
か
ら
、
外
国
語
を
ま
な
ぶ
よ
う
勧
め
て
い
る
。
外
国
語
を
知
ら
な
い

と
、
外
国
の
学
問

0

0

0

0

0

を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
外
国
語
を
ま
な
ん
だ
り
、
研
究
し
た
り
す
る
目
的
と
は
な
に
か
。
著
者
の
答
え
は

─
商
工
業
ま
た
は
旅
行
や
学
問
の
助
け
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
著

者
は
、
大
学
に
お
け
る
学
問
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
学
問
が
帝
国
大
学
で
研
究
さ
れ
て
は
い
る
が
、
な
ん
ら
じ
っ
さ
い
上
の
目
的
を
も
っ
て
い
な
い

と
い
う
。
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、
学
問
の
応
用
0

0

な
の
で
あ
る
（
一
三
五
頁
）。

お
な
じ
著
者
に
よ
る
『
社
会
力
』（
大
正
５
・
３
）
は
、
社
会
学
の
中
心
問
題
で
あ
る
“
社
会
力
”
の
性
質
や
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
総
論　

第
一
章　

社
会
学
の
意
味　

第
二
章　

社
会
力
の
説　

第
三
章　

社
会
学
系
統
論　

本
論　

第
一
章　

社
会
力
の
充
実　

第
二
章　

社
会
力

の
効
果　

第
三
章　

社
会
力
の
成
立　

第
四
章　

社
会
力
の
組
織　

第
五
章　

社
会
力
の
静
動
学
的
観
察　

第
六
章　

社
会
力
の
要
素　

第
七
章　

社
会
機
能
論　

第
八
章

　

社
会
と
個
人　

第
九
章　

社
会
学
研
究
法　

第
十
章　

雑
論

─
で
あ
る
。

遠
藤
が
い
う
“
社
会
力
”
に
つ
い
て
は
、
先
に
す
こ
し
ふ
れ
た
が
、
も
う
す
こ
し
そ
れ
に
つ
い
て
語
っ
て
み
よ
う
。“
社
会
力
”
と
は
遠
藤
の
新
造
語
で
あ
る
。
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
余
儀
な
く

0

0

0

0

（
さ
せ
ら
れ
る

0

0

0

0

0

）
と
感
じ
る

0

0

0

0

ば
あ
い
が
そ
れ
だ
と
い
う
。

遠藤隆吉著『社会力』。
〔日本大学文理学部図書館蔵〕
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わ
れ
わ
れ
は
習
慣
に
し
た
が
う
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
暗
示
の
力
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。
わ
れ
れ
は
、
暗
示
の
力
に
よ
っ
て
、“
社
会
力
”
の
存
在
を
知
る
と
い

う
。遠

藤
に
よ
る
と
、
社
会
学
は
“
社
会
力
”
を
中
心
に
研
究
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
学
は
個
人
の
行
動
を
論
ず
る
学
と
な
る
し
か
な
く
、
人
間
の
行
動
を
そ
の
分

量
と
性
質
上
よ
り
研
究
す
る
も
の
と
い
う
（
二
五
頁
）。

藤
森
達
三
訳
『
ワ
ォマ

マ

ー
ド
の
社
会
学
』（
大
正
５
・
６
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
社
会
学
者
レ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー
ド
が
著
わ
し
た
「
テ
キ
ス
ト
ブ
ツ
ク
・

オ
ブ
・
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ー
」
が
原
著
と
い
う
。
同
書
は
ど
う
も
初
学
者
用
の
社
会
学
の
書
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
訳
者
は
そ
れ
を
「
ワ
ォマ

マ

ー
ド
の
社
会
学
」
に
改
め
た
。

内
容
の
概
略
は

─
緒
論　

第
一
章　

社
会
学
の
学
問　

第
二
章　

科
学
の
分
類　

第
三
章　

社
会
学
の
論
材
（
既
知
件
）　

第
四
章　

法
式
論
（
研
究
法
）　

第
五
章　

社
会
学
の
論
件
（
題
目
）　

本
論　

第
一
編　

社
会
力
の
起
原
及
其
分
類　

第
二
編　

社
会
力
の
本

質　

第
三
編　

社
会
の
自
発
的
発
展
に
於
け
る
社
会
力
の
動
静　

第
四
編　

期
成
的
働ど

う

原げ
ん

の
起
原
及

本
質　

第
五
編　

社
会
的
功
績
に
於
け
る
期
成
的
働
原
の
動
作

─
な
ど
で
あ
る
。

原
著
者
に
よ
る
と
、
人
間
社
会
は
種
属
的
に
動
物
社
会
と
は
異
な
る
と
い
う
。
動
物
社
会
は
、
自

然
的
か
つ
本
能
的
で
あ
る
に
反
し
て
、
人
間
社
会
は
、
不
自
然
に
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
。
社

会
学
は
そ
の
人
間
社
会
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

社
会
学
を
純
正
と
応
用
の
二
部
門
に
わ
け
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
い
う
。
純
正
社
会
学
は
、
原

理
や
原
則
を
樹
て
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
応
用
社
会
学
は
現
実
的
も
し
く
は
じ
っ
さ
い
的
で
あ
る
。

高
部
勝
太
郎
訳
『
ロ
ツ
ス
社
会
心
理
学
』（
大
正
６
・
５
）
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
教
授
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ア
ル
ズ
ワ
ー
ス
・
ロ
ッ
ス
の
名
著
『
社
会
心
理
学
』（Social Psychology, 1908

）
を

反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ス
は
本
書
を
著
わ
す
に
さ
い
し
て
、
数
多
の
書
を
よ
み
、
引
証
し
、

概
括
を
こ
こ
ろ
み
た
が
、
い
ち
ば
ん
参
考
に
し
た
の
は
ガ
ブ
リ
ェ
ル
・
タ
ル
ド
（
仏
）
の
書
で
あ
っ

た
と
い
う
。

“
社
会
心
理
学
”
と
は
何
か
。
原
著
者
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
人
間
の
共
同
生
活
の
あ
い
だ
に
生
ず

藤森達三訳『ワォードの社会学』。
〔専修大学附属図書館蔵〕高部勝太郎訳『ロッス社会心理学』。
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る
心
的
平
面
と
そ
の
流
転
と
を
研
究
す
る
も
の
と
い
う
。
社
会
的
原
因
に
も
と
ず
く
感
情
や
信
仰
、

意
志
と
動
作
と
の
一
致
点
の
す
べ
て
を
理
解
し
、
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

社
会
学
は
、
社
会
の
各
群
お
よ
び
そ
の
組
織
を
研
究
す
る
に
反
し
て
、
社
会
心
理
学
は
社
会
の
平

面
と
流
れ
と
を
考
え
る
も
の
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

社
会
心
理
学
の
性
質
及
範
囲　

第
二
章　

暗
示
性　

第
三
章　

群

衆　

第
四
章　

群
衆
心　

第
五
章　

群
衆
心
の
予
防
剤　

以
下
、
第
二
十
三
章
ま
で
あ
る
が
、
省
略

す
る

─
で
あ
る
。

尾
戸
長
熊
の
『
社
会
学
入
門
』（
大
正
６
・
５
）
は
、
あ
た
か
も
著
書
の
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
が
、
じ
っ
さ
い
は
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
タ

ッ
ケ
ン
ベ
ル
ク
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
三
、
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
バ
ー
生
ま
れ
の
ル
ー
テ
ル
教
会
の
牧
師
）
が
著
わ
し
た “T

he Introduction to the Study of Sociology, 

1898” 

を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
「
緒
言
」
に
い
う
。「
世よ

の
腐ふ

敗は
い

を
唱と

な

ふ
る
や
既す

で

に
久ひ

さ

し
。
必
ず
そ
の
反
面
に
覚
醒
の
大た

い

白は
く

（
き
わ
め
て
潔
白
な
こ
と

─
引
用
者
）
な
る
も
の
あ
ら
ん
。
今い

ま

社

会
学
入
門
を
発
行
す
。
社
会
の
歓
迎
果は

た

し
て
如い

何か
ん

」。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

社
会
学
の
定
義
及
び
目
的　

第
二
章　

社
会
学
と
他
の
科
学
と
の
関
係　

第
三
章　

社
会
学
の
分
類　

第
四
章　

社
会
其そ

の

者も
の

の
原
理　

以

下
、
第
十
一
章
ま
で
あ
る
が
、
省
略
す
る

─
で
あ
る
。

著
者
（
す
な
わ
ち
解
説
者
）
は
、「
第
十
章　

現
代
の
社
会
学
的
研
究
」
に
お
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

現
代
の
社
会
を
研
究
す
る
に
方あ

た

っ
て
斯か

く
全
体
の
研
究
を
な
す
と
同
時
に
、
又
一
方
に
於
て
は　

特
別
な
る
研
究
を
な
す
こ
と
を
得
。
即
ち
各
種
の
政
体
を
論
じ
、
倫
理　

教
育

　

宗
教　

政
治
教
育　

文
学　

哲
学　

美
学
等
の
団
体
を
研
究
す
る
こ
と
も
亦ま

た

可
能
の
事
に
属
す
。

時
代
精
神
の
研
究
は　

即
す
な
わ

ち
社
会
心
理
学
な
り
。
ス
タ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
グ
氏
の
説せ

つ

よ
り
す
る
に　

社
会
学
は
即

す
な
わ

ち
社
会
心
理
学
な
り
（
六
六
頁
）。

小
河
原
忠
三
郎
の
『
農
村
社
会
学
』（
大
正
６
・
６
）
は
、
著
者
の
苦
心
の
一
作
で
あ
る
。
著
者
は
関
東
の
一
寒
村
に
う
ま
れ
、
上
京
後
、
遊
学
に
し
ご
と
に
、
兵
役
に

小河原忠三郎著『農村社会学』。
〔法政大学附属図書館蔵〕
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心
身
を
う
ば
わ
れ
た
が
、
高
等
学
校
入
学
を
果
た
し
、
つ
づ
い
て
東
京
帝
国
大
学
社
会
学
科
に
ま
な
ん
だ
。
い
わ
ゆ
る
苦
学
力
行
の
典
型
で
あ
っ
た
。

近
年
、
修
学
の
余
暇
に
郷
里
に
か
え
り
、
父
母
を
省

か
え
り

み
、
農
村
生
活
の
惨
況
を
感
得
す
る
に
お
よ
ん
で
、
農
村
社
会
学
を
企
図
し
た
よ
う
で
あ
る
。
社
会
学
科
を
出
る
に

あ
た
っ
て
、
卒
業
論
文
と
し
て
書
い
た
も
の
が
『
農
村
社
会
学
』（
全
五
三
〇
頁
）
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
未
成
品
で
あ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
手
を
加
え
て
本
書
と
し
た
も

の
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
“
農
村
社
会
学
”
と
は
、
何
ん
の
こ
と
か
。
著
者
は
本
書
の
「
自
序
」
の
な
か
で
、
い
く
つ
か
の
定
義
を
か
か
げ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
紹
介
す
れ
ば
、

こ
う
で
あ
る
。「
さ
ら
に
適
切
な
る
体
制
を
え
ん
が
た
め
に
、
村
落
生
活
の
社
会
力
お
よ
び
社
会
的
要
因
を
究
明
す
る
も
の
な
り
」（
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
高
等
農
業
学
校
ヘ
ラ

ン
教
授
談
）。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

緒
論　

第
一
章　

農
村
の
意
義　

第
二
章　

農
村
の
地
位　

第
三
章　

大
中
小
農
の
定
義　

第
四
章　

農
村
問
題
の
意
義
並
び
に
其
研
究

法　

第
二
編　

農
村
社
会
史
観　

第
三
編　

農
民
の
富
力
及

お
よ
び

中
小
農
保
護
政
策　

第
四
編　

農
村
の
教
化　

第
五
編　

農
村
の
自
治　

第
六
編　

農
村
問
題
と
社
会
運
営

論　

結
論

─
で
あ
る
。

“
村そ

ん

落ら
く

”
は
「
む
ら
」
の
意
で
あ
る
。
が
、
こ
の
語
を
言
語
学
的
に
詮
索
し
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
著
者
は
研
究
者
の
言
を
引
用
し
て
の

べ
て
い
る
が
、
日
本
語
の
“
村
”
は
、
朝
鮮
語
の
“
牟む

羅ら

”
か
ら
出
た
も
の
の
よ
う
だ
。

西
洋
語
に
は
、“
村
”
や
“
村
落
”
を
意
味
す
る
も
の
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

英
語
…
…
…
…
…t

ソ

ー

プ

horpe

（
小
村
、
集
落
）、ham

let

（
小
村
）、village
（
村
、ham

let

よ
り
大
き
い
）

ド
イ
ツ
語
…
…
…D

ド
ル
フ

orf

（
村
、
村
落
）

フ
ラ
ン
ス
語
…
…h

ア

モ

ー

am
eau

（
小
さ
い
部
落
）、b

ブ
ー
ル

ourg

（
大
き
い
村
）

イ
タ
リ
ア
語
…
…c

ク
ロ
ラ
ー
レ

rolare

（
小
部
落
）

ロ
シ
ア
語
…
…
…D

デ

レ

ウ

ニ

ア

herew
nia

（
村
）

著
者
に
よ
る
と
、“
村
落
”
は
、
じ
つ
に
自
然
社
会
に
人
為
の
情
態
を
附
加
し
て
成
れ
る
、
人
為
社
会
発
生
の
第
一
段
に
位
し
、
そ
の
第
二
段
階
は
、
市
府
に
達
す
る
階
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梯
（
階
段
）
に
あ
る
も
の
を
い
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
大
著
は
、
西
洋
の
諸
大
家
が
著
わ
し
た
、
そ
の
国
を
基
準
と
し
て
樹
て
た
政
策

論
を
後
生
大
事
に
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
日
本
の
農
村
に
材
を
と
り
、
国
内
の

農
業
の
形
勢
を
大
観
し
た
も
の
で
あ
る
。

志
水
義
暲
訳
『
社
会
進
化
論　

全
』（
大
正
７
・
７
）
は
、
エ
ー
ル
大
学
社
会
学
教
授
ア
ル
バ
ー

ト
・
ガ
ロ
ウ
ェ
ー
・
ケ
ラ
ー
（
一
八
七
四
〜
一
九
五
六
）
の
『
社
会
進
化
論
』（Social 

E
volution,1915

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
ケ
ラ
ー
は
、
一
八
七
四
年
四
月
オ
ハ
イ
ヨ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
生
ま
れ
、
一
八
九
六
年
二
十
二
歳
を
も
っ
て
エ
ー
ル
大
学
を
卒
業
し
た
。
在
学
ち
ゅ
う

よ
り
、
す
で
に
著
名
な
社
会
学
者
サ
ム
ナ
ー
に
師
事
し
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
大
学
に
と
ど
ま
り
、
大
学
院
に
お
い
て
社
会
学
を
専
攻
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
詩
人
ホ
メ
ー
ロ

ス
の
叙
事
詩
に
み
ら
れ
る
古
代
社
会
を
、
社
会
学
の
見
地
か
ら
み
た
博
士
論
文
を
か
い
て
学
位
を
え
た
。
サ
ム
ナ
ー
が
退
職
し
て
か
ら
は
、
そ
の
後
継
者
と
な
り
、
後
進
の

育
成
に
つ
く
し
た
。

“
進
化
”
と
い
う
も
の
は
、
自
然
現
象
に
お
い
て
は
外
的
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
物
質
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
類
社
会
に
お
い
て
は
、
進
化
は
内
的
（
す
な
わ

ち
、
精
神
的
）
で
あ
る
。
動
植
物
は
、
外
囲
の
も
の
に
順
応
せ
ん
が
た
め
に
形
態
を
か
え
て
ゆ
く
が
、
人
類
は
か
た
ち
を
変
え
て
ゆ
く
ば
か
り
か
、
進
ん
で
精
神
的
に
変
化

し
、
環
境
に
順
応
し
て
ゆ
く
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
序
論　

第
一
章　

人
的
形
態
の
進
化　

第
二
章　

変
種　

第
三
章　

淘
汰
（
自
動
的
）　

第
四
章　

合
理
的
淘
汰　

第
五
章　

合
理
的
淘
汰
（
続
）　

第
六
章　

反
対
淘
汰　

第
七
章　

移
伝マ

マ　

第
八
章　

順
応　

第
九
章　

順
応
（
承
前
）　

附
記

─
で
あ
る
。

高
田
保
馬
の
『
社
会
学
的
研
究
』（
大
正
７
・
10
）
は
、
著
者
が
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
以
降
、
約
八
ヵ
年
の
あ
い
だ
に
書
い
た
論
考
の
な
か
か
ら
、
十
二
篇
え

ら
ん
で
一
書
と
し
た
も
の
と
い
う
。

本
書
の
篇
別
は
、
著
者
が
そ
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
き
わ
め
て
多
か
っ
た
ギ
ィ
デ
ィ
ン
グ
ズ
の
社
会
学
の
篇
別
に
し
た
が
っ
た
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

社
会
学
方
法
論
の
問
題　

第
二
篇　

社
会
人
口
及
び
社
会
心
意
の
問
題　

第
三
篇　

社
会
組
織
及
び
社
会
幸
福
の
問
題

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
科
学
の
世
界
は
、
法
則
の
支
配
す
る
普
通
概
念
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
。
法
則
は
科
学
の
中
核
で
あ
る
。
概
念
は
、
た
だ
こ
の
法
則
が
成
立
し
う
る
所

高田保馬著『社会学的研究』。
〔法政大学附属図書館蔵〕
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以
の
道
具
で
あ
る
。

社
会
学
の
対
象
と
は
な
に
か
。
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
の
対
象
と
は
、
精
神
現
象
の
一
部
と
し
て
み
ら
れ
る
“
社
会
現
象
”
で
あ
る
。
社
会
学
の
中
核
を
か
た
ち
づ
く

っ
て
い
る
法
則
は
、
永
久
な
る
反
覆

─
無
限
な
る
循
環
で
あ
る
と
い
う
。

建
部
遯
吾
の
『
普
通
社
会
学
』（
大
正
７
・
12
）
は
、
著
者
の
四
部
作
の
最
終
巻
で
あ
る
。
著
者
は
、
本
書
の
趣
意
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。「
社
会
の

変
遷
進し

ん

動ど
う

を
効
果
し　

社
会
の
運
命
を
決
定
す
る
の
処
に
矚

し
ょ
く

目も
く

す
る
に
存
す　

乃
す
な
わ

ち
此
両
篇
（
社
会
進
化
論
と
社
会
理
想
論
の
こ
と―

引
用
者
）
の
叙
述
の
後
、
更さ

ら

に
文
明

論
の
一
篇
を
加
へ
て
、
以も

っ

て
社
会
動
学
の
総
束
と
為な

し
、
以
て
普
通
社
会
学
の
結
末
と
為な

さ
む
と
す
」
と
。

建
部
の
文
章
は
、
い
っ
た
い
に
む
ず
か
し
く
、
わ
か
り
に
く
い
の
が
特
徴
で
も
あ
る
。
こ
ん
に
ち
か
ら
観
る
と
、
そ
の
文
章
は
、
よ
む
に
耐
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
篇　

社
会
進
化
論　

第
一
章　

社
会
進
化
の
要
義　

第
二
章　

社
会
進
化
の
方
式　

第
三
章　

社
会
進
化
の
実
質　

第
二
篇　

社
会
理
想
論　

第
一
章　

理
想
汎
論　

第
二
章　

個
人
的
理
想　

第
三
章　

社
会
的
理
想　

第
三
篇　

文
明
論　

第
一
章　

文
明
汎
論　

第
二
章　

社
会
進
化
の
史
観　

第
三
章　

文
明
の

概
評

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
社
会
を
科
学
的
に
説
き
あ
か
す
さ
い
に
必
要
な
も
の
は
、
動
学
的
・
静
学
的
研
究
で
あ
る
と
い
う
。
動
学
的
研
究
と
は
、
運
命
を
説
き
あ
か
す
こ
と
で

あ
り
、
静
学
的
研
究
と
は
、
現
象
の
研
究
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
か
ら
え
ら
れ
る
知
識
は
、
単
に
客
観
世
界
の
写
象
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
だ
け
だ
と
い
う
。

高
田
保
馬
の
『
社
会
学
原
理
』（
大
正
８
・
２
）
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
春
三
月
ご
ろ
か
ら
執
筆
に
着
手
し
、
同
七
年
四
月
に
書
き
お
え
た
も
の
だ
が
、
大
正
期

に
刊
行
さ
れ
た
社
会
学
書
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
大
部
な
専
門
書
で
あ
る
。

同
書
は
、
一
三
八
五
頁
も
あ
る
述
作
で
あ
り
、
そ
の
厚
さ
と
い
っ
た
ら
“
箱
枕
”
ほ
ど
も
あ
る
。「
凡
例
」
に
よ
る
と
、
こ
の
本
は
だ
い
た
い
私
見
を
開
陳
し
た
も
の
だ

と
い
う
。“
註
”
は
、
学
説
の
引
用
、
叙
述
、
批
評
を
も
っ
て
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は

─
第
一
篇　

社
会
学　

第
二
篇　

社
会
成
立
論　

第
三
篇　

社
会

形
態
論　

第
四
篇　

社
会
結
果
論　

結
論

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、“
社
会
学
”
は
有
情
者
の
結
合
を
対
象
と
す
る
科
学
で
あ
る
と
い
う
。
社
会
学
は
社
会
の
す
べ
て
を
研
究
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
人
類
社
会
よ
り

哺
乳
類
の
社
会
、
魚
や
昆こ

ん

虫ち
ゅ

の
集
団
、
単
細
胞
動
物
の
集
合
に
い
た
る
ま
で
、
心
理
的
結
合
の
存
在
が
推
断
し
う
る
か
ぎ
り
、
社
会
学
の
研
究
対
象
に
な
る
と
い
う
。

社
会
学
は
、
社
会
の
学

─
す
な
わ
ち
、
社
会
現
象
の
学
で
あ
る
。
社
会
学
は
経
済
的
、
宗
教
的
、
道
徳
的
、
芸
術
的
現
象
な
ど
、
い
っ
さ
い
の
現
象
を
包
括
的
に
研
究

す
べ
き
も
の
と
い
う
。
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平
瀬
龍
吉
訳
『
防
貧
策　

全
』（
大
正
８
・
５
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
シ
ド
ニ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
の

書
『
防
貧
』（Prevention of D

estitution, Longm
ans, G

reen, 1911

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ッ
ブ
は
一
八
五
九
年
七
月
ロ
ン
ド
ン
に
生
ま
れ
、
の
ち
租
税
調
査
官
、
名
誉
牧
師
、
議
員
を
へ
て
、

ロ
ン
ド
ン
市
政
の
た
め
に
尽
力
し
た
人
で
あ
る
。
共
著
者
で
あ
る
夫
人
も
、
夫
の
名
声
と
と
も
に
世
に

喧け
ん

伝で
ん

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（「
例
言
」）。

本
書
は
、
お
も
に
イ
ギ
リ
ス
の
貧
窮
問
題
に
つ
い
て
叙
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
著
者
夫
妻
が
二
年

前
に
来
日
し
た
お
り
、
日
本
各
地
の
工
業
地
帯
に
お
い
て
目
撃
し
た
も
の
は
、
日
本
も
イ
ギ
リ
ス
も
お

な
じ
よ
う
に
、“
貧
困
”
と
い
う
社
会
的
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
口
稠
密
な
る
国

民
は
、
概
し
て
そ
の
社
会
お
よ
び
社
会
生
活
に
お
い
て
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
お
な
じ
社
会
的
疾
患
に

か
か
っ
て
い
る
。

“
貧
窮
”
は
、
社
会
の
病

や
ま
い

な
の
で
あ
る
。
著
者
の
い
う
貧
窮
と
は
、
た
だ
単
に
貧
し
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
赤
貧
洗
う
が
ご
と
き
状
態
を
指
し
て
い
た
。
渇か

つ

し
て
飲の

ま
ず
、
飢う

え
て
食く

わ
ず
、
凍こ

ご

え
て

衣こ
ろ
もな

く
、
住す

む
に
家い

え

な
き
ひ
と
び
と
の
窮
状
で
あ
る
。
貧
す
れ
ば
鈍ど

ん

す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
あ
る

が
、
ひ
と
は
衣
食
住
や
日
々
の
必
要
な
物
品
に
こ
と
欠
く
と
、
精
神
の
ほ
う
も
荒
廃
し
、
ひ
と
と
し
て

の
途
を
踏
む
こ
と
は
、
と
う
て
い
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
都
市
に
住
む
数
百
万
の
貧
困
者
は
、
せ
ま
い
、
不
潔
な
る
一
室
に
群
居
雑
住
し
、
食
物
や
医
療
に
窮
し
て
い
た
。
近
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、“
救
貧

法
”
の
や
っ
か
い
に
な
っ
た
者
は
二
百
万
人
と
い
う
。

さ
て
肝
心
な
の
は
、“
救
貧
”
で
は
な
く
て
“
防
貧
”
に
つ
く
す
こ
と
で
あ
り
、
貧
し
さ
の
原
因
を
し
ら
べ
、
そ
の
根
治
の
み
ち
を
講
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
貧
困
防
止
策
を
用
い
る
べ
き
で
あ
り
、
他
国
の
真
似
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
お
互
い
ま
な
ぶ
べ
き
長
所
が
す
く
な
か
ら
ず
あ
る
、
と
い
う
の
が
著

者
の
意
見
で
あ
る
。

柴
田
安
正
の
『
社
会
学
講
話
』（
大
正
８
・
11
）
は
、
社
会
学
を
は
じ
め
て
学
ぼ
う
と
す
る
ひ
と
び
と
の
た
め
に
書
か
れ
た
入
門
書
で
あ
る
。
わ
た
し
が
見
た
本
書
は
、

柴田安正著『社会学講話』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕

シドニー・ウェッブ夫妻著。
『防貧策　全』
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水み
ず

谷た
に

八や

重え

子こ

（
一
九
〇
五
〜
一
九
七
九
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
新
派
女
優
）
の
寄
贈
本
で
あ
る
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
二
月
に
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に

寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
日
本
の
社
会
学
界
の
進
歩
は
、
も
と
よ
り
欧
米
の
そ
れ
に
及
ぶ
べ
き
も
な
い
が
、
社
会
学
に
つ
い
て
の
著
述
は
か
な
ら
ず
し
も
少
く
な
い
、
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
ど
の
著
書
も
高
尚
で
遠
大
で
あ
り
、
あ
る
い
は
浩こ

う

澣か
ん

に
す
ぎ
、
あ
る
い
は
難
解
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
初
学
者
は
斯
学
に
指
を
染
め
よ
う
に
も
、
わ
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
れ
ば
敬
遠
し
て
し
ま
う
。

著
者
が
こ
の
書
を
公
に
し
た
所
以
は
、
だ
れ
に
で
も
わ
か
る
社
会
学
入
門
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
や
さ
し
く
書
き
、
文
辞
も
つ
と
め
て
や
さ
し
い
語
を
用
い
た
と
い
う
。

今
後
の
世
界
の
大
問
題
は
、
社
会
問
題
の
解
決
だ
と
い
う
。
と
く
に
社
会
改
造
の
大
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
“
社
会
”
そ
の
も
の
を
よ
く
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

社
会
学　

第
二
章　

社
会　

第
三
章　

社
会
の
物
的
心
的
要
素　

第
四
章　

社
会
の
構
成　

第
五
章　

社
会
の
体
制　

第
六
章　

社
会
の

進
化　

第
七
章　

社
会
の
理
法

─
で
あ
る
。

社
会
的
動
物
で
あ
る
人
間
の
住
む
と
こ
ろ
は
、
い
わ
ゆ
る
“
社
会
”
で
あ
る
が
、
そ
の
社
会
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
部
の
社
会

的
現
象
を
研
究
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
や
が
て
社
会
的
諸
科
学
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
て
、
社
会
の
本
質
や
社
会
を
支
配
す
る
何
ら
か
の
理
法
（
法
則
）
を
知
る
必
要
が
生

じ
た
、
と
い
う
。

近
世
に
お
い
て
自
然
科
学
は
、
ひ
じ
ょ
う
な
進
歩
を
と
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
で
も
社
会
学
に
た
い
し
て
貢
献
し
た
も
の
は
、
生
物
進
化
論
で
あ
っ
た
。
社
会
学

の
成
立
に
は
、
こ
の
進
化
論
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
と
は
、
統
一
体
と
し
て
の
社
会
の
科
学
的
研
究
だ
と
い
う
。
そ
し
て
社
会
を
支
配
す
る
理
法
を
あ
き
ら
か
に
す
る
の
が
社
会
学
だ
と
い
っ
て
い

る
。
ち
ょ
う
ど
す
べ
て
の
科
学
に
共
通
す
る
研
究
法
が
あ
る
よ
う
に
、
社
会
学
に
も
“
二
つ
の
研
究
法
”
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
演
繹
方
法
（
組
み
立
て
た
理
論
に
よ
っ

て
、
特
殊
な
課
題
を
説
明
す
る
）
と
帰
納
的
方
法
（
具
体
的
な
事
柄
か
ら
、
一
般
的
な
命
題
や
法
則
を
み
ち
び
き
出
す
）
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
研
究
法
を
わ
か
り
や
す
く
、
つ
ぎ
に
記
し
て
み
よ
う
。
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演
繹
的
方
法

生
物
的
ま
た
は
物
質
的
研
究

─
自
然
が
生
物
（
個
人
）
に
あ
た
え
る
影
響
は
、
個
人
を
通
じ
て
、
社
会
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
生
物
と
し
て
の
人
間
は
物
理

的
法
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
生
物
一
般
に
つ
い
て
の
理
法
は
、
つ
ね
に
社
会
を
支
配
し
て
い
る
。
が
、
そ
れ
を
用
い
る
や

り
方
。

心
理
的
研
究

─
社
会
現
象
の
大
部
分
は
、
心
理
的
関
係
で
あ
る
。
心
理
学
の
原
理
・
原
則
に
よ
っ
て
社
会
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
や
り
方
。

綜
合
的
研
究

─
社
会
は
群
集
心
理
の
理
法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
個
人
に
お
け
る
の
と
異
な
る
現
象
を
呈
す
る
こ
と
が
多
い
。
生
物
学
的
、

心
理
学
的
研
究
に
よ
っ
て
え
た
原
理
原
則
を
綜
合
し
て
お
こ
な
う
や
り
方
。

帰
納
的
方
法

比
較
研
究

─
動
物
の
社
会
、
野
蛮
人
の
社
会
、
古
代
人
の
社
会
、
種
々
の
民
族
・
動
物
の
社
会
の
諸
現
象
を
、
比
較
研
究
す
る
や
り
方
。

歴
史
的
研
究

─
家
族
の
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、
原
始
的
家
族
よ
り
、
い
ま
の
文
明
国
の
家
族
に
い
た
る
ま
で
の
変
遷
を
研
究
す
る
や
り
方
。

統
計
的
研
究

─
社
会
現
象
の
、
お
お
よ
そ
の
趨
勢
を
暗
示
す
る
統
計
を
用
い
る
や
り
方
。

こ
れ
ら
の
六
つ
の
研
究
法
は
、“
社
会
研
究
”
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
じ
っ
さ
い
適
用
す
る
と
き
、
ど
の
方
法
に
よ
る
か
は
研
究
者
に
よ
る
。

高
田
保
馬
の
『
現
代
社
会
の
諸
研
究
』（
大
正
９
・
２
）
は
、
現
代
社
会
の
む
か
い
つ
つ
あ
る
諸
傾
向
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
に
収
め
た
諸
編
は
、
お
お
む
ね

こ
の
目
的
の
た
め
に
執
筆
し
た
も
の
と
い
う
。

著
者
は
大
著
『
社
会
学
原
理
』（
大
正
８
・
２
）
を
擱
筆
し
て
か
ら
、
何
ヵ
月
か
郷
里
に
病
臥
し
た
と
い
う
。
病

や
ま
い

を
養
っ
た
の
ち
京
都
に
も
ど
る
と
、
ふ
た
た
び
研
究
生

活
を
再
開
し
た
。
が
、『
社
会
学
原
理
』
の
執
筆
ち
ゅ
う
も
、
そ
の
後
も
か
れ
の
念
頭
を
は
な
れ
な
か
っ
た
問
題
は

─
社
会
進
化
の
窮
極
（
は
て
）、
現
代
社
会
の
進
路
、

社
会
変
動
の
趨
勢
な
ど
で
あ
っ
た
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

将
来
社
会
観
の
種
　々

一　

ジ
ン
メ
ル
と
ス
ペ
ン
サ
ア
と
の
将
来
社
会
観　

二　

集
産
主
義
の
社
会
学
的
考
察　

三　

ギ
ル
ド
ソ
シ
ア
リ

ズ
ム
の
社
会
学
的
考
察　

四　

遊
戯
と
し
て
の
社
会
生
活　

第
二
編　

富
及お

よ

び
企
業
の
集
中　

五　

所
得
の
パ
レ
ト
線
に
就
い
て　

六　

収
益
の
丘
を
論
ず　

第
三
編　

戦

争
及
び
人
種
問
題　

七　

戦
争
と
文
化　

八　

人
種
問
題
私
見　

第
四
編　

日
本
の
人
口
問
題　

九　

日
本
に
於
け
る
出
生
率
増
加
の
原
因　

十　

最
近
の
出
生
率
減
少
に

就
い
て

─
で
あ
る
。

本
書
ち
ゅ
う
の
第
一
編
の
は
じ
め
の
三
篇
は
、
各
章
す
こ
し
問
題
の
中
心
を
異
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
連
絡
が
あ
る
も
の
と
い
う
。「
四　

遊
戯
と
し
て
の
社
会
生

活
」
は
、
私
有
財
産
の
み
が
社
会
の
進
歩
の
原
動
力
で
あ
る
、
と
い
っ
た
卑
俗
な
論
に
つ
い
て
の
反
論
で
あ
る
。
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第
二
編
の
諸
篇
は
、
現
代
日
本
に
お
け
る
集
中
の
事
実
を
統
計
材
料
に
も
と
づ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
編
の
諸
篇
は
、
目
の
ま
え
に
展
開
し
て
い
る
事
実
に
刺

激
さ
れ
て
立
論
し
た
と
い
う
。

米
田
庄
太
郎
の
『
輓ば

ん

近き
ん

社
会
思
想
の
研
究　
上巻

』（
大
正
９
・
４
）
は
、
最
近
の
社
会
主
義
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
マ
ー
ル
ブ
ル
ヒ
派
の
社
会
哲
学
や
新
カ

ン
ト
派
の
哲
学
者
が
い
か
に
し
て
社
会
主
義
化
し
て
き
た
か
、
ま
た
マ
ー
ル
ブ
ル
ヒ
派
の
思
想
家
が
、
い
か
に
し
て
カ
ン
ト
化
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る

（
本
書
第
一
篇
）。

つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
の
社
会
主
義
の
理
想
主
義
化
が
、
最
近
の
法
理
学
の
影
響
を
う
け
て
、
い
か
に
社
会
主
義
を
温
和
化
し
た
か
を
究
明
し
た
（
第
二
篇
）。

さ
い
ご
に
革
命
的
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
（
組
合
主
義
）
の
理
想
主
義
化
の
影
響
が
、ど
の
よ
う
に
し
て
過
激
な
社
会
主
義
を
産
ん
だ
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
（
第
三
篇
）。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
篇　

新
カ
ン
ト
哲
学
と
輓
近
の
社
会
主
義　

第
一
章　

マ
ー
ル
ブ
ル
ヒ
派
の
社
会
哲
学　

第
二
章　

カ
ン
ト
と
輓
近
の
社
会
主
義　

第
二
篇　

輓
近
の
法
理
学
と
法
的
社
会
主
義　

第
二
章　

法
的
社
会
主
義
と
輓
近
の
法
理
学

─
で
あ
る
。

納
武
津
訳
『
社
会
哲
学
原
論
』（
大
正
９
・
６
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
界
の
一
権
威
ア
イ
・
エ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ヂ
ー
が
公
刊
し
た
『
社
会
哲
学
要
綱
』（I.S.M

ackenzie

：

O
utlines of Social Philosophy, 1918

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
社
会
哲
学
は
、
社
会
学
の
特
種
部
門
に
属
す
る
学
問
で
あ
る
。
原
著
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
理
想
国
」

の
精
神
を
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
状
態
に
あ
て
は
め
て
推
論
し
た
も
の
と
い
う
（「
例
言
」）。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

社
会
的
秩
序
の
基
礎　

第
一
章　

人
間
性　

第
二
章　

共コ
ム
ミ
ユ
ニ
チ
ー

同
生
活
体　

第
三
章　

結ア
ツ
シ
ヨ
シ
エ
ー
シ
ヨ
ン

合
生
活
体
の
諸
様
式　

第
二
編　

国
家
的
秩
序　

第

一
章　

家
族　

第
二
章　

教
育
的
制
度　

第
三
章　

産
業
制
度　

第
四
章　

国
家　

第
五
章　

正
義　

第
六
章　

社
会
的
理
想　

第
三
編　

世
界
的
秩
序　

第
一
章　

国
際

関
係　

第
二
章　

宗
教
の
地
位　

第
三
章　

教
化
の
地
位　

結
論　

一
般
的
結
果

─
で
あ
る
。

著
者
は
、
宇
宙
に
お
け
る
人
間
の
地
位
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
人
間
と
は
、
こ

の
世
界
（
地
球
の
意
か
）
の
一
産
物
、
土
地
か
ら
湧
き
で
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
。
ゆ
ら
い
人
間
の

定
義
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
試
み
ら
れ
た
が
、
著
者
に
よ
る
と
、
ど
れ
も
満
足
な
も
の
は
な
い
と
い
う
。

あ
る
者
は
、
人
間
と
は
“
合
理
的
動
物
”
と
い
い
、
ま
た
あ
る
者
は
、“
動
物
の
皮
を
か
ぶ
っ
た
心

霊
”
と
か
“
器
具
を
つ
か
う
動
物
”
と
定
義
し
た
。
著
者
の
定
義
に
よ
る
と
、
人
間
と
は
、
特
種
な
肉

体
的
特
質
な
ら
び
に
性
向
を
も
っ
た
“
特
有
体
の
動
物
”
な
の
で
あ
る
。

米田庄太郎著
『輓近社会思想の研究　上巻』。
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高
畠
素
之
訳
『
社
会
主
義
社
会
学
』（
大
正
９
・
６
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
主
義
者
ア
ー
サ
ー
・

リ（

ル

イ

ス

）

ユ
ウ
ス
著
『
社
会
学
へ
の
一

ひ
と
つ

の
手
引
』（A

rthur Lew
is 

：A
n Introduction to Sociology, C

. H
. 

K
err, 1919

）
を
反
訳
し
た
も
の
と
い
う
。

本
書
は
、
そ
の
題
名
の
し
め
す
と
お
り
の
も
の

─
す
な
わ
ち
、
社
会
学
入
門
書
で
あ
る
。
大
学
で
社

会
学
を
ま
な
ん
だ
こ
と
の
な
い
者
、
ま
た
な
ん
ら
か
の
科
学
に
つ
い
て
格
別
の
訓
練
を
う
け
た
こ
と
の
な

い
ひ
と
び
と
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
を
要
約
す
れ
ば

─
社
会
学
の
起
源
と
発
達
の
歴
史
、
社
会
学
の
い
ま
の
位
置
に
つ
い
て
一
般
的

観
念
を
あ
た
え
よ
う
と
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

コ
ム
ト
の
人
類
発
達
説　

第
二
章　

コ
ム
ト
の
科
学
分
類
法　

第
三
章　

ス
ペ
ン
サ
ア
の
静
的
社
会
学　

第
四
章　

ス
ペ
ン
サ
ア
の
類
推

社
会
学　

第
五
章　

ラ
ツ
エ
ン
ホ
ー
フ
エ
ル
の
社
会
学　

第
六
章　

社
会
学
史
上
に
於
け
る
マ
ル
ク
ス
の
位
置　

第
七
章　

社
会
学
と
社
会
諸
科
学　

第
八
章　

社
会
学
と

科
学
的
研
究
方
法　

第
九
章　

社
会
力　

第
十
章　

社
会
進
歩
の
諸
因
子　

第
十
一
章　

社
会
過
程
の
筋
書　

第
十
二
章　

間
接
行
動
と
直
接
行
動　

第
十
三
章　

社
会
学

の
目
的　

第
十
四
章　

社
会
学
と
自
由
意
志
説　

第
十
五
章　

社
会
学
と
偉
人
説

─
で
あ
る
。

寒
河
江
三
郎
の
『
最近

社
会
学
の
進
歩
』（
大
正
９
・
９
）
は
、
各
専
門
の
諸
大
家
に
執
筆
を
依
頼
し
、
だ
れ
に
で
も
わ
か
る
社
会
学
を
念
頭
に
お
い
て
編
輯
し
た
も
の
で

あ
る
。

世
の
当
路
者
ば
か
り
か
一
般
人
も
“
社
会
学
”
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
。
す
く
な
く
と
も
社
会
に
立
ち
て
、
生
き
て
ゆ
こ
う
と
す
る

者
は
、
社
会
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
究
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
が
、
人
口
に
か
い
し
ゃ
さ
れ
る
こ
の
語
に
つ
い
て
、
真
に
わ
か
っ
て
い
る
者
と
な
る
と
、
寒
心
に

た
え
な
い
と
い
う
。

本
書
は
、
啓
蒙
の
意
図
を
も
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
部
事
務
官
や
大
学
関
係
者
十
八
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
執
筆
し
て
い
る
が
、
早
大
教
授
・
遠
藤
隆

吉
の
「
社
会
学
の
応
用
」
と
い
っ
た
論
文
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

著
者
い
わ
く
。
ち
か
ご
ろ
“
社
会
学
”
と
い
っ
た
名
称
が
し
き
り
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
十
数
年
ま
え
ま
で
は
、“
社
会
学
”
と
い
え
ば
“
社
会
主
義
”
と
混
同

し
、
当
局
も
社
会
学
者
を
追
跡
し
て
、
危
険
人
物
と
み
な
す
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

アーサー・リユウス著
『社会主義社会学』。
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社
会
学
は
、
広
汎
な
る
学
問
で
あ
り
、
社
会
問
題
（
失
業
救
済
、
救
貧
事
業
、
免
囚
保
護
な
ど
）
全
般
に
わ
た
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
。
と
も
か
く
、
社
会
学
が
社

会
全
体
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
点
は
、
何
人
も
み
と
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、“
社
会
学
”
は
、
社
会
そ
の
も
の
の
論
究
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
。

応
用
と
い
っ
た
点
か
ら
み
た
ら
、
社
会
学
は
社
会
の
す
べ
て
の
現
象
の
研
究
の
み
に
偏
せ
ず
、
経
済
・
政
治
・
哲
学
・
宗
教
を
も
取
り
あ
つ
か
う
の
も
研
究
上
の
一
法
と

い
う
。

市
村
光
恵
と
森
口
繁
治
の
共
訳
『
民
約
論　

全
』（
大
正
９
・
10
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
が
著
わ
し
た
同
一
タ
イ
ト
ル
の
原
書
を
反

訳
し
た
も
の
で
あ
る
。「
序
」
に
よ
る
と
、
日
本
に
は
ル
ソ
ー
の
翻
訳
が
あ
る
が
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
ど
れ
も
駄
作
で
あ
る
と
い
う
。
ル
ソ
ー
の
著
述
を
理
解
し
て
訳

し
た
の
は
、
故
中
江
兆
民
で
あ
る
が
、
兆
民
の
反
訳
は
、
わ
ず
か
に
第
一
篇
だ
け
で
あ
り
、
他
の
三
篇
に
お
よ
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
翻
訳
に
さ
い
し
て
訳
者
は
、
ベ
ル

リ
ン
のA

.A
sher &

 C
o.

の
発
行
に
か
か
わ
る “J. J. R

ousseau

：D
u C

ontrat Social ou Principes du droit politique, 1860” 

を
底
本
と
し
、
そ
の
他
英
訳
と
独
訳
を

も
ち
い
た
と
い
う
。

訳
者
は
の
べ
て
い
る
。
翻
訳
を
す
る
に
は
、
二
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
、
と
。
そ
の
一
つ
は
、
原
文
が
よ
く
理
解
で
き
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
語
学
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
。
そ
の
二
は
、
原
書
の
こ
と
が
ら
を
理
解
す
る
だ
け
の
知
識
が
あ
る
こ
と
。
語
学
力
は
あ
っ
て
も
、
原
書
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
、
た
だ
文
字
を
訳
す
だ
け
で
あ
り
、

徹
底
し
た
翻
訳
は
で
き
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
。

ま
こ
と
に
耳
が
痛
い
話
で
あ
る
。
日
本
文
の
翻
訳
が
だ
め
な
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
原
文
に
合
っ
て
い
る
だ
け
で
、
大
部
分
は
ま
ち
が
っ
た
訳
で
あ
る
。

わ
が
国
に
は
、
ル
ソ
ー
の
『
民
約
論
』
を
危
険
な
書
物
と
し
て
み
る
ひ
と
び
と
が
、
少
く
な
い
と
い
う
。
本
書
を
い
ち
ば
ん
先
に
熟
読
玩
味
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
頑
迷

固
陋
の
ひ
と
び
と
な
の
で
あ
る
。

生
来
ひ
と
は
自
由
で
あ
る
、
と
、
ル
ソ
ー
は
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
ひ
と
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
鎖

に
し
ば
ら
れ
て
い
る
。
ル
ソ
ー
は
、
国
家
存
在
の
理
由
を
“
民
約
”（
人
間
社
会
が
契
約
に
よ
っ
て
成

立
す
る
）
に
求
め
た
。
し
か
し
、
か
れ
の
国
家
観
は
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
国
家
至
上
主
義
に
あ
り
、
個

人
は
も
っ
と
も
国
を
愛
す
る
公
民
と
な
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
。

米
田
庄
太
郎
の
『
現
代
社
会
問
題
の
社
会
学
的
考
察
』（
大
正
10
・
３
）
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に

発
表
し
た
論
文
を
あ
つ
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

現
代
社
会
の

米田庄太郎著
『現代社会問題の社会学的考察』。
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階
級　

分
析　

第
二
章　

現
代
階
級
闘
争
思
想
の
発
達　

第
三
章　

現
代
社
会
問
題
の
社
会
学
的
意
義　

第

四
章　

現
代
社
会
運
動　

第
五
章　

現
代
哲
学
と
資
本
主
義
精
神　

第
六
章　

近
代
労
働
者
階
級
の
哲
学
思

潮　

第
七
章　

精
神
的
創
造
或
は
発
明
の
原
理　

第
八
章　

労
働
者
教
育
運
動
の
輓
近
の
発
達　

第
九
章　

消
費
組
合
の
社
会
的
意
義　

第
十
章　

現
代
温
情
主
義　

第
十
一
章　

協
調
主
義
労
働
組
合
＝
仏
国
黄
色
組

合
の
発
達

─
で
あ
る
。

本
書
の
第
八
章
第
三
節
は
、
労
働
者
教
育
の
機
関
と
し
て
注
目
す
べ
き
“
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
”
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
（
有
産
）
階
級
の
進
歩
的
分
子
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く
っ
た
、
労

働
者
の
た
め
の
教
育
機
関
の
こ
と
で
あ
る
。
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
、
英
米
に
お
い
て
発
達
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
ひ
ろ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
種
の
人
道
的
事
業
で

あ
る
。

そ
の
教
育
の
精
神
は
、
労
働
者
の
こ
こ
ろ
に
、
友
愛
の
念
を
発
達
さ
せ
る
に
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
余
暇
に
よ
ろ
こ
び
や
た
の
し
み
を
も
つ
よ
う
に
さ
せ
、
人
生
を
豊

か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
は
、
労
働
者
の
精
神
的
発
達
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
る
。

笠
田
長
継
の
『
社
会
進
歩
の
意
義
』（
大
正
10
・
８
）
は
、
慶
文
堂
の
通
俗
社
会
学
叢
書
の
第
二
巻
目
に
あ
た
る
。
著
者
が
い
う
“
社
会
進
歩
”
と
は
何
の
こ
と
か
。
著

者
は
、
そ
の
意
味
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
言
説
を
ひ
い
て
い
る
。

　

─
社
会
の
進
歩
と
は
、
人
民
と
財
産
と
の
保
護
力
を
増
し
、
自
由
思
想
と
行
動
と
の
範
囲
を
拡
張
し
、
人
間
の
欲
求
を
満
た
す
品
目
が
、
ま
す
ま
す
多
大
の
質
量
と
変

化
と
か
ら
産
出
せ
ら
る
ゝ
に
あ
り
と
。

社
会
進
歩
と
は
、
こ
の
産
出
に
つ
い
て
、
社
会
機
関
の
構
成
を
改
変
す
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、“
生
活
難
”
は
、
社
会
進
化
の
一
現
象
で
あ
り
、
個
人
的
階

級
ま
た
は
一
団
の
状
態
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

本
書
は
、
十
五
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は

─
緒
論　

進
化
と
進
歩　

第
一
章　

外
界
及
び
人
種　

第
二
章　

知
識
、
剰

じ
ょ
う

余よ

精
力　

種
属　

存
続　

第
三
章

　

集
団
の
競
争
、
衝
突　

第
四
章　

物
質
的
進
歩　

心
的
進
歩　

第
五
章　

同
情
心
、
他
愛
心
、
模
倣
、
同
類
意
識　

以
下
省
略
す
る

─
で
あ
る
。

納
武
津
の
『
新最

社
会
学
講
話
』（
大
正
10
・
10
）
は
、
主
と
し
て
初
学
者
の
た
め
に
、
社
会
学
の
内
容
と
輪
郭
と
の
一
般
を
講
じ
た
も
の
と
い
う
（「
例
言
」）。

著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
者
と
称
す
る
一
部
の
ひ
と
び
と
が
、
社
会
学
の
研
究
に
一
身
を
さ
さ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
近
年
の
こ
と
と
い
う
。
社
会
学
界
の
急
務
と

納武津著『最新社会学講話』。
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は
何
か
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
社
会
学
的
資
料
と
か
原
理
の
蒐
集
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
。
社
会
学
的
体シ

ス
テ
ム系

の
確
立
こ
そ
、
い
そ
い
で
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
し

ご
と
で
あ
る
と
い
う
。

著
者
が
み
る
と
こ
ろ
、“
体
系
的
な
社
会
学
”
の
建
設
に
つ
と
め
て
い
る
代
表
的
な
著
作
は
、
欧
米
の
学
界
に
お
い
て
も
、
わ
ず
か
に
二
十
種
内
外
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。

日
本
で
は
建
部
遯
吾
や
遠
藤
隆
吉
が
、
そ
れ
を
試
み
て
い
る
が
、
一
般
の
社
会
学
者
の
首し

ゅ

肯こ
う

し
う
る
も
の
で
あ
る
や
否
や
は
う
た
が
わ
し
い
と
い
う
。

本
書
は
、
四
一
一
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
執
筆
に
さ
い
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
学
的
著
作
を
参
照
し
た
と
の
べ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

第
一
章　

社

会
学
の
観
念　

第
二
章　

社
会
学
の
題
目
と
問
題　

第
三
章　

社
会
学
の
研
究
方
法　

第
二
編　

第
一
章　

社
会
の
概
念　

第
二
章　

社
会
の
分
類　

第
三
章　

社
会
の
性

質　

第
三
編　

第
一
章　

社
会
の
起
原　

第
二
章　

社
会
力　

第
四
編　

第
一
章　

社
会
活
動　

第
二
章　

社
会
の
組
織　

第
五
編　

第
一
章　

社
会
精
神　

第
二
章　

社

会
秩
序　

第
六
編　

第
一
章　

社
会
進
歩

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
に
つ
い
て
の
“
観
念
”（
考
え
、
概
念
）
が
、
ひ
と
に
よ
り
大
い
に
異
っ
て
い
る
と
い
う
。
社
会
学
に
関
す
る
も
っ
と
も
通
俗
的
な
観
念
は
、

こ
れ
を
“
社
会
の
弊へ

い

害が
い

”（
害
と
な
る
、
わ
る
い
こ
と
）
と
そ
の
救
済
を
と
り
あ
つ
か
う
科
学
で
あ
る
。

社
会
学
は
、“
社
会
的
弊
害
”
の
研
究
と
、
そ
の
弊
害
を
匡

き
ょ
う

正せ
い

（
正
す
）
し
よ
う
と
す
る
“
慈
善
”
の
科
学
的
発
達
と
を
通
し
て
成
長
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、

社
会
学
は
、
社
会
現
象
、
社
交
性
の
諸
現
象
、
人
間
の
諸
制
度
、
社
会
の
秩
序
や
体
制
や
進
歩
な
ど
を
科
学
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
社
会
学
の
題テ

ー
マ目

は
、
広
義
の
“
社
会
現
象
”
で
あ
る
よ
う
だ
。

佐
野
学
の
『
社
会
制
度
の
諸
研
究
』（
大
正
10
・
11
）
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
後
半
よ
り
同
十
年
（
一
九
二
一
）
前
半
ま
で
、『
解
放
』『
我
等
』『
先
駆
』
な
ど

の
雑
誌
に
発
表
し
た
論
文
を
ま
と
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
は
社
会
階
級
、
農
民
史
、
農
民
問
題
に
関
す
る
論
文
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
社
会
階
級
に
つ
い

て
の
論
考
が
多
い
。
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
階
級
は
、
国
家
や
財
産
制
度
と
と
も
に
も
っ
と
も
根
本
的
な
社

会
制
度
だ
と
い
う
。
わ
た
し
が
見
た
本
書
は
、
著
名
入
り
本
で
あ
り
、
西
村
真し

ん

次じ

（
一
八
七
九
〜
一
九
四
三
、

大
正
・
昭
和
期
の
歴
史
学
者
、
早
大
史
学
科
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
）
に
献
じ
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は
、
第
一
編　

社
会
階
級
の
諸
研
究　

一　

階
級
社
会
の
発
生
的
考
察　

二　

社
会
戦
の
社

会
学　

三　

古
代
社
会
階
級
考　

四　

貴
族
階
級
の
本
質
と
心
理
と
運
命　

五　

軍
人
階
級
の
社
会
史
的
考

佐野学著『社会制度の諸研究』。
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察　

第
二
編　

農
民
史
及
農
民
問
題
の
諸
研
究　

第
三
編　

社
会
制
度
の
種
　々

第
四
編　

社
会
思
想
そ
の
他

─
で
あ
る
。

「
第
三
編　

社
会
制
度
の
種
々
」
の
な
か
に
、「
三　

現
代
の
支
配
者
階
級
」
の
一
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
著
者
の
考
え
を
聞
い
て
み
よ
う
。

著
者
に
よ
る
と
、
明
治
維
新
は
、
政
治
革
命
で
あ
る
と
と
も
に
社
会
革
命
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
革
命
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
支
配
者
階
級
が
一
蹴
さ
れ
た
。
維
新
後
の
も
っ

と
も
根
本
的
の
支
配
階
級
は
、
資
本
家
階
級
で
あ
り
、
こ
の
階
級
と
と
も
に
“
貴
族
階
級
”
が
、
支
配
者
の
一
列
を
占
め
て
い
る
と
い
う
。

貴
族
階
級
は
、
三
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
は
維
新
以
前
の
支
配
者
（
大
小
名
の
後
身
で
あ
る
華
族
）。

第
二
は
平
安
朝
貴
族
の
後
身
（
堂
上
華
族
）。

第
三
は
維
新
の
元
勲
を
中
心
と
す
る
官
僚
系
の
華
族
集
団
。

大
正
時
代
、
じ
っ
さ
い
日
本
を
支
配
し
て
い
た
の
は
、
資
本
家
と
貴
族
の
両
分
子
で
あ
っ
た
。

著
者
に
よ
る
と
、
資
本
主
義
国
家
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
時
代
の
支
配
者
は
だ
れ
か
と
い
う
と
、
労
働
者
階
級
を
中
心
と
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
す
る
、
と
い
う
。

支
配
層
の
更
新
に
は
、
二
つ
の
条
件
が
必
要
だ
と
い
う
。
ひ
と
つ
は
在
来
の
支
配
者
階
級
が
廃は

い

頽た
い

し
（
お
と
ろ
え
る
）、
そ
の
地
位
を
た
も
て
な
く
な
る
こ
と
。
そ
の
二

は
他
に
代
る
べ
き
実
力
を
も
っ
た
新
し
い
社
会
階
級
が
発
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
新
興
階
級
と
は
、
中
間
階
級
（
中
等
商
工
業
者
、
中
農
、
俸
給
生
活
者
、
教
育
者
、

自
由
業
者
）
で
あ
る
。

い
ま
の
支
配
者
階
級
に
と
っ
て
代
わ
る
べ
き
階
級
と
は
、
い
ま
の
べ
た
中
間
階
級

0

0

0

0

や
労
働
者
階
級

0

0

0

0

0

で
あ
る
と
い
う
。
著
者
の
考
え
に
よ
る
と
、
現
代
社
会
の
二
大
階
級
と

は
、
支
配
者
階
級
と
被
支
配
者
階
級
（
そ
の
大
部
分
は
、
労
働
者
階
級
）
で
あ
っ
た
。

田
制
佐
重
訳
『
社
会
遺
伝
』（
大
正
11
・
４
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
社
会
学
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
キ
ッ
ド
（
一
八
五
八
〜
一
九
一
六
）
が
著
わ
し
た
『
力
の
科
学
』

（Science of P
ow

er, 1918

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
原
書
名
を
改
め
、『
社
会
遺
伝
』
と
し
た
。

キ
ッ
ド
は
名
著
『
社
会
的
進
化
』（
一
八
九
四
年
）
を
も
っ
て
世
界
的
名
声
を
え
た
人
で
あ
る
。
が
、
同
人
の
社
会
進
化
論
の
基
調
は
、
そ
れ
ま
で
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
に

反
抗
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
本
書
の
主
意
は
、
個
体
的
遺
伝
に
た
い
し
て
社
会
的
遺
伝
を
論
じ
た
点
で
あ
る
。
身
体
の
媒
介
に
よ
る
個
体
的
遺
伝
は
、
社
会
進
化
を
助
長



266（23）

社会学伝来考

し
な
い
と
い
う
。
社
会
が
進
化
す
る
の
は
、
社
会
文
化
を
媒
介
と
す
る
社
会
遺
伝
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い
う
（「
例
言
」）。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
篇　

西
洋
知
識
の
挫
折　

第
一
章　

世
界
的
革
命
の
集
成　

第
二
章　

大
逆
転
の
心
的
中
心　

第
三
章　

西
洋
倫
理
の
終
極
面　

第
二
篇　

大

組
織
の
基
礎　

第
四
章　

文
明
の
力
は
理
性
に
宿
ら
ず　

第
五
章　

理
想
の
情
緒
は
最
高
の
原
理　

第
六
章　

西
洋
に
於
け
る
奇
怪
の
現
状　

第
三
篇　

力
の
心
的
新
中
心

　

第
七
章　

力
の
科
学
の
根
本
法
則　

第
八
章　

婦
人
は
社
会
組
織
の
中
心　

第
九
章　

婦
人
の
心
意　

第
十
章　

社
会
的
遺
伝

─
で
あ
る
。

井
上
吉
次
郎
訳
『
社
会
学
』（
大
正
11
・
５
）
は
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
教
授
マ
ッ
ク
ィ
ヴ
ァ
ー
『
社

コ
ミ
ュ
ニ
チ会

』
を
反
訳
し
た
も
の
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は

─
第
一

巻　

緒
論　

第
一
章　

社
会
的
事
実
と
社
会
的
法
則　

第
二
章　

社
会
と
組
合　

第
三
章　

学
問
中
社
会
学
の
地
位　

第
二
巻　

社
会
の
分
解　

第
一
章　

間
違
っ
た
社
会

観　

第
二
章　

社
会
の
要
素　

第
三
章　

社
会
の
構
成　

第
四
章　

制
度　

第
三
巻　

社
会
発
達
の
原
則　

第
一
章　

社
会
発
達
の
意
味　

第
二
章　

所
謂
社
会
死
滅
の
法

則　

第
三
章　

社
会
発
達
の
第
一
法
則　

第
四
章
と
第
五
章
は
、
第
一
法
則
に
関
連
す
る
問
題　

第
六
章
と
第
七
章
は
、
社
会
発
達
の
第
二
、
第
三
法
則　

第
八
章　

綜
合

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
広
義
の
社
会
学
と
い
え
ば
、
特
殊
社
会
科
学
（
政
治
、
経
済
、
法
律
、
宗
教
、
教
育
、
美
術
そ
の
他
）
も
包
含
さ
れ
る
が
、
狭
義
の
社
会
学
は
、
社
会

の
本
質
や
発
達
の
研
究
で
あ
る
と
い
う
。

社
会
学
者
の
研
究
対
象
は
、“
社
会
”
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
社
会
研
究
の
最
初
に
し
て
、
最
大
の
著
作
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
共
和
国
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
都
市
社
会
論

で
も
あ
っ
た
（
三
〇
頁
）。

高
田
保
馬
の
『
社
会
と
国
家
』（
大
正
11
・
５
）
は
、
社
会
学
的
方
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
た
る
に
と
ど
ま
る
、
と
「
序
」
の
中
で
の
べ
て
い
る
。
国
家

と
社
会
と
の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
政
治
学
・
法
学
・
経
済
学
の
方
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
著
者
の
立
場
は
、
多
元
的
社
会
観
で
あ
る
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

総
説　

第
二
章　

社
会
及
び
全
体
社
会　

第
三
章　

共
同
社
会
に
関
す
る
思
想
の
変
遷　

第
四
章　

全
体
社
会
と
国
家
と
の
同
視　

第
五

章　

社
会
の
発
達
の
問
題
に
就
い
て　

第
六
章　

部
分
社
会
の
分
化　

第
七
章　

社
会
の
団
結
の
減
衰　

第
八
章　

社
会
の
地
域
的
解
放

─
で
あ
る
。

“
国
家
”
と
は
何
か
。
そ
し
て
“
社
会
”
と
は
何
か
。
著
者
が
み
る
こ
の
両
者
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
こ
う
で
あ
る
。

─
社
会
と
は
、
大
勢
の
ひ
と
び
と
の
結
合
し
た

も
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
国
家
も
、
ひ
と
つ
の
社
会
で
あ
る
。
国
家
は
、
も
っ
と
も
重
要
に
し
て
、
複
雑
か
つ
宏
大
な
る
社
会
で
あ
る
。

国
家
と
社
会
と
は
、
そ
の
存
在
に
お
い
て
相
対
立
す
る
も
の
か
。
社
会
は
国
家
の
な
か
に
包
括
せ
ら
れ
、
そ
の
一
部
を
形
成
す
る
も
の
な
の
か
。
国
家
が
発
達
す
る
に
つ

れ
て
、
社
会
に
ど
の
よ
う
な
発
達
が
生
じ
る
の
か
。
一
般
文
化
の
発
達
に
と
も
な
い
、
国
家
も
社
会
も
著
し
い
変
化
を
こ
う
む
る
と
い
う
。
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国
家
と
社
会
と
の
包
括
的
関
係
を
か
ん
が
え
る
と
き
、
全
体
社
会
の
発
達
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

遠
藤
隆
吉
の
『
社
会
学
原
論
』（
大
正
11
・
７
）
は
、
社
会
学
を
も
っ
て
、
社
会
の
発
生
と
そ
の
法
則
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
、
と
の
考
え
の
も
と
に
、
本
書
を
発
表

し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
作
も
意
に
満
た
な
い
も
の
と
い
う
（「
序
」）。

著
者
に
よ
る
と
、
こ
れ
こ
そ
社
会
学
の
述
作
と
お
も
わ
せ
る
も
の
は
少
い
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
で
あ
る
ロ
ッ
ス
の
『
社
会
学
原
理
』
は
、
ほ
と

ん
ど
系
統
的
で
な
い
と
い
う
し
、
ウ
ォ
ー
ド
の
純
正
社
会
学
も
著
者
一
流
の
見
解
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
ギ
ィ
デ
ィ
ン
グ
ズ
の
系
統
も
、
い
ま
か
ら
み
れ
ば
た
だ
同
類
意
識
の

説
明
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

総
論　

第
二
編　

社
会　

第
三
編　

社
会
の
系
統　

第
四
編　

社
会
の
法
則　

第
五
編　

社
会
の
本
質
と
其
の
応
用

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、“
社
会
的
”
と
い
う
名
称
は
、
き
わ
め
て
包
含
的
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
呼
び
名
に
は
、
政
治
的
・
国
家
的
・
経
済
的
・
道
徳
的
な
意
味
が
あ
る
。
人

間
社
会
の
利
害
禍か

福ふ
く

（
わ
ざ
わ
い
と
幸
い
）
に
関
係
す
る
も
の
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
社
会
的
な
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
時
代
、
い
か
な
る
社
会
と
い
え
ど
も
、“
社
会
学

的
研
究
”
の
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
。

著
者
は
、
東
洋
に
お
け
る
社
会
学
的
研
究
（
第
一
編　

総
論　

第
二
章　

社
会
学
の
前
提
）
の
な
か
で
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
い
る
。
イ
ン

ド
の
マ
ヌ
法
典
（
紀
元
前
二
世
紀
ご
ろ
成
立
し
た
）
は
日
常
生
活
の
規
範
を
の
べ
た
社
会
的
研
究
の
一
種
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
仏
教
の
開
祖
・
釈し

ゃ

迦か

（
前
四
六
三
〜
三
八
三
ご
ろ
）
以
後
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
社
会
学
的
研
究
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
は
、“
四し

部ぶ

律り
つ

”（
四
種
類
の
戒
律
書
）
と
い
う
。

一
方
、
中
国
は
社
会
学
的
研
究
が
も
っ
と
も
発
達
し
た
国
と
い
う
。
ゆ
ら
い
中
国
人
は
、
数
多
の
氏
族
に
わ
か
れ
て
く
ら
し
、
相
互
に
軋あ

つ

轢れ
き

の
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
、
政

治
道
徳
の
思
想
は
み
ず
か
ら
発
達
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
処
世
修
養
の
か
な
め
を
教
え
た
書
経
（
中
国
の
経
書
、
古
代
の
政
治
に
お
け
る
君
臣
の
言
行
の
モ
デ
ル

と
す
べ
き
も
の
を
集
成
し
た
）
は
、
古
代
中
国
に
お
け
る
注
意
す
べ
き
社
会
学
的
研
究
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

佐
野
学
の
『
社
会
の
進
化
』（
大
正
11
・
10
）
は
、
日
進
堂
の
近
世
分
化
叢
書
の
第
二
編
に
あ
た
る
。
本
書
は
、
抽
象
的
に
社
会
進
化
論
の
理
論
を
説
い
た
も
の
で
は
な

い
。
著
者
の
意
図
は
、
社
会
進
化
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
、
具
体
的
事
実
に
た
い
し
て
、
そ
の
例
証
を
あ
げ
、
そ
の
人
類
史
的
意
義
を
解
釈
し
、
将
来
の
社
会
進
化
の
す
が

た
を
想
像
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
か
た
っ
て
い
る
。

─
社
会
は
進
化
す
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
そ
の
停
滞
は
死
を
意
味
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

原
始
の
社
会　

第
二
章　

君
主
の
魔
術
的
起
源　

第
三
章　

原
始
の
財
産
制
度　

第
四
章　

部
族
社
会
と
文
明
社
会　

第
五
章　

経
済
生

活
及
政
治
生
活
の
進
化　

第
六
章　

資
本
主
義
社
会

─
で
あ
る
。
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社会学伝来考

著
者
は
、
さ
い
ご
の
章
節
の
な
か
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
こ
ん
に
ち
の
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
、
二
個
の
巨
大
な
る
経
済
的
階
級
が
対
立
す
る
と
。
そ
れ

は
資
本
家
階
級
と
無
産
者
階
級
で
あ
る
。
前
者
は
、
旺
盛
な
る
利
己
的
企
業
精
神
の
も
と
に
活
動
す
る
社
会
階
級
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
富
は
、
加
速
度
的
に
ま
し
、
そ
の
財

産
を
膨
大
さ
せ
る
。
後
者
は
、
生
産
的
資
力
を
も
た
ず
、
た
だ
労
働
力
だ
け
を
売
り
、
生
活
を
維
持
す
る
だ
け
の
労
賃
を
も
ら
っ
て
い
る
社
会
階
級
で
あ
る
。

強
者
は
、
資
本
家
階
級
。
弱
者
は
、
無
産
階
級
で
あ
る
。
上
層
階
級
は
、
じ
ぶ
ん
に
有
利
な
現
状
を
あ
く
ま
で
維
持
し
よ
う
と
つ
と
め
、
下
層
階
級
は
こ
れ
を
打
破
し
て
、

新
生
面
を
ひ
ら
こ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
両
者
は
互
い
に
争
闘
す
る
。

こ
ん
に
ち
の
（
日
本
）
社
会
は
、
そ
の
現
状
を
永
久
に
維
持
す
べ
き
で
は
な
い
。
歴
史
の
必
然
と
し
て
、
な
ん
ら
か
の
新
し
い
社
会
に
移
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す

る
と
、
将
来
ど
の
よ
う
な
社
会
の
現
出
が
、
も
っ
と
も
妥
当
性
を
有
す
る
の
か
。
そ
れ
は
社
会
主
義
的
社
会
で
あ
る
。

日
本
が
欧
米
流
の
資
本
主
義
国
と
な
っ
た
の
は
、
近
代
の
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
の
社
会
に
は
、
中
世
的
特
徴
が
ま
だ
数
多
く
あ
る
。“
華
族
”
と
称
す
る
封
建
貴
族
の
後

身
、
も
し
く
は
成
り
あ
が
り
者
の
一
群
が
、
政
治
的
権
力
の
一
要
素
を
構
成
し
て
い
る
。
日
本
社
会
が
将
来
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
向
を
採
る
か
は
軽
々
し
く
断
じ
え

な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
が
慎
重
に
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
（
三
五
一
頁
）。

田
制
佐
重
の
『
教
育
的
社
会
学
』（
大
正
11
・
10
）
は
、
教
育
の
社
会
学
的
方
面
の
研
究
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
…
…
社
会
学
」
と
い
っ
た
風
に
、
社
会
学
の

上
に
い
ろ
い
ろ
文
字
を
冠
し
た
も
の
を
よ
く
み
か
け
る
。“
教
育
的
社
会
学
”
の
名
称
は
、
も
と
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
教
育
学
界
に
お
い
て
は
じ
め
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

が
、
だ
れ
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

著
者
に
よ
る
と
、
命
名
者
は
お
そ
ら
く
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
総
長
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ザ
ロ
博
士

で
は
な
い
か
と
い
う
。

で
は
い
っ
た
い
“
教
育
的
社
会
学
”
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
社
会
学
の
原
理
、
方
法
、
結
果
を
教
育
の
研
究
に
適
用
し
、
教
育
研
究
の
基
礎
を
社
会
学

に
置
く
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
（
二
一
頁
）。

教
育
的
社
会
学
は
、
近
年
に
な
っ
て
開
け
た
草
創
の
学
問
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
名
を
冠
す
る

著
述
は
す
く
な
い
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は

─
序
論　

第
一
章　

教
育
的
社
会
学
の
本
質
及

び
職
分　

第
二
章　

個
人
と
社
会
と
の
関
係　

第
三
章　

社
会
の
構
造　

第
四
章　

家
族
の
教

田制佐重著『教育的社会学』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕



（26）263

育
的
職
分　

第
五
章　

遊
戯
団
体
の
教
育
的
職
分　

第
六
章　

地
方
自
治
体
の
教
育
的
職
分　

第
七
章　

中
間
的
社
会
団
体
の
教
育
的
職
分　

第
八
章　

国
家
の
教
育
的
職
分　

第
九
章　

学

校
調
査　

第
十
章　

学
校
行
政　

第
十
一
章　

訓
練　

第
十
二
章　

教
科
課
程　

第
十
三
章　

教
授
法　

第
十
四
章　

職
業
教
育　

第
十
五
章　

職
業
指
導　

第
十
六
章　

文
化
教
育　

第
十

七
章　

民
衆
文
化
の
理
想
と
教
育
の
社
会
化　

附
録

─
で
あ
る
。

要
す
る
に
“
教
育
的
社
会
学
”
と
は
、“
教
育
”
を
社
会
的
な
い
し
社
会
学
的
に
研
究
す
る
こ

と
を
指
し
、
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
の
教
育
学
界
で
ま
す
ま
す
隆
盛
に
お
も
む
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

井
上
吉
次
郎
訳
『
社
会
学
原
論
』（
大
正
11
・
11
）
は
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
教
授
マ

ッ
ク
ィ
ヴ
ァ
ー
の
『
社
会
科
学
の
初
歩
』（T

he E
lem

ents of Social Science, M
ethuen, 1921

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

訳
者
は
、
マ
ッ
ク
ィ
ヴ
ァ
ー
の
述
作
と
し
て
、
先
に
『
社
会
学
』（
大
正
11
・
５
）
を
刊
行
し
た
が
、
今
回
訳
し
た
も
の
は
、
前
書
と
く
ら
べ
て
、
思
想
に
別
段
の
発
展

は
み
ら
れ
ぬ
も
の
と
い
う
。
し
か
し
、
じ
つ
に
み
ご
と
な
要
約
と
い
う
（「
訳
述
者
の
序
」）。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

社
会
の
本
質　

第
二
章　

社
会
の
段
階　

第
三
章　

社
会
と
環
境　

第
四
章　

利
害
と
組
合　

第
五
章　

社
会
の
構
成　

第
六
章　

社
会

の
進
化　

第
七
章　

社
会
進
化
の
大
則

─
で
あ
る
。

社
会
学
の
し
ご
と
と
は
何
か
。
社
会
学
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
こ
れ
ら
の
問
に
た
い
し
て
、
原
著
者
は
こ
う
答
え
て
い
る
。

─
社
会
学
の
し
ご
と
は
、
社
会
生
活
を
形

成
す
る
過
程
お
よ
び
活
動
の
無
限
の
変
化
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る
法
の
大
系
を
み
つ
け
る
に
あ
る
、
と
。
ま
た
社
会
学
の
あ
り
方
と
し
て
は

─
家
族
、
国
家
、
経
済
組

合
、
教
会
、
そ
の
他
い
っ
さ
い
の
特
殊
組
合
の
子し

宮き
ゅ
うた

る
大
共
同
生
活
体
、
す
な
わ
ち
共
同
社
会
の
性
質
を
解
明
す
る
一
般
的
、
あ
る
い
は
構
成
的
科
学
た
る
べ
き
で
あ
る
、

と
（
二
二
頁
）。

田
辺
壽
利
訳
『
発
生
的
社
会
学

─
有
史
以
前
の
思
想
及
び
社
会
生
活
に
関
す
る
論
文
』（
大
正
11
・
11
）
は
、
イ
タ
リ
ア
の
社
会
学
者
フ
ラ
ン
ツ（

チ
ェ
）エ

ス
コ
・
コ
セ
ン
チ

ニ
が
著
わ
し
た
同
名
の
論
著
を
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
か
ら
重
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
仏
訳
の
書
名
お
よ
び
版
元
、
刊
行
年
は
、“Francesco C

osentini

：La Sociologie 

génétique essai sur la pensée et la vie sociale préhistoriques, Paris, F.A
lcan, 1905” 

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
耳
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
“
発
生
的
社
会
学
”
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
原
著
者
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
人
類
社
会
の
起
原
お
よ
び

フランツエスコ・コセンチニ著
『發成的社会学』。
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そ
こ
に
発
現
し
た
い
っ
さ
い
の
現
象
を
取
り
あ
つ
か
う
も
の
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
社
会
の
淵
源
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
機
能
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

本
書
の
序
論
を
か
い
た
ロ
シ
ア
の
社
会
学
者
コ
ワ
レ
フ
ス
キ
ー
は
、
発
生
的
社
会
学
を
、“
社
会
胚
生
学
”（E

m
bryogénie Sociale

）
と
呼
ん
だ
（
六
頁
）。

秋
葉
隆た

か
し（

一
八
八
八
〜
一
九
五
四
、
大
正
・
昭
和
期
の
社
会
学
者
、
京
城
帝
国
大
学
助
教
授
）
が
訳
し
た
『
社
会
原
力
の
理
論
』（
大
正
11
・
12
）
は
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
大
学
経
済
学
教
授
シ
モ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
・
パ
ッ
テ
ン
の
主
著 “T

he T
heory of Social F

orces, 1896” 

と
そ
の
姉
妹
篇 “T

he R
econstruction of E

conom
ic T

heory, 

1912” 

の
二
書
を
反
訳
し
た
も
の
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
序
論　

第
一
章　

環
境
の
影
響　

第
二
章　

民
族
心
理
学　

第
三
章　

知
識
と
信
念　

第
四
章　

社
会
共
和
態　

第
五
章　

正
常
的
進
歩　

附
録

─
で
あ
る
。

本
書
の
目
的
は
、
現
代
の
社
会
哲
学
を
書
き
か
え
、
こ
れ
ま
で
そ
の
中
で
閑
却
さ
れ
て
い
た
要
素
を
誘
入
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
旧ふ

る

き
哲
学
は
、
普
遍
的
原
理
に
も
と
づ

く
こ
と
な
く
、
た
だ
民
族
が
こ
れ
ま
で
生
活
し
て
き
た
環
境
の
系
列
を
基
礎
と
し
て
い
る
よ
う
に
お
も
え
る
と
い
う
。
民
族
の
い
ま
の
環
境
は
、
そ
れ
以
前
の
時
代
の
も
の

と
い
ち
じ
る
し
く
異
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
影
響
を
説
明
す
る
た
め
に
、
一
つ
の
新
し
い
、
社
会
哲
学
が
必
要
だ
と
い
う
。

長
岡
保
太
郎
訳
『
タ
ル
ド
社
会
法
則
論
』（
大
正
12
・
１
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
、
刑
事
学
者
と
し
て
令
名
が
高
い
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド
（
一
八
四
三
〜
一
九

〇
四
）
の
著
書
『
社
会
の
法
則
』（Les Lois sociales,esquisse d'une sociologie,Félix A

lcan,Paris, 1898

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
が
こ
の
小
著
を
出
版
し
た
目
的
は
、
社
会
学
に
つ
い
て
の
そ
の
三
主
要
著
作

─
『
模
倣
法
則
論
』（
一
八
九
〇
年
）『
社
会
論
理
』（
一
八
九
二
年
）『
普
遍
的
対
立

性
論
』（
一
八
九
七
年
）
の
要
約
ま
た
は
抜
粋
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
著
作
を
綜
合
し
、
そ
の
内
部
を
む
す
び
つ
け
る
絆
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
序　

緒
論　

第
一
章　

現
象
の
反
復
性　

第
二
章　

現
象
の
対
立
性　

第
三
章　

現
象
の
適
応
性　

結
論

─
で
あ
る
。

鈴
木
栄
太
郎
訳
『
諸
科
学
の
分
類　

社
会
有
機
体　

個
人
対
国
家
』（
大
正
12
・
３
）
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
が
著
わ
し
た
三
編
［（
一
）「
諸
科
学
の
分
類
」

（
一
八
六
四
年
）、（
二
）「
社
会
有
機
体
」（
一
八
六
〇
年
）、（
三
）「
個
人
対
国
家
」（
一
八
八
一
年
）］
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

㈠
の
論
文
は
、
コ
ン
ト
の
実
在
論
的
学
問
分
類
論
に
た
い
し
て
批
判
を
試
み
る
と
と
も
に
、
自
説
を
も
っ
と
も
組
織
的
に
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

㈡
の
論
文
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
有
機
体
説
を
も
っ
と
も
明
瞭
に
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

㈢
の
論
文
は
、
当
時
の
ひ
と
び
と
の
社
会
生
活
の
信
条
や
社
会
哲
学
を
批
判
し
、
か
つ
社
会
の
科
学
的
研
究
の
必
要
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
（「
訳
者
序
文
」）。

内
容
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
省
略
す
る
。
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波
多
野
鼎か

な
え（

一
八
九
六
〜
一
九
七
六
、
大
正
・
昭
和
期
の
経
済
学
者
）
が
訳
し
た
『
社
会
学
体
系
論
』（
大
正
12
・
３
）
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
社
会
学
者
で
あ
る
パ

ウ
ル
・
バ
ル
ト
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
二
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
教
授
）
が
著
わ
し
た
『
社
会
学
と
し
て
の
歴
史
哲
学
』（Paul B

arth

：D
ie Philosophie der G

eschichte 

als Soziologie, 1915

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
ま
だ
第
一
巻
し
か
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
当
時
よ
く
売
れ
、
よ
く
よ
ま
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
訳
者
は
第
一
巻
の
第
二
部
（「
批
判
的
概
観
」

─
諸

学
者
の
社
会
学
説
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
）
を
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
は
か
な
ら
ず
し
も
原
文
に
忠
実
な
訳
で
は
な
く
、
直
訳
や
抄
訳
の
箇
所
も
あ
る
こ
と

を
訳
者
は
「
緒
言
」
の
な
か
で
断
っ
て
い
る
。

訳
者
に
よ
る
と
、“
社
会
学
の
歴
史
”
や
“
社
会
学
説
史
”
を
あ
つ
か
っ
た
書
物
は
す
く
な
く
、
わ
ず
か
二
、
三
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
訳
者
は
社
会
学
の
歴
史
に

興
味
を
お
ぼ
え
、
二
、
三
年
ま
え
か
ら
バ
ル
ト
の
こ
の
書
を
よ
ん
で
い
た
が
、
そ
の
要
領
を
し
る
し
た
ノ
ー
ト
は
相
当
な
量
に
な
っ
た
の
で
、
は
じ
め
て
本
書
を
訳
す
気
に

な
っ
た
と
い
う
。

バ
ル
ト
の
見
解
に
よ
る
と
、“
社
会
学
”
と
は
“
歴
史
哲
学
”
と
お
な
じ
も
の
な
の
で
あ
る
。
社
会
学
は
、
人
類
の
歴
史
的
発
展
に
お
け
る
法
則
を
究
明
す
る
こ
と
を
任

務
と
す
る
と
い
う
。
か
れ
は
諸
家
の
学
説
を
解
説
し
、
そ
れ
を
批
評
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
立
場
を
は
な
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

社
会
学
の
成
立　

第
一
章　

政
治
学　

第
二
章　

社
会
学
の
先
駆
者
サ
ン
・
シ
モ
ン　

第
二
編　

主
知
的
社
会
学　

第
一
章　

コ
ムマ

マ

ト
の

社
会
学　

第
二
章　

分
類
主
義
社
会
学　

第
三
編　

生
物
学
的
社
会
学　

第
一
章　

社
会
学
的
ダ
ア
ウ
ィ
ン
説　

第
二
章　

ス
ペ
ン
サ
ア
の
社
会
学　

第
四
編　

主
意
的
社

会
学　

第
一
章　

主
意
的
社
会
学
の
本
質　

第
二
章　

主
意
的
社
会
学
の
本
源
（
テ
ン
ニ
ー
ス
）　

第
三
章　

二
元
的
社
会
学　

第
四
章　

関
心
の
社
会
学
（
ラ
ッ
ツ
ェ
ン

ホ
ー
フ
ァ
、
ス
モ
ー
ル
、
ロ
ッ
ス
）　

第
五
章　

ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
主
意
主
義
（
マ
ッ
ケ
ン
ヂ
ー
）　

第
六
章　

ハ
ウ
リ
ウ
の
二
元
論　

第
七
章　

主
意
的
社
会
学
の
批
評

─

で
あ
る
。

通
説
に
し
た
が
え
ば
、“
社
会
学
”
は
コ
ン
ト
に
淵
源
す
る
。
が
、
バ
ル
ト
に
よ
る
と
、
そ
の
実
体
か
ら
い
え
ば
、
社
会
学
は
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
の
古
代
ギ
リ
シ

ャ
に
存
在
し
て
い
た
。
社
会
学
は
、
純
理
論
的
な
問
題
ば
か
り
か
、
じ
っ
さ
い
的
問
題
に
む
け
ら
れ
、“
政
治
学
”（π

ポ

リ

テ

ュ

マ

ολίτξυμα

）
の
名
を
冠
せ
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
プ
ラ
ト
ン
が
、“
政
治
的
観
察
法
”
を
な
か
ば
理
論
的
に
、
な
か
ば
じ
っ
さ
い
的
に
構
成
し
た
の
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
そ
れ
を
採
用
し
た
。
プ
ラ
ト
ン
は
、

支
配
者
の
精
神
状
態
を
基
礎
と
し
て
社
会
を
分
類
し
、
当
時
の
社
会
に
じ
ぶ
ん
の
理
想
国
家
を
つ
け
加
え
て
、
内
包
的
に
考
察
し
た
と
い
う
。

田
辺
壽
利
訳
『
社
会
学
概
論
』（
大
正
12
・
３
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
社
会
学
者
レ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー
ド
の
述
作
『
社
会
学
概
論
』（O

utlines of 
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Sociology, 1898

）
の
社
会
学
説
、
社
会
哲
学
の
大
要
を
知
る
に
は
、
も
っ
と
も
適
当
な
る
著
述
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
れ
の
書
は
、
い
っ
た
い
に
難
解
の
書
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
篇　

社
会
哲
学　

第
一
章　

諸
科
学
中
に
於
け
る
社
会
学
の
地
位　

第
二
章　

社
会
学
の
宇
宙
論
に
対
す
る
関
係　

第
三
章　

社
会
学
の
生
物

学
に
対
す
る
関
係　

第
四
章　

社
会
学
の
人
類
学
に
対
す
る
関
係　

第
五
章　

社
会
学
の
心
理
学
に
対
す
る
関
係　

第
六
章　

社
会
学
の
与
件　

第
二
篇　

社
会
科
学　

第

七
章　

社
会
活
力　

第
八
章　

社
会
の
力
学　

第
九
章　

社
会
学
の
目
的　

第
十
章　

社
会
的
発
生　

第
十
一
章　

個
人
的
企
成　

第
十
二
章　

集
合
的
企
成

─
で
あ
る
。

松
永
栄
訳
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』（
大
正
12
・
４
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
著
名
な
社
会
学
者
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
（Les R

égles de la M
éthode 

Sociologique,

出
版
社
、
刊
行
年
不
詳
）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
代
表
的
著
述
に
『
社
会
分
業
論
』
や
『
自
殺
論
』
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
二
書
に

お
と
ら
ず
有
名
な
書
は
、
本
書
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
緒
論　

社
会
科
学
に
於
け
る
方
法
論
の
基
礎
的
状
態

─
本
著
書
の
目
的　

第
一
章　

社
会
事
象
と
は
何
ぞ
や　

第
二
章　

社
会
事
象
観
察
に
就
い
て
の
規
準　

第
三
章　

正
規

的
及
び
病
理
的
の
区
別
に
関
す
る
規
準　

第
四
章　

社
会
型
の
形
成
に
関
す
る
規
準　

第
五
章　

社

会
事
象
解
釈
に
関
す
る
法
則　

第
六
章　

学
証
に
関
す
る
規
準　

結
論

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
ひ
と
は
“
社
会
現
象
”
を
科
学
的
に
研
究
す
る
習
慣
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

だ
か
ら
本
書
に
ふ
く
ま
れ
た
命
題
は
、
読
者
を
お
ど
ろ
か
す
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
べ

て
い
る
。

し
か
し
、
社
会
科
学
な
る
も
の
が
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
単
な
る
伝
統
的
偏
見
の
解
釈
に
と
ど
ま

ら
ぬ
あ
る
も
の

0

0

0

0

を
予
期
し
、
事
物
が
俗
人
が
考
え
た
も
の
と
は
違
っ
た
も
の
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
。

す
べ
て
の
科
学
の
目
的

0

0

0

0

0

は
、
発
見
を
な
す
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
発
見
に
よ
り
、
既
成
概

念
を
乱
す
に
あ
る
と
い
う
。

土
田
杏

き
ょ
う

村そ
ん

の
『
新
社
会
学
』（
大
正
12
・
５
）
は
、“
新
社
会
論
”
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
い

土田杏村著『新社会学』。

ウォード著『社会学概論』。
〔日本大学文理学部図書館蔵〕
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う
。
そ
の
ほ
う
が
本
書
の
取
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
題
材
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
著
者
は
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、“
社
会
学
”
と
い
っ
た
“
独
立
の
一
科
学
”
が
、
成
立
す
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
と
い
う
。

従
来
の
社
会
学
は
、
動
物
学
に
お
け
る
蠕ぜ

ん

形け
い

（
は
い
歩
く
）
動
物
の
よ
う
に
、
そ
の
範
囲
が
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
た
。
社
会
学
の
研
究
方
法
と
は
な
に
か
。
な
に
を
研
究

対
象
と
す
る
の
か
明
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

た
だ
“
社
会
”
に
お
こ
っ
た
現
象
で
あ
る
か
ぎ
り
、
芸
術
・
道
徳
・
法
律
・
経
済
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
範
囲
に
わ
た
っ
て
取
り
あ
つ
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
取
り
あ
つ
か

い
方
と
い
っ
た
ら
、
あ
る
と
き
は
哲
学
的
、
ま
た
あ
る
と
き
は
心
理
学
的
で
あ
り
、
な
ん
ら
一
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

共
通
な
る
こ
と
ば
は
、
た
だ
“
社
会
に
生
起
し
た
現
象
”
と
い
っ
た
通
俗
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
漠
然
と
し
た
対
象
を
、
い
ろ
い
ろ
の
方
法
で
取
り
あ
つ
か
う
の
が
社
会
学

の
任
務
と
さ
れ
た
。
著
者
は
そ
れ
を
い
み
じ
く
も
“
野
戦
病
院
”
に
た
と
え
て
い
る
。“
傷
病
者
”
と
い
っ
た
名
称
の
も
と
に
一
括
せ
ら
れ
た
患
者
の
群
れ
を
、
そ
れ
が
単

に
戦
地
で
お
こ
っ
た
傷
病
の
名
目
の
も
と
に
収
容
す
る
の
と
お
な
じ
よ
う
に
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

序
論　

第
一
章　

社
会
学
の
主
問
題　

第
二
編　

個
人
と
社
会
理
想　

第
二
章　

文
化
人
の
一
票
権
行
使　

第
三
章　

改
造
行
程
上
の
自

由
人
宣
言　

第
四
章　

労
働
問
題
へ
の
原
則　

第
三
編　

社
会
構
成
と
社
会
変
化　

第
五
章　

社
会
変
化
の
根
本
原
理　

第
六
章　

社
会
革
命
と
其
の
過
渡
期　

第
七
章　

三
権
分
立
説
の
否
定
と
執
行
機
関　

第
八
章　

社
会
構
成
と
権
力　

第
四
編　

法
律
経
済
の
基
礎
概
念　

第
九
章　

法
律
解
釈
と
複
合
的
社
会　

第
十
章　

経
済
価
値
と
社

会
制
度

─
で
あ
る
。

本
書
の
目
的
は
、
社
会
学
研
究
の
方
法
論
上
の
議
論
を
叙
述
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
ひ
と
つ
の
理
想
社
会
も
し
く
は
理
想
郷
、
あ
る
い
は
現
代
社
会
思
想
に

つ
い
て
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

田
辺
壽
利
訳
『
社
会
学
の
本
質
』（
大
正
12
・
５
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
社
会
学
者
ル
ネ
・
ヴ
ォ
ル
ム
ス
（
一
八
六
九
〜
一
九
二
六
、
社
会
有
機
体
の
立
場
を
と

っ
た
）
の
『
社
会
学

─
そ
の
本
質
、
内
容
、
係
累
』（La Sociologie,sa nature,son contenu,ses attaches, Paris, 1921

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
名
を
そ
の
ま
ま
訳
す
と
、
日
本
名
と
し
て
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
る
の
で
『
社
会
学
の
本
質
』
と
し
た
と
い
う
（「
訳
者
序
」）。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

社
会
学
の
本
質　

第
一
章　

問
題
の
要
点　

第
二
章　

社
会
学
は
技
術
に
あ
ら
ず　

第
三
章　

社
会
学
は
特
殊
科
学
に
あ
ら
ず　

第
四
章

　

社
会
学
は
如
何
な
る
意
味
に
於
い
て
社
会
の
一
般
的
科
学
な
る
か　

第
五
章　

社
会
学
は
特
殊
社
会
諸
科
学
の
哲
学
な
り　

第
二
編　

社
会
学
の
内
容　

第
三
編　

社
会

学
の
繋け

い

縁え
ん

─
で
あ
る
。



258（31）

社会学伝来考

著
者
に
よ
る
と
、
一
般
に
社
会
学
の
対
象
（
目
的
）
と
い
え
ば
、
社
会
の
諸
制
度
の
改
革
と
か
社
会
の
改
造
を
企
図
す
る
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

誤
り
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
社
会
学
は
人
類
の
害
悪
を
い
や
す
手
段
に
な
り
え
て
も
、“
技
術
”
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
九
頁
）。

土
生
秀
穂
訳
『
社
会
進
化
と
政
治
理
論
』（
大
正
12
・
６
）
は
、
レ
オ
ナ
ー
ド
・
ト
レ
ロ
ウ
ニ
ー
・
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
九
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教

授
を
経
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
社
会
学
教
授
、
進
化
論
哲
学
を
主
張
）
が
、
一
九
一
一
年
四
月
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
政
治
学
科
に
お
い
て
講
義
し
た “Social evolution and 

P
olitical theory, 1911” 

を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

ゆ
ら
い
社
会
の
性
質
に
つ
い
て
の
理
論
に
、
社
会
契
約
説
・
社
会
有
機
体
説
・
心
理
的
社
会
説
・
唯
物
的
、
機
械
的
社
会
観
な
ど
が
あ
る
が
、
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
は
“
社
会
有

機
体
説
”
を
奉
ず
る
ひ
と
り
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
か
れ
の
社
会
学
説
は
、“
人
類
学
的
社
会
学
”
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、“
社
会
進
化
”
と
は
、
社
会
の
無
価
値
的
進
行
過
程
で
あ
り
、“
社
会
進
歩
”
と
は
、
社
会
生
活
の
目
的
や
理
想
に
合
致
す
る
社
会
進
化
な
の
で
あ
る
。

ま
た
い
ず
こ
の
国
で
あ
れ
、
政
治
上
の
中
心
問
題
は
、“
国
家
”
と
そ
の
国
家
の
成
員
で
あ
る
“
個
人
”
と
の
あ
い
だ
の
争
い

─
束
縛
と
自
由
と
の
あ
ら
そ
い

─
で
あ

る
。個

人
が
自
由
で
あ
る
た
め
に
は
、
国
家
は
す
べ
て
の
個
人
を
平
等
に
束
縛
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
（「
訳
者
序
」）。

内
容
の
概
略
は

─
訳
者
序　

第
一
章　

進
歩
の
意
義　

第
二
章　

進
歩
と
生
存
競
争　

第
三
章　

優
生
学
の
価
値
及
び
限
界　

第
四
章　

社
会
調
和
と
社
会
心
意　

第

五
章　

社
会
形
態
学　

第
六
章　

国
家
の
発
達　

第
七
章　

進
化
と
進
歩　

第
八
章　

社
会
哲
学
と
現
代
の
諸
問
題　

第
九
章　

個
人
と
国
家

─
で
あ
る
。

宮
崎
市
八
訳
『
心
理
学
的
社
会
学
』（
大
正
12
・
６
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ
ー
リ
大
学
社
会
学
教
授
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
イ
・
エ
ル
ウ
ッ
ド
（
一
八
七
三
～
一
九
四
六
、

社
会
心
理
学
と
心
理
学
的
社
会
学
の
総
合
、
お
よ
び
人
間
社
会
の
一
般
理
論
と
し
て
の
社
会
学
を
提
唱
）
の
『
社
会
学
の
心
理
学
的
方
面
』（C

harles A
. E

llw
ood

：

Sociology in its Psycological A
spects,1912

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

原
著
者
の
「
序
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
心
理
学
的
な
る
社
会
学
説
の
一
概
論
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
著
者
が
論
じ
よ
う
と
し
た
の
は
、
社
会
学
の
心
理
学
的
一
方
面

─

す
な
わ
ち
、“
社
会
心
理
学
”
で
あ
る
と
い
う
。

本
書
は
、
社
会
学
説
の
抱
括
的
な
見
解
で
は
な
く
て
、
直
か
に
心
理
学
に
倚よ

っ
て
立
つ
と
こ
ろ
の
社
会
学
説
の
一
部
門
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
訳
本
は
、
五
二
八
頁
も
あ
る
大
部
な
書
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

社
会
学
及
び
社
会
の
諸
概
念　

第
二
章　

社
会
学
の
主
材
及
び
問
題　

第
三
章　

他
の
諸
科
学
に
対
す
る
社
会
学
の
関
係　

第
四
章　

哲
学
に
対
す
る
社
会
学
の
関
係　

第
五
章　

社
会
学
に
於
け
る
科
学
的
方
法　

第
六
章　

社
会
学
の
心
理
学
的
基
礎　
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第
七
章　

社
会
の
起
源　

第
八
章　

心
理
学
的
社
会
学
の
基
礎
事
実
、
社
会
整
序　

第
九
章　

心
理
学

的
社
会
学
の
基
礎
事
実

─
社
会
自
制　

第
十
章　

社
会
生
活
に
於
け
る
本
能
の
役
目　

こ
の
あ
と
第

二
十
章
ま
で
あ
る
が
、
省
略
す
る

─
で
あ
る
。

小
林
郁
の
『
社
会
学
概
論
』（
大
正
12
・
６
）
は
、
著
者
が
拓
殖
大
学
、
日
本
大
学
、
中
央
大
学
、

慶
応
義
塾
大
学
な
ど
で
講
義
し
た
稿
本
を
も
と
に
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
本
書

を
も
っ
て
“
社
会
の
性
質
”
を
論
じ
、
か
つ
こ
れ
に
よ
っ
て
“
社
会
問
題
”
を
解
釈
す
る
さ
い
の
一
助

に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、“
現
実
問
題
の
処
理
”
に
と
っ
て
、
社
会
学
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も

の
と
い
う
（「
序
」）。

内
容
の
概
略
は

─
総
説　

本
論　

第
一
編　

基
礎
観
念　

第
一
章　

社
会　

第
二
章　

社
会
学　

第
三
章
～
第
五
章
ま
で
は
、
社
会
学
の
学
問
上
に
於
け
る
地
位　

第

六
章　

社
会
学
研
究
法　

第
七
章　

社
会
学
の
問
題　

第
八
章　

社
会
の
種
類　

第
九
章　

社
会
力　

第
十
章　

社
会
の
構
造
と
機
能　

第
十
一
章　

社
会
過
程　

第
十
二

章　

社
会
連
帯
性　

第
十
三
章　

社
会
化
論　

第
十
四
章　

環
境
論　

第
二
編　

社
会
進
化
論　

第
三
編　

社
会
実
質
論　

結
論

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
の
主テ

ー
マ題

は
、
人
間
の
社
会
現
象
に
あ
る
、
と
い
う
。
そ
の
社
会
現
象
を
組
織
的
に
、
攻
究
す
る
と
き
、
観
察
に
よ
る
べ
く
、
実
験
に
よ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
。
社
会
学
研
究
の
特
殊
方
法
と
し
て
、“
比
較
方
法
”
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
二
個
以
上
の
相
類
似
し
た
現
象
を
比
較
考
察
し
、
因
果
の
関
係
を
あ
き

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
、“
統
計
的
方
法
”
が
あ
り
、
こ
れ
は
社
会
の
事
実
を
数
字
を
も
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
研
究
に
と
っ
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資
料
を
提
供
し
て
い
る
、

と
い
う
（
七
二
頁
）。

波
多
野
鼎
と
河
野
密
の
共
訳
『
コ
ン
ト
実
証
哲
学　

附
功
利
主
義
論
』（
大
正
12
・
７
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
功
利
主
義
哲
学
者
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（
一
八

○
六
～
一
八
七
三
）
が
著
わ
し
た
『
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
』（P

ositive Philosophy of A
ugust C

om
te,2 edition,1867

）
を
底
本
と
し
、
ド
イ
ツ
語
訳
の

ミ
ル
全
集
ち
ゅ
う
に
収
め
ら
れ
た
本
書
『
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
と
実
証
哲
学
』（A

ugust C
om

te und der P
ositivism

us,1874

）
を
参
照
し
、
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
二
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
一
部
の
「
コ
ン
ト
実
証
哲
学
論
」
は
、
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
の
講
述
に
み
ら
れ
る
思
想
に
つ
い
て
ふ
れ
、
第
二
部
の
「
コ

小林郁著『社会学概論』。
〔日本大学文理学部図書館蔵〕
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ン
ト
再
論
」
は
、
コ
ン
ト
の
後
期
の
思
想

─
実
証
政
治
学
体
系
を
中
心
と
す
る
思
想
に
つ
い
て
批
評
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
序
言　

訳
者
序
文　

第
一
部　

コ
ン
ト
実
証
哲
学
論　

第
二
部　

コ
ン
ト
再
論　

略
伝　

第
三
部　

功
利
主
義
論

─
で
あ
る
。

山
田
吉
彦
訳
『
犯
罪
社
会
学　

［上］
』（
大
正
12
・
７
）
は
、
イ
タ
リ
ア
の
著
名
な
刑
法
学
者
エ
ン
リ
コ
・
フ
ェ
ル
リ
（
一
八
五
六
～
？
、
ホ
ロ
グ
ナ
、
チ
ュ
ラ
ー
、
シ
エ

ナ
、
ロ
ー
マ
の
各
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
）
が
著
わ
し
た
『
犯
罪
社
会
学
』（Sociologia C

rim
inale

）
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。

フ
ェ
ル
リ
の
“
犯
罪
社
会
学
”
は
一
名
、“
社
会
主
義
犯
罪
学
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
か
れ
は
部
分
的
独
創
力
よ
り
も
、
そ
の
綜
合
的
精
神
に
す
ぐ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
は
じ
め
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
綜
合
哲
学
、
マ
ル
ク
ス
の
科
学
的
社
会
主
義
社
会
学
な
ど
を
摂
取
し
融
和
し
た
の
ち
、
こ
れ
ら
の
も
の
か
ら
生
ま
れ

た
社
会
学
を
犯
罪
科
学
に
適
用
し
、“
犯
罪
社
会
学
”
と
い
っ
た
も
の
を
創
成
し
た
と
さ
れ
る
（「
訳
者
序
」）。

内
容
の
概
略
は

─
訳
者
序　

序
論　

実
証
犯
罪
学
派　

第
一
章　

犯
罪
人
類
学
に
依
っ
て
与
へ
ら
れ
た
る
与
件　

第
二
章　

犯
罪
統
計
学
に
依
っ
て
与
へ
ら
れ
た
る
与

件

─
で
あ
る
。

な
お
、
同
書
の
下
巻
は
、
お
な
じ
訳
者
に
よ
っ
て
同
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
の
概
略
は

─
第
三
章　

刑
事
責
任
の
実
証
的
理
論　

第
四
章　

実
際
的
改

革　

第
五
章　

結
論

─
で
あ
る
。

本
書
は
、
犯
罪
の
社
会
的
関
係
を
追
究
し
、
犯
罪
現
象
に
た
い
す
る
批
判
と
そ
の
解
決
の
カ
ギ
を
あ
た
え
よ
う
と
し
た
論
著
の
よ
う
だ
。

風か
さ

早は
や

八や

十そ

二じ

（
一
八
九
九
～
一
九
八
八
）
は
、
大
正
・
昭
和
期
の
刑
法
学
者
で
あ
る
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
九
州
帝
国
大
学
教
授
。
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
活

躍
し
、
同
八
年
、
十
五
年
と
二
度
に
わ
た
っ
て
投
獄
さ
れ
た
。
同
人
が
訳
し
た
『
タ
ル
ド
の
社
会
学
原
理
』（
大
正
12
・
８
）
は
、
長
岡
保
太
郎
訳
『
社
会
方
法
論
』
と
お

な
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
風
早
訳
は
、
は
や
く
か
ら
完
結
し
て
い
た
が
、
出
し
お
く
れ
て
長
岡
訳
に
先
を
こ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
が
、
タ
ル
ド
の
原
書
ち
ゅ
う
に
み
ら
れ

る
難
解
な
箇
所
に
つ
い
て
、
長
岡
訳
は
な
に
も
答
え
て
い
な
い
の
で
、
あ
な
が
ち
じ
ぶ
ん
の
訳
を
読
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
無
益
で
は
な
い
と
い
う
（「
訳
者
序
」）。

原
著
者
に
よ
る
と
、
本
書
は
す
で
に
発
表
し
た
三
部
作

─
『
模
倣
の
諸
法
則
』『
一
般
的
対
立
』『
社
会
論
理
』

─
の
概
論
と
精
隨
と
を
は
っ
き
り
摘
要
し
、
そ
れ
ら

を
結
果
し
て
い
る
内
面
的
連
鎖
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
緒
論　

第
一
章　

現
象
の
反
復　

第
二
章　

現
象
の
対
立　

第
三
章　

現
象
の
応
化　

結
論

─
で
あ
る
。

タ
ル
ド
に
よ
る
と
、
科
学
は
な
ん
ら
か
の
実
在
を
、
反
復
作
用
・
対
立
作
用
・
応
化
作
用
の
三
つ
の
方
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
た
つ
と
い
う
。“
反
復
”

と
は
、
因
素
的
な
“
原
因
作
用
”
を
意
味
す
る
。
科
学
は
性
質
上
、“
対
立
”
を
も
と
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
諸
力
の
平
衡
・
諸
形
の
対
称
・
生
活
有
機
体
の
闘
争
・
す
べ
て
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の
生
物
の
抗
争
を
考
量
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
現
象
の
“
応

ア
ダ
プ
タ
ス
イ
ヨ
ン

化
”
で
あ
り
、
科
学
者
は
よ
り
高
い
応
化
を
建
設
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

明
治
大
学
教
授
・
赤
神
良
譲
の
『
社
会
学
概
論
』（
大
正
13
・
２
）
は
、
一
○
九
頁
の
小
著
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
本
書
は
教
科
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
本
は
、
和
と
じ
本
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

緒
論　

第
二
章　

社
会
学
ノ
概
念　

第
一
節　

社
会
ノ
概
念　

第
二
節　

社
会
学
ノ
定
義　

第
三
節　

社
会
学
ノ
分
類　

第
三
章　

社
会

学
ト
科
学
ト
ノ
関
係　

第
四
章　

社
会
ノ
主
要
素　

第
五
章　

社
会
ノ
助
要
素　

第
六
章　

社
会
ノ
動
因

─
で
あ
る
。

著
者
が
“
社
会
学
”
に
た
い
し
て
抱
い
て
い
る
意
味
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

─
社
会
学
と
は
、
社
会
そ
の
も
の
の
発
生
、
実
体
、
運
営
、
進
化
な
ど
の
理
法
（
法
則
）
を
研
究
し
て
、
こ
れ
を
実
社
会
の
諸
現
象
に
応
用
し
て
、
人
生
の
幸
福
を
増

進
さ
せ
る
に
あ
る
と
。

『
社
会
理
想
学
』（
大
正
13
・
３
）
は
、
竹
内
泰
が
下
訳
を
し
、
そ
れ
に
手
を
入
れ
た
の
が
浮
田
和
民
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
原
著
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
、
経
済
学
者

で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ハ
ワ
ー
ド
・
コ
ー
ル
（
一
八
八
九
～
一
九
五
九
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
者
、
労
働
問
題
の
権
威
者
）
の
『
社
会
理
論
』（Social T

heory, 

1920

）
で
あ
る
。

著
者
の
目
的
は
、
既
成
社
会
を
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
い
ま
の
社
会
組
織
を
批
評
し
、
そ
の
欠
点
を
指
摘
し
、
人
格
の
理
想
と
自
由
と
に
か
な
っ
た
新
し

い
社
会
組
織
を
招
来
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ゆ
え
に
版
元
で
は
表
題
を
「
社
会
理
想
学
」
と
命
名
し
た
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

社
会
理
論
の
様
式　

第
二
章　

名
称
と
其
の
意
義　

第
三
章　

機
能
の
原
理　

第
四
章　

協
同
の
様
式
と
動
機　

第
五
章　

国
家
論　

第

六
章　

民
主
々
義
と
代
議
制
度　

第
七
章　

政
治
と
立
法　

第
八
章　

強
制
と
統
制　

第
九
章　

組
織
的
社
会
の
経
済
的
構
造　

第
十
章　

郷レ
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

土
主
義
と
地
方
政
治　

第
十

一
章　

教
育
論　

第
十
二
章　

自
由
論　

第
十
三
章　

制
度
の
虚
脱　

第
十
四
章　

結
論

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
人
間
は
生
ま
れ
る
と
す
ぐ
社
会
的
環
境
の
な
か
に
投
じ
ら
れ
、
し
だ
い
に
社
会
に
応
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
ひ
と
は
そ
の
環
境
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
、

生
ま
れ
て
か
ら
死
を
迎
え
る
ま
で
、
か
れ
の
終
生
の
事
業
と
な
る
。
発
育
に
と
も
な
い
、
ひ
と
は
家
族
の
存
在
を
意
識
し
は
じ
め
、
家
族
と
の
接
触
こ
そ
、
か
れ
の
は
じ
め

て
の
社
会
的
経
験
と
な
る
。

や
が
て
ひ
と
は
家
族
以
外
に
、
も
っ
と
大
き
な
社
会
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
大
人
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
じ
ぶ
ん
の
環
境
が

─
個
人
と
社
会
、
習
慣
と
制
度
、
権
利
と
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義
務
、
快
楽
、
苦
痛
、
欲
望
、
希
望
、
恐
怖
の
複
合
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
い
う
（「
第
一
章　

社
会
理
論
の
様
式
」）。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
五
月
、『
社
会
学
雑
誌
』
の
創
刊
号
が
刊
行
さ
れ
、
東
大
の
戸
田
貞
三
を
ふ
く
む
八
名
の
学
者
が
寄
稿
し
た
。

北
野
大
吉
の
『
芸
術
と
社
会
』（
大
正
13
・
５
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
・
工
芸
家
・
社
会
主
義
運
動
家
と
し
て
著
名
な
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
（
一
八
三
四
～
九
六
）

の
“
社
会
思
想
”
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

モ
リ
ス
の
主
張
は
、
芸
術
の
原
理
を
社
会
の
原
理
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。
か
れ
は
こ
れ
が
た
め
に
、
生
産
の
歓
喜
を
唱
導
し
、
創
造
の
自
由
や
労
働
の
快
楽
化

を
主
張
し
た
。
が
、
そ
の
思
想
は
高
尚
す
ぎ
て
、
当
時
の
労
働
運
動
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
な
か
っ
た
と
い
う
（「
序
」）。

内
容
の
概
略
は

─
緒
言　

第
一
章　

モ
リ
ス
略
伝　

第
二
章　

手
工
業
論　

第
三
章　

社
会
主
義　

第
四
章　

共
産
主
義

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
は
、
将
来
に
む
か
っ
て
大
い
な
る
“
禍
根
”
を
残
し

た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
分
配
の
不
平
等
は
、
貧
富
の
差
、
下
級
労
働
者
の
生
活
の
悪
化
を
ま
ね

き

─
社
会
問
題
を
後
世
に
の
こ
し
た
。
そ
の
よ
う
な
労
働
者
を
劣
悪
な
生
活
状
態
か
ら
救
い
だ

さ
ん
が
た
め
に
、“
社
会
改
良
家
”
と
か
“
社
会
主
義
者
”
と
呼
ば
れ
る
ひ
と
び
と
が
立
ち
あ
が

っ
た
。

い
ま
そ
の
社
会
改
良
家
を
分
類
す
る
と
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
三
つ
に
な
る
と
い
う
。

一　

人
道
的
改
良
家
（“
慈
善
”
を
金
言
と
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
。
社
会
問
題
を
感

情
的
立
場
か
ら
取
り
あ
つ
か
う
）

二　

理
智
的
改
良
家
（“
正
義
”
を
標
語
と
し
、
社
会
問
題
を
指
導
し
て
ゆ
く
立
場
）

三　

審
美
的
改
良
家
（“
美
”
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
問
題
を
解
決
し
て
ゆ
く
）

モ
リ
ス
は
、
第
三
の
“
審
美
的
改
良
家
”
の
代
表
者
で
あ
り
、
か
れ
に
お
い
て
は
“
芸
術
”
と

“
生
活
”
と
は
、
密
接
な
関
係
を
も
ち
、“
美
と
道
徳
”“
歓
喜
と
活
動
力
”
は
不
可
分
の
関
係
で

『社会学雑誌』（創刊号、大正 13・5）。
北野大吉著『芸術と社会』。

〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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あ
っ
た
。
モ
リ
ス
は
こ
の
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
、
社
会
問
題
の
解
決
に
ま
い
進
し
た
。

川
辺
喜
三
郎
の
『
社
会
学
原
論
』（
大
正
13
・
６
）
は
、
四
二
七
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
本
書
は
、
時
代
の
要
求
に
応
じ
る
た
め
、
大
学
や
専
門
学
校
の
社
会
学
教
科

書
ま
た
は
参
考
書
と
す
る
た
め
に
、
ま
た
同
時
に
一
般
む
き
の
読
物
と
し
て
、
斯
学
の
普
及
に
役
だ
て
た
い

─
と
の
希
望
か
ら
、
や
さ
し
く
説
い
た
と
い
う
。

欧
米
諸
国
で
は
、
社
会
学
の
進
歩
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど
で
あ
り
、
単
に
理
論
研
究
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
生
問
題
の
じ
っ
さ
い
的
解
釈
法
と
し
て
、
ま
す
ま
す
発
達
し
つ

つ
あ
る
と
い
う
。
と
く
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
中
等
学
校
・
専
門
学
校
・
大
学
に
社
会
学
講
座
が
も
う
け
ら
れ
、
そ
の
修
得
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（「
序
」）。

日
本
で
は
、
中
学
校
や
高
等
学
校
に
全
然
社
会
学
は
な
く
、
専
門
学
校
や
大
学
に
も
社
会
学
講
座
の
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
世
界
の
趨
勢
に
お
く
れ
て
い
る
と
い
う
。

著
者
に
よ
る
と
、
本
書
は
社
会
学
概
論
の
一
種
で
あ
り
、
根
本
原
則
だ
け
を
取
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
『
社
会
学
原
論
』
と
名
づ
け
た
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

緒
論　

第
一
節　

社
会
生
活　

第
二
節　

社
会
生
活
関
係
の
研
究　

第
二
章　

社
会
学
の
性
質　

第
一
節　

社
会
学
の
意
義　

第
二
節　

社
会
学
の
発
達　

第
三
節　

社
会
学
の
範
囲
と
目
的　

第
四
節　

社
会
学
と
他
の
社
会
科
学
と
の
関
係

第
三
章　

人
間
性　

第
四
章　

人
間
性
の
個
人
的
・
性
的
・
人
種
的

□
（
不
明
）　

第
五
章　

社
会
力
及
び
社
会
過
程　

第
六
章　

自
然
環
境
の
影
響　

第
七
章　

社
会
進
化　

第
八
章　

社
会
進
化
程
度
の
分
類　

第
九
章　

経
済
生
活
の
進
化　

第
十
章　

経
済
生
活
の
社
会
的
方
面　

第
十
一
章　

言
語
・
文
字　

第
十
二
章　

芸
術
的
生
活　

第
十

三
章　

道
徳
的
生
活　

第
十
四
章　

家
族
的
生
活　

第
十
五
章　

政
治
的
生
活

─
で
あ
る
。

著
者
は
巻
頭
に
お
い
て
、
人
間
の
“
社
会
生
活
”
に
つ
い
て
省
察
し
て
い
る
。
社
会
生
活
と
は
何
か
。
そ
れ
は
一
名
“
集
団
生
活
”
の
こ
と
だ
と
い
う
。

世
間
に
は
、
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
で
生
ま
れ
育
ち
、
エ
リ
ー
ト
教
育
を
う
け
、
難な

ん

無な

く
よ
い
職
に
あ
り
つ
き
、
人
生
の
出
世
階
段
を
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
人
間
が
い
る
。
一
方
、

逆
境
の
な
か
で
生
ま
れ
育
ち
、
ろ
く
に
学
校
へ
も
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
社
会
の
片
す
み
で
貧
し
い
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い
る
者
も
い
る
。

世
の
中
は
、
じ
っ
さ
い
公
平
に
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ひ
と
に
運
や
不
運
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
人
生
は
ま
さ
に
優
勝
劣
敗
な
の
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
受
験
戦
争
を
勝
ち
ぬ
い
て
き
た
も
の
の
な
か
に
は
、
往
々
に
し
て
、
人
間
性
に
欠
い
た
者
が
多
く
み
ら
れ
る
。
か
れ
ら
は
自
分
自
身
、
す
ぐ
れ
て
い
る
と
自
負

し
て
お
り
、
学
歴
や
肩
書
だ
け
を
た
よ
り
に
生
き
て
い
る
か
ら
、
み
ず
か
ら
を
恃た

の

ん
で
営
々
と
し
て
学
ん
で
き
た
人
間
と
ち
が
っ
て
、
じ
っ
さ
い
底
は
あ
さ
い
し
、
実
力
に

乏
し
い
。

著
者
に
よ
る
と
、
ひ
と
は
じ
ぶ
ん
の
考
え
と
力
だ
け
で
何
で
も
で
き
る

─
他
人
の
世
話
に
な
る
必
要
は
な
い
、
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
じ
ぶ
ん
は
才
覚
の
あ
る
人
間
で

あ
る
、
と
う
ぬ
ぼ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
ひ
と
つ
の
気
ま
ぐ
れ
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
他
人
の
世
話
に
な
ら
ず
、
ま
た
他
人
の
意
志
や
行
為
の

影
響
を
う
け
ず
に
、
な
し
と
げ
う
る
も
の
は
何
ひ
と
つ
な
い
の
で
あ
る
。
経
済
的
、
政
治
的
活
動
は
も
と
よ
り
、
教
育
・
宗
教
・
交
通
・
通
信
・
家
庭
生
活
・
隠
遁
生
活
に

お
い
て
、
他
の
ひ
と
の
世
話
や
影
響
や
支
配
を
う
け
て
い
る
。

学
問
を
例
に
と
っ
て
も
、
純
然
た
る
独
創
の
産
物
は
じ
つ
に
す
く
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
じ
ぶ
ん
の
頭
で
か
ん
が
え
、
じ
ぶ
ん
ひ
と
り
で
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
、

と
誇こ

称し
ょ
うし

て
み
た
と
こ
ろ
で
、
ど
こ
か
で
ひ
と
か
ら
ヒ
ン
ト
や
着
想
を
え
た
に
ち
が
い
な
く
、
そ
う
や
す
や
す
と
独
創
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

著
者
い
わ
く
。

─
自
修
自
製
な
ど
と
誇
称
し
て
も
、
大
部
分
は
他
人
の
既す

で

に
作
っ
た
書
物
や
発
見
や
思
想
・
理
想
を
土
台
と
し
て
、
自
分
は
僅わ

ず

か
に
其そ

れ
等ら

の
一
部
分

を
取と

り
入い

れ
、
又
は
少
々
其そ

の
上う

え

に
新
機
軸
を
出
す
に
過
ぎ
な
い
、
と
（「
第
一
章　

緒
論
」）。

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
ん
な
に
権
威

0

0

0

0

0

0

や
大
家
ぶ
っ
て
も

0

0

0

0

0

0

、
し
ょ
せ
ん
他
人
の
文
字
を
な
ぞ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
自
覚
の
な
い
人
間
は
あ
わ

れ
で
あ
る
。
こ
の
種
の
人
間
に
天
佑
神
助
は
あ
り
え
な
い
。
す
な
お
に
他
人
か
ら
学
ぼ
う
と
い
っ
た
気
持
が
な
い
以
上
、
そ
の
学
問
は
ま
ず
大
成
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
ひ
と
は
他
人
の
“
補
助
”
が
な
い
と
、
こ
の
世
の
中
を
生
き
ぬ
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、“
社
会
”
と
は
、
お
互
い
心
的
交
通
を

有
し
、
か
つ
統
一
あ
る
二
人
以
上
の
人
間
の
共
同
生
活
団
結
体

─
で
あ
る
と
い
う
。

新
明
正
道
の
『
権
力
と
社
会
』（
大
正
13
・
６
）
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
共
存
し
て
い
る
“
権
力
現
象
”
を
文
化
的
、
歴
史
的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。“
権
力
”
と
は

何
か
。
そ
れ
は
他
人
を
支
配
し
、
服
従
さ
せ
る
力
の
意
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、“
権
力
”
は
社
会
に
お
け
る
強
制
の
ひ
と
つ
の
発
展
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
そ
れ
は
社
会

学
的
に
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。（「
序
文
」）。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

権
力
の
社
会
的
意
義　

第
二
章　

権
力
の
古
代
的
様
相　

第
三
章　

権
力
の
近
代
的
様
相
（
一
）　

権
力
の
性
質　

第
四
章　

権
力
の
近

代
的
様
相
（
二
）　

権
力
の
相
互
関
係　

第
五
章　

権
力
進
化
の
傾
向
及
び
批
判　

附
録　

社
会
構
成
化
に
つ
い
て

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、“
権
力
”
な
る
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
通
じ
て
存
在
す
る
も
の
で
な
い
と
い
う
。
権
力
は
“
組
織
社
会
”
に
お
い
て
の
み
存
し
、
か
つ
問
題
に
な

る
と
い
う
。
権
力
は
、
組
織
社
会
に
お
け
る
一
つ
の
社
会
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
が
存
立
す
る
わ
け
は
、
社
会
規
範
を
施
行
す
る
た
め
に
あ
る
。

権
力
と
社
会
組
織
と
の
関
係
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
り
、
不
可
離
で
あ
る
、
と
い
う
。

ジ
ャ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド
（
一
八
四
三
～
一
九
○
四
）
は
、
社
会
学
者
・
刑
事
学
者
・
司
法
官
と
い
っ
た
三
つ
の
顔
を
も
っ
て
い
る
。
は
じ
め
刑
事
学
の
方
面
で

業
績
を
あ
げ
、
晩
年
は
社
会
学
者
と
な
り
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
に
な
っ
た
。
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風
早
八
十
二
訳
『
模
倣
の
法
則
』（
大
正
13
・
７
）
は
、
タ
ル
ド
の
代
表
的
な
著
述
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
か
れ
に
よ
る
と
、
社
会
は
物
理
界
、
生
物
界
と
お
な
じ
よ
う
に
一
定
の
法
則
を
有
し
て
い
る
。
社

会
と
は
“
反
覆
”（
す
な
わ
ち
“
模
倣
”）
に
よ
っ
て
、
漸
次
に
拡
充
し
て
ゆ
く
現
象
だ
と
い
う
。

こ
の
訳
書
は
、
四
四
九
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は

─
初
版
、
再
版
、
訳
者
の
序　

凡
例　

第
一
章　

普
遍
的
反
復　

第
二
章　

社
会
的
類
似
と
模
倣　

第
三
章　

社
会
と
は
何
ぞ
や　

第

四
章　

歴
史
と
は
何
ぞ
や

─
考
古
学
と
統
計
学　

第
五
章　

模
倣
の
論
理
的
諸
法
則　

第
六
章　

『
超
論
理
的
諸
勢
力
』

─
で
あ
る
。

タ
ル
ド
に
よ
る
と
、
社
会
は
模
倣
な
の
で
あ
る
。
模
倣
は
す
な
わ
ち
一
種
の
夢
中
遊
行
病
に
ほ
か
な

ら
な
い
、
と
い
う
。

景
山
哲
雄
訳
『
社
会
学
』（
大
正
13
・
11
）
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ル
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
（
一
八
六
三
～
一
九

四
一
、
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
・
社
会
学
者
、
一
時
マ
ル
ク
ス
主
義
に
ち
か
ず
い
た
が
、
の
ち
そ
の
批
判

者
と
な
る
。
ブ
レ
ス
ラ
ウ
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
）
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か

け
て
の
著
名
な
社
会
学
者
の
“
標
本
”
を
選
定
し
、
そ
の
学
説
に
つ
い
て
釈
義
し
、
説
明
し
た
も
の
で

あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
緒
論　

ウ
エ
ル
ネ
ル
・
ゾ
ン
バ
ル
ト　

第
一
章　

ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト　

第
二
章　

グ
ス
タ
ア
フ
・
ア
ド
ル
フ
・
リ
ン
ド
ネ
ル　

第
三
章　

ハ

ア
バ
ア
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ア　

第
四
章　

ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ェ
ッ
フ
レ　

第
五
章　

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
テ
ン
ニ
イ
ス　

第
六
章　

グ
ス
ダ
ア
フ
・
ル
ボ
ン　

第
七
章　

ル

ウ
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
ン
ム
レ
ル　

第
八
章　

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド　

第
九
章　

オ
ッ
ト
オ
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ル
ケ　

第
十
章　

レ
ス
タ
ア
・
エ
フ
・
ワ
ア
ド

第
十
一
章　

ク
ル
ト
・
ブ
ラ
イ
ジ
ヒ　

第
十
二
章　

ウ
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト　

第
十
三
章　

ゲ
オ
ル
グ
・
ジ
ン
メ
ル　

第
十
四
章　

オ
ッ
ト
マ
ア
ル
・
シ
ュ
パ
ン　

第

十
五
章　

マ
ッ
ク
ス
・
シ
エ
レ
ル　

第
十
六
章　

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
エ
ベ
ル

─
で
あ
る
。

石
川
功
訳
『
純
正
社
会
学　

上
巻
』（
大
正
13
・
12
）
は
、
レ
ス
タ
ー
・
エ
フ
・
ウ
ォ
ー
ド
の
著 “P

ure Sociology, 3rd ed. N
ew

 York, 1921” 

を
反
訳
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
書
は
、
各
大
学
の
夏
期
講
習
会
で
社
会
学
に
つ
い
て
講
演
を
こ
こ
ろ
み
た
と
き
の
手
記
を
ま
と
め
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
社
会
の
起
源
、
性
質
お

ガブリエル・タルド著『模倣の法則』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕

レスター・エフ・ウォード著
『純正社会学　上巻』。

〔専修大学附属図書館蔵〕
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よ
び
そ
の
自
発
的
発
達
に
つ
い
て
の
理
論
的
研
究
を
お
さ
め
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

排
列
論　

第
一
章　

純
正
社
会
学
の
一
般
的
特
色　

第
二
章　

科
学
の
確
立　

第
三
章　

社
会
学
の
主
題　

第
四
章　

方
法
論　

第
二
編

　

発
生
論　

第
五
章　

血
統
関
係　

第
六
章　

動
的
作
因　

第
七
章　

主
観
的
能
力
の
生
物
学
的
起
源　

第
八
章　

意
欲
的
能
力　

第
九
章　

社
会
機
械
学　

第
十
章　

社

会
静
学　

第
十
一
章　

社
会
動
学　

第
十
二
章　

社
会
力
の
分
類　

第
十
三
章　

有
機
体
発
生
力

─
で
あ
る
。

“
純
正
社
会
学
”
と
は
な
に
か
。
そ
の
一
般
的
特
色
と
は
な
に
か
。
ま
ず
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
の
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

著
者
は
、
純
正
社
会
学
に
お
い
て
追
求
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
目
的
は
、“
社
会
の
根
本
的
性
質
”
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
発
生
し
た
“
先
行
的
状
態
”
を
こ
と
ご
と
く

知
る
の
で
な
い
と
、
何
ご
と
も
知
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
の
べ
て
い
る
。

純
正
社
会
学
と
は
、
現
在
の
社
会
に
お
け
る
諸
現
象
や
諸
法
則
を
取
り
あ
つ
か
う
学
問
の
意
味
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
社
会
の
諸
現
象
に
よ
っ
て
お
こ
る
過
程
を
説
明
し
、

わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
観
察
さ
れ
る
社
会
上
の
諸
事
実
に
よ
っ
て
存
在
す
る
に
い
た
っ
た
、
先
行
的
条
件
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。

純
正
社
会
学
は
、
あ
く
ま
で
も
現
在
お
よ
び
過
去
の
み
に
制
限
さ
れ
、
将
来
は
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
ま
か
せ
、
真
理
を
目
標
と
し
て
探
求
を
す
す
め
る
こ
と
に
主
眼
を
お

く
、
と
い
う
（
八
頁
）。

そ
し
て
、
社
会
学
の
主
題
、
そ
の
目
的
と
は
な
に
か
。
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
は
“
社
会
活
動
”social activities

に
関
係
す
る
学
問
だ
と
い
う
。
社
会
学
は
、
行
動
0

0

の
研
究

0

0

0

で
あ
り
、
現
象
の
研
究

0

0

0

0

0

な
の
で
あ
る
。
社
会
学
の
研
究
目
的
は
、
人
間
と
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
の
な
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
何
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

社
会
学
研
究
の
資
料
の
お
も
な
源
泉
は
、
歴
史
・
人
口
学
・
人
類
学
・
心
理
学
・
生
物
学
・
公
民
学
・
経
済
学
な
ど
で
あ
る
。

宮
崎
市
八
訳
『
社
会
学
的
認
識
論
』（
大
正
13
・
12
）
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
、
社
会
学
者
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
（
一
八
四
二
～
一
九
○
四
）
が

著
わ
し
た “D

ie soziologische E
rkenntnis, 1896” 

を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
、“
社
会
学
的
国
家
学
”
の
集
成
者
で
あ
る
と
い
う
。
本
書
は
、
原
著
の
輪
廓
に
は
じ
ま
り
、
認
識
論
、
実
体
論
的
提
説
、
国
家
論
に
つ
い
て
解
説
し
、
さ
ら
に

国
家
論
か
ら
政
治
学
の
本
質
と
目
的
に
ま
で
説
き
お
よ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

技
抄　

第
一
章　

合
法
則
性
の
主
張　

第
二
章　

統
一
的
進
化
と
関
心
の
位
置　

第
三
章　

社
会
過
程
の
理
論　

第
二
編　

解
説　

第
一

章　

社
会
学
的
認
識
論
の
出
発
点　

第
二
章　

関
心
の
性
質
及
び
そ
の
社
会
的
機
能　

第
三
編　

応
用
（
政
治
の
本
質
及
び
目
的
）
第
一
章　

新
し
き
政
治
学　

第
二
、
第
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三
章　

政
治
の
本
質
（
一
）（
二
）　

第
四
章　

政
治
の
目
的

─
で
あ
る
。

山
田
嘉
吉
の
『
社
会
学
概
論　

上
』（
大
正
13
・
12
）
は
、
現
代
社
会
学
の
学
説
を
批
評
し
、
社
会
学
を
研
究
す
る
基
礎
概
念
を
つ
く
る
の
を
目
的
に
著
わ
し
た
も
の
で

あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
本
は
、
上
・
下
二
冊
合
本
さ
れ
て
い
る
。
小
型
本
で
あ
り
、（
上
）
は
一
一
四
頁
、（
下
）
は
九
八
頁
あ
る
。「
は
し
が
き
」
に
よ
る
と
、
著
者
は

じ
ぶ
ん
の
意
見
を
の
べ
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
諸
大
家
の
学
説
や
評
論
を
取
り
い
れ
、「
全
編
が
諸
大
家
の
論
じ
た
も
の
を
蒐
集
し
た
と
等
し
い
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。

い
わ
ば
諸
大
家
の
所
論
を
材
料
と
し
て
、
じ
ぶ
ん
の
意
見
を
建
設
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
正
直
に
告
白
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
す
な
お
に
じ
ぶ
ん
の
創
作
の
手
の

う
ち
を
明
か
す
人
物
は
め
ず
ら
し
い
。

内
容
の
概
略
は

─
（上）　

序
論　

社
会
学
の
必
要　

社
会
と
は
何
ぞ
や　

社
会
学
の
概
念　

現
代
の
社
会
学
説　

一　

慈
善
の
学
と
し
て
の
社
会
学　

二　

人
類
学
と
し

て
の
社
会
学　

三
、
四
は
生
物
学
と
し
て
の
社
会
学　

五　

経
済
学
と
し
て
の
社
会
学　

六　

歴
史
学
と
し
て
の
社
会
学　

七　

特
別
社
会
学
と
し
て
の
社
会
学　

八　

社

会
的
事
実
の
記
述
と
し
て
の
社
会
学

　

（下）　

九　

団
体
研
究
と
し
て
の
社
会
学　

十　

分
業
と
し
て
の
社
会
学　

十
一　

模
倣
と
し
て
の
社
会
学　

十
二　

無
意
識
な
る
社
会
束
縛
と
し
て
の
社
会
学　

十
三　

人
類
の
争
闘
と
し
て
の
社
会
学　

十
四　

社
会
主
義
と
し
て
の
社
会
学　

基キ
リ
ス
ト督

教
社
会
主
義　

十
五　

純
正
社
会
学　

十
六　

応
用
社
会
学　

附
録

─
で
あ
る
。

“
社
会
学
”
と
は
な
に
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
各
大
家
は
、
い
ろ
い
ろ
定
義
を
く
だ
し
て
い
る
が
、
著
者
に
よ
る
と
、
一
つ
の
共
通
点
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
な
に
か
と

い
う
と
、
社
会
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

よ
く
“
社
会
現
象
”
を
取
り
あ
つ
か
う
の
が
社
会
学
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
が
、
著
者
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
意
味
が
ひ
ろ
す
ぎ
て
お
り
、
ぼ
ん
や
り

0

0

0

0

し
て
い

る
と
い
う
幣
が
あ
る
と
い
う
。

社
会
学
が
社
会
現
象
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
、
と
い
っ
て
も
、
社
会
現
象
を
研
究
す
る
学
問
は
い
く
つ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
経
済
学
・
倫
理
学
・
政
治
学
・
法
律
学

な
ど
も
み
な
、
社
会
現
象
を
研
究
し
て
い
る
（
二
四
頁
）。

波
多
野
鼎
訳
『
社
会
政
策　
［
総
論
］』（
大
正
14
・
1
）
は
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
高
等
工
業
学
校
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
オ
ッ
ト
・
フ
ォ

ン
・
ツ
イ
ー
デ
ネ
ッ
ク
＝
ス
ェ
ー
デ
ン
ホ
ル
ス
ト
（O

tto von Zw
iedineck-Süden horst

、
一
八
七
一
～
一
九
五
七
）
の
著
『
社
会
政
策
』（Sozialpolitik, 1911

）
の

第
一
部
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
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本
書
は
、
学
生
の
参
考
書
と
し
て
役
立
せ
る
た
め
に
執
筆
し
た
ら
し
く
、
個
々
の
社
会
政
策
的
問
題
を
描
写
す
る
こ
と
を
眼
目
と
し
た
と
い
う
（「
序
」）。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

序
論　

社
会
と
社
会
階
級　

第
二
編　

社
会
政
策
と
そ
の
発
現
形
式　

第
三
編　

社
会
政
策
の
活
動
範
囲　

そ
の
目
標
そ
の
方
法　

及
び

そ
の
可
能
性

─
で
あ
る
。

新
明
正
道
訳
『
社
会
学
と
政
治
理
論
』（
大
正
14
・
４
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
、
歴
史
学
者
で
あ
る
ハ
リ
ー
・
エ
ル
マ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
（
一
八
八
九
～
一
九
六
八
、

ア
マ
ー
ス
ト
、
ス
ミ
ス
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
各
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
）
が
著
わ
し
た
、
同
名
の
書
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
訳
者
に
よ
る
と
、
政
治
学
の
主
要
問
題
に
つ
い
て
の
社
会
学
者
の
さ
ま
ざ
ま
の
解
釈
や
考
察
を
、
テ
ー
マ
を
中
心
に
概
説
し
た
も
の
と
い
う
。
政
治
学
と
社
会

学
と
の
交
渉
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
社
会
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た
政
治
学
的
知
識
を
読
者
に
提
供
し
て
い
る
（「
前
詞
」）。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

政
治
理
論
に
お
け
る
社
会
学
的
傾
向
の
発
展　

第
二
章　

社
会
学
の
政
治
学
に
対
す
る
関
係　

第
三
章　

国
家
の
本
質
に
関
す
る
典
型
的

な
社
会
学
概
念　

第
四
章　

国
家
の
起
源
と
発
展
の
研
究
に
対
す
る
社
会
学
的
貢
献　

第
五
章　

国
家
の
本
質
的
要
素
の
社
会
学
的
研
究　

第
六
章　

国
家
と
政
府
の
形
式

の
社
会
学
的
分
析　

第
七
章　

政
治
の
過
程
と
機
構
の
社
会
学
的
検
討　

以
下
、
第
十
三
章
ま
で
あ
る
が
省
略
す
る
─
─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
本
書
は
け
っ
し
て
独
創
的
な
、
連
絡
の
あ
る
“
社
会
学
的
な
国
家
論
”
を
提
唱
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
社
会
学
的
な
政
治

と
国
家
の
理
論
に
つ
い
て
の
貢
献
を
紹
介
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
い
う
。

神
永
文
三
訳
『
社
会
学
通
俗
教
科
書
』（
大
正
14
・
５
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
高
名
な
社
会
学
者
ギ
ッ
デ
ィ
ン
グ
ズ
が
著
わ
し
た
『
社
会
学
の
初
歩
』（E

lem
ent of 

Sociology, 1887

）
を
抄
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
著
は
、
大
学
や
専
門
学
校
用
の
教
科
書
と
し
て
、
平
明
か
つ
科
学
的
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
一
般
人
に

た
い
し
て
、
社
会
学
の
根
本
的
な
知
識
を
あ
た
え
る
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

人
口
と
社
会　

第
二
章　

人
口
の
集
成　

第
三
章　

社
会
成
員
の
実
際
的
活
動　

第
四
章　

社
会
化　

第
五
章　

協
働　

第
六
章　

社
会

性　

第
七
章　

社
会
成
員
の
階
級　

第
八
章　

社
会
心
意　

第
九
章　

同
情
的
相
似
心
及
び
衝
動
的
社
会
活
動　

第
十
章　

形
式
的
相
似
心　

伝
統
及
び
帰
依　

以
下
、
二

十
章
ま
で
あ
る
が
省
略
す
る

─
で
あ
る
。

“
社
会
組
織
”
と
は
な
に
か
。
著
者
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
社
会
に
お
け
る
習
慣
的
な
相
互
関
係
も
し
く
は
協
働
活
動
の
永
続
的
な
形
態
を
ま
と
め
て
い
っ
た
も
の
と
い
う
。

そ
し
て
、
社
会
組
織
を
つ
く
り
出
す
根
基
を
な
す
も
の
は
、“
相
似
心
”（
多
数
の
ひ
と
び
と
の
協
働
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
思
想
と
感
情
の
合
致
）
で
あ
る
。

社
会
組
織
は
、
人
口
内
の
相
似
心
の
表
現
で
あ
る
、
と
い
う
（
一
二
三
頁
）。



（42）247

林
要か

な
め（

一
八
九
四
～
？
）
は
、
大
正
・
昭
和
期
の
経
済
学
者
で
あ
る
。
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の

助
手
を
へ
て
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
同
志
社
大
学
教
授
に
な
っ
た
が
、
の
ち
大
学
を
追
わ
れ

た
。
同
人
が
訳
し
た
『
社
会
主
義
及
び
社
会
運
動
』（
大
正
14
・
５
）
は
、
ウ（

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
）

ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ（

ゾ
ン
）ム

バ

ル
ト
が
著
わ
し
た “Sozialism

us und Soziale B
ew

egung, 1919” 

を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
書
は
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
数
多
い
著
述
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
有
名
な
著
述
の
一
つ
で
あ
り
、
江こ

う

湖こ

の
好
評
を
博
し
、
二
十
一
ヵ
国
語
に
訳
さ
れ
た
。

「
訳
者
序
」
に
よ
る
と
、
池
田
龍
蔵
が
、
す
で
に
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
六
月
に
、『
社
会
主

義
及
社
会
運
動
』
の
表
題
の
も
と
に
訳
書
を
刊
行
し
て
い
る
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
訳
者
序　

開
題　

社
会
主
義
及
び
社
会
運
動
の
意
義　

第
一
編　

社
会
主
義　

第
一
章　

近
世
社
会
主
義
の
根
本
観
念　

第
二
章　

合
理
的
社
会
主

義　

第
三
章　

歴
史
的
社
会
主
義
の
創
建　

第
四
章　

マ
ル
ク
ス
主
義
批
判　

第
五
章　

革
命
的
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム　

第
六
章　

ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム　

第
二
編　

社
会
運

動　

第
一
章　

社
会
運
動
前
史　

第
二
章　

国
民
的
特
性
の
発
展　

第
三
章　

統
一
的
傾
向　

附
録

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
社
会
主
義
と
は

─
近
世
社
会
運
動
の
精
神
的
沈
澱
物
で
あ
り
、
そ
し
て
近
世
に
お
け
る
社
会
運
動
と
は
、
無プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ト

産
階
級
（
賃
金
労
働
者
階
級
）
の
あ
ら

ゆ
る
解
放
的
努
力
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
現
代
に
お
い
て
生
命
あ
る
社
会
主
義
は
た
だ
ひ
と
つ
あ
り
、
そ
れ
は
“
マ
ル
ク
ス
主
義
”
だ
と
い
う
。
本
書
に
お
い
て
、
著
者

が
お
も
に
の
べ
て
い
る
の
は
、
社
会
運
動
で
あ
り
、
無
産
階
級
の
反
対
極
に
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
（
資
本
主
義
経
済
組
織
の
代
表
者
）
の
こ
と
で
あ
る
。

佐
野
学
訳
『
社
会
進
化
論
』（
大
正
14
・
４
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
キ
ッ
ド
（
一
八
五
八
～
一
九
一
六
）
の
同
名
の
著
作
を
反
訳
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
書
は
、
四
五
六
頁
も
あ
る
大
部
な
も
の
で
あ
る
が
、
近
藤
憲
三
が
手
を
貸
し
た
よ
う
で
あ
る
。

佐
野
は
、
訳
業
を
お
え
、
原
稿
を
版
元
の
而じ

立り
つ

社し
ゃ

に
わ
た
し
て
幾
日
も
た
た
ぬ
の
に
、
世
間
周
知
の
事
件
に
よ
り
「
亡
命
の
身
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
今
両
氏
は
何ど

処こ

に
か
あ
る
」（「
凡
例
」）
と
い
い
、
本
書
は
そ
の
記
念
に
な
る
も
の
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

緒
論　

第
二
章　

人
類
進
化
の
状
態　

第
三
章　

進
歩
は
理
性
の
裁
可
に
據よ

ら
ず　

第
四
章　

人
類
歴
史
の
中
心
點　

第
五
章　

宗
教
の

社
会
的
機
能　

第
六
章　

西
洋
文
明　

第
七
章　

西
洋
文
明
（
続
）　

第
八
章　

近
代
社
会
主
義　

第
九
章　

進
化
の
非
理
智
性　

第
十
章　

結
論

─
で
あ
る
。

西
村
文
則
の
『
水
平
民
族
史
物
語
』（
大
正
14
・
４
）
は
、
書
名
が
如
実
に
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
、
特
殊
部
落
民
の
虐
い
た
げ
ら
れ
た
歴
史
を
や
さ
し
く
綴
っ
た
も
の

西村文則著『水平民族史物語』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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で
あ
る
。
著
者
が
、
本
書
の
残
り
の
原
稿
を
版
元
（
中
央
出
版
社
）
に
渡
し
た
の
が
大
震
災
の
前
日
の
八
月
三
十
一
日
で
あ
っ
た
。

九
月
一
日
正
午

─
著
者
は
、
沼
津
駅
頭
に
お
い
て
、
大
震
災
と
遭
遇
し
た
。
東
京
方
面
の
空
に
、
一
種
異
様
な
る
雲
が
み
ら
れ
た
。
畑
の
な
か
の
掛
小
屋
で
何
日
か
く

ら
し
た
の
ち
、
灰か

い

じ
ん
の
中
で
の
生
活
が
な
が
く
つ
づ
い
た
。

暑
い
さ
な
か
、
汗
を
な
が
し
な
が
ら
書
い
た
原
稿
や
校
正
刷
の
こ
と
が
、
と
き
ど
き
思
い
出
さ
れ
た
。
も
う
そ
れ
ら
は
鳥
有
に
帰
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

じ
ぶ
ん
の
努
力
が
す
べ
て
水
泡
に
帰
し
た
こ
と
を
惜
ん
で
い
た
と
き
、
組
版
こ
そ
焼
け
て
し
ま
っ
た
が
、
ゆ
く
り
な
く
も
原
稿
の
す
べ
て
が
印
刷
所
の
一
隅
か
ら
発
見
さ
れ

た
と
い
っ
た
知
ら
せ
が
入
っ
た
。

内
容
の
概
略
は

─
一　

民
族
闘
争
の
黎
明　

二　

虐
げ
ら
れ
た
る
民
族
人　

三　

階
級
闘
争
及

お
よ
び

水
平
運
動
の
烽ほ

う

火か　

四　

水
平
運
動
の
流
行　

五　

水
平
民
族
の
意

義　

六　

水
平
社
の
分
野　

七　

史
上
の
水
平
民
族
（
其
一
）　

八　

史
上
の
水
平
運
動
（
其
二
）　

九　

史
上
の
水
平
運
動
（
其
三
）　

一
○　

日
本
民
族
の
氏
族
観
と
水

平
族　

一
一　

日
本
人
の
潔
癖
性
と
水
平
族　

一
二　

仏
教
に
誤
ら
れ
た
る
民
族　

一
三　

史
上
の
賤
民
別　

一
四　

民
族
の
水
平
族
化
す
経
路

─
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
穢え

多た

は
非
人
よ
り
も
、
や
や
身
分
が
上
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
か
っ
て
京
都
の
鴨
川
の
河
原
に
浮
浪
民
が
い
て
、
小
屋
が
け
生
活
を
し
て
い
た
。
そ
れ
を

河
原
者
と
い
っ
た
。
が
、
当
時
そ
れ
を
水
平
社
族
ほ
ど
低
い
人
間
と
み
な
さ
ず
、
ふ
つ
う
の
貧
民
、
宿
な
し
者
、
木
賃
宿
生
活
者
ほ
ど
に
み
て
い
た
。

が
、
じ
ょ
じ
ょ
に
区
別
を
生
じ
、“
皮
革
業
”
を
な
す
者
を
穢
多
と
い
い
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
非
人
と
称
し
た
。
穢
多
の
多
く
は
皮
革
類
や
竹
皮
ぞ
う
り
を
作
っ
た
り
、

そ
の
他
の
職
人
や
商
人
を
か
ね
た
生
活
を
し
た
が
、
非
人
は
も
の
乞
い
、
も
の
貰
い
専
門
で
あ
っ
た
と
い
う
。

綾あ
や

川か
わ

武た
け

次じ

（
一
八
九
一
～
一
九
六
六
）
は
、
大
正
・
昭
和
期
の
国
家
主
義
者
、
弁
護
士
で
あ
る
。
昭
和
二
年
「
全
日
本
興
国
同
志
会
」
を
組
織
し
、
戦
後
は
「
日
本
革
新

同
盟
」
を
結
成
し
た
。
同
人
が
著
わ
し
た
『
誰
に
も

解
か
る
社
会
学
の
知
識
』（
大
正
14
・
7
）
は
、
い
わ
ば
社
会
学
入
門
書
で
あ
る
。
著
者
は
「
此こ

の
書し

ょ

は
社
会
学
入
門
と
し
て
取と

り

扱あ
つ
かは

る
可べ

き
で
あ
っ
て
、
社
会
学
と
は
如い

何か

な
る
も
の
で
あ
る
か
を
示し

め

し
た
に
す
ぎ
な
い
」（「
序
」）
と
の
べ
て
い
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
は
何な

に

人び
と

も
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
学
で
あ
る
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
経
済
学
が
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
、
一
般
的
に
必
要
な
学
と
み
と
め
ら
れ
、
ひ
と
び

と
が
経
済
学
の
指
示
す
る
原
則
に
し
た
が
っ
て
い
る
の
と
お
な
じ
で
あ
る
。

社
会
学
は
、
一
般
的
科
学
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
味
読
す
べ
き
学
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
生
活
が
複
雑
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
緊き

ん

要よ
う

欠
く
べ
か
ら
ざ
る

学
問
で
あ
る
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
総
論　

社
会
学
の
意
味　

東
洋
の
古
代
社
会
学　

西
洋
の
古
代
社
会
学　

西
洋
近
世
社
会
学　

社
会
学
の
発
生　

社
会
学
の
種
別　

コ
ン
ト
が
社
会
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学
を
創
始
し
た
動
機　

社
会
学
の
区
別

社
会　

社
会
と
集
合
体
の
区
別　

社
会
と
は
何
を
意
味
す
る
か　

社
会
の
生
活
と
観
念　

社
会
の

心
理
的
基
礎
の
必
要　

個
人
と
社
会
の
意
味　

社
会
と
社
会
学
の
関
係　

国
家
の
権
力　

権
力
存
在

の
意
義　

国
家
の
意
義　

家
族
制
度
と
団
体
の
生
活　

夫
婦
と
家
族　

地
域
団
体　

機
能
団
体

文
明　

集
積
力
と
社
会
力　

社
会
力
の
解
釈　

社
会
意
識
と
諸
法
則　

マ
ル
ク
ス
社
会
説
の
誤
謬

　

共
産
と
は
何
ぞ
や
─
─
で
あ
る
。

著
者
は
「
社
会
学
の
意
味
」
の
な
か
で
、
社
会
学
は
コ
ン
ト
に
よ
っ
て
創は

じ

め
ら
れ
た
と
の
べ
て
い

る
。
コ
ン
ト
は
実
証
哲
学
の
な
か
で
“
社
会
学
”
の
文
字
を
使
用
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
か
れ
は
社
会
学
を
“
社
会
物
理
学
”
と
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、“
社
会
学
的
思
想
”
の
発
芽
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
は
な
く
、
東
洋
に
も
あ
っ
た
と
い
う
。
東
洋
に
お
い
て
社
会
学
研
究
の
発
達
し
た
の
は
支
那

（
中
国
）
だ
と
い
う
。
古
代
中
国
で
は
、
数
多
の
民
族
が
わ
か
れ
て
生
活
し
、
お
互
い
あ
つ
れ
き
（
不
和
）
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
政
治
思
想
、
道
徳
思
想
は
み
ず
か
ら

発
達
し
た
と
い
う
。

孔
子
の
言
行
録
の
な
か
に
、
法
律
的
、
政
治
道
徳
的
思
想
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
シ
ャ
カ
の
出
現
に
よ
り
、
宗
教
的
見
地
よ
り
、
が
ん
こ

な
階
級
制
度
を
打
破
す
る
こ
と
を
社
会
問
題
と
し
て
い
る
。

杉
山　

栄
の
『
社
会
学
十
二
講
』（
大
正
14
・
８
）
は
、“
旧
社
会
学
”
の
範
ち
ゅ
う
を
脱
し
て
、“
新
社
会
学
”
に
つ
い
て
簡
易
平
明
に
し
る
し
た
入
門
書
で
あ
る
。
旧

社
会
学
と
は
、
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
現
象
を
包
括
的
に
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
新
社
会
学

0

0

0

0

は
、
特
殊
社
会
科
学
の
ひ
と
つ
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

“
社
会
学
”
を
建
築
し
よ
う
と

す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
代
表
者
は
、
ジ
ン
メ
ル
、
テ
エ
ニ
ス
、
フ
ェ
ア
カ
ン
ト
、
マ
ク
ヰ
バ
ア
、
高
田
保
馬
な
ど
で
あ
る
。

“
新
社
会
学
”
は
、
生
ま
れ
て
ま
だ
日
が
浅
い
た
め
、
高
田
保
馬
の
数
種
の
書
物
、
新
進
社
会
学
者
に
よ
る
論
文
や
翻
訳
書
を
の
ぞ
く
と
、
ま
だ
ま
と
ま
っ
た
文
献
は
な

い
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
講　

社
会
学
と
社
会
の
本
質　

第
二
講　

社
会
の
構
成
と
社
会
の
種
類　

第
三
講　

社
会
過
程

─
其
の
一　

社
会
の
集
積　

第
四
講　

社
会

過
程

─
其
の
二　

社
会
の
分
散　

第
五
講　

社
会
の
統
制

─
其
の
一　

社
会
意
識　

第
六
講　

社
会
の
統
制

─
其
の
二　

社
会
運
動　

第
七
講　

結
合
の
強
度　

第

八
講　

離
反　

第
九
講　

社
会
と
個
人　

第
十
講　

社
会
の
解
体
と
持
続　

第
十
一
講　

文
化

─
其
の
一　

文
化
の
発
達
と
衰
頽　

第
十
二
講　

文
化

─
其
の
二　

都

杉山栄著『社会学十二講』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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市
文
化
と
村
落
文
化　

其
の
他

─
で
あ
る
。

著
者
は
の
べ
て
い
る
。「
今い

ま

ま
で
の
社
会
学
は
、
故
郷
を
持
た
ぬ
放
浪
児
の
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
。
社
会
学
は
、
科
学
と
し
て
形
が
と
と
の
っ
て
い
な
か
っ
た
ば

か
り
か
、
そ
の
誕
生
が
お
そ
か
っ
た
。
も
の
ご
こ
ろ
が
つ
く
年
ご
ろ
に
な
っ
て
、
周
囲
を
見
ま
わ
し
た
と
き
気
づ
い
た
。

　

─
す
で
に
政
治
学
、
経
済
学
、
法
律
学
、
宗
教
学
、
倫
理
学
、
心
理
学
そ
の
他
の
諸
科
学
が
、
と
っ
く
に
根
を
張
っ
て
い
て
、
社
会
学
の
す
わ
る
べ
き
尺せ

き

土ど

（
す
こ
し

の
土
地
）
も
な
い
で
は
な
い
か
。
こ
の
と
き
か
ら
、
社
会
学
の
彷
徨
が
は
じ
ま
っ
た
。

ゆ
ら
い
社
会
学
の
概
念
に
つ
い
て
誤
謬
が
存
在
し
た
と
い
う
。
社
会
学
は
と
き
と
し
て
原
始
人
の
生
活
様
式
を
研
究
す
る
も
の
、
ま
た
と
き
に
人
類
学
、
生
物
学
、
土
俗

学
、
社
会
政
策
論
、
社
会
主
義
、
社
会
運
動
と
誤
解
せ
ら
れ
て
き
た
。
社
会
学
が
多
様
に
解
せ
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
研
究
対
象
で
あ
る
“
社
会
の
本
質
”
が
な
が
い
あ
い
だ

あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る
（
一
四
頁
）。

北
野
大
吉
訳
『
基キ

リ
ス
ト督

教
社
会
学
』（
大
正
14
・
９
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ー
サ
ー
・
ジ
ェ
ー
・
ペ
ン
チ
ィ
が
著
わ
し
た
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
学
に
む
か
っ
て
』（T

ow
ards 

a C
hristian Sociology, 1923

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

“
キ
リ
ス
ト
教
社
会
学
”
と
い
っ
た
名
称
は
、
わ
れ
わ
れ
の
耳
目
を
お
ど
ろ
か
し
て
あ
ま
り
あ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
社
会
組
織
の
原

理
と
形
式
と
を
、
キ
リ
ス
ト
教
の
原
理
に
関
係
せ
し
め
よ
う
す
る
の
が
、
こ
の
語
の
意
味
の
よ
う
だ
。

科
学
万
能
の
時
代
に

─
は
た
し
て
科
学
は
、
人
類
の
幸
福
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
。
科
学
と
宗
教
、
科
学
と
芸
術
は
い
か
な
る
関
係
を
も
っ
て
い
る
か
。
科
学

は
人
類
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
害
悪
、
呪
詛
（
の
ろ
い
）
を
あ
た
え
た
の
か
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

内
容
の
概
略
は

─
訳
者
序
文　

第
一
章　

社
会
主
義
と
基
督
教　

第
二
章　

社
会
主
義
と
前
進
の

観
念　

第
三
章　

神
の
王
国　

第
四
章　

神
の
王
国
に
於
け
る
生
活　

第
五
章　

律
法
の
大
な
る
誡か

い

令れ
い

　

第
六
章　

教
会
と
共
同
心　

第
七
章　

教
会
と
兄
弟
関
係　

八
章　

法
律
の
必
要　

第
九
章　

中
世

の
社
会
組
織　

第
十
章　

中
世
は
何な

故ぜ

に
衰
微
し
た
る
か　

以
下
、
二
十
二
章
ま
で
あ
る
が
省
略
す
る

─
で
あ
る
。

原
著
者
に
よ
る
と
、“
社
会
救
済
”
の
幾
多
の
条
件
の
な
か
に
、
社
会
改
造
が
包
含
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
改
造
問
題
の
研
究
に
は
、
二
つ
方
法
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
方
法
に
よ
る
も

アーサー・ジェー・ペンチィー著
『基督教社会学』。

〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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の
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
社
会
主
義
の
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
社
会
問
題
に
つ
い
て
の
思
想
は
、
け
っ
き
ょ
く
そ
の
根
底
を
キ
リ
ス
ト
と
マ
ル
ク
ス
と
の
教
義
に
置
く
、
二
つ
の
対
立
し
た
概
念
の
あ
い
だ
を
動
く
も
の
と
い
う
。

山
口
吉
彦
訳
『
社
会
学
と
哲
学
』（
大
正
14
・
９
）
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
（
一
八
五
八
～
一
九
一
七
）
の
論
文
集 “Sociologie et Philosophie, editeur 

Felix A
lcan, 1924” 

を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

個
人
表
象
と
集
合
表
象　

第
二
章　

道
徳
事
実
の
決
定　

討
論　

第
三
章　

反
対
論
に
対
す
る
回
答　

一　

社
会
状
態
と
與
論
状
態　

二

　

個
人
的
理
性
と
其
道
徳
的
現
実
性　

三　

義
務
の
感
情
と
道
徳
の
神
聖
的
性
質　

四　

集
合
体
の
道
徳
的
威
力　

五　

哲
学
と
道
徳
事
実　

第
四
章　

価
値
判
断
と
現
実

判
断

─
で
あ
る
。

高
畠
素
之
訳
『
社
会
学
講
話
』（
大
正
14
・
10
）
は
、
ア
ー
サ
ー
・
ル
イ
ス
が
著
し
た
『
社
会
学
へ
の
手
引
』（A

n Introduction to Sociology, 1919

）
を
反
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。

本
書
は
、
大
学
で
社
会
学
を
ま
な
ん
だ
こ
と
が
な
い
読
者
や
、
科
学
に
つ
い
て
と
く
べ
つ
な
訓
練
を
う
け
た
こ
と
が
な
い
ひ
と
び
と
の
た
め
に
書
か
れ
た
通
俗
書
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
読
者
を
社
会
学
の
門
に
引
き
よ
せ
る
の
が
本
書
の
目
的
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
の
本
は
、
社
会
学
上
の
学
説
に
た
い
し
て
、
あ
た
ら
し
い
知
見
を
く
わ
え
た
も
の
で
は
な
い
。
社
会
学
の
起
源
や
発
達
、
社
会
学
の
い
ま
の
位
置
な
ど
に
つ
い

て
の
一
般
的
概
念
を
あ
た
え
る
の
が
、
こ
の
講
話
の
意
図
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

内
容
の
概
略
は

─
（
訳
者
）
序
文　

第
一
章　

コ
ン
ト
の
人
類
発
達
説　

第
二
章　

コ
ン
ト
の
科
学
分
類
法　

第
三
章　

ス
ペ
ン
サ
ー
の
静
的
社
会
学　

第
四
章　

ス

ペ
ン
サ
ー
の
類
推
社
会
学　

第
五
章　

ラ
ツ
ェ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
社
会
学　

第
六
章　

社
会
学
史
上
に
於
け
る
マ
ル
ク
ス
の
地
位　

第
七
章　

社
会
学
と
社
会
科
学　

第
八

章　

社
会
学
と
科
学
的
研
究
方
法　

第
九
章　

社
会
力　

第
十
章　

社
会
進
歩
の
諸
因
子　

第
十
一
章　

社
会
過
程
の
要
素　

第
十
二
章　

社
会
進
歩
と
間
接
的
方
法　

第

十
三
章　

社
会
学
の
目
的

─
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
社
会
学
者
と
し
て
“
黙
殺
”
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
に
つ
い
て
の
、
原
著
者
の
意
見
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

こ
れ
ま
で
公
け
に
さ
れ
た
多
く
の
社
会
学
史
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
名
を
逸
し
て
い
る
と
い
う
。
マ
ル
ク
ス
が
社
会
学
者
と
し
て
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て

も
、
か
れ
の
名
に
言
及
す
る
者
は
す
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
社
会
学
者
の
な
か
で
ア
ル
ビ
オ
ン
・
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー
・
ス
モ
ー
ル
（
一
八
五
四
～
一
九
二
六
）
だ
け
は
例
外

で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
功
績
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
評
価
し
た
と
い
う
。



242（47）

社会学伝来考

マ
ル
ク
ス
も
、
み
ず
か
ら
社
会
学
者
で
あ
る
と
称
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
の
社
会
学
は
、
労
働
問
題
の
社
会

学
と
い
っ
た
見
方
も
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
原
始
的
野
蛮
人
の
社
会
に
、
社
会
学
の
根
拠
を
も
と
め
た
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
は
、
社
会
的
進
歩
の
最
終
の
産
物
で
あ
る

機
械
が
、
も
っ
と
も
完
全
な
発
達
を
し
め
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
的
形
態
と
そ
の
す
じ
み
ち
の
な
か
に
、
じ
ぶ
ん
の
社
会
学
の
根
拠
を
も
と
め
よ
う
と
し
た
（
七
九
頁
）。

雑
誌
『
社
会
科
学
』
の
十
月
特
輯
と
し
て
、
改
造
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
形
式
社
会
学
研
究
』（
大
正
14
・
10
）
は
、
三
五
○
頁
以
上
も
あ
り
、
ゆ
う
に
一
冊
の
書
物
ほ

ど
の
厚
さ
が
あ
る
。
高
田
保
馬
、
新
明
正
道
、
松
本
潤
一
郎
な
ど
、
社
会
学
の
第
一
線
で
か
つ
や
く
し
て
い
る
学
者
ら
十
名
の
論
文
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
定
型
と
し
て
の
共
同
社
会
（
高
田
保
馬
）　

自
然
的
社
会
学
と
文
化
的
社
会
学
（
新
明
正
道
）　

社
会
学
に
於
け
る
文
化
の
取
扱
（
松
本
潤
一
郎
）　

発
達
諸
段
階
に
於
け
る
社
会
の
全
体
性
（
小
松
堅
太
郎
）　

ウ
ィ
ー
ゼ
の
関
係
学
綱
要
（
波
多
野
鼎
）
以
下
省
略
す
る

─
で
あ
る
。

近
代
に
お
い
て
社
会
学
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
の
か
。
い
か
な
る
発
展
の
経
路
を
た
ど
っ
て
い
る
の
か
。
新
明
論
文
に
よ
る
と
、
社
会
学
の
お
も
な
傾

向
は
二
つ
み
と
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
自
然
的
社
会
学
（
社
会
学
そ
の
も
の
の
発
端
が
自
然
的
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
）
と
文
化
社
会
学
で
あ
る
と
い
う
。
さ
い
き
ん
で
は
と

く
に
、
文
化
的
社
会
学
の
勃
興
が
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
と
の
べ
て
い
る
。

丸
山
岩
吉
の
『
社
会
学
入
門
』（
大
正
14
・
10
）
は
、
好
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
世
に
で
た
社
会
学
書
の
多
く
は
、
け
っ
し
て
読
み
や
す
い
、
し
か
も
内
容
の
理
解
し
や

す
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
専
門
書
の
大
半
は
、
わ
れ
わ
れ
の
実
生
活
と
か
け
は
な
れ
た
、
は
な
は
だ
物も

の

憂う

い
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
社
会
学
書
は
、
い
ま
の
“
生
き
た
社
会
”
を
じ
か
に
、
し
か
も
具
体
的
に
、
ま
た
で
き
る
だ
け
把
握
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
捉
え
方
や
叙
述
方
法
は
、

具
体
的
で
な
く
、
は
な
は
だ
抽
象
的
で
あ
り
、
か
つ
皮
相
的
で
あ
っ
た
。本

書
に
お
け
る
著
者
の
ね
ら
い
は
、
ま
ず
直

ち
ょ
く

截せ
つ

簡
明
に
、
現
代
社
会
の
諸
相
を
み
ず
か
ら
解
剖
し
、

そ
れ
ら
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
要
素
を
え
ぐ
り
出
し
、
そ
れ
を
如
実
に
描
写
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
い
で
現
代
社
会
の
人
生
的
意
義
を
、そ
の
歴
史
の
あ
ゆ
み
の
上
か
ら
本
質
的
に
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

著
者
は
か
た
っ
て
い
る
。

─
こ
の
小
著
（
と
は
い
っ
て
は
、
三
三
四
頁
あ
る
）
は
、
で
き
る
だ
け

平
明
に
、
ま
た
で
き
る
だ
け
体
系
的
に
叙
述
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
。

著
者
は
、
社
会
学
を
わ
か
り
や
す
く
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、“
生
気
あ
る
社
会
学
”
に
、
英
気
は
つ

ら
つ
と
し
た
若
い
読
者
の
胸
に
、
ほ
ん
も
の
の
社
会
学
に
た
い
す
る
興
味
と
、“
生
き
た
社
会
”
そ
の

丸山岩吉著『社会学入門』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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も
の
に
た
い
す
る
理
解
の
基
礎
を
あ
た
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

専
門
書

0

0

0

は
、
叙
述
が
平
明
で
な
い
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
わ
れ
わ
れ
読
者
は
そ
の
書
物
を
と
う
て
い
読
み
と
お
す
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

は
で
き
な
い

0

0

0

0

0

し
、
活
眼
を
も
っ
て
身
の
ま
わ
り
の
“
生
き
た
社
会
”
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
本
書
は
社
会
学
の
初
学
者
に
と
っ
て
、
か
っ
こ
う
の
入
門
書
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
序
論　

第
一
節　

個
人
と
社
会　

第
二
節　

社
会
の
概
念　

第
三
節　

社
会
学

の
意
義
及
び
傾
向　

第
一
章　

社
会
の
分
析　

第
二
章　

社
会
の
構
成　

第
三
章　

社
会
の
進
化　

結

論　

附
録　

研
究
資
料
に
就
い
て

─
で
あ
る
。

著
者
、
い
わ
く
。

　

─
我
々
は
社
会
の
う
ち
に
生
れ
て
、
社
会
の
う
ち
に
生
活
し
て
、
社
会
の
う
ち
に
死
ん
で
行
く
。
社
会
は
我
々
を
育

は
ぐ
く

む
揺よ

う

籃ら
ん

（
ゆ
り
か
ご
）
で
あ
り
、
我
々
が
活
動
す

る
舞
台
で
あ
り
、
我
々
の
足
跡
を
永
遠
に
刻
す
る
記
録
台
で
あ
る
（「
第
一
節　

個
人
と
社
会
」）。

わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
“
家
族
”
と
い
っ
た
一
つ
の
社
会
に
生
ま
れ
、
社
会
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
、
生
長
し
て
ゆ
く
。
社
会
と
は
、
わ
れ
わ
れ
を
取
り
ま
い
て
い
る
環
境
の

こ
と
で
も
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
中
で
“
社
会
生
活
”
を
送
っ
て
い
る
。
社
会
生
活
と
は
な
に
か
。
そ
れ
に
た
い
す
る
著
者
の
答
え
は
、
こ
う
で
あ
る
。

社
会
生
活
は
、
一
定
の
土
地
の
う
え
に
成
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
物
質
を
利
用
し
、
か
つ
い
ろ
い
ろ
の
規
則
や
制
度
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
支
配
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

土
地
・
物
質
・
規
則
・
制
度
と
い
っ
た
も
の
は
、
社
会
生
活
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
条
件
、
す
な
わ
ち
そ
の
環
境
だ
と
い
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、“
社
会
の
環
境
”
と
よ

ぶ
も
の
が
、
そ
れ
だ
と
い
う
。

松
本
潤
一
郎
訳
「
社
会
学
の
沿
革
」（
大
15
・
１
）
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
筆
に
な
る
小
論
「
社
会
学
」（La Sociologie

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
、
コ
ン
ト
、
ク
ー
ル
ノ
ー
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
タ
ル
ド
な
ど
の
特
徴
あ
る
著
述

─
社
会
学
の
発
達
に
お
い
て
多
少
と
も
重
大
な
新
紀
元
を

画
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
述
作
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

大
林
宗
嗣
の
『
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
研
究
』（
大
正
15
・
２
）
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
四
月
に
大
原
社
会
問
題
研
究
所
叢
書
第
三
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
ソ
ー

シ
ア
ル
・
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
の
研
究
』
を
改
稿
し
た
も
の
と
い
う
。
本
書
は
、
翻
案
的
著
述
の
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
。
訳
書
を
よ
ん
で
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

大林宗嗣著『セッツルメントの研究』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

緒
論　

第
一
章　

セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
意
義　

第
二
章　

セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
社
会
的
基
礎　

第
二
編　

セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
史　

第
一
章

　

思
想
的
背
景　

第
二
章　

セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
の
発
生　

第
三
章　

事
業
の
発
達　

第
四
章　

米
国
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
史　

第
五
章　

各
国
に
於
け
る
略
史
並

な
ら
び
に

現
状　

第
三
編　

セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
構
成　

第
一
章　

組
織
及
事
業　

第
二
章　

我
国
に
於
け
る
労
働
者
教
育
の
必
要　

附
録

─
で
あ
る
。

“
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
”（settlem

ent

）
と
は
な
に
か
。
こ
の
語
の
日
本
語
訳
も
さ
だ
か
で
な
く
、
英
語
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
し
て
使
っ
て
い
る
英
和
辞
書
は
お
お
い
。
こ
れ

は
貧
し
い
地
域
で
く
ら
す
ひ
と
び
と
の
た
め
に
、
生
活
改
善
や
教
育
な
ど
に
あ
た
る
意
味
で
あ
る
。
著
者
（
訳
者
？
）
に
よ
る
と
、
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
、
欧
米
に
お
い
て

七
十
年
の
歴
史
を
も
つ
社
会
事
業
と
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
こ
れ
を “social settlem

ent” 

と
い
い
、
そ
れ
が
な
す
事
業
の
こ
と
を
、“social settlem

ent w
ork” 

と
よ
ぶ
ら

し
い
。
英
語
の settlem

ent 
と
い
っ
た
語
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
の
か
。
い
ま
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
例
を
か
か
げ
て
み
よ
う
。

ド
イ
ツ

A
rbeitgem

einschaft
（
労
働
共
同
体
）

Soziale A
rbeitsgem

einschaft

（
社
会
共
同
体
）

V
olkshochschulen

（
民
衆
大
学　

成
人
講
座
）

フ
ラ
ン
ス

La R
esidence Sociale

（
社
会
的
居
住
地
）

こ
の
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
思
想
と
は
な
に
か
。
著
者
の
こ
と
ば
を
要
約
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

─
個
人
的
接
触
を
通
じ
て
、
労
働
者
階
級
の
ひ
と
び
と
の
物

質
的
、
精
神
的
要
求
を
み
た
し
て
や
る
こ
と
。“
全
人
愛
”
を
も
っ
て
、
か
れ
ら
に
教
育
や
自
己
開
発
の
機
会
を
あ
た
え
て
や
る
こ
と
。
た
だ
し
、
優
越
者
が
下
級
者
に
恩

恵
を
ほ
ど
こ
す
よ
う
な
気
持
を
も
た
ざ
る
こ
と
等
々
。

貧
し
い
労
働
者
は
、
社
会
人
と
し
て
生
き
な
が
ら
、
教
育
を
う
け
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
政
治
上
、
社
会
上
さ
ま
ざ
ま
の
権
利
を
あ
た
え
ら
れ
ず
、

ま
た
富
の
分
配
の
恩
恵
に
も
浴
し
て
い
な
い
。
か
れ
ら
は
た
え
ず
生
活
の
脅
威
に
お
び
え
な
が
ら
、
日
本
国
民
と
し
て
重
大
な
る
責
務
を
二
つ
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

何
か
と
い
え
ば
、

─

　

納
税

　

 

と

　

兵
役



（50）239

こ
れ
は
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
著
述
の
多
く
は
、
あ
ま
り
に
も
学
究
的
で
あ
り
、
ま
た
あ
ま
り
に
も
浩こ

う

瀚か
ん

な
も
の
で
あ
る
た
め
、
社
会
学
の
入
門
者
に

と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

著
者
が
世
に
送
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
本
書
は
、
社
会
学
を
は
じ
め
て
学
ぼ
う
と
す
る
ひ
と
び
と
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

社
会
学
は
、
わ
れ
わ
れ
が
暮
ら
し
て
い
る
“
社
会
の
本
質
”
を
科
学
的
に
研
究
す
る
も
の
と
い
う
。

─
社
会
が
ど
こ
に
は
じ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
道
程
を
へ
て
発
達
し

て
き
た
の
か
。
ま
た
社
会
は
、
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
活
動
す
る
も
の
な
の
か
。
こ
と
に
社
会
の
本
質
と
は
何
な
の
か
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

社
会
学
は
如
何
な
る
学
問
で
あ
る
の
か　

第
二
章　

社
会
進
化
の
理　

第
三
章　

社
会
の
起
源　

第
四
章　

社
会
組
織
の
発
達　

第
五
章

　

文
化
財
の
発
達　

第
六
章　

社
会
心
意　

第
七
章　

社
会
秩
序
と
社
会
統
制　

第
八
章　

社
会
進
歩
と
社
会
理
想　

附
録　

社
会
学
研
究
参
考
書
目

─
で
あ
る
。

ゆ
ら
い
社
会
学
の
定
義
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
む
ず
か
し
く
、
各
人
各
様
の
説
明
を
あ
た
え
て
い
る
。
い
ま
こ
こ
で
は
、
社
会
学
と
は
、
社
会
に
つ
い
て
の
科
学
で
あ
る
、
と

し
て
お
こ
う
。

社
会
学
の
定
義
は
、
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
研
究
テ
ー
マ
、
そ
の
研
究
方
法
も
確
立
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
研
究
者
の
意
思
に
ま
か
せ
ら

れ
、
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
学
に
は
“
領
域
”（
研
究
の
対
象
分
野
）
が
あ
る
と
い
う
。

社
会
学
の
領
域
に
つ
い
て
の
べ
る
と
、
一
方
に
純
理
論
的
方
面
（
理
論
社
会
学
）
が
あ
り
、
他
方
に
応
用
的
方
面
（
応
用
社
会
学
）
が
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
前
者
の
し
ご
と
は
、
社
会
学
の
基
礎
観
念
を
提
示
し
、
社
会
学
研
究
の
基
礎
を
つ
く
る
こ
と
。
後
者
の
し
ご
と
は
、
理
論
社
会
学
の
研
究
を
借
り
て
、

で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
は
貧
民
労
働
者
の
こ
こ
ろ
に
重
く
の
し
か
か
り
、
か
れ
ら
の
こ
こ
ろ
を
暗

く
し
、
生
へ
の
意
欲
を
そ
い
で
い
た
。

セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
、
貧
し
い
労
働
者
に
“
生
き
る
は
り
”
を
あ
た
え
る
人
道
主
義
的
な
社
会
運

動
で
も
あ
っ
た
。

野
崎
泰
秀
の
『
小
さ
い
社
会
学
』（
大
正
15
・
４
）
は
、
著
者
が
一
昨
年
い
ら
い
、
女
子
学
習
院

に
お
い
て
社
会
学
を
講
義
し
た
“
下メ

モ
書
き
”
の
一
部
を
、
な
る
べ
く
簡
略
か
つ
平
易
に
心
が
け
て
書

き
あ
ら
た
め
た
も
の
と
い
う
。

著
者
に
よ
る
と
、
さ
い
き
ん
社
会
学
の
著
述
の
出
版
は
、
日
を
追
っ
て
多
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

野崎泰秀著『小さい社会学』。
〔法政大学附属図書館蔵〕
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じ
っ
さ
い
の
社
会
問
題
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
社
会
学
を
応
用
し
て
、
労
働
問
題
・
婦
人
問
題
・
宗
教
問
題
・
教
育
問
題
の
解
釈
を
な
し
、
さ
ら
に
貧
困
・
犯
罪
・
賭
博
・
飲
酒
・
売
淫
な
ど
の
諸
問
題
に

た
い
す
る
解
釈
を
ほ
ど
こ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
慈
善
事
業
、
感
化
事
業
、
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
と
い
っ
た
社
会
改
善
に
た
い
し
て
指
針
を
あ
た
え
る
こ
と
も
こ
の

な
か
に
含
ま
れ
る
と
い
う
。

社
会
学
の
研
究
目
的
や
そ
の
領
域
を
わ
か
り
や
す
く
図
解
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

永
井
享
の
『
社
会
読
本
』（
大
正
15
・
４
）
は
、
社
会
に
関
す
る
一
般
む
き
の
通
俗
本
も
し
く
は
教
科
書
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
一
般
国
民
は
社
会
の

本
体
（
実
体
、
本
質
）
に
手
を
ふ
れ
よ
う
と
し
な
い
、
と
い
う
。
ま
た
社
会
の
急
所
を
つ
こ
う
と
も
し
な
い
。
さ
ら
に
日
本
社
会
の
所あ

り
か在

さ
え
さ
ぐ
る
術
も
知
ら
な
い
と
い

う
。
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と
も
あ
れ
、
学
歴
は
ど
う
あ
れ
、
年
齢
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も
、
ま
い
に
ち
実
社
会
で
は
た
ら

き
、
新
聞
や
雑
読
を
よ
ん
で
い
る
人
な
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
本
の
読
者
と
な
り
、
こ
の
書
物
を
い
っ

ぺ
ん
は
読
ん
で
お
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
課　

社
会
の
発
見　

第
二
課　

社
会
の
組
織　

第
三
課　

社
会
の

進
化　

第
四
課　

日
本
の
社
会　

第
五
課　

理
想
の
社
会　

第
六
課　

社
会
問
題　

第
七
課　

社
会
運
動　

第
八
課
と
第
九
課
は
、
社
会
思
想
（
上
）（
下
）　

第
十
課　

社
会
政
策

─
で
あ

る
。

著
者
の
み
る
と
こ
ろ
、
日
本
は
世
界
に
類
の
な
い
“
国
体
”
を
有
し
て
い
る
。
日
本
の
皇
室
は
、
外
国
の
ど
の
王
朝
と
も
ち
が
っ
て
、
国
民
と
合
体
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
“
君
臣
一
体
”
も
し
く
は
“
君
民
同
治
”
と
い
え
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

明
治
の
世
と
な
り
、
立
憲
君
主
制
が
わ
が
国
に
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
完
成
を
期
す
る
に
は
、
国
家
を
社
会
化
し
、
社
会
を
民
主
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。

こ
ん
に
ち
の
日
本
は
、
過
渡
期
に
あ
り
、
新
旧
左
右
の
岐
路
の
う
え
に
立
ち
、
ま
こ
と
に
あ
ぶ
な
げ
な
道ど

う

途と

（
み
ち
）
を
あ
ゆ
ん
で
い
る
と
い
う
。“
社
会
問
題
”
を
か

か
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
ら
よ
い
の
か
。

社
会
問
題
は
、
い
か
な
る
時
代
の
、
い
か
な
る
社
会
に
お
い
て
も
か
な
ら
ず
発
生
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
そ
れ
が
発
生
し
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
社
会
秩
序
が

む
り
に
統
一
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
、
個
人
の
自
覚
や
階
級
の
意
識
と
い
っ
た
も
の
が
生
じ
る
と
、
革
命
的
な
変
革
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
と
い

う
。著

者
の
社
会
問
題
に
関
す
る
解
決
策
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

─
そ
の
解
決
に
は
、
国
家
の
社
会
立
法
の
促
成
（
早
く
つ
く
ら
せ
る
）
と
、
社
会
運
動
の
し
っ
か

り
と
し
た
発
達
と
い
う
こ
と
が
、
あ
い
ま
っ
て
そ
の
対
策
に
な
る
と
い
う
。
問
題
解
決
の
カ
ギ
は
、
資
本
や
企
業
の
私
営
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
資
本
家
も
労
働
者
も
産
業
を
民
主
的
に
統
制
す
る
こ
と

─
す
な
わ
ち
、
社
会
の
民
主
的
な
統
制
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
階
堂
招
久
の
『
初
夜
権

─ JU
S PR

IM
A

E
 N

O
C

T
IS 

の
社
会
学
的
攻
究
』（
大
正
15
・
４
）
は
、
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
な
書
で
あ
る
。
著
者
は
東
京
高
等
工
業
学

校
を
卒
業
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
せ
っ
か
く
修
学
し
た
工
芸
に
従
事
す
る
こ
と
が
い
や
に
な
り
、
文
学
方
面
に
変
り
た
い
と
お
も
い
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
東
京
帝
国

大
学
文
学
部
に
入
り
社
会
学
を
専
攻
し
た
。

二階堂招久著『初夜権―JUS 
PRIMAE NOCTIS の社会学的攻究』。

〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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ユ
ス
・
プ
リ
マ
エ
・
ノ
ク
テ
ィ
ス

“
初
夜
権
”
と
は
な
ん
の
こ
と
か
。
そ
の
意
義
は
、
狭
義
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
封
建
諸
侯
が
、
配
下
の
結
婚
に
さ
い
し
て
、
新
婦
と
第
一
夜
の

“
寝し

ん

”
を
と
も
に
す
る
特
権
を
い
い
、
広
義
に
お
い
て
は
、
領
主
や
祭
司
、
僧
侶
と
い
っ
た
権
力
者
が
、
庶
民
の
婚
姻
に
さ
い
し
て
、
新
婦
と
い
っ
し
ょ
に
寝
る
権
利
を
指

し
て
い
る
。

初
夜
権
の
史
実
は
、
古
く
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
前
五
世
紀
、
ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
家
）
や
ス
ト
ラ
ボ
ン
（
前
六
四
ご
ろ
～
後
二
一
ご
ろ
、
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
）
の
記
録
に
も
あ

ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
序
論　

第
一
章　

初
夜
権
の
意
義　

第
二
章　

各
国
に
於
け
る
初
夜
権
の
名
称　

本
論　

第
一
章　

初
夜
権
の
史
実　

第
二
章　

近
代
及
現
代
に
於

け
る
初
夜
権
の
事
例　

第
三
章　

本
邦
に
於
け
る
初
夜
権
の
事
例　

第
四
章　

初
夜
権
の
起
源
に
関
す
る
諸
家
の
説
並
び
に
其
批
判　

第
五
章　

初
夜
権
の
起
源
に
関
す
る

吾
人
の
見
解　

第
六
章　

初
夜
権
の
社
会
的
効
果　

結
論

─
で
あ
る
。

こ
の
卒
業
論
文
は
、
刊
本
と
な
る
ま
え
に
、
東
大
で
審
査
を
う
け
た
の
で
あ
る
が
、
戸
田
貞
三
や
今
井
時
郎
か
ら
、
近
ご
ろ
ま
れ
に
見
る
優
秀
な
も
の
だ
と
、
ほ
め
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
田
秀
人
訳
『
社
会
学
の
根
本
問
題
』（
大
正
15
・
５
）
は
、
形
式
社
会
学
の
創
始
者
で
あ
る
ゲ
オ
ル
グ
・
ジ
ン
メ
ル
が
著
わ
し
た
『
社
会
学
の
根
本
問
題

─
個
人
と

社
会
』（G

rundfragen der Soziologie:Individuum
 und G

esellschaft, 1917

）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
章　

社
会
学
の
領
域　

第
二
章　

社
会
的
水
準
と
個
人
的
水
準
（
一
般
的
社
会
学
の
例
）　

第
三
章　

社
交
（
純
粋
社
会
学
若も

し

く
は
形
式
的
社

会
学
の
例
）　

第
四
章　

十
八
世
紀
及
び
十
九
世
紀
の
人
生
観
に
現
は
れ
た
る
個
人
と
社
会
と
の
関
係
（
哲
学
的
社
会
学
の
例
）

原
著
者
ジ
ン
メ
ル
の
考
え
に
よ
る
と
、“
社
会
”
と
は
ひ
と
つ
の
抽
象
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
概
念
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
社
会
で
生
起
す
る
さ
ま
ざ
ま

の
現
象
を
究
め
る
“
社
会
学
”
と
い
う
も
の
は
、
学
と
し
て
成
立
す
る
も
の
な
の
か
。

学
と
し
て
の
“
社
会
学
”
の
名
称
は
、
か
な
ら
ず
し
も
無
条
件
に
認
容
さ
れ
る
性
質
の
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ジ
ン
メ
ル
は
う
た
が
い
を
も
っ
て
い
る
。
社
会
学
に

そ
の
領
域
を
あ
た
え
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
“
内
容
”
が
多
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
社
会
学
は
、
基
礎
が
す
で
に
確
立
さ
れ
た
他
の
諸
科
学
と
異
な
り
、
そ
の
存
在
権
を
証
明

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
不
利
な
地
位
に
あ
る
と
い
う
（
七
頁
）。

松
浦　

勇
、
長
谷
川
弥
平
、
畠
山
弥
栄
蔵
共
著
の
『
社
会
学
要
領
』（
大
正
15
・
５
）
は
、
長
方
形
（
た
て
十
六
・
五
セ
ン
チ
、
よ
こ
九
セ
ン
チ
）
の
小
著
（
一
九
○

頁
）
で
あ
る
。
わ
た
し
は
同
書
を
、
国
立
国
会
図
書
館
で
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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「
例
言
」
に
よ
る
と
、
社
会
学
は
創
唱
者
コ
ン
ト
以
来
、
日
な
お
浅
く
、
よ
う
や
く
さ
い
き
ん
に
な

っ
て
長
足
の
進
歩
を
み
る
け
れ
ど
、
ま
だ
十
分
に
発
達
を
と
げ
て
い
な
い
と
い
う
。
学
者
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
面
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
の
方
法
で
研
究
し
て
い
る
が
、
ま
だ
学
問
と
し
て
、
確
定
的
な
体
系
を
具

備
し
て
い
な
い
と
い
う
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
今
後
じ
ゅ
う
ぶ
ん
開
拓
、
究
明
す
る
余
地
が
あ
り
、
ま
た
興
味
の
あ
る
学
問
で

あ
る
と
い
う
。

社
会
学
と
は
な
に
か
。

そ
れ
は
人
と
人
、
人
と
社
会
と
の
関
係
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
だ
か
ら
教
育

問
題
、
社
会
問
題
、
ま
た
さ
い
き
ん
世
間
の
注
視
を
ひ
く
に
い
た
っ
た
国
民
道
徳
、
公
民
教
育
と
ふ
か
い
関
係
を
有
し
て
い
る
、
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の

基
礎
科
学
と
し
て
、
社
会
学
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
ひ
じ
ょ
う
に
必
要
だ
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
第
一
編　

社
会
学　

第
二
編　

社
会
の
成
立　

第
三
編　

社
会
形
態　

第
四
編　

社
会
結
果

─
で
あ
る
。

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
哲
学
的
、
百
科
全
書
的
な
社
会
学
を
排
し
、
さ
い
き
ん
の
進
歩
に
も
と
づ
く
分
析
的
形
式
的
社
会
学
を
、
系
統
を
た
て
て
、
や
さ
し
く
叙
述

し
、
そ
の
理
路
を
さ
ぐ
り
、
一
般
的
概
念
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
と
い
う
（「
例
言
」）。

戸
田
貞
三
の
『
家
族
の
研
究
』（
大
正
15
・
６
）
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
論
文
に
多
少
字
句
の
修
正
を
ほ
ど
こ
し
、
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
さ
ま
ざ
ま

の
集
団
や
団
体
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
、“
家
族
”
と
い
っ
た
団
体
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
戸
田
は
わ
が
国
に
お
け
る
家
族
社
会

学
の
創
始
者
と
し
て
令
名
が
た
か
い
。

本
書
は
、
家
族
と
い
う
も
の
の
性
質
や
特
質
を
考
究
し
た
も
の
と
し
て
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
大
正
期
を
代
表
す
る
独
創
的
な
論
著
と
い
え
る
。

家
族
と
は
な
に
か
。“
家
族
”
と
は
、
ふ
つ
う
い
っ
ぱ
ん
に
は
、
お
な
じ
家
に
住
み
、
生
活
を
と
も
に
す
る
血
縁
者
、
夫
婦
や
親
子
を
中
核
と
す
る
生
活
共
同
体
の
意
で

あ
る
。
が
、
著
者
は
「
家
族
は
性
的
に
差
の
あ
る
男
女
す
な
わ
ち
夫
婦
を
構
成
員
と
し
、
年
齢
の
異
っ
て
居
る
親
子
を
構
成
員
と
し
、
血
縁
的
類
似
が
き
わ
め
て
強
い
所
の

同
胞
を
構
成
員
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
他
の
一
切
の
団
体
と
異
っ
て
い
る
」
と
の
べ
て
い
る
（「
緒
言
」）。

ま
た
著
者
に
よ
る
と
、“
家
族
な
る
団
体
”
は
、
異
性
の
成
員
の
存
在
を
必
要
と
し
、
そ
れ
を
欠
い
て
は
家
族
な
る
団
体
は
成
立
せ
ず
、
家
族
の
成
員
が
異
性
の
男
女
よ

戸田貞三著『家族の研究』。



234（55）

社会学伝来考

り
成
り
た
っ
て
い
る
こ
と
は
、
自
然
に
親
子
関
係
の
発
生
と
な
る
。
親
子
関
係
の
発
生
は
、
血
縁
的
類
似
の
つ
よ
い
同
胞
関
係
を
惹
き
お
こ
し
、
か
く
し
て
家
族
は
、
血
縁

的
連
鎖
の
て
い
ど
の
強
き
も
の
よ
り
成
る
集
団
と
な
る
、
と
い
う
。

家
族
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
家
族
を
“
制
度
”
と
し
て
み
る
方
面
と
、
こ
れ
を
“
団
体
”
と
し
て
み
る
方
面
が
あ
り
、
こ
の
両
面
か
ら
研
究
を
重
ね
る
こ
と
が

必
要
だ
と
か
た
っ
て
い
る
。

内
容
の
概
略
は

─　
一　

家
族
結
合
と
社
会
的
威
圧　

二　

夫
婦
関
係
の
強
さ
の
測
定
（
離
婚
に
関
す
る
一
研
究
）　

三　

日
米
両
国
に
於
け
る
夫
婦
結
合
の
強
さ
に

関
す
る
比
較　

四　

階
級
的
内
婚
制
に
就
い
て　

五　

親
子
の
結
合
に
就
い
て　

六　

親
子
中
心
の
家
族
の
特
質　

七　

家
系
尊
重
の
傾
向
に
就
い
て　

八　

家
族
的
生
活

者
と
非
家
族
的
生
活
者　

九　

家
族
構
成
に
つ
い
て

─
で
あ
る
。

親
子
の
結
合
に
つ
い
て
、
著
者
は
こ
ん
な
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

人
類
、
高
等
哺
乳
動
物
、
群
生
動
物
は
、
親
子
同
棲
し
、
共
同
す
る
こ
と
多
く
、
親
子
な
る
者
は
、
と
く
べ
つ
の
愛
着
の
感
情
を
も
ち
、
そ
れ
に
も
と
ず
い
て
最
も
つ
よ

い
結
合
を
な
す
。
親
子
の
結
合
は
、
な
ん
ら
他
の
感
情
を
交
え
な
い
、
自
然
発
生
的
な
結
合
だ
と
い
う
。

小
栗
慶
太
郎
の
『
タ
ル
ド
の
模
倣
論
』（
大
正
15
・
９
）
は
、
小
著
（
一
九
○
頁
）
で
あ
る
。
著
者
は
タ
ル
ド
の
“
模
倣
説
”（
す
べ
て
の
社
会
現
象
は
、
模
倣
に
も
と
づ

い
て
い
る
）
を
、
圧
縮
し
、
平
易
に
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
序
文　

第
一
章　

社
会
現
象
と
自
然
現
象　

第
二
章　

普
遍
的
模
倣　

第
三
章　

社
会
的
類
似
と
模
倣　

第
四
章　

模
倣
と
は
何
ぞ
や　

第
五
章　

論
理
的
勢
力　

第
六
章　

論
理
的
決
闘
と
論
理
的
交
合　

第
七
章　

内
部
よ
り
外
部
へ
の
模
倣　

第
八
章　

上
層
よ
り
下
層
へ
の
模
倣

─
で
あ
る
。

社
会
は
模
倣
で
あ
り
、
模
倣
は
一
種
の
夢
遊
行
病
で
あ
る

─
と
い
う
の
が
、
タ
ル
ド
の
お
も
な
る
論
旨
で
あ
っ
た
。

タ
ル
ド
の
見
解
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

─
模
倣
こ
そ
、
社
会
の
根
本
的
事
実
で
あ
る
こ
と
。
あ
る
思
想
や
行
為
に
つ
い
て
の
模
倣
は
、
衝
害
が
な
い
か

ぎ
り
伝
播
し
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
現
象
の
反
復
は
、
や
が
て
現
象
の
対
立
を
生
み
、
現
象
の
適
応
に
結
果
す
る
。

社
会
の
発
達
を
あ
き
ら
か
に
す
る
カ
ギ
は
、
現
象
の
反
復
、
す
な
わ
ち
模
倣
に
あ
る
、
と
い
う
の
が
タ
ル
ド
の
模
倣
説
で
あ
っ
た
（「
序
」）。

林　

恵え

海か
い

の
（
め
ぐ
み
）『

ジ
ム
メ
ル
・
社
会
学
方
法
論
の
研
究
』（
大
正
15
・
９
）
は
、
学
生
時
代
に
執
筆
し
た
論
文
、『
哲
学
雑
誌
』『
社
会
学
雑
誌
』
な
ど
に
発
表
し
た
も
の
を

訂
正
、
増
補
し
た
り
、
新
た
に
書
き
お
ろ
し
た
幾
篇
か
を
加
わ
え
、
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
研
究
活
動
は
、
ジ
ン
メ
ル
、
デ
ュ
ル
タ
イ
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
コ
ン
ト
な
ど
を
中
心
と
す
る
学
説
史
研
究
か
ら
は
じ
ま
り
、
人
口
社
会
学
・
農
村
社
会
学
へ
と
む
か
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高
田
保
馬
の
『
社
会
関
係
の
研
究
』（
大
正
15
・
11
）
は
、
さ
い
き
ん
の
ド
イ
ツ
社
会
学

─
と
く
に
形
式
社
会
学
な
い
し
は
関
係
論
の
影
響
の
も
と
に
私
見
を
提
示
し

た
も
の
と
い
う
。
わ
た
し
が
見
た
も
の
は
、
津
田
左
右
吉
（
一
八
七
三
～
一
九
六
一
、
大
正
・
昭
和
期
の
歴
史
学
者
）
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
社
会
学
界
は
、
十
九
世
紀
の
す
え
、
す
で
に
ジ
ン
メ
ル
や
テ
ニ
エ
ス
（Ferdinand T

önnies, 

一
八
五
五
～
一
九
三
六
、
キ
ー
ル
大
学
教
授
、
ド
イ
ツ
社
会
学

会
会
長
）
ら
が
、
不
朽
の
業
績
を
生
み
だ
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
者
の
数
や
著
書
の
数
は
い
ち
じ
る
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
直
後
か
ら
、

斯
学
に
関
す
る
著
述
が
活
発
に
な
り
、
あ
た
ら
し
い
見
方
が
ど
ん
ど
ん
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（「
巻
の
首は

じ

め
に
」）。

内
容
の
概
略
は

─
前
篇　

社
会
の
概
念　

第
一
章　

社
会
の
本
質
に
つ
い
て　

第
二
章　

社
会
の
本
質
に
関
し
て
（
銅
直
学
士
に
答
ふ
）　

第
三
章　

社
会
学
の
性
質

　

後
篇　

社
会
関
係
の
研
究　

第
四
章　

結
合
の
上
位　

第
五
章　

定
型
と
し
て
の
共
同
社
会　

第
六
章　

社
会
関
係
の
研
究　

第
七
章　

階
級
の
自
懐
作
用　

第
八
章　

結
合
と
分
離
と
の
関
係

─
で
あ
る
。

“
社
会
の
本
質
”
と
は
な
に
か
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
社
会
を
し
て
社
会
た
ら
し
む
も
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
社
会
の
本
質
を
な
ん
と
み
る
か
に
つ
い
て
は
、
学
界
に
お
い

て
も
定
説
が
な
い
と
い
う
。

社
会
学
の
対
象
と
な
る
も
の
は
な
に
か
。
そ
れ
は
広
義
の
社
会
現
象
一
般
ま
た
文
化
一
般
と
い
う
。
社
会
的
行
為
ま
た
は
社
会
的
作
用
を
も
っ
て
、
社
会
学
の
対
象
を
な

す
と
い
う
。

ま
た
社
会
学
と
は
、
な
ん
の
学
問
か
。
こ
れ
に
答
え
て
、
そ
れ
が
“
社
会
の
学
”
と
い
う
は
、
冗
語
に
陥
る
と
い
う
。

著
者
の
立
論
の
多
く
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
の
説
を
大
筋
で
と
り
入
れ
、
か
つ
批
判
し
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
見
解
を
組
み
た
て
て
い
っ
た
感
が
あ
る
。
著
者
は
多
く

っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
論
文
は
草
創
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

ジ
ン
メ
ル
の
社
会
学
方
法
論
の
基
本
概
念
を
構
成
す
る
も
の
（
距
離
説
、
形
式
、
概
念
、
空
間
な

ど
）
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
が
、
本
書
で
あ
る
。

内
容
の
概
略
は

─
一　

ジ
ン
メ
ル
・
社
会
学
樹
立
の
構
想
の
概
観　

二　

ジ
ン
メ
ル
・
距
離
説

と
其
社
会
学
方
法
論　

三　

ジ
ン
メ
ル
・
心
的
相
互
作
用
・
形
式
の
純
粋
性　

四　

ジ
ン
メ
ル
・
社

会
学
と
心
理
学
及
社
会
心
理
学
と
の
関
係　

五　

ジ
ン
メ
ル
・
社
会
認
識
論　

六　

ジ
ン
メ
ル
・
社

会
的
構
成
論　

附
録　

ジ
ン
メ
ル
と
其
論
作
年
表

─
で
あ
る
。

林恵海著『ジムメル・社会学方法論
の研究』。〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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の
学
説
に
は
通
じ
て
は
い
る
が
独
創
に
乏
し
く
、
他
人
の
学
説
に
私
意
を
く
わ
え
た
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。

下
村
利
一
郎
訳
『
社
会
心
理
学
』（
大
正
15
・
12
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
モ
リ
ス
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
（M

orris G
insberg,

一
八
八
九
～
一
九
七
○
、
ロ
ン
ド
ン

大
学
教
授
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
学
会
会
長
）
が
著
わ
し
た “T

he Psychology of Society, 1921” 

を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

訳
者
の
“
遺
稿
”
を
、
一
周
忌
に
あ
た
り
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
訳
者
は
三
高
を
へ
て
、
東
大
社
会
学
科
に
ま
な
ん
だ
が
、
大
学
卒
業
後
、
東
北
郡こ

お
り
や
ま

山
の
地
で
卒
然
と

し
て
病
に
た
お
れ
た
と
い
う
。
生
前
、
東
大
講
師
藤
田
喜
作
に
恩お

ん

誼ぎ

を
か
た
じ
け
な
く
し
た
と
い
う
か
ら
、
講
義
を
き
い
た
ひ
と
り
で
あ
ろ
う
。

政
治
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
思
索
に
は
、
心
理
学
的
基
礎
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
政
治
・
社
会
問
題
に
は
、
心
理
学
的
要
素
が
作
用
し
て
い
る
か
ら
、
社
会

心
理
学
を
樹
立
し
よ
う
と
い
っ
た
試
み
は
、
最
近
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
。

内
容
の
概
略
は

─
原
著
者
序
言　

序
論　

第
一
章　

本
能
の
一
般
的
性
質　

第
二
章　

社
会
に
於
け
る
本
能　

第
三
章　

理
性
及
び
意
志
の
役
割　

第
四
章　

社
会
心

又
は
集
団
心
の
理
論　

第
五
章　

総
体
意
志
の
概
念　

第
六
章　

種
族
的
及
び
国
民
的
特
質　

第
七
章　

伝
統　

第
八
章　

共
同
社
会
・
連
合
社
会
及
び
制
度　

第
九
章　

群
衆
の
心
理　

第
十
章　

公
衆
と
輿よ

論ろ
ん　

第
十
一
章　

組
織
及
び
民
主
主
義
の
心
理　

結
論

─
で
あ
る
。

＊

大
正
期
の
特
質

─
赤
化
思
想
の
進
出
と
そ
の
運
動
。

大
正
と
は
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
社
会
科
学
文
献
を
瞥
見
し
た
だ
け
で
も
、
お
よ
そ
そ
の
風
潮
や
時
代
的
特
徴
の
一い

っ

斑ぱ
ん

を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
当
に
知
り
う
る
に
は
、
そ
の
時
代
に
生
き
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
明
治
の
時
代
が
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
正
の
国
民
は
そ
の
時
代
の
流
れ
、

明
治
の
末
年
の
情（

1
）勢

を
継
承
し
て
い
っ
た
。
大
正
の
世
と
な
っ
て
も
、
社
会
は
明
治
の
遺
風
の
な
か
で
静
か
に
、
と
き
に
け
ん
騒
を
き
わ
め
な
が
ら
時
を
き
ざ
ん
で
い
た
。

大
逆
事
件
の
あ
と
さ
き
。

霞か
す
み

ヶ
関
の
大
審
院
の
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
の
法
廷
に
、
幸
徳
秋
水
や
菅す

が

野の

す
が
子
、
灘
波
大
助
ら
が
立
っ
た
。“
幸
徳
事
件
”
の
公
判
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
四

年
（
一
九
一
一
）
一
月
十
日
で
あ
り
、
同
月
二
十
四
日
に
は
早
々
に
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
お
い
て
十
一
名
が
処
刑
さ
れ
た
。
死
刑
が
執
行
さ
れ
る
二
日
前
に
、
堺

さ
か
い

利と
し

彦ひ
こ

、
大
杉

夫
妻
、
石
川
三
四
郎
（
一
八
七
六
～
一
九
五
六
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
ア
ナ
キ
ス
ト
）
は
、
死
刑
囚
ら
と
さ
い
ご
の
面
会
を
し
た
。

面
会
人
は
ま
ず
幸
徳
と
会
っ
た
。
か
れ
は
綿
入
羽
織
を
着
、
ひ
じ
ょ
う
に
落
ち
つ
い
た
態
度
で
席
に
こ
し
を
お
ろ
し
て
い
た
。
堺
利
彦
（
一
八
七
○
～
一
九
三
三
、
明
治
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か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
社
会
主
義
者
、
昭
和
四
年
東
京
市
議
と
な
る
）
が
口
を
ひ
ら
い
た
。

　

─
い
ま
さ
ら
身か

ら
だ体

を
大
切
に
し
ろ
も
妙

み
ょ
う

な
も
の
だ
し
、
葬
式
を
ど
う
の
か
う
の
も
変
だ
し
…
…
。

幸
徳
は
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、
い
っ
た
。

　

─
イ
ヤ
ぼ
く
は
非
墳
墓
主
義
だ
か
ら
、
か
ら
だ
は
海う

み

川か
わ

に
す
て
て
魚ぎ

ょ

腹ふ
く

を
こ
や
す
も
よ
し
、
そ
の
点
は
諸
君
に
お

ま
か
せ
す
る
。
そ
れ
よ
り
か
、
諸
君
は
さ
ぞ
事
件
の
た
め
に
め
い
わ
く
し
て
る
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
親
も
な
く
ひ
と
り
身

だ
か
ら
、
覚
悟
は
で
き
て
ゐ
る
。

た
だ
世
間
を
さ
わ
が
せ
て
、
何
と
も
申

も
う
し

訳わ
け

な
い
。
幸
徳
と
い
う
奴や

つ

、
ど
う
し
て
あ
ん
な
ば
か
な
こ
と
を
や
っ
た
か
と
、

い
ま
か
ら
十
年
二
十
年
に
思
っ
て
く
れ
る
者
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
じ
ぶ
ん
は
満
足
す
る
。

相あ
ひ

被ひ

告こ
く

の
な
か
に
は
、
妻
子
の
あ
る
者
も
あ
る
。
君
ら
は
そ
れ
ら
の
人
た
ち
に
会
っ
て
、
一
分
間
で
も
よ
け
い
に
慰

な
ぐ
さ

め
て
や
っ
て
く
れ
た
ま
へ
。
ぼ
く
の
た
め
に
時
間
を
費
し
て

は
わ
る
い
か
ら
、
こ
れ
で
お
い
と
ま
し
よ
う
。

幸
徳
は
、
こ
う
い
う
と
看
守
に
連
れ
ら
れ
て
ド
ア
の
外
に
す
が
た
を
消
し
た
か
と
思
う
と
、
す
ぐ
ツ
カ
〳
〵
と
ひ
き
か
え
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
顔
を
ひ
と
り
ひ
と
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
じ0

っ
と
み
つ
め
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

。
無
限
の
感か

ん

が
つ
づ
い
た
。
お
互
の
ひ
と
み
は
涙
に
く
も
っ
て
い
た
。

か
れ
は
思
ひ
返
し
た
の
か
、
ス
タ
〳
〵
と
出
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
堺
ら
が
幸
徳
を
み
た
さ
い
ご
で
あ
っ
た
。
…
…

二
十
五
日
の
夜
七
時
ご
ろ―

堺
ら
は
絞く

び
ら
れ
た
仲
間
の
死
体
を
ひ
き
と
り
に
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
む
か
っ
た
。
監
獄
の
大
門
の
あ
た
り
に
、
看
守
や
巡
査
な
ど
、
七
、

八
十
名
が
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

を
照
ら
し
て
警
戒
し
て
い
た
。

不
浄
門
か
ら
柩

ひ
つ
ぎ

が
で
て
き
た
。
荒
な
わ
で
十
文
字
に
し
ば
っ
た
棺
お
け
を
、
四
人
の
人
夫
が
か
つ
い
で
き
た
。「
ギ
シ
」「
ギ
シ
」
と
い
っ
た
音
が
、
夜
陰
に
ひ
び
い
た
。

…
…棺

の
ふ
た
の
上
に
、
名
前
を
墨ぼ

く

書し
ょ

し
た
十
一
の
棺
が
、
刑
務
所
の
門
前
に
な
ら
べ
ら
れ
た
と
き
、
さ
す
が
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
棺
は
、
中
野
附
近
の
火
葬
場
に

は
こ
ば
れ
、
荼
毘
に
ふ
さ
れ
た
。

難
波
大
助
も
大だ

い

逆ぎ
ゃ
くを

く
わ
だ
て
た
科
で
、
大
審
院
の
法
廷
で
さ
ば
か
れ
た
。
か
れ
は
茶ち

ゃ

縞じ
ま

の
袷

あ
わ
せ

（
裏
つ
き
の
着
物
）
に
、
色
あ
せ
た
黒
メ
リ
ン
ス
の
兵へ

児こ

帯お
び

を
し
め
、
素す

堺利彦
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足あ
し

に
ぞ
う
り
を
ひ
っ
か
け
、
や
や
大
股
に
あ
る
き
、
被
告
席
に
す
わ
っ
た
。

頭
は
そ
の
こ
ろ
五
分
に
刈
り
こ
み
、
黒
ぶ
ち
の
め
が
ね
を
か
け
て
い
た
。
と
き
ど
き
口く

ち

元も
と

が
、
ピ
リ
〳
〵
と
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
た
。
足
を
無
雑
作
に
く
ん
で
、
と
き
お

り
窓
外
の
秋
雨
に
視
線
を
投
げ
か
け
て
い
た
。
…
…

こ
れ
ら
二
件
の
大
逆
事
件
を
さ
ば
い
た
司
直
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
審
院
（
司
法
裁
判
所
ち
ゅ
う
最
上
級
審
の
裁
判
所
）
の
裁
判
長
は
、
横
田
秀
雄
で
あ
っ
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
信
州
松
代
藩
士
の
家
に
う
ま
れ
、
当
時
六
十
代

で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
法
科
大
学
を
で
る
と
直
ち
に
司
法
省
に
入
り
、
参
事
補
を
ふ
り
だ
し
に
判
事
と
な
っ
て
、
各
地
の
裁
判
所
に
つ
と
め
た
。
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
大
審
院
長
・
平
沼
騏き

一い
ち

郎ろ
う

（
一
八
六
七
～
一
九
五
二
、
の
ち
近
衛
内
閣
の
内
相
、
敗
戦
後
Ａ
級
戦
犯
）
が
山
本
内
閣
の
法
務
大
臣
に
就
任
し
た
と
き
、

そ
の
あ
と
を
つ
い
で
大
審
院
長
の
栄
職
に
つ
い
た
。

性
格
と
し
て
は
、
凝こ

り
性
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
い
さ
さ
か
の
事
件
に
た
い
し
て
も
、
い
い
か
げ
ん
に
片
づ
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
書
類
に
一
応
目
を
と
お
す
と
、
綿
密
に
研

究
し
、
の
ち
こ
と
を
断
ず
る
と
い
っ
た
風
で
あ
っ
た
と
い
う
。
東
京
近
県
の
裁
判
所
に
つ
と
め
て
い
た
青
年
時
代
、
紅こ

う

灯と
う

の
巷

ち
ま
た

（
花
柳
街
）
に
足
を
ふ
み
入
れ
、
緑
酒
を
く

み
、
公
務
の
ひ
ま
を
盗
ん
で
は
花
柳
界
研
究
に
没
頭
し
た
。

“
大
逆
”
と
い
っ
た
憲
法
発
布
以
来
の
大
事
件
の
主
任
判
事
と
な
っ
た
の
は
、
豊
島
直
通
で
あ
る
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
す
る
と
、
司

法
省
に
つ
と
め
、
刑
事
訴
訟
法
に
か
け
て
は
天
下
一
品
と
さ
れ
、
弁
護
士
が
へ
た
な
こ
と
で
も
す
る
と
、
遠
慮
会
釈
な
く
、
ど
な
り
つ
け
た
。
チ
ャ
キ
〳
〵
の
江
戸
ッ
子
で

あ
り
、
司
法
官
に
め
ず
ら
し
い
歌
舞
伎
と
音
楽
の
趣
味
を
も
っ
て
い（

2
）た

。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
六
月
五
日―

警
視
庁
は
治
安
維
持
法
違
反
の
科
に
よ
り
、
大
ぜ
い
の
社
会
主
義
者
や
共
産
主
義
者
を
ひ
っ
く
く
っ
た
。
俗
に
“
日
本
共
産

大審院長・横田秀雄

主任判事・豊島直通
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党
秘
密
結
社
事
件
”
と
称
せ
ら
れ
た
こ
の
一
斉
検
挙
の
結
果
、
多
く
の
未
決
囚
が
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
た
。

同
年
九
月
二
十
日
ご
ろ
に
な
る
と
、
新
聞
報
道
が
と
ぎ
れ
〳
〵
に
監
房
内
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
大
杉
が
や
ら
れ
た
！
」「
野の

枝え

も
や
ら
れ
た
！
」

「
南あ

ん

葛か
つ

で
川か

わ
い合

ら
が
、
七
八
人
や
ら
れ
た
！
」

「
×
×
も
や
ら
れ
た
！
」

こ
の
種
の
う
わ
さ
は
、
誤
び
ゅ
う
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
堺
利
彦
は
「
大
杉
が
や
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
と
き
、
さ
す
が
に
樫か

し

の
棍
棒
の
よ

う
な
も
の
で
、
あ
た
ま
を
三
つ
、
四
つ
う
し
ろ
か
ら
な
ぐ
ら
れ
た
よ
う
な
打
撃
を
う
け
た
と
い（

3
）う

。

さ
て
、
そ
の
大
杉
夫
妻
の
こ
と
で
あ
る
。

同
夫
婦
と
お
い
の
宗
一
の
幽
霊
0

0

を
み
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
。
府
下
代
々
木
初は

つ

台だ
い

（
渋
谷
区
北
部
の
住
宅
地
）
に
住
む
某
が
、『
読
売
新
聞
』
の
記
者
に
か
た
っ
た
話
は

こ
う
で
あ
る
。

　

―

わ
た
し
は
毎
晩
、
焼
跡
の
仮
小
屋
か
ら
代
々
木
の
宅
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
先
月
十
九
日
（
大
正
12
・
9
・
19
、
大
杉
夫
妻
ら
が
殺
さ
れ
て
三
日
目―

引
用
者
）
の
晩
は
、

帰
り
が
お
そ
く
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
代
々
木
初
台
の
小
泉
少
将
の
お
屋
敷
の
つ
ひ
手
前
に
き
ま
す
と
、
い
や
な
子
供
の
悲
鳴
が
ひ
と
声
し
ま
し
た
。
お
や
0

0

と
思
ひ
ま
し
た
が
、
あ
と
は
し
ん
と
し
て
し
ま
ひ

ま
し
た
。
す
る
と
こ
ん
ど
は
向
ふ
か
ら
洋
装
し
た
男
女
が
二
人
づ
れ
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

女
の
ほ
う
が
小
声
で
、
も
し
こ
の
へ
ん
に
子
供
が
ゐ
ま
せ
ん
で
し
た
か
と
尋
ね
て
行
き
す
ぎ
ま
し
た
。
へ
ん
0

0

な
気
持
が
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
帰
宅
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
日
の
晩
ま
た
帰
り
が
お
そ
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
え
の
こ
と
な
ど
す
っ
か
り
忘
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
所
に
さ
し
か
ゝ
る
と
ま
た
、
こ
の
ま
え
と

同
じ
に
子
供
の
悲
鳴
が
し
ま
し
た
。
か
ら
だ

0

0

0

が
ぞ
く
ぞ
く
し
て
き
ま
し
た
。
ふ
と
顔
を
あ
げ
る
と
、
目
の
前
に
ま
え
の
夜
の
通
り
の
男
女
が
雨
に
ぬ
れ
て
立
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
と
き
は
、
二
人
の
顔
が
は
っ
き
り
見
え
ま
し
た
。
女
は
丸
顔
で
口
が
大
き
く
、
男
は
目
の
ぎ
ょ
ろ
り
と
し
た
鼻
下
に
短
い
ひ
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
ど
も
や
は
り
女
の
ほ
う
が
、
も
し
こ
の
へ
ん
に
子
供
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
と
尋
ね
て
、
急
ぎ
足
で
行
き
す
ぎ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
イ
エ
と
答
へ
て
、
な
ん
と
な
く
気
味

が
悪
か
っ
た
の
で
、
一
生
懸
命
い
そ
い
で
宅
に
帰
り
ま
し
た
。

ま
も
な
く
そ
れ
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
八
日
の
新
聞
の
号
外
の
写
真
を
ひ
と
め
見
て
、
わ
た
し
は
ぎ
ょ
っ
と
し
ま
し
た
。
わ
た
し
に
二
度
子
供
の
こ
と
を
尋
ね
た
女
に
相ち

が
い違

あ
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り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
に
は
ど
う
し
て
も
あ
の
道
は
通
れ
ま
せ
ん
（『
読
売
新
聞
』
大
正
12
・
10
・
13
付（

4
））。

＊

皇こ
う

嗣し

が
天
皇
の
地
位
を
う
け
つ
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
時
代
の
幕
あ
け
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
画
然
と
し
た
時
代
的
な
区
分
は
な
い
。
前
時
代
の
形
勢
を
そ
の
ま
ま

ひ
き
ず
っ
て
、
時
が
静
か
に
な
が
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
ま
で
、
わ
が
国
は
、
明
治
の
末
年
の
社
会
情
勢
を
う
け
つ
い
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
は
連
合
国
側
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空

前
の
輸
出
超
過
に
よ
り
、
大
き
な
利
益
を
う
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
戦
争
成
金
を
生
ん
だ
。
し
か
し
、
戦
争
の
さ
な
か
、
物
価
の
騰
貴
に
よ
り
一
般
大
衆
の
実
質
賃
金
は
、

い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
、
多
数
の
国
民
は
生
活
苦
に
し
ん
吟
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

社
会
主
義
者
は
、
一
連
の
大
逆
事
件
後
、
し
ば
ら
く
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た
が
、
再
起
す
る
あ
ら
た
な
う
ご
き
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
か
れ
ら
が
勇
気
を
出
し
て
立
ち

あ
が
ろ
う
と
す
る
原
動
力
に
な
っ
た
も
の
は
、“
ロ
シ
ア
革
命
”
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
の
二
月
革
命
に
よ
り
、
ロ
マ
ノ
フ
家
の
支
配
は
た
お
れ
、
つ
づ
く
十
月
革
命
に
よ
り
ロ
シ
ア
帝
国
は
崩
壊
し
、
あ
ら
た
に
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義

連
邦
共
和
国
が
つ
く
ら
れ
た
。
世
界
を
動
転
さ
せ
た
こ
の
事
件
の
あ
た
え
た
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。

共
産
的
世
界
革
命
の
思
想
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
ひ
ろ
が
っ
た
ば
か
り
か
、
共
産
国
家
に
よ
る
“
赤
化
運
動
”
の
魔
手
は
、
わ
が
国
に
も
の
び
て
き
た
。
こ
の
“
新
思

想
”
は
、
統
治
機
関
で
あ
る
政
府
に
と
っ
て
排
斥
す
べ
き
悪
思
潮―
亡
国
的
な
思（

5
）想

で
あ
っ
た
。

共
産
主
義
思
想
は
、
し
だ
い
に
わ
が
国
の
労
働
運
動
の
な
か
に
浸
透
し
、
そ
の
現
わ
れ
は
大
正
七
、
八
年
（
一
九
一
八
、
一
九
一
九
）
ご
ろ
の
“
米
騒
動
”（
全
国
で
七

十
万
人
の
民
衆
を
動
員
し
た
）、
つ
い
で
労
働
・
小
作
農
争
議
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
六
月―

「
日
本
共
産
党
」
は
地
下
で
ひ
そ
か
に
結

成
さ
れ
は
し
た
が
、
翌
年
六
月
に
は
党
員
の
大
検
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
政
府
は
労
働
者
や
農
民
の
“
革
命
化
”（
赤
化
）
を
防
止
す
る
た
め
に
治
安
維
持
法
を
も
っ
て
弾
圧

し
た
。

ロ
シ
ア
か
ら
渡
来
し
た
“
赤
い
思
想
”
に
た
い
す
る
反
動
的
な
運
動
が
お
こ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
国
粋
主
義
的
な
う
ご
き
で
あ
り
、
関
東
大
震
災
が
お
こ
る
ま
え
に
存
在（

6
）し

た
。
社
会
主
義
思
想
や
労
働
運
動
の
防
波
堤
と
な
っ
た
右
翼
団
体
は―

国
竜
会
・
国
粋
会
関
東
本
部
・
大
日
本
国
粋
会
・
大
化
会
・
大
乗
会
・
大
正
赤
心
会
・
大
和
民
労

会
・
赤
化
防
止
団
・
国
本
社（

7
）な

ど
で
あ
っ
た
。
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い
わ
ゆ
る
“
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
”
が
、
社
会
に
お
い
て
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
“
自
由
”
と
い
う

も
の
を
標モ

ッ
ト
ー語

と
し
て
い
た
。
が
、
こ
う
い
っ
た
自
由
思
想
と
は
べ
つ
に
、
各
大
学
や
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
な
ど
に
、
社
会
科
学
や
経
済
学
な
ど
を
研
究
す
る
団
体
が

で
き
、
し
だ
い
に
マ
ル
ク
ス
主
義
を
通
し
て
実
践
的
活
動
に
入
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
文
部
大
臣
よ
り
社
会
主
義
思
想
を
排
除
し
、
健
全
な
る
思
想
教
育
を
お

こ
な
う
よ
う
内
訓
が
だ
さ
れ
た
。

＊

専
制
政
府
が
政
治
情
勢
を
安
定
さ
せ
る
有
効
な
手
段
と
し
た
の
は
、
民
衆
の
思
想
統
制
や
言
論
の
圧
迫
で
あ
る
。
そ
の
た
め
明
治
以
来
、
集
会
条
例
・
新
聞
紙
法
・
ざ
ん

謗ぼ
う

法
（
悪
口
を
い
う
の
を
禁
じ
る
法
律
）・
出
版
法
な
ど
を
も
っ
て
弾
圧
を
く
わ
え
て
き（

8
）た

。

出
版
社
は
、
書
物
や
新
聞
・
雑
誌
な
ど
を
刊
行
す
る
さ
い
に
、
当
局
に
納
本
し
、
内
務
省
警
保
局
の
担
当
官
の
検
閲
を
う
け
た
。
も
し
提
出
さ
れ
た
出
版
物
が
、
皇
室
の

尊
厳
を
冒
と
く
し
、
天
皇
制
を
否
認
し
た
り
、
共
産
主
義
や
無
政
府
主
義
を
鼓こ

吹す
い

し
、
風
俗
を
壊
乱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
ば
あ
い
、
一
部
削
除
を
命
じ
ら
れ
た
り
、

ま
る
ご
と
発
禁
処
分
を
う
け
た
。

政
友
会
総
裁
の
原
敬た

か
しが

首
相
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
九
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
新
し
い
思
想
に
た
い
す
る
政
府
の
態
度
に
つ

い
て
言
明
し
た
。「
政
府
は
建
国
の
大た

い

本ほ
ん

（
国
家
存
立
の
根
本
組
織
）
に
ふ
れ
ざ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
す
う
勢
を
阻
止
す
る
意
思
な
し
」
と
す
る
、
と
。
つ
ま
り
、
国
体
を
否

定
す
る
よ
う
な
記
述
が
な
く
、
社
会
の
秩
序
を
乱
し
た
り
、
突
飛
な
変
動
を
う
な
が
さ
な
い
か
ぎ
り
、
マ
ル
ク
ス
思
想
や
赤
化
思
想
な
ど
の
伝
播
普（

9
）及

を
阻
止
し
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。

高
畠
素
之
に
よ
る
と
、
と
く
に
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
の
春
以
来―

政
府
の
施
政
方
針
が
改
ま
り
、
社
会
問
題
の
取
締
り
も
ひ
じ
ょ
う
に
寛
大
に
な
り
、
社
会
問
題

の
な
か
に
包
含
さ
れ
る
一
切
の
事
実
と
思
想
と
の
研
究
も
や
り
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
（
高
畠
編
『
社
会
問
題
総
覧
』
大
正
9
・
2
）。

こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
大
正
九
年
以
降
に
み
ら
れ
る
社
会
科
学
系
文
献
の
顕
著
な
出
版
活
動
で
あ
る
。「
爾じ

来ら
い

労
働
問
題
、
社
会
運
動
な
ど
を
標
題
と
す
る

著
書
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
前
掲
書
の
「
序
」）。

大
逆
事
件
後
、
社
会
主
義
や
労
働
運
動
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
運
動
に
関
連
し
た
刊
行
物
は
、
当
局
の
弾
圧
の
対
象
で
も
あ
っ
た
が
、
大
正
期
に
な
る
と
一
時
ゆ
る
ら
か
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
の
こ
と
で
あ
り
、
昭
和
初
期
に
赤
化
思
想
（
共
産
主
義
）
が
台
頭
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
ふ
た
た
び
取
締
り
が
強
化
さ
れ
、
弾
圧
も



226（63）

社会学伝来考

峻し
ゅ
ん

烈れ
つ

を
き
わ
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。

＊

大
正
期
の
社
会
学
界
。

大
正
時
代
は
た
し
か
に
社
会
科
学
書
を
多
量
に
生
み
だ
し
は
し
た
が
、
お
も
な
る
社
会
学
の
専
門
書
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、
お
よ
そ
百
余
冊
刊
行
し
た
明
治
期
の
比
で
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
正
期
（
わ
ず
か
十
五
年
し
か
つ
づ
か
な
か
っ
た
）
に
は
、
目
ぼ
し
い
社
会
学
関
連
文
献
だ
け
で
も
、
八
十
余
冊
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

大
正
期
の
社
会
学
界
は
、
明
治
期
の
そ
れ
と
お
な
じ
よ
う
に
、
ま
だ
“
翻
訳
時
代
”
を
脱
し
き
っ
て
は
い
な
い
。

明
治
の
末
か
ら
大
正
の
中
ご
ろ
に
か
け
て
、
わ
が
国
の
自
然
科
学
界
は
、
世
界
的
な
業
績
を
生
み
だ
し
た
が
、
人
文
系
は
あ
ま
り
ふ
る
わ
な
か
っ
た
。

社
会
学
界
に
お
い
て
は
、
あ
い
か
わ
ら
ず
西
洋
崇
拝
、
西
洋
依
存
の
傾
向
が
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
。
欧
米
の
社
会
学
者
の
研
究
書
を
あ
や
し
い
語
学
力
で
翻
訳
し
、
刊
行

す
れ
ば
、
本
人
は
得
意
顔
と
な
り
、
ひ
と
か
ど
の
学
者
に
で
も
な
っ
た
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
た
し
、
世
間
も
ま
た
す
ぐ
れ
た
し
ご
と
を
し
た
よ
う
に
思
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
謬
想
（
お
も
い
ち
が
い
）
は
、
こ
ん
に
ち
わ
が
国
の
学
界
に
お
い
て
い
ま
だ
に
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
わ
が
国
の
社
会
学
徒
（
わ
た
し
は
あ
え
て
社
会
学

者
と
い
う
こ
と
ば
を
使
わ
な
い
）
が
、
欧
米
の
学
者
の
論
著
を
反
訳
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
せ
い
ぜ
い
紹
介
者
と
し
て
名
を
と
ど
め
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
訳
業
は
学
問
的
な

業
績
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
原
著
は
他
人
が
か
い
た
も
の
で
あ
り
、
訳
者
じ
し
ん
の
述
作
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
東
洋
の
孤
島
日
本
に
お
い
て
そ
の
著

作
を
訳
さ
れ
る
光
栄
に
浴
し
た
の
は
英
米
の
社
会
学
理
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
仏
・
独
・
伊
の
社
会
学
説
も
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
。

明
治
期
と
お
な
じ
よ
う
に
大
正
期
も
、
海
外
学
説
の
輸
入
紹
介
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

社
会
学
関
連
の
書
物
を
著
わ
し
た
わ
が
国
の
学
者
や
著
述
家
に
は―

樋
口
龍
峡
、
遠
藤
隆
吉
、
小
河
原
忠
三
郎
、
高
田
保
馬
、
建
部
遯
吾
、
米
田
庄
太
郎
、
寒
河
江
三

郎
、
笠
田
長
継
、
納
武
津
、
佐
野
学
、
土
田
杏
村
、
小
林
郁
、
川
辺
喜
三
郎
、
新
明
正
道
、
山
田
嘉
吉
、
綾
川
武
次
、
杉
山
栄
、
大
林
宗
嗣
、
野
崎
泰
秀
、
永
井
亨
、
松
浦

勇
、
長
谷
川
弥
平
、
畠
山
弥
栄
蔵
、
小
栗
慶
太
郎―

な
ど
が
い
る
。

か
れ
ら
の
著
作
物
の
特
徴
だ
が
、
ひ
っ
く
る
め
て
い
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
あ
る
も
の
は
国
内
外
の
専
門
書
を
あ
つ
め
、
そ
れ
ら
に
目
を
通
し
、
器
用
に

ま
と
め
た
も
の
。
あ
る
い
は
欧
米
の
研
究
書
の
翻
案
書
の
よ
う
な
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
は
ば
を
利
か
せ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
机
の
う
え
に
西
洋
人
が
著
わ
し
た
書
物
を
積
み
あ
げ
、
そ

の
中
か
ら
こ
れ
は
と
お
も
う
記
事
を
つ
ま
み
食
い
的
に
ひ
ろ
い
、
そ
れ
を
綴て

い

合ご
う

し
た
り
、
綴て

い

輯し
ゅ
う（

つ
づ
り
集
め
る
）
し
て
、
じ
ぶ
ん
の
こ
と
ば
に
直
し
て
か
ら
原
稿
用
紙
の



（64）225

う
え
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
引
証
す
る
所
説
は
、
ほ
と
ん
ど
西
洋
の
専
門
家
の
述
作
ち
ゅ
う
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
独
特
の
意
見
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

要
す
る
に
、
こ
の
種
の
い
わ
ば
机
上
学
者
、
書
物
学
者
が
か
い
た
も
の
に
は
、
独
自
の
あ
た
ら
し
い
考
え
は
み
ら
れ
ぬ
た
め
、
一
顧
の
価
値
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
お

も
う
に
真し

ん

個こ

（
ま
こ
と

0

0

0

）
の
社
会
学
者

0

0

0

0

0

と
は
、“
生
き
て
い
る
社
会

0

0

0

0

0

0

0

”
を
題
目
と
し
て

0

0

0

0

0

0

、
生
き
た
研
究
を
し
て
い
る
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
目
の
ま
え
の
、
現
に
生

き
て
い
る
社
会
で
お
こ
っ
て
い
る
諸
問
題
に
取
り
く
み
、
そ
の
是
正
に
挺
身
し（

10
）て

い
る
。

社
会
学
は
、
そ
の
名
が
し
め
す
ご
と
く
、
じ
つ
に
広
汎
な
る
学
問
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
実
地
応
用
の
範
囲
も
じ
つ
に
ひ
ろ
く
、
小
林
照
朗
（
東
京
女
高
師
）
は
、

「
日
本
学
院
」
の
第
二
回
大
会
（
大
正
3
・
11
・
1
）
の
開
会
の
辞
の
な
か
で
、
斯
学
を
“
活
学
”
と
よ
び
、
ま
た
谷
本
富と

め
り（

京
大
）
は
“
活
き
た
物
の
学
問
”
と
か
“
活

き
た
学
問
”
と
呼
ん
だ
。

谷
本
に
よ
る
と
、
社
会
学
者
は
社
会
そ
の
も
の
を
観
る
と
き
、“
死
眼
”
を
も
っ
て
し
て
は
だ
め
だ
、
社
会
そ
の
も
の
を
活
き
た
も
の
と
し
て
捉
え
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
語

っ
て
い
る
（「
活
き
た
社
会
学
」―

「
日
本
学
院
」
第
二
回
大
会
に
お
け
る
講
演
）。

大
正
の
日
本
社
会
学
の
一
般
的
特
徴
は
、
欧
米
の
社
会
学
の
専
門
書
を
反
訳
し
た
り
、
そ
れ
ら
を
漫
然
と
学
ん
で
血
肉
と
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
学
会
発
表
な
ど
を
み
る

と
、
日
本
的
テ
ー
マ
に
よ
る
研
究
が
な
い
で
も
な
か
っ
た
。
肝
心
な
点
は
、
社
会
学
と
己
れ
と
の
か
か
わ
り―

社
会
の
い
か
な
る
問
題
に
関
心
と
注
意
を
む
け
、
研
究
を

お
こ
な
う
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
問
題
の
発
見
と
そ
の
解
決
法
で
あ
ろ
う
。
た
だ
ま
と
ま
り
な
く
社
会
学
を
学
ん
で
み
て
も
、
真
に
得
ら
れ

る
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
か
ら
学
ぶ
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
。

大
逆
事
件
の
あ
と
、“
社
会
学
”
は
“
社
会
主
義
”
と
名
称
が
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
世
間
か
ら
誤
解
さ
れ
、
社
会
学
を
研
究
し
て
い
る
、
と
い
う
と
“
主
義
者
”
と
ま

ち
が
わ
れ
家
宅
捜
索
を
う
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
正
初
期
、
社
会
学
の
研
究
は
や
や
も
す
れ
ば
萎（

11
）縮

し
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
、
欧
米
の
社
会
学
文
献
の
輸
入
が
し
ば
ら
く
と
だ
え
、
そ
の
情
況
が
大
正
五
、
六
年
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い

た
。
が
、
そ
の
後
漸ぜ

ん

次じ

、
著
書
や
訳
書
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

日
本
の
社
会
学
史
上
、
建た

け

部べ

遯と
ん

吾ご

（
一
八
七
一
～
一
九
四
五
）
は
、
斯
学
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を
印
し
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
当
時
は
い
ま
と
ち

が
っ
て
学
者
の
す
く
な
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
学
を
出
て
、
洋
行
し
、
海
外
文
献
を
し
こ
た
ま
仕
込
み
、
帰
国
後
そ
れ
ら
を
種
本
に
し
て
も
の
を
書
き
あ
ら
わ
し
た
り
、

あ
る
い
は
海
外
の
社
会
学
説
を
翻
訳
紹
介
し
て
み
せ
つ
け
て
お
れ
ば
、
い
っ
ぱ
し
の
学
者
と
し
て
通
用
す
る
、
よ
い
時
代
で
あ
っ
た
。

東
大
に
お
け
る
建
部
の
講
義
ぶ
り
は
、
つ
ね
に
謹
厳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
か
れ
は
い
つ
も
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー（

12
）ト

を
着
用
し
て
、
教
壇
に
上
っ
た
。
教
師
の
な
か
に
は
、
じ
ぶ
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ん
を
偉
く
み
せ
つ
け
る
た
め
に
、
開
講
の
初
日
に
、
暗
記
し
て
い
る
西
洋
の
詩
文
な
ど
を
黒
板
に
す
ら
す
ら
と
か
い
て
、
受
講
生
を
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
さ
せ
た
り
、
大
言
壮
語
を
は
く

者
が
い
る
が
、
建
部
は
み
ず
か
ら
て
ら
う
タ
イ
プ
の
人
間
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

よ
く
新
入
生
に
た
い
し
て
、「
社
会
学
は
コ
ム
ト
に
創

は
じ
ま

り
、
遯
吾
に
お
い
て
大た

い

成せ
い

す（
13
）」

と
、
え
ら
そ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
か
れ
ら
を
唖あ

然ぜ
ん

と
さ
せ
た
。

建
部
は
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
東
京
帝
国
大
学
の
社
会
学
講
座
主
任
教
授
と
し
て
君
臨
し
、
い
わ
ゆ
る
“
建
部
時
代
”
を
つ
く
り
、
後
進
の
育
成
に
つ
く
す
一
方
で
、
じ

つ
に
多
く
の
著
作
を
な
し
た
。
こ
と
に
主
著
『
理
論
普
通
社
会
学
』（
全
四
巻
）
は
、
か
れ
の
金
字
塔
と
な
っ
た
。
松
本
潤
一
郎
は
、
そ
れ
を
評
し
て
「
国
際
的
に
も
第
二

十
世
紀
初
め
の
社
会
学
の
代
表
的
一
型
式
で
あ
る
と
認
め
や（

14
）う

」
と
、
賛
辞
を
お
し
ま
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
書
は
ほ
め
こ
と
ば
と
裏
腹
に
、
じ
つ
に
わ
か
り
に
く
い
書
物
な
の
で
あ
る
。
才
を
て
ら
い
、
奇
を
好
む
そ
の
ふ
し
ぎ
な
文
体
。
そ
れ
は
こ
ん
に
ち
か

ら
見
る
と
、
日
本
語
の
悪
文
の
好
見
本
と
い
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
自じ

衒げ
ん

（
じ
ぶ
ん
を
み
せ
つ
け
る
）
の
き
ら
い
の
あ
る
典
型
的
教
師
で
あ
っ
た
建
部
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
九
月
、
社
会
学
講
座
の
拡
張
案
が
容
れ
ら

れ
ず
大
学
を
去
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

と
ま
れ
、
わ
が
国
の
社
会
学
は
、
大
正
十
年
代
ま
で
建
部
遯
吾
が
主
宰
す
る
東
京
帝
国
大
学
の
社
会
学
研
究
室
を
中
心
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
同
研
究
室
が
、
わ
が
国
の

社
会
学
界
に
覇
を
と
な
え
た
の
は
、
じ
つ
に
多
く
の
研
究
者
を
輩
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
れ
に
で
も
栄
枯
盛
衰
は
あ
る
も
の
だ
が
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
大
正
の
十
年
代
ま
で
東
大
の
社
会
学
研
究
室
に
君
臨
し
た
建
部
も
、
つ
い
に
凋
落
の
運
命
を
た
ど
る
に

い
た
っ
た
。
そ
れ
は
学
問
や
文
化
が
た
え
ま
な
く
進
歩
を
つ
づ
け
て
ゆ
く
こ
と
の
左
証
で
も
あ
る
が
、
日
本
の
社
会
学
界
は
大
き
な
転
換
期
を
む
か
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

当
時
、
建
部
の
有
機
体
説
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
綜
合
社
会
学
に
た
い
す
る
懐
疑
と
批
判
が
生
じ
、
社
会
学
が
心
理
学
化
し
、
社
会
学
を
個
別
科（

15
）学

と
し
よ
う
と
い
っ
た

傾
向
が
支
配
的
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

心
理
学
的
社
会
学
の
立
場
に
お
い
て
、“
新
し
い
社
会
学
”
の
構
想
を
示
唆
し（

16
）た

の
は
、
京
都
帝
国
大
学
の
米
田
庄
太
郎
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
門
下
生
で
あ
る
高
田
保

馬
の
大
著
『
社
会
学
原
理
』（
大
正
八
年
）
に
よ
っ
て
大
成
し
た
。

建
部
社
会
学
が
ま
だ
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
お
な
じ
く
外
山
の
門
下
生
で
あ
っ
た
遠
藤
隆

り
ゅ
う

吉き
ち

（
一
八
七
四
～
一
九
四
六
、
の
ち
私
塾
「
巣
園
学
舎
」
を
創
設
）
は
、
在

野
の
学
者
と
し
て
、
精
力
的
に
社
会
学
書
を
著
わ
し
て
い
た
。
遠
藤
は
、
明
治
三
十
年
代
に
執
筆
活
動
を
は
じ
め
、
そ
れ
は
大
正
・
昭
和
期
に
ま
で
お
よ
び
、
亡
く
な
る
ま

で
数
十
冊
あ
ま
り
の
作
品
を
書
い
た
。
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か
れ
の
社
会
学
の
テ
ー
マ
は
、
社
会
現
象
論
に
あ
り
、
そ
の
現
象
を
心
理
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
社
会
学
の

し
ご
と
で
あ
る
と
考
え
た
。
ま
た
欧
米
の
学
者
の
論
著
を
よ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
学
は
“
人
間
結
合
（
心
理

的
結
合
）
の（

17
）学

”
で
あ
る
と
し
、
そ
の
学
説
は
た
ぶ
ん
に
心
理
学
的
傾
向
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

遠
藤
の
ほ
か
に
、
明
治
末
年
か
ら
小
林
郁か

お
る（

一
八
八
一
～
一
九
三
三
）
が
、
社
会
心
理
学
的
研
究
や
社
会
過
程

論
の
述
作
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
発
表
し
て
ゆ
き
、
ま
た
樋
口
秀
雄
（
龍

り
ゅ
う

峡け
い

は
そ
の
号
、
一
八
七
五
～
一
九
二
九
）
も
心

理
学
的
社
会
学
か
ら
出
発
し
、
の
ち
社
会
学
史
の
研
究
に
関
心
を
よ
せ
る
に
い
た
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
研
究
成
果

を
発
表
し
た
。

さ
て
つ
ぎ
に
、
西
の
み
や
こ
に
目
を
む
け
る
と
、
京
都
帝
国
大
学
に
は
米
田
庄
太
郎
（
一
八
七
三
～
一
九
四
五
）
と
い
っ
た
大
家
が
い
た
。
両
雄
な
ら
び
立
た
ず
、
と
い

う
が
、
建
部
が
東
の
横
綱
な
ら
、
西
の
横
綱
は
米
田
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
米
田
も
草
創
期
の
日
本
社
会
学
の
建
設
に
大
き
な
功
績
を
た
て
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
そ

の
生
い
立
ち
は
、
か
な
ら
ず
し
も
め
ぐ
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
か
れ
は
奈
良
の
貧
窮
農
家
に
う
ま
れ
た
。
そ
の
生
家
は
、
被
差
別
部
落
に
あ
っ
た
。
郡
山
中
学
か
ら

奈
良
英
和
学
校
に
す
す
み
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
、
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
神
学
校
を
へ
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
ギ
ィ
デ
ィ
ン
グ
ズ
に
社
会
学
を

ま
な
び
、
そ
の
後
パ
リ
に
お
い
て
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
タ
ル
ド
に
師
事
し
た
。

日
本
に
い
た
ら
良
師
に
つ
い
て
社
会
学
を
ま
な
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
か
れ
は
現
地
に
お
い
て
当
代
一
流
の
学
者
か
ら
じ
か
に
学
ぶ
と
い
っ
た
幸
運
に

め
ぐ
ま
れ
た
。

米
田
は
海
外
の
地
に
良
師
を
え
て
、
そ
の
薫
陶
を
う
け
た
。
こ
と
に
ひ
と
き
わ
す
ぐ
れ
た
語
学
力
は
、
有
力
な
道
具
と
な
り
、
海
外
の
諸
学
説
を
習
得
す
る
の
に
あ
ず
か

っ
て
力
が
あ
っ
た
。
か
れ
は
み
ず
か
ら
原
典
を
よ
く
よ
む
。
そ
し
て
そ
の
中
味
を
よ
く
吟
味
す
る
。
つ
い
で
そ
れ
を
じ
ぶ
ん
の
も
の
に
す
べ
く
、
よ
く
消
化
す
る
。

米
田
は
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
の
学
説
を
吸
入
同
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
純
正
社
会
学
の
中
心
が
タ
ル
ド
や
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ジ
ン
メ
ル
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
の
た

め
の
ち
に
形
式
社
会
学
の
研
究
や
批
評
が（

18
）さ

か
ん
に
な
っ
た
。

社
会
学
者
と
し
て
の
米
田
の
特
徴
は
、
学
説
史
家
に
あ
っ
た
。
日
本
社
会
学
の
建
設
史
上
特
筆
に
値
す
る
人
物
で
あ
っ（

19
）た

。
し
か
し
、
欧
米
の
学
者
の
言
説
を
よ
み
味
わ

う
あ
ま
り
、
独
自
の
考
え
や
意
見
が
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
他
人
の
学
説
は
よ
く
知
っ
て
は
い
る
が
、
独
自
の
主
張
や
考
え
、
す
な
わ
ち
独
創
性

が
な
い
と
の
非
難
を
う
け
た
。

米田庄太郎
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米
田
は
海
外
の
最
新
の
社
会
学
説
、
社
会
思
想
、
歴
史
哲
学
な
ど
を
精
力
的
に
ま
な
び
、
吸
収
し
、
紹
介
し
た
。
生
涯
に
二
十
余
冊
の
論
著
を
あ
ら
わ
し
、
亡
く
な
っ
た
。

良
師
は
か
な
ら
ず
し
も
良
き
弟
子
を
育
成
し
な
い
も
の
だ
が
、
米
田
の
門
か
ら
は
結
合
社
会
学―

理
論
社
会
学
の
分
野
で
懸け

ん

隔か
く

し
た
実
力
を
発
揮
す
る
高
田
保
馬
（
一

八
八
三
～
一
九
七
二
）
が
輩
出
し
た
。
か
れ
は
米
田
門
下
生
ち
ゅ
う
の
異
才
で
あ
っ
た
。
米
田
の
も
と
で
、
タ
ル
ド
の
『
社
会
法
則
論
』
や
グ
ロ
ッ
パ
リ
の
『
社
会
学
綱

要
』、
ギ
ィ
デ
ィ
ン
グ
ズ
の
『
社
会
学
原
理
』
な
ど
の
講
読
の
授
業
を
一
対
一
で
う
け
、
卒
論
「
分
業
論
」（
大
正
二
年
）
を
か
い
て
京
大
を
卒
業
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
大
学

院
に
進
ん
だ
。

高
田
は
は
じ
め
「
熱
烈
な
る
社
会
主
義
者
と
し
て（

20
）」

大
学
に
入
学
し
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
主
義
の
衣
を
ぬ
ぎ
す
て
、
学
業
と
思
索
に
没
頭
し
た
。
か
れ
も
そ
の
師
に

ま
け
ず
、
じ
つ
に
多
作
の
学
者
で
あ
っ
た
。
生
前
に
三
十
数
冊
の
書
物
を
か
き
あ
ら
わ
し
た
。

数
多
の
そ
の
著
作
物
の
な
か
で
、
高
田
の
名
を
高
ら
し
め
た
も
の
は
、
厚
さ
が
箱は

こ

枕ま
く
らほ

ど
も
あ
る
大
著
『
社
会
学
原
理
』（
岩
波
書
店
刊
、
大
正
8
・
2
）
で
あ
る
。
同

書
は
、
約
一
四
○
○
頁
も
あ
る
書
物
で
あ
り
、
か
れ
は
こ
れ
を
書
き
あ
げ
る
の
に
数
年
の
刻
苦
を
経
験
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
大
部
の
書
は
、
建
部
の
『
理
論
普
通
社

会
学
』（
全
四
巻
）
と
お
な
じ
よ
う
に
、
じ
つ
に
よ
み
ず
ら
い
代
物
で
あ
り
、
悪
文
の
好
見
本
で
あ
る
。
極
度
に
抽
象
化
さ
れ
た
概
念
や
意
味
の
よ
く
わ
か
ら
ぬ
こ
と
ば
が

羅
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
に
ち
同
書
を
お
わ
り
ま
で
読
む
も
の
は
、
お
そ
ら
く
ひ
と
り
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

高
田
は
“
社
会
の
本
質
”
を
有う

情
じ
ょ
う

者し
ゃ

（
心
や
情
を
も
っ
た
ひ
と
の
意
か
？
）
の
結
合
と
し
、“
社
会
学
”
は
、
人
間
結
合
の
学
で
あ
る
と
断
定
し（

21
）た

。

高
田
は
精
力
的
な
著
作
活
動
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ト
流
の
建
部
社
会
学
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
建
部
に
は
も
う
か
つ
て
の
勢
い
は
な
か
っ
た
。
社
会
学
研
究
の
す
う
勢
は
、

“
個
別
科
学
的
”
な
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
建
部
の
愛
弟
子
の
戸
田
貞
三
（
一
八
八
三
～
一
九
五
五
）
は
、
の
ち
に
“
家
族
”
研
究
の
第
一
人
者
と
な
る
の
だ

が
、
か
れ
も
個
別
科
学
の
立
場
を
採
用
し
た
。

明
治
時
代
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
も
わ
が
国
の
社
会
学
界
は
、
海
外
の
新
理
論
、
新
学
説
の

受
容
と
紹
介
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
感
が
あ
る
。
西
洋
の
学
説
追
随
の
傾
向
は
い
っ
こ
う
に
す
た
れ
ず
、
外
国
の
新
学

説
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
歓
迎
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
と
く
に
大
正
期
は
欧
米
の
学
理
の
翻
訳
紹
介
が
も
っ
と
も

活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
よ
ろ
こ
び
迎
え
ら
れ
た
海
外
の
有
名
無
名
の
学
者
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
ひ

と
び
と
で
あ
る
。―

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
グ
ロ
ッ
パ
リ
（
伊
）、
レ
ス
タ
ー
・
エ
フ
・
ウ
ォ
ー
ド
（
米
）、
シ
ー
・
ア
ー
ル
・
ヘ
ン
ダ
ー

晩年のレスター・フランク・ウォード
（『社会学雑誌』大正 13・9）より。



（68）221

ソ
ン
（
米
）、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
キ
ー
ル
・
デ
ィ
レ
ー
（
米
）、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ル
ズ
ワ
ー
ス
・
ロ
ッ
ス
（
米
）、
ジ
ョ
ン･

ヘ
ン
リ
ー･

ウ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
・
ス
タ
ッ
ケ
ン
ベ

ル
ク
（
独
）、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ガ
ロ
ウ
ェ
ー
・
ケ
ラ
ー
（
米
）、
ア
イ
・
エ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
（
米
）、
ア
ー
サ
ー
・
ル
イ
ス
（
米
）、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
キ
ッ
ド
（
英
）、

マ
ッ
ク
ィ
ヴ
ァ
ー
（
カ
ナ
ダ
）、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
コ
セ
ン
チ
ニ
（
伊
）、
シ
モ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
・
パ
ッ
テ
ン
（
米
）、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド
（
仏
）、
パ
ウ
ル
・
バ
ル
ト

（
独
）、
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
（
仏
）、
ル
ネ
・
ヴ
ォ
ル
ム
ス
（
仏
）、
レ
オ
ナ
ー
ド
・
ト
レ
ロ
ウ
ニ
ー
・
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
（
英
）、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
イ
・
エ
ル
ウ
ッ
ド

（
米
）、
エ
ン
リ
コ
・
フ
ェ
ル
リ
（
伊
）、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ハ
ワ
ー
ド
・
コ
ー
ル
（
英
）、
ウ
ェ
ル
ネ
ル
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
（
独
）、
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
ホ
ー
フ

ァ
ー
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
オ
ッ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ツ
イ
ー
デ
ネ
ッ
ク
＝
ス
ェ
ー
デ
ン
ホ
ル
ス
ト
（
独
）、
ハ
リ
ー
・
エ
ル
マ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
（
米
）、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ヘ
ン

リ
ー
・
ギ
ッ
デ
ィ
ン
グ
ズ
（
米
）、
ア
ー
サ
ー
・
ジ
ェ
ー
・
ペ
ン
チ
ィ
（
英
）、
ゲ
オ
ル
グ
・
ジ
ン
メ
ル
（
独
）、
モ
リ
ス
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
（
英
）
な
ど
。

い
ま
列
挙
し
た
学
者
の
う
ち
、
国
別
に
わ
け
て
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
つ
い
で
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

傾
向
的
に
み
た
ば
あ
い
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
人
が
か
い
た
社
会
理
論
の
翻
訳
が
い
ち
ば
ん
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理わ

由け

は
、
お
そ
ら
く
社
会
情
勢
の
変
動
に
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
八
）
が
勃
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、
欧
米
に
お
け
る
社
会
学
文
献
の
出
版
が
低
調
に
な
り
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
刊
行
物
の
輸
入
が
し
ば
ら
く
と
だ
え
た
こ
と
。
ま
た
し
だ
い
に
勢
力
を
も
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
社
会
学
が
見
な
お
さ
れ
、
書
籍
の
輸
入
の
便
利
さ
か
ら
、
同
国
の
文
献

を
翻
訳
紹
介
す
る
こ
と
に
わ
が
国
の
学
者
の
関
心
が
む
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

や
が
て
大
正
の
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
わ
が
国
の
社
会
学
界
は
、
ド
イ
ツ
の
“
形
式
社
会
学
”（
百
科
全
書
的
総
合
社
会
学
に
対
抗
し
て
、
社
会
学
を
特
殊
科

学
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る（

22
））

に
支
配
さ
れ
た
。
そ
の
形
式
社
会
学
の
洗
礼
を
う
け
た
わ
が
国
の
大
学
人
の
な
か
に
は
、
東
大
の
戸
田
貞
三
や
林
恵え

海か
い

、
東
北
帝
大
の
新

明
正
道
、
関
西
学
院
の
小
松
堅
太
郎
、
関
西
大
学
の
岩
崎
卯
一
、
大
阪
商
科
大
学
の
関
栄
吉
、
在
野
の
学
者
に
杉
山
栄
が
い
る
。

杉
山
栄
（
一
八
九
二
～
一
九
六
八
）
は
『
社
会
学
十
二
講
』（
大
正
十
四
年
）
を
、
林
恵
海
（
一
八
九
五
～
一
九
八
五
）
は
『
ジ
ン
メ
ル
・
社
会
学
方
法
論
の
研
究
』（
大

正
十
五
年
）
を
公
刊
し
た
。
林
の
述
作
は
、
形
式
社
会
学
論
の
う
ち
に
、
純
正
社
会
学
を
吟
味
し（

23
）た

も
の
と
い
う
。
つ
い
で
関
栄
吉
（
一
九
○
○
～
一
九
三
九
）
は
、『
社

会
学
研
究
』（
昭
和
四
年
）
を
著
わ
し
た
。

大
正
時
代
の
日
本
社
会
学
は
、
述
作
と
翻
訳
と
で
勢
力
を
二
分
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
社
会
学
者
は
、
た
だ
黙
々
と
し
て
海
外
学
説
の
焼
き
な
お
し

0

0

0

0

0

や
受
け
売
り

0

0

0

0

に
終

始
し
て
い
た
感
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
欧
米
諸
国
の
社
会
学
者
の
意
見
や
知
識
を
、
そ
の
ま
ま
じ
ぶ
ん
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
顔
を
し
、
同
胞
に
伝
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
日
本
の
学
者
は
、
ひ
と
を
瞞
着
す
る
こ
と
に
か
け
て
は
、
人
後
に
お
ち
な
い
。
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社会学伝来考

社
会
学
を
個
別
科
学
と
す
る
こ
と
や
理
論
社
会
学
の
分
野
で
異
彩
を
は
な
っ
た
高
田
保
馬
は
、
い
た
ず
ら
に
西
洋
の
学
者
の
後
じ
ん
を
拝
す
る
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
せ
ず
、

み
ず
か
ら
独
自
の
新
社
会
学―

こ
れ
ま
で
に
類
例
の
な
い
理
論
的
に
透
徹
し
た
社
会
学
体
系
を
完
成
し（

24
）た

、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
田た

辺な
べ

寿ひ
さ

利と
し

（
一
八
九
四
～
一
九
六
二
、

フ
ラ
ン
ス
社
会
学
史
研
究
家
）
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
疑
問
を
い
だ
い
て
い
る
ひ
と
り
で
あ
る
。
か
れ
は
高
田
社
会
学
を
評
し
て
、

　

―

高
田
さ
ん
の
原
理
を
攻
撃
す
る
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
、
あ
れ
は
西
洋
人
の
や
っ
た
研
究
で
、
あ
れ
を
外
国
語
に
記
し
た
ら
（
反
訳
し
た
ら
、
の
意
。
引
用
者
）
寧む

し

ろ
西
洋
人

の
方
が
分わ

か

る
の
で
は
な
い
か
と
云
ふ
疑
点
が
あ
る
。
併し

か

し
時
代
か
ら
考
へ
て
そ
れ
は
許
せ
る
け
れ
ど
も
、
今
で
は
あ
う
い
ふ
行い

き

方か
た

は
許
せ
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
思（

25
）ふ

、
…
…

と
語
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
田
辺
の
い
い
た
か
っ
た
の
は
、
高
田
理
論
の
欺
瞞
性
で
あ
ろ
う
か
。
高
田
の
学
理
は
、
一
見
す
る
と
模
倣
に
よ
ら
な
い
、
独
創
的
な
考
え
で
あ
る
か
の
よ
う
な

印
象
を
あ
た
え
る
が
、
虚
心
に
観
察
し
て
み
る
と
、
欧
米
の
社
会
学
論
の
焼
き
な
お
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0―

海
外
の
学
者
の
着
想
や
形
式
を
す
こ
し
変
え
て
、
あ
た
か
も
じ
ぶ
ん
の
新
作
と

し
て
発
表
し
た
も
の
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

約
言
す
れ
ば
、
舶
来
の
素
材
を
つ
ぎ
は
ぎ
し
、
私
見
を
ま
じ
え
て
得
意
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
悪
く
い
え
ば
、
放
言
の
し
ほ
う
だ
い
と
い
っ
た
と
こ

ろ
か
。

し
か
る
に
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
秋―

第
一
回
日
本
社
会
学
会
大
会
が
ひ
ら
か
れ
る
前
後
か
ら
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
講
師
・
若
宮
卯う

之の

助す
け

（
一
八
七
二
～
一

九
三
八
）（

26
）は

、
形
式
社
会
学
の
当
時
の
傾
向
が
あ
ま
り
に
も
日
本
社
会
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
点

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
指
摘
し
つ
つ
、

日
本
の
社
会
学
者
が
独
立
の
見
地
に
立
た
ず
、
固
有
の
動
機
に
も
と
ず
か
ず
、「
西
洋
人
の
研
究
だ
け
に
追
随
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て0

」
い
る
点

0

0

0

を
批
判
し
、
論
文
「
日
本
社
会
学
の
意
義
」（『
社
会
学
雑
誌
』
第
三
十
一
号
所
収
、
大
正
15
・
11
）

の
な
か
で
、
学
者
の
猛も

う

省せ
い

を
う
な
が
し
た
。

日
本
の
社
会
学
は
、
無
問
題
に
出
発
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
現げ

ん

に
無
問
題
に
低
回
し
て
い
る
。
此
の
点
に
於
て
、
日
本
の
所い

わ
ゆ
る謂

研

究
と
、
西
洋
の
社
会
学
と
の
間
に
、
明
か
に
一
種
の
差
異
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
西
洋
の
社
会
学
は

0

0

0

0

0

0

0

、
問
題
に
始

0

0

0

0

晩年の若宮卯之助〔『富山大百
科辞典　下巻』北日本新聞社刊、
1994・8〕より。
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ま
っ
て
居
る

0

0

0

0

0

。

若
宮
は
若
き
日
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
に
在
学
ち
ゅ
う
、
ギ
ィ
デ
ィ
ン
グ
ズ
や
ウ
ォ
ー
ド
の
“
ア
メ
リ
カ
社
会
学
”
を
ま
な
ん

だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
特
徴
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
生
起
し
た
現
実
的
諸
問
題
を
研
究
テ
ー
マ
と
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
実
証
的
な
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

。

と
こ
ろ
が
日
本
の
社
会
学
の
研
究
の
や
り
方
は
、
現
実
の
生
き
た
社
会
と
の
か
か
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
あ
ら
か
た
海
外
の
理
論
研
究
が
中
心
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
現
実
か
ら
遊

0

0

0

0

0

離
し
た
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
社
会
学
の
本
来
の
任
務
か
ら
い
っ
て
、
社
会
学
は
現
実
生
活
を
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
（
神
永
文
三
）。
若
宮
が
糾
弾
し
た
か

っ
た
点
は
、
日
本
社
会
学
が
現
実
問
題
か
ら
逃
避
し
て
い
た
り
、
調
査
研
究
を
お
こ
な
う
動
機
の
な
さ
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
が
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
必
要
に
刺
戟
さ
れ
て
お
こ
っ
た
の
に
反
し
て
、
日
本
の
社
会
学
は
社
会
と
の
ふ
か
い
関
わ
り
や
独
自

の
視
点
を
も
た
ず
、
ま
し
て
や
研
究
を
は
じ
め
る
意
識
的
な
理
由
も
な
い
。
若
宮
は
さ
ら
に
か
た
る
。

社
会
学
の
研
究
は
、
各
国
各
々
そ
の
特
殊
の
出
発
点
を
持
つ
の
で
あ
る
。（
中
略
）
之こ

れ

に
反
す
る
も
の
は
日
本
の
社
会
学
で
あ
る
。
日
本
の
社
会
学
は
、
独
立
の
見
地
に
立
た
ず
、

固
有
の
動
機
に
本も

と

づ
か
ず
、
特
定
の
問
題
を
把
持
し
て
居
る
の
で
も
な
い
。

わ
が
国
の
社
会
学
界
は
、
欧
米
の
社
会
学
を
尊
重
し
、
そ
れ
に
依
存
し
、「
西
洋
人
の
研
究
だ
け
に
追
随
し
て
い
る
」
だ
け
で
、
現
実
の
日
本
社
会
か
ら
目
を
そ
む
け
て

い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
わ
が
国
の
社
会
学
者
（
徒
）
が
や
っ
て
い
る
こ
と
と
い
え
ば
、
欧
米
の
社
会
学
理
論
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
だ
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
そ
れ
は
お
高
く
と
ま
っ
た

概
念
あ
そ
び

0

0

0

0

0

の
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

若
宮
に
よ
る
と
、
日
本
人
は
創
見
に
と
ぼ
し
い
国
民
で
あ
る
。
西
洋
を
歌
ひ
、
西
洋
を
写
し
、
西
洋
を
焼
直
し
て
生
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
（「
日
本
は
西
洋
の
や
う
な

文
明
国
に
な
れ
る
乎や

」『
若
宮
論
集
』
所
収
、
実
業
の
世
界
社
、
大
正
5
・
5
）。
日
本
人
は
、
西
洋
人
が
書
い
た
も
の
な
ら
、
一
も
二
も
な
く
あ
が
め
る
、
体
質
的
な
病
癖

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
と
ば
を
か
え
る
と
、
日
本
の
社
会
学
は
、
高
等
遊
民
の
た
め
の
“
遊ゆ

う

逸い
つ

（
あ
そ
び
た
の
し
む
）
の
材
料
”
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
明
治
期
か
ら
大
正
期
ま
で
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の
日
本
社
会
学
の
一
般
的
な
弊
風
と
い
っ
た
も
の
は
、
研
究
者
が
日
本
的
な
問
題
を
取
り
あ
げ
ず
、
日
本
的
考
察
を
お
こ
な
わ
ず
、
た
だ
“
西
洋
学
説

0

0

0

0

”
を
金
科
玉
条
の
ご

と
く
あ
り
が
た
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

要
す
る
に
、
大
正
時
代
の
日
本
社
会
学
は
、
概
し
て
欧
米
の
社
会
学
の
“
亜

エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン

流
”
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

＊

閑
話
。

学
問
も
教
育
も
社
会
的
現
象
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
大
正
期
、
各
誌
は
と
き
お
り
、
大
学
教
授
論
、
大
学
論
な
ど
を
の
せ
、
教
育
界
の
自
覚
を
ま
と
う
と
し
た
。
こ
ん
に

ち
学
問
研
究
の
中
心
は
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
大
学
や
研
究
所
で
あ
り
、
そ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
が
、
学
界
が
ふ
る
わ
な
い
の
は
、
大
学
の
制

度
や
大
学
教
育
の
方
法
に
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
正
の
時
代
も
平
成
の
い
ま
も
大
し
て
変
わ
り
な
い
。

雑
誌
『
社
会
及

国
家
』（
大
正
3
・
2
）
に
、「
大
学
制
度
の
改
革
に
関
す
る
意
見
」
と
い
っ
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
た
ま
た
ま
目
に
ふ
れ
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
紹
介
し
て
お
く
。
そ
の
内
容
た
る
や
、
こ
ん
に
ち
的
生
命
を
も
っ
て
お
り
、
参
考
や
反
省
の
よ
す
が
と
も
な
る
も
の
が
多
々
ふ
く
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

執
筆
者
は
官
立
の
医
科
大
学
を
出
た
の
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
、
当
時
は
病
院
長
で
あ
っ
た
が
、
匿
名
で
寄
稿
し
た
。

大
正
時
代
の
大
学
教
育
の
実
状
と
そ
の
欠
陥
と
は
な
に
か
。
無
名
氏
の
答
え
は
こ
う
で
あ
る
。

　

―

学
術
の
研
究
と
い
う
点
か
ら
み
て
、
い
ま
の
国
立
大
学
は
き
わ
め
て
不
完
全
で
あ
る
。

教
授
に
真し

ん

摯し

（
ま
じ
め
、
ひ
た
む
き
）
な
学
者
が
す
く
な
い
。
学
生
に
研
究
の
気
風
が
と
ぼ

し
く
、
制
度
が
そ
れ
に
適
し
て
い
な
い
。
若
者
は
元
気
に
欠
け
、
社
会
の
空
気
も
沈
滞
し
て

い
る
か
ら
、
ま
じ
め
に
学
術
を
研
究
し
よ
う
と
い
っ
た
気
風
が
興
ら
ぬ
の
は
当
然
で
あ
る
。

政
府
は
官
立
大
学
に
特
殊
の
優
越
な
る
地
位
を
あ
た
え
て
い
る
か
ら
、
私
立
大
学
は
健
全

に
発
達
し
な
い
。

純
粋
な
る
学
術
研
究
ま
た
は
学
者
の
養
成
所
と
し
て
国
立
大
学
院
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
。
い
ま
の
大
学
院
は
、
有
名
無
実
（
名
称
と
じ
っ
さ
い
と
が
合
わ
な
い
）
で
あ
る
か
ら
、

無名氏「大学制度の改革に関する意
見」を収録している雑誌『社会　

及国
家』。〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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根
本
的
改
造
が
必
要
で
あ
る
。
大
学
院
と
し
て
特
別
な
設
備
な
く
、
肝
心
の
研
究
室
も
な
い
。
指
導
教
授
と
い
っ
て
も
、
そ
の
多
く
は
じ
っ
さ
い
さ
し
た
る
指
導
は
で
き
な
い
し
、

じ
っ
さ
い
し
て
い
な
い
。
毎
年
、
大
学
一
覧
に
教
師
の
研
究
題
目

0

0

0

0

や
教
育
科
目

0

0

0

0

が
麗
々
し
く

0

0

0

0

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
相
応
す
る
研
究
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
こ
れ
は

む
か
し
も
い
ま
も
ま
っ
た
く
変
ら
な
い―

引
用
者
）。

教
授
に
適
任
者
が
す
く
な
い
。
教
授
の
多
く
は
あ
ま
り
研
究
を
し
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
、
じ
っ
さ
い
学
生
を
指
導
す
る
こ
と
も
し
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
研
究
的
精
神
を
も
つ
者
は
ひ
じ
ょ
う
に
す

く
な
い
。
学
問
の
研
究
と
い
う
こ
と
が
ま
る
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
研
究
結
果
を
世
間
に
発
表
し
て
い
る
も
の
は
稀け

有う

で
あ
る
。

研
究
の
結
果

0

0

0

0

0

、
ま
た
は
研
究
の
過
程
を
講
義
し
て
い
る
者
は
き
わ
め
て
す
く
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
多
く
の
教
授
は
、
毎
年
お
な
じ
ノ
ー
ト
を
く
り
返
し
て
講
義
し
て
い
る
（
古
本
屋
の
主
人
が

見
た
ら
お
ど
ろ
く
ほ
ど
の
古
物
を
朗
読
し
て
い
る―

引
用
者
）。
教
授
の
う
ち
に
は
、
じ
ぶ
ん
の
専
門
の
最
近
の
傾
向
を
知
ら
ぬ
も
の
、
ま
た
そ
れ
に
無
頓
着
な
も
の
も
い
る
。

注
・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
（
以
下
お
な
じ
）。

学
生
に
研
究
的
精
神
が
欠
け
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

―

学
生
は
た
だ
講
義
を
筆
記
し
、
そ
れ
を
試
験
前
に
暗
記
し
、
そ
れ
を
答
案
の
う
え
に
吐
き
だ
せ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
（
学
生
は
何
の
準
備
も
な
く
、
漫
然
と
教
室
に
や
っ
て

き
て
、
漫
然
と
し
て
立
ち
さ
る
。
多
く
の
学
生
は
、
単
位
だ
け
が
欲
し
い
の
で
あ
り
、
講
義
の
内
容
に
た
い
す
る
興
味
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
批
判
す
る
能
力
も
な
い―

引
用

者
）。
教
授
の
な
か
に
は
小
学
校
の
生
徒
に
で
も
課
す
よ
う
な
暗
記
の
試
験
を
お
こ
な
う
も
の
が
い
る
。
学
生
は
お
よ
そ
研
究
心
に
欠
い
て
い
る
か
ら
、
図
書
館
や
研
究
室
を
利
用

す
る
こ
と
は
な
は
だ
す
く
な
い
。
い
ま
の
大
学
は
、
す
こ
し
む
ず
か
し
い
こ
と
を
年
老
い
た
生
徒
に
教
え
る
小
学
校
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
教
授
と
学
生
か
ら
成
り
た
つ
大
学

が
有
名
無
実
に
陥
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

教
授
は
そ
の
地
位
に
安
心
し
て
何
も
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
俗
界
の
地
位
や
名
利
を
む
さ
ぼ
る
傾
向
が
あ
る
。
学
生
は
教
授
に
学
者
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
問
わ
な
い
。
学
生
は
価

値
の
な
い
講
義
で
も
き
か
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
無
能
力
の
教
授
に
も
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
若
い
こ
ろ
熱
心
な
研
究
者
で
あ
っ
て
も
、
年
を
と
り
、
地
位
を
う
る
に
し
た
が
っ

て
研
究
心
が
な
く
な
る
教
授
は
す
く
な
く
な
い
。
研
究
心
が
お
こ
ら
な
い
の
は
、
学
問
は
人
か
ら
学
ぶ
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
と
い
っ
た
古
い
思
想

0

0

0

0

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

学
校
0

0

（
大
学
0

0

）
は
、
学
者
に
な
る
に
し
て
も
実
社
会
に
お
い
て
活
躍
す
る
人
間
に
な
る
に
し
て
も
、
そ
の
予
備
と
し
て
の
修
業
の
場

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
じ
っ
さ
い
の
修
練
は
卒
業
後
に
は

じ
ま
る
こ
と
を
多
く
の
者
は
知
っ
て
は
い
な
い
。

い
ま
の
私
立
大
学
は
不
完
全
で
あ
る
。



216（73）

社会学伝来考

　
―

私
立
大
学
は
、
い
ず
れ
も
大
学
と
は
い
ひ
が
た
い
。
ど
の
私
立
大
学

0

0

0

0

0

0

も
学
術
的
方
面
か
ら
い
え
ば
、
無
価
値

0

0

0

、
無
能
力

0

0

0

と
い
っ
て
よ
い
。
私
立
大
学
の
卒
業
生
が
、
学
識
に

お
い
て
国
立
大
学
の
そ
れ
に
多
少
お
と
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
劣
っ
て
い
る
よ
り
も
、
玉
石
混
淆
の
度
合
が
ち
が
っ
て
い
て
、
私
立
の
ほ
う
は
割
合
に
く
ず
が
多
い
と
い

う
方
が
適
切
で
あ
る
。
優
良
な
る
も
の
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
間
に
さ
し
た
る
差
別
は
な
い
の
で
あ
る
。
慶
応
の
理
財
科
教
授
と
国
立
大
学
の
商
科
教
授
と
く
ら
べ
て
も
優
劣
は
な

い
の
で
あ
る
。

学
術
の
研
究
所
た
る
大
学
院
の
実
を
あ
げ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　

―

大
学
院
に
教
授
を
中
心
と
す
る
研
究
室
を
設
け
る
。
必
要
な
設
備
を
ほ
ど
こ
す
。
教
授
は
そ
の
研
究
室
に
い
て
、
自
己
の
研
究
に
従
事
し
、
か
つ
学
生
を
指
導
す
る
。
研
究
0

0

室
本
位
の
活
動

0

0

0

0

0

0

を
し
、
講
義
本
位

0

0

0

0

に
し
な
い
こ
と
。
学
生
の
卒
論
、
教
授
や
学
生
の
研
究
結
果
は
か
な
ら
ず
世
間
に
発
表
す
る
よ
う
に
す
る
。
ふ
だ
ん
研
究
結
果
を
発
表
し
な
い
教

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

授
は
0

0

、
教
授
と
し
て
置
か
ぬ
よ
う
に
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
教
授
の
地
位
は

0

0

0

0

0

0

、
学
術
上
の
研
究
を
発
表
し
て
、
そ
の
力
を
世
間
に
み
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
け
に
か
ぎ
る
よ
う
に
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

大
学
の
内
と
外
で
も
、
名
義
や
称
号
や
学
歴
を
す
て
て
、
実
力
本
位
、
人
物
本
位
に
す
る
必
要
が
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
図
書
館
を
完
全
な
も
の
に
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
官
学
と
か
私
学
と
い
っ
た
偏
狭
な
党

派
心
を
す
て
れ
ば
改
革
は
容
易
で
あ
る
。
学
問
も
教
育
も
、
国
民
全
体
の
事
業
で
あ
る
。

＊

い
ま
の
べ
た
無
名
氏
の
意
見
は
、
お
お
む
ね
正せ

い

鵠こ
く

を
射
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
平
成
の
い
ま
の
時
代
は
、
ほ
ん
も
の
の
学
者
は
払
底
し
て
お
り
、
敬
慕
す
べ
き
真
し

な
教
師
を
捜
す
の
が
、
じ
つ
に
む
ず
か
し
い
。
広
い
世
間
に
は
、
学
究
肌
の
人
間
は
い
る
は
ず
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
お
目
に
か
か
ら
な
い
。
む
か
し
の
先
生
は
、
え
ら
か
っ
た
。

社
会
万
般
の
事
業
が
、
学
術
の
う
え
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
現
状
は
む
か
し
も
い
ま
も
す
こ
し
も
変
っ
て
は
い
な
い
。

学
部
教
育
や
大
学
院
教
育
は
、
健
全
に
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
な
り
の
実
を
あ
げ
て
い
る
の
か
、
と
問
う
と
、
あ
や
ふ
や
な
返
事
し
か
返
っ
て
こ
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

人
を
育
て
る
の
は

0

0

0

0

0

0

0

、
制
度
0

0

、
設
備
0

0

、
教
師
0

0

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
教
授
の
任
用
は
き
び
し
く
、
恥
し
く
な
い
学
的
業
績
を
も
つ
人
物
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
の
任
に
つ
か
せ
る
べ
き
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

あ

る
。
わ
た
し
な
ど
は
、
ひ
と
が
ど
ん
な
学
校
を
出
て
い
よ
う
と
、
そ
の
者
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
専
門
書

0

0

0

（
単
行
本
）
が
書
け
る
か
ど
う
か
で

0

0

0

0

0

0

0

0

判
断
し
て
い
る
。

世
間
は
人
が
社
会
的
評
価
の
た
か
い
、
有
名
大
学
を
出
て
い
れ
ば
、
そ
の
者
は
り
っ
ぱ
な
人
間
、
学
力
も
す
ぐ
れ
、
人
格
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
謬
想
を
い
だ
く
が
、
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わ
た
し
は
そ
の
者
が
じ
っ
さ
い
な
し
え
た
結
果
に
よ
っ
て
し
か
評
価
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
じ
っ
さ
い
の
学
力
の
優
劣
や
人
格
の
高
下
は
、
学
歴
の
よ
し
あ
し
と
そ
れ
ほ
ど
ふ
か
い
関
係

が
あ
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
ん
に
ち
の
国
立
大
学
の
事
情
に
は
く
ら
い
が
、
私
立
大
学
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

真
剣
に
研
究
や
教
育
に
取
り
く
も
う
と
い
っ
た
気
風
が
な
く
、
顕
著
な
業
績
が
あ
が
ら
ぬ
の
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

一
つ
は
昇
格
審
査
の
あ
ま
さ

0

0

0

0

0

0

0

0

（
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
業
績
や
、
専
門
書
が
な
く
て
も
教
授
に
な
れ
る
）
と
終
身
在
職
が
保
障
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ
る
。
な
に
も
せ
ず
、
遊
ん
で

い
て
も
月
給
は
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
昇
格
審
査
は
、
身
内
が
お
こ
な
う
と
、
採
点
が
あ
ま
く
な
り
が
ち
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
第
三
者
機
関
に
お
い
て
、
き
び

し
く
、
厳
正
に
や
っ
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
つ
に
は
、
雑
用
（
各
種
委
員
、
会
議
、
そ
の
他
）
が
多
く
、
落
着
い
て
研
究
に
従
事
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
大
学
院
の
授
業
を
担
当
す
る
人
間
に
は
、
専
門
書
が
何
冊
も
あ
る
よ
う
な
ち
ゃ
ん
と
し
た
業
績
を
も
つ
、
世
間
が
み
と
め
る
第
一
級
の
人
物
を
当
て
る
べ
き
で
あ
り
、

担
当
者
が
こ
の
条
件
に
か
な
わ
ぬ
と
し
た
ら
、
そ
の
者
は
大
学
院
の
授
業
を
遠
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
日
清
戦
争
ま
え
に
、
海
軍
主
事
・
山
本
権
兵
衛
（
当
時
、
大

佐
）
が
凡
骨
将
官
九
十
六
名
を
す
べ
て
首
に
し
た
よ
う
に
、
人
事
を
大
刷
新

0

0

0

0

0

0

す
べ
き
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
欧
米
の
大
学
教
授
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ほ
と
ん
ど
皆
著
書
0

0

（
単
行
本

0

0

0

）
が
あ
る
の
が
ふ
つ

0

0

0

0

0

0

0

う0（
27
）で

あ
り
0

0

、
ま
た
つ
ね
に
間
断
な
く
論
文
を
発
表
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ
る
。
元
気
旺

盛
で
あ
っ
た
時
期
に
研
究
活
動
し
た
に
せ
よ
、
老
い
て
勉
学
の
気
力
が
う
せ
た
と
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
勇
退
す
べ
き
時

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
と
く
に
い
ま
の
時
代
、
高
給
を
食
み
、
勉
強
も
せ
ず
遊
ん

で
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

要
は
、
大
学
院
は
最
高
の
設
備
と
超
絶
し
た
実
力
を
も
つ
最
強
の
教
員
チ
ー
ム
で
つ
く
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
り
、
け
っ
し
て
見
か
け
倒
し
に
お
わ
ら
ぬ
よ
う
、
り
っ
ぱ
な

実
を
あ
げ
る
よ
う
鋭
意
つ
と
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

さ
い
ご
に
い
ず
こ
の
私
立
大
学
も
、
経
営
至
上
主
義
で
あ
り
、
表
面
上
は
も
っ
と
も
ら
し
い
教
育
理
念
や
理
想
を
か
か
げ
て
い
る
が
、
じ
っ
さ
い
は
商
人
が
営
利
会
社
を

経
営
し
て
い
る
の
と
何
ら
か
わ
ら
ず
、
教
育
や
学
術
研
究
は
第
二
義
的
に
な
っ
て
い
る
。
私
立
大
学
と
い
え
ど
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
本
来
、
学
術
を
も
っ
て
世
界
に
打
っ
て
出
な
く
て
は
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ら
ぬ
0

0

の
に
、
世
界
に
通
用
す
る
成
果
は
な
か
な
か
生
ま
れ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ま
っ
た
く
大
学
の
実
質
を
備
え
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
が
現
状
で
あ
る
。

＊

大
正
期
の
社
会
学
界
。



214（75）

社会学伝来考

つ
ぎ
に
大
正
期
の
社
会
学
界
の
動
向
を
、
ひ
と
わ
た
り
な
が
め
て
お
こ
う
。

大
正
時
代
、
比
較
的
設
備
が
と
と
の
っ
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
東
大
の
「
社
会
学
研
究
室
」（
明
治
三
十
六
年
〔
一
九
○
三
〕
三
月
開
設
。
そ
の
所
在
地
は
、
は
じ
め
法

文
科
大
学
研
究
室
の
西
北
隅
に
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
法
文
科
大
学
本
館
の
楼
上
東
南
隅
室
に
移
っ
た
）
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
の
大
震
災
に
よ
っ
て
、
一
瞬

に
し
て
あ
と
か
た
も
な
く
焼
失
し
た
。

研
究
室
の
創
設
当
時
、
ど
の
よ
う
な
文
献
が
あ
っ
た
も
の
か
わ
か
ら
ぬ
が
、
社
会
学
な
ら
び
に
斯
学
関
連
の
和
書
と
し
て
は
、
明
治
期
の
も
の
も
相
当
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
が
、
惜
し
い
こ
と
に
大
震
災
に
よ
っ
て
、
研
究
室
に
あ
っ
た
三（

28
）千

に
も
あ
ま
る
貴
重
な
る
文
献
は
、
す
べ
て
う
し
な
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
住
居
を
う
し
な
っ
た
社
会
学
研
究
室
は
、
心
理
学
研
究
室
の
一
部
に
定
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
献
を
こ
と
ご
と
く
う
し
な
っ
た
研
究
室
ほ
ど
み
じ
め
な
も

の
は
な
い
が
、
五
年
た
っ
た
い
ま
で
は
、

社
会
学
関
連
文
献
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
○
○
部

資
料
（
ど
ん
な
も
の
か
不
明
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
○
○
部

海
外
の
お
も
な
る
社
会
学
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
和
洋
雑
誌
…
…
二
○
種

を
所
有
す
る
ま
で
に
な
っ
た
と
い
う
（「
東
京
帝
国
大
学
社
会
学
研
究
室
創
立
二
十
五
周
年
記
念
会
記
事
」『
社
会
学
雑
誌
』
第
四
八
号
所
収
）。

い
う
ま
で
も
な
く
、
人
文
科
学
の
研
究
を
お
こ
な
う
に
は
、
文
献
資
料
が
な
い
と
、
万
事
お
手
あ
げ
な
の
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
筋
の
よ
い
原
史
料
を
も
ち
い
る
機
会
と
能

力
が
あ
れ
ば
、
鬼
に
金
棒
、
も
っ
と
も
た
し
か
な
研
究
が
で
き
る
。

　
　
　

―

官
立
・
私
立
の
諸
学
校
に
お
け
る
社
会
学
教
育
な
ら
び
に
各
学
会
の
概
況

◦
東
北
帝
国
大
学　
　

同
大
学
の
社
会
学
講
座
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
担
当
者
名
と
科
目
名
・
時
間
数
は
左
記
の
と

お
り
で
あ
る
。
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（
大
正
十
四
年
）

鈴
木
宗
忠
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学　

二

河
村
又
介
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
講
読　

二

服
部
英
太
郎
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
運
動
史
及
社
会
政
策　

三

鈴
木
義
男
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
的
立
法
論　

二

和
田
佐
一
郎
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
統
計
論　

二

鈴
木
敏
一
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
統
計
数
学　

一

◦
東
京
帝
国
大
学

大
正
元
年
か
ら
同
十
五
年
に
か
け
て
の
同
大
学
の
社
会
学
開
講
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
大
正
元
年
度
）

〔
講
義
担
当
者
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
講
義
題
目
お
よ
び
時
間
数
〕

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論
序
論　

一
、
同
本
論　

二
、
教
政
学
各
論
（
宗
教
行
政
、
美
術
行
政
、
学
術
行
政
）　

二
、
演
習 A

.C
om

te

：D
iscours 

sur I’E
sprit positif　

一

有
賀
長
雄
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…「
最
近
五
十
年
間
欧
米
各
国
の
政
治
史
上
に
現
れ
た
る
社
会
問
題
」　

二

藤
井　
　

講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…「
族
制
の
発
達
」　

二

（
大
正
二
年
度
）

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論　

四
、
教
政
学
各
論
（
国
語
行
政
、
礼
儀
行
政
）
二
、
演
習
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有
賀
長
雄
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…「
国
際
関
係
と
社
会
問
題
と
の
史
的
研
究
」　

二

竹
下
清
松
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…「
社
会
学
研
究
法
と
し
て
の
理
論
統
計
学
」　

二

（
大
正
三
年
度
）

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論　

四
、
教
政
学
各
論
（
風
俗
行
政
、
教
導
行
政
、
変
的
教
化
行
政
）　

二
、「
社
会
問
題
と
現
代
文
明
」　

二

有
賀
長
雄
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…「
三
国
同
盟
以
後
の
世
界
外
交
と
社
会
勢
力
」　

二

小
林
照
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習 D

urkheim

：Les règles de la m
ethode sociologique　

三

（
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
）

（
大
正
四
年
）

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社＊

会
学
原
論　

四
、
特
殊
講
義
（
社
会
進
化
論
）　

二
、
教
政
学
講
義
、
演＊

＊

習―

一
学
年
間
に
左
記
の
洋
書
を
わ
り
あ
て
、
こ
れ

に
た
い
す
る
論
評
を
提
出
さ
せ
る
も
の
。

㈠　

C
om

te
：D

iscourse on the P
ositive Spirit.

㈡　

Loria

：D
ie Soziologie.A

ufgaben der Soziologie.

㈢　

B
aldw

in

：D
evelopm

ent &
 E

volution. p.50

～195

㈣　

W
ard

：P
ure Sociology.Social Statics. p.169

～220

㈤ 
Stein

：Soziale F
lage im

 Lichte der Philosophie. U
m

riss einer G
eschichte der Sozialphilosophie,bis Staatsrom

ane. 

建部遯吾教授
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p.145

～235

㈥　

G
iddings

：Inductive Sociology. T
he C

onsciousness of M
ind. T

he C
onsulted V

olition. p.91

～181

㈦　

Spencer

：Principles of Sociology Ⅲ
. E

cclesiastical Institution. p.3

～175

㈧　

Sum
m

er

：F
olkw

ays. F
undam

ental N
otions. p.1

～74

㈨　

A
vebury

：M
arriage, T

otem
ism

 and R
eligion. M

arriage. p.1

～85

㈩　

建
部
、
世
界
列
国
の
大
勢

講＊

義
「
社
会
学
原
論
」
は
、
ノ
ロ
ノ
ロ
筆
記
に
な
れ
た
受
講
生
に
は
か
な
り
き
つ
い
も
の
で
あ
り
、
急
い
で
ノ
ー
ト
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
。「
演＊

＊

習
」
は
、
一
月
下
旬

お
よ
び
二
月
上
旬
に
、
て
き
ぎ
時
間
を
設
け
て
三
回
ほ
ど
お
こ
な
っ
た
。
右
に
か
か
げ
た
九
冊
の
原
書
は
、
つ
ぎ
の
要
項
に
つ
い
て
演
習
し
た
。（
イ
）
該
著
者
の
著
書
全

般
に
お
け
る
該
著
の
地
位
（
ロ
）
該
著
全
体
の
構
成
お
よ
び
該
著
に
お
け
る
該
部
分
の
地
位
関
係
（
ハ
）
該
部
分
の
発
現
（
ニ
）
わ
た
し
（
建
部
）
の
見
解
と
の
比
較
論
評
。

（
ホ
）
全
篇
に
つ
い
て
著
者
の
用
い
た
方
法
を
看か

ん

取し
ゅ

し
（
見
て
と
る
）、
著
者
の
国
勢
消
長
（
な
り
ゆ
き
）
観
を
攬ら

ん

要よ
う

す
（
要
点
を
ぬ
き
と
る
）。
も
し
批
評
を
く
わ
え
る

と
さ
ら
に
よ
い
。
提
出
期
限
を
も
う
け
な
い
。

演
習
は
、
二
年
生
お
よ
び
三
年
生
に
課
し
た
。
学
生
は
二
週
間
に
一
回
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
書
を
苦
労
し
な
が
ら
よ
み
、
そ
れ
を
批
評
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
相
当
の
努
力
を
要
す
る
ハ
ー
ド
な
科
目
で
あ
っ
た
。
卒
業
論
文
に
費
や
す
努
力
以
上
に
骨
の
お
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

東
京
帝
国
大
学
の
社
会
学
専
修
学
科
は
、
時
勢
の
進
運
（
進
歩
）
に
と
も
な
い
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
よ
り
、
教
則
の
改
正
を
断
行
し
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
学

生
に
力
を
つ
け
さ
せ
、
国
家
の
須
要
に
応
じ
る
た
め
に
、
学
習
の
教
程
を
た
か
め
、
研
究
の
造
詣
を
ふ
か
め
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
学
習
の
自
由
、
授
業
の
自
由
が
拡

大
さ
れ
た
。

社
会
学
専
修
学
科
の
あ
た
ら
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
左
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
“
必
修
科
目
”
だ
け
を
し
る
す
。
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第

一

年

第

二

年

第

三

年

目 科 修 必

哲
学
概
論　
　
　
　
　

三

社
会
学
（
甲
）

社
会
学
（
乙
）

西
洋
哲
学
史
概
論　
　

四

教
政
学　
　
　
　
　

四

社
会
学
特
殊
講
義　

二

東
洋
哲
学
史
概
論　
　

二

理
論
統
計
学　
　
　

二

社
会
学
演
習　
　
　

二

倫
理
学
概
論　
　
　
　

四

民
族
心
理
学　
　
　

二

社
会
学
史　
　
　
　

三

心
理
学
概
論　
　
　
　

二

社
会
学
演
習　
　
　

二

優
生
学　
　
　
　
　

二

社
会
学
原
論　
　
　
　

四

備
考　

社
会
学
（
甲
）（
乙
）
ハ
隔
年
遞て

い

出し
ゅ
つ（

か
わ
る
）
ス
ル
ヲ
以も

っ

テ
第

二
年
（
乙
）
第
三
年
（
甲
）
ノ
場
合
モ
ア
リ
甲
乙
計
五
単
位
必
修

語
学

語
学

卒
業
論
文

仏　
　
　
　

四

仏　
　
　
　

三

独　
　
　
　

三

独　
　
　
　

三

英　
　
　
　

四

英　
　
　
　

四

語
学
は
、
英
独
仏
の
う
ち
か
ら
一
つ
、
二
ヶ
年
間
毎
週
三
時
間
か
四
時
間
履
修
し
た
。

（
大
正
五
年
）

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論　

四
、
特
殊
講
義
（
社
会
進
化
論
）　

二
、
演
習
（
用
書
は
左
記
の
二
種
）

C
om

te

：D
iscourse on the P

ositive Spirit

（
英
仏
書
両
用
）

C
om

te

：G
eneral V

iew
 of P

ositivism
（
英
書
）

小
林
照
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
史
（
コ
ム
ト
以
後
現
代
マ
デ
）　

二

桑
田　
　

講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
優
生
学
お
よ
び
理
論
統
計　

二
、
民
族
心
理
学　

二

法
科
大
学
（
法
政
学
部
［
法
学
部
］
の
後
身
）
で
は―
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建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学　

二

新
渡
戸
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策　

二

金
井
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策　

三

小
林
照
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
史
（
コ
ム
ト
以
後
現
代
ま
で
）　

二

桑
田　
　

講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
優
生
学
お
よ
び
理
論
統
計
、
民
族
心
理
学　

二

法
科
大
学
で
は―

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学　

二

新
渡
戸　

教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策　

二

金
井　
　

教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策　

三

（
大
正
六
年
）

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論　

四
、
教
政
学　

三
、
純
正
社
会
学
提
要　

一
、
演
習
（
コ
ム
ト
「
実
理
思
想
衍え

ん

義ぎ

」［
説
を
あ
か
し
た
も
の
］
お
よ

び
ブ
リ
ス
ト
ル
「
社
会
応
用
論
」）
研
究
問
答　

随
時

小
林
照
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習
（
タ
ル
ド
「
社
会
理
法
論
」）
講
読　

二

角
田
豊
治
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
理
論
統
計
学
お
よ
び
そ
の
社
会
学
に
お
け
る
応
用　

二

法
科
大
学
で
は―

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学　

二

金
井　
　

教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
工
業
経
済
お
よ
び
社
会
政
策　

三
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（
大
正
七
年
）

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論　

四
、
教
政
学　

三
、
純
正
社
会
学
提
要　

一
、
演
習
（
コ
ム
ト
「
実
理
思
想
衍
義
」
お
よ
び
ブ
リ
ス
ト
ル
「
社
会
応

化
論
）
研
究
問
答　

随
時

小
林
照
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習
（
タ
ル
ド
「
社
会
理
法
論
」）
講
読　

二

亀
田
豊
治
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
理
論
統
計
学
お
よ
び
そ
の
社
会
学
に
お
け
る
応
用　

二

法
科
大
学
で
は―

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学　

二

金
井　
　

教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
工
業
経
済
お
よ
び
社
会
政
策　

三

注
・
大
正
八
年
度
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
大
正
九
年
）

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
社
会
学
？
）
研
究
法
、
史
論
、
演
習　

三
、
特
殊
講
義
（「
国
是
調
査
定
立
の
方
法
」）　

一

C
om

te

：D
iscours sur I’E

sprit positif 

の
講
読
批
判

小
林
照
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
応
用
社
会
学
綱
要　

二

亀
田
豊
治
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
理
論
統
計
学
お
よ
び
演
習　

二

今
井
時
郎
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…「
最
近
露
国
社
会
変
動
の
因い

ん

由ゆ
う

（
原
因
）
お
よ
び
経
過
」　

三

（
同
年
八
月
、
露
米
四
ヵ
年
半
の
留
学
よ
り
帰
朝
）

桑
田
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
民
族
心
理
学　

三

注
・
こ
の
年
の
社
会
学
科
の
学
生
数
は
四
十
七
名
（
正
科
学
生
三
十
名
、
選
科
学
生
十
七
名
）
で
あ
り
、
主
位
の
イ
ギ
リ
ス
文
学
科
を
ぬ
い
て
一
位
に
な
っ（

29
）た

。
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（
大
正
十
年
）

建
部
遯
吾
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
序
説
（
甲
二
）、
教
政
学
（
甲
四
）、
社
会
学
原
論
（
乙
四
）、
具
体
的
進
化
（
乙
二
）

今
井
時
郎
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…「
米
国
の
人
種
問
題
」（
甲
四
）、
社
会
誌
学
概
論
（
乙
四
）、
社
会
問
題
演
習
（
乙
二
）

小
林
照
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
史
概
観　

二

藤
田
喜
作
講（

30
）師

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題
大
意　

二

（
同
年
三
月
に
就
任
）

竹
下
清
松
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
理
論
統
計
学　

二

な
お
戸
田
貞
三
講
師
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
巡
歴
研
究
中
で
あ
り
、
遠
か
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
に
駐
在
研
究
の
う
え
、
明
年
春
帰
朝
の
予
定
で
あ
っ
た
。
東
大
に
お
け
る
社

会
学
科
の
学
生
数
は
、
前
々
年
度
の
三
十
四
名
よ
り
、
前
年
度
の
四
十
七
名
に
ふ
え
、
今
年
度
（
大
正
十
年
）
は
さ
ら
に
激
増
し
、
八
十
一
名
に
な
っ
た
。
大
正
十
一
年
に

は
さ
ら
に
増
え
て
、
学
生
数
百
三
十
九
名
を
か
ぞ
え
た
。
こ
れ
は
文
学
部
学
生
総
数
の
約
四
割
を
し
め
た
。

（
大
正
十
一
年
）

こ
の
年
と
翌
大
正
十
二
年
の
講
義
担
当
者
、
講
義
題
目
、
時
間
数
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
年
に
い
わ
ゆ
る
“
建
部
辞
職
事
件
”
が
お
こ
っ
て
い
る
。「
時

勢
の
斯
学
科
に
対
す
る
要
求
の
熾
烈
な
る
は
、
何
人
の
注
意
を
も
脱
す
べ
か
ら
ざ
ら（

31
）む

」
と
、
建
部
み
ず
か
ら
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
東
大
社
会
学
科
へ
の
入
学
希
望
者

は
、
と
し
ご
と
に
ふ
え
つ
づ
け
た
た
め
に
、
社
会
学
第
二
、
第
三
講
座
の
増
設
は
焦

し
ょ
う

眉び

の
急
で
あ
っ
た
。

主
任
教
授
の
建
部
は
、
文
科
大
学
教
授
会
に
増
設
を
大
正
八
年
五
月
正
式
に
提
案
し
、
二
十
五
票
ち
ゅ
う
二
十
三
票
の
大
多
数
に
て
可
決
し
て
い
た
。
が
、
大
正
十
一
年

文
学
部
教
授
会
は
、“
緊
縮
主
義
”
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
同
年
六
月
十
四
日
の
教
授
会
で
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
教
授
会
の
欺
ま
ん
に
怒
っ
た
建
部
は
、
た
だ
ち
に
退

席
す
る
と
、「
病
弱
重
任
に
堪
へ
ざ
る
放
を
以
て（

32
）」

辞
職
願
を
そ
の
筋
に
提
出
す
る
と
、
午
後
四
時
を
も
っ
て
社
会
学
研
究
室
を
し
り
ぞ
き
、
七
月
九
日
東
京
を
去
り
、
郷

里
の
新
潟
へ
か
え
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
九
月
五
日
、
依
願
免
官
と
な
っ
た
。

建
部
の
辞
職
後
、
社
会
学
研
究
室
は
、
教
授
不
在
で
あ
っ
た
た
め
に
、
松
本
亦
太
郎
教
授
（
心
理
学
）
が
主
任
に
補
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
社
会
学
科
は
し
ば
ら
く
“
教
授

不
在
”
が
つ
づ
い
た
。

戸
田
貞
三
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論
、
演
習
？



206（83）

社会学伝来考

（
大
正
十
一
年
九
月
欧
米
留
学
よ
り
帰
朝
、
十
月
よ
り
第
一
講
座
担
当
）

今
井
時
郎
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習
そ
の
他
？

（
第
二
講
座
担
当
）

小
林
照
朗
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習
そ
の
他
？

（
大
正
十
二
年
一
月
中
旬―

福
岡
県
立
女
子
専
門
学
校
長
と
し
て
赴
任
）

綿
貫
哲
雄
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習
そ
の
他
？

（
大
正
十
二
年
三
月
、
あ
ら
た
に
講
師
を
嘱
託
さ
れ
る
。
同
人
は
東
京
高
師
教
授
）

藤
田
喜
作
講
師

（
社
会
問
題
研
究
の
た
め
、
欧
米
に
在
外
研
究
に
従
事
す
る
）

竹
下
清
松
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
理
論
統
計
学
お
よ
び
研
究

法
科
大
学
で
は
、
建
部
に
代
わ
っ
て
上
杉
慎
吉
教
授
が
“
社
会
学
方
論
”
を
担
当
し
た
。

（
大
正
十
三
年
）

戸
田
貞
三
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論　

二

演
習 Park &

 B
urgess

：Introduction to the Science of Sociology　

二

演
習 T

oennies

：G
em

einschaft und G
esellsehaft　

二

晩年の戸田貞三

晩年の藤田喜作（藤田龍二氏提供）
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今
井
時
郎
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
誌
学
概
論　

二

露
西
亜
社
会
誌　

二

演
習 Sum

m
er

：F
olkw

ays

（“
習
俗
”
の
意
）
二

竹
下
清
松
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
統
計
学　

二
、
数
理
統
計
論　

二

綿
貫
哲
雄
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
過
程　

二
、
演
習 V

ierkandt

：G
esellschaftslehre　

二

注
・
藤
田
喜
作
講
師
は
、
同
年
八
月
留
学
を
お
え
て
ド
イ
ツ
か
ら
帰
朝
し
、
十
月
末
よ
り
東
大
、
法
大
で
開
講
し
た
。

（
大
正
十
四
年
）

戸
田
貞
三
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
家
族　

二
、
演
習　

T
rotter,W

.

：Instincts of the H
erd in P

eace and W
ar. K

istiakow
skith

：G
esellschaft und 

E
inzelw

esen　

二

今
井
時
郎
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論　

二
、
露
西
亜
社
会
誌　

二
、
演
習 Sum

m
er,W

.G

：F
olkw

ays　

二

綿
貫
哲
雄
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
意
識　

二
、
演
習 V

ierkadnt, A

：G
esellschaftslehre　

二

藤
田
喜
作
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
と
国
家　

二
、
演
習 K

elsen,H
.

：D
er soziologische und juristische Staatsbegriff　

二

（
大
正
十
五
年
）

戸
田
貞
三
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論
、
社
会
学
演
習 V

.W
iese

：A
llgem

eine Soziologie

今
井
時
郎
助
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
露
西
亜
社
会
誌
、
社
会
誌
学
概
論
、
社
会
学
誌
演
習 Sum

m
er

：F
olkw

ays

藤
田
喜
作
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
と
国
家
、
社
会
学
演
習 M

aciver

：C
om

m
unity

綿
貫
哲
雄
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
威
圧
、
社
会
学
演
習 V

ierkandt

：G
esellschaftslehre

竹
下
清
松
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
統
計
学
と
く
に
数
理
統
計
論
（
統
計
曲
線
論
に
及
ぶ
）
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◦
京
都
帝
国
大
学

大
正
三
年
か
ら
同
十
五
年
に
か
け
て
の
社
会
学
開
講
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
大
正
三
年
）

〔
講
義
担
当
者
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
講
義
題
目
お
よ
び
時
間
数
〕

米
田
庄
太
郎
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論　

二
、
特
殊
講
義
「
輿
論
の
研
究
」（
第
一
学
期
）、「
疾
病
と
社
会
生
活
」（
第
二
、
三
学
期
）

演
習 R

. S

＊

tam
m

ler

：W
irtschaft und R

echt　

二
、
講
読 A

. M
atgarin

：L

＊
＊

a Psychologie sociale de G
.T

ard, U
rw

ick

：A
 

Philosophy of Social Progress

高
田
保
馬
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…G

ide

：Principes d’E
conom

íe politique

（
法
科
大
学
）

ル＊

ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
（R

udolf Stam
m

ler, 

一
八
五
六
～
一
九
三
八
）
は
、
ド
イ
ツ
の
新
カ
ン
ト
主
義
的
法
哲
学
者
で
あ
る
。
演
習
で
は
一
週
二
時
間
、
二
十
頁

以
上
素
読
し
た
。
演
習
室
で
は
、
大
要
を
の
べ
、
要
点
を
翻
読
し
、
内
容
を
批
評
し
た
。
内
容
は
難
解
に
つ
き
、
受
講
者
は
そ
れ
を
理
解
す
る
の
に
ず
い
ぶ
ん
苦
し
ん
だ
。

仏＊
＊

書
の
ほ
う
は
、
一
週
二
時
間
、
十
頁
以
上
す
す
ん
だ
。
英
書
は
一
週
一
時
間
、
一
学
期
ご
と
に
読
了
し
た
。

（
大
正
四
年
）

同
年
の
社
会
学
関
係
の
授
業
の
担
当
者
お
よ
び
講
義
・
演
習
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
京
大
に
お
け
る
社
会
学
の
講
義
お
よ
び
演
習
は
、
学
内
の
ど
こ
で
お
こ

な
わ
れ
た
も
の
か
定
か
で
な
い
。「
読
書
会
」
は
、
は
じ
め
米
田
講
師
の
私（

33
）宅

で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
の
ち
に
主
と
し
て
学
生
集
会
所
が
用
い
ら
れ
た
。
読
書
会
に
お
け
る

発
表
が
お
わ
る
と
、
そ
れ
に
た
い
す
る
批
評
と
論ろ

ん

駁ぱ
く

（
相
手
の
説
に
た
い
し
て
論
じ
攻
撃
す
る
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
と
き
に
卓
を
と
も
に
し
、
炉
を
か
こ
ん
で
談
論
風
発
、

夜
が
ふ
け
る
の
に
気
ず
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

読
書
会
の
例
会
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
都
市
の
発
達
と
そ
の
意
義	

十
月
二
十
二
日	

山
口
正

都
市
教
会
と
犯
罪
問
題	

十
一
月
二
十
六
日	

篠
田
霊
音
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客
観
精
神
と
民
族
心
理
学	

十
二
月
九
日	

田
村
恵
寛

　
　
　
　
　

〃	

一
月
二
十
八
日	

同
右

カ
ン
ト
の
法
理
学	

二
月
十
八
日	

山
口
正

（
大
正
五
年
）

米
田
庄
太
郎
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
純
正
社
会
学
概
論
、
タ
ル
ド
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
お
よ
び
ジ
ム
メ
ル
の
社
会
学
、
民
族
心
理
学

“
純
正
社
会
学
概
論
”
は
、
ふ
つ
う
の
講
義
で
あ
る
。
学
問
論
、
方
法
論
に
つ
い
て
語
っ
た
の
ち
、
社
会
現
象
の
概
念
に
入
る
。“
タ
ル
ド
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ジ
ン
メ

ル
”
は
特
殊
講
義
で
あ
る
。
お
も
に
タ
ル
ド
の
伝
記
や
性
格
を
へ
て
、
そ
の
哲
学
的
原
理
に
い
た
る
。“
民
族
心
理
学
”
は
、
そ
の
創
設
に
つ
い
て
か
た
り
、
ラ
ツ
ア
ー
ル

ス
、
シ
タ
イ
ン
タ
ー
ル
の
貢
献
に
つ
い
て
の
べ
る
。

同
右
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習 W

undt

：E
lem

ent der V
ölkerpsychologie. D

urkheim

：D
ivision du T

ravail sociale. G
iddings

：Principles of 

Sociology,  

講
読 K

eller

：Societal E
volution.

法
科
大
学
に
お
い
て―

米
田
庄
太
郎
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
現
代
哲
学
者
の
社
会
問
題
論

読
書
会
お
よ
び
懇
親
会
に
お
い
て
。

犯
罪
人
型	

四
月
二
十
八
日	

栂
尾
密
道

N
ationality and G

overnm
ent	

五
月
十
九
日	

大
沢
鷲
雄

（
嵐
山
懇
親
会
）	

六
月
二
十
七
日

女
に
子
を
産
ま
す
政
策	

　
　
　

〃	

米
田
庄
太
郎

社
会
結
合
の
形
式
に
就
て	

九
月
二
十
八
日	

高
田
保
馬

T
he M

odern C
ity and its Problem

s	

十
月
二
十
六
日	

森
賢
隆

満
朝
視
察
談	

　
　
　

〃	

守
屋
徳
夫
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（
大
正
六
年
）

米
田
庄
太
郎
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
特
殊
講
義
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
」
の
社
会
学
、
講
読 G

iddings

：D
escriptive and historical Sociology, 

演
習 W

undt

：

V
ölkerpsychologie.

こ
の
年
の
演
習
・
講
読
等
は
、
予
定
ど
お
り
の
進
行
を
な
し
、
佳
境
に
は
い
っ
た
と
い
う
。
読
書
会
の
ほ
う
は
、
米
田
庄
太
郎
・
高
田
保
馬
な
ど
か
ら
発
表
者
に
た
い
し

て
質
問
の
矢
が
放
た
れ
、
油
を
し
ぼ
る
こ
と
は
な
は
だ
し
か
っ
た
と
い
う
。

読
書
会
の
例
会
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

人
類
系
譜
の
地
質
学
的
研
究	

十
一
月
十
六
日	

厳
西
真
集

D
aprat

：La Psychosociologie de la G
uerre

（La R
evue Internationale de Sociologie O

ct.1916

）	

十
二
月
十
四
日	

銅
直
勇

A
boriginal decay in the P

acific O
cean

（Prof. J. M
acm

illan B
row

n

）	

一
月
二
十
五
日	

守
屋
徳
夫

C
rim

e and C
rim

inals

（O
sborne

：Society and Prisons

）	

二
月
十
五
日	

栂
尾
密
道

社
会
化
サ
レ
タ
ル
法
律
ノ
必
要	

三
月
十
五
日	

大
沢
鷲
雄

読
書
会
は
毎
回
議
論
百
出
し
て
尽
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
守
衛
の
警
告
、
あ
る
い
は
集
会
場
の
消
灯
に
お
ど
ろ
い
て
、
散
会
す
る
の
を
つ
ね
と
し
た
。
第
二
学
期
は
こ

の
よ
う
に
す
ぎ
、
第
三
学
期
に
四
名
の
学
生
が
入
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち―

沓
沢
吉
太
郎
、
円
谷
弘
、
林
田
太
平
、
馬
場
剛
な
ど
で
あ
る
。

社
会
と
個
人	

四
月
二
十
七
日	

沓
沢
吉
太
郎

（
ボ
ル
ヰ
ド
ン
氏
の
人
格
発
達
論
の
紹
介
）

戦
争
と
民
主
的
国
家	

五
月
十
八
日	

円
谷
弘

（
ミ
ズ
リ
ー
大
学
教
授
・
ベ
ル
ナ
ル
ド
氏
の “W

ar and D
em

ocratic State” 

と
い
う
論
文
の
紹
介
）

（
大
正
七
年
）

米
田
庄
太
郎
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
講
義
「D

ulkheim

の
社
会
学
」、
講
読 G

iddings

：D
escriptive and historical Sociology. W

undt

：V
ölkerpshchologie

講
義
に
お
い
て
、
米
田
は
道
徳
現
象
・
宗
教
現
象
・
自
殺
等
に
つ
い
て
の
ヂ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
見
解
に
つ
い
て
語
っ
た
。
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（
大
正
八
年
）

米
田
庄
太
郎
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
特
殊
講
義
「
ジ
ン
メ
ル
の
論
文 Skizze einer W

illenstheorie

」
を
用
い
た
。
演
習 B

ücher

：E
ntstehung der V

olksw
irtschaft 

お
よ
び B

aldw
in

：Individual and Society. 

講
読 E

isler

：Soziologie.

法
科
大
学
に
お
い
て―

米
田
庄
太
郎
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
講
義
「
労
働
階
級
の
研
究
」

読
書
会―社

会
政
策
に
就
て	
森
賢
隆

都
市
計
画
の
研
究	
諏
訪
潜

ミ
カ
イ
ド
ロ
ス
キ
ー
の
主
観
的
方
法
論

お
よ
び
そ
の
批
評	

馬
場
剛

我
国
に
於
け
る
資
本
主
義
的
精
神
の
発
達	

円
谷
弘

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
博
士
の
論
文
に
就
て	

村
田
太
平

（
大
正
九
年
）

米
田
庄
太
郎
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
普
通
講
義
「
社
会
学
概
論
」　

二
、
特
殊
講
義
「
近
代
資
本
主
義
の
研
究
」　

二
、
演
習
「
文
芸
批
評
の
社
会
学
研
究
」「
労
働
立
法

の
研
究
」　

一
、
講
読 Sm

all

：T
he M

eaning of Social Science. 

経
済
科
講
読 G

uyot

：Les C
auses et les C

onsequences de 

la guerre.

こ
の
年
、
万
年
講
師
で
あ
っ
た
米
田
は
、
条
件
つ
き
で
教
授
に
就
任
し
た
。
米
田
が
担
当
す
る
“
社
会
学
概
論
”
は
、
独
自
の
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
展
開
し
、
講
義
開

始
以
来
つ
ね
に
聴
講
学
生
二
百
名
（
文
学
部
、
経
済
学
部
、
法
学
部
の
学
生
か
ら
な
る
）
は
大
講
堂
に
あ
ふ
れ
た
と
い
う
。“
特
殊
講
義
”
は
、
ま
ず
近
代
の
資
本
主
義
が
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ど
の
よ
う
な
基
礎
に
お
い
て
発
生
し
、
発
達
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
究
明
し
、
つ
い
で
本
論
に
入
り
、
そ
の
歴
史
的
基
礎
の
章
下
に
お
い
て
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。“
演

習
”
用
の
教
材
と
し
て
は
、Irving B

abitt

：M
asters of M

odern F
rench C

riticism
, C

om
m

ons &
 A

ndrew
s

：Principles of Labour Legislation 

を
も
ち
い
、
毎
回

十
頁
な
い
し
三
十
頁
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
だ
。

本
年
度
は
、
社
会
学
専
攻
の
学
生
が
激
増
し
た
た
め
に
、
ス
モ
ー
ル
の
書
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
、
学
生
全
員
の
手
に
教
科
書
が
わ
た
っ
た
の
で
、
大
速
力
で
同
書
を
読

破
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

読
書
会
お
よ
び
新
会
員
歓
迎
会

利
益
分
配
法
の
根
本
原
理	

九
月
三
十
日	

山
崎
若
太
郎

（
大
正
十
年
度
）

米
田
庄
太
郎
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
普
通
講
義
「
純
正
社
会
学
概
論
」「
人
口
理
論
の
発
達
」、
特
殊
講
義
「
輓
近
の
歴
史
哲
学
」、
演
習 H

obson

：T
he E

volution of 

M
odern C

apitalism
. H

obhouse

：Liberalism
. 

講
読 G

iddings

：T
he Principles of Sociology.

注
・
十
月
中
旬
よ
り
、
第
三
高
等
学
校
教
授
・
十と

時と
き

弥わ
た
るが

あ
ら
た
に
講
師
に
就
任
し
、「
犯
罪
社
会
学
」
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

読
書
会―

　
　
（
五
月
例
会
）

R
.E

.Park

：“Sociology and Social Sciences” 

（T
he A

m
erican Journal of Sociology, Jan. 1921.

）	

久
保
寺
保
久

H
.M

.B
aker

：“T
he C

ount and the D
eligent C

hild” 

（T
he A

m
erican Journal of Sociology, 1920.

）	

伊
藤
典
考

　
　
（
六
月
例
会
）

J.F.Steiner

：“E
ducation for Socialw

orks”

（T
he A

m
erican Journal of Sociology?

）	

三
枝
樹
正
道

E
. R

. G
roves

：“A
 C

ollege Program
 for R

ural Sociology”

（T
he A

m
erican Journal of Sociology?

）	

光
明
正
道
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大
正
十
一
年
と
翌
十
二
年
の
講
義
担
当
者
・
講
義
題
目
・
時
間
数
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

（
大
正
十
三
年
）

米
田
庄
太
郎
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
普
通
講
義
、
純
正
社
会
学
概
論　

二
、
特
殊
講
義
「
社
会
学
方
法
論
の
発
達―

歴
史
的
お
よ
び
批
判
的
考
察
」　

二
、
演
習
「
タ

ル
ド
の
模
倣
の
法
則
」　

二

注
・
米
田
教
授
は
、
大
正
十
四
年
三
月
か
ぎ
り
で
、
故
あ
っ
て
京
大
文
学
部
か
ら
身
を
ひ
い
た
。

（
大
正
十
四
年
）

コ
ク
レ
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
普
通
講
義
（
第
二
学
期
よ
り
）

　
　

〃　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
特
殊
講
義
（
〃
）

藤
井
健
治
郎
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
的
理
想
主
義
の
研
究

レ
ー
デ
ラ
ー
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…D

ie M
ethodenlehre d. Soziologie.

（
も
と
東
大
経
済
学
部
教
授
）

西
田
幾
多
郎
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習 W

eber

：G
esam

m
elte A

ufsätze zur W
issenschaftslehre

注
・
こ
の
年
、
米
田
庄
太
郎
と
高
田
保
馬
は
、「
ド
イ
ツ
社
会
学
会
」（D

eutsche G
esellschaft für Soziologie

）
の
通
信
会
員 K

orrespondierendes  M
itglider 

に

挙
げ
ら
れ
、
両
人
と
も
こ
れ
を
快
諾
し
た
。

（
大
正
十
五
年
）

〔
文
学
部
〕

三
浦
新
七
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
「
文
化
類
型
と
団
体
意
識
」

藤
井
健
治
郎
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
講
読 T

önnies

：G
em

einschaft und G
esellschaft.
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法
科
大
学
に
お
い
て―

河
田
嗣
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
「
社
会
政
策
」

米
田
庄
太
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
講
義
「
社
会
学
」

◦
東
京
高
等
師
範
学
校

大
正
九
年

建
部
遯
吾
？
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
綱
要

大
正
十
四
年

綿
貫
哲
雄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論
、
社
会
学
演
習

大
正
十
五
年

綿
貫
哲
雄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論
、
演
習

◦
東
京
外
国
語
学
校

今
井
時
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論

◦
大
阪
高
等
商
業
学
校

山
口
正
太
郎
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

河
田
嗣
郎
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題
及
社
会
政
策
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ト
ラ
フ
ォ
ー
ド
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題
及
社
会
政
策

財
部
静
治
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
統
計
学

山
本
美
越
乃
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
植
民
政
策
及
農
業
政
策

◦
広
島
高
等
師
範
学
校

新
見
吉
治
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
家
族
制
度
史
、
演
習

岩
井
龍
海
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
最
近
社
会
学
、
演
習 M

aciver

：E
lem

ents of Social Science. D
iehl

：Sozialism
us, K

om
m

unism
us und A

narchism
us.

◦
東
京
高
等
商
業
学
校

同
校
は
校
長
佐
野
善
作
（
一
八
七
三
～
一
九
五
二
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
金
融
学
者
）
の
熱
心
な
る
計
画
の
も
と
に
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
四
月
よ
り
、
そ
の
専
攻

科
の
授
業
科
目
の
な
か
に
“
社
会
学
”（
一
週
二
時
間
）
を
も
う
け
、
東
大
の
建
部
遯
吾
教
授
を
招
い
て
そ
の
任
に
あ
た
ら
せ
、“
社
会
学
原
論
”
を
講
じ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。

（
大
正
七
年
）

建
部
遯
吾
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学　

二

（
大
正
九
年
）

建
部
遯
吾
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
（
斯
学
の
主
要
問
題
に
関
す
る
も
の
）　

二

（
大
正
十
年
）

建
部
遯
吾
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学　

二
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高
田
保
馬
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
、
経
済
学
史

注
・
こ
の
年
、
東
京
商
科
大
学
と
名
称
変
更
す
る
。
従
来
よ
り
の
建
部
講
師
の
ほ
か
、
こ
ん
ど
新
た
に
高
田
保
馬
が
正
教
授
と
し
て
む
か
え
ら
れ
た
。
同
人
は
広
島
高
等

師
範
学
校
を
兼
任
し
た
。
社
会
学
は
、
建
部
と
高
田
と
で
汎
論
と
各
論
と
を
交
互
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
経
済
学
は
福
田
徳
三
（
一
八
七
四
～
一
九
三
○
、
明
治
か
ら
大

正
期
の
経
済
学
者
）
と
の
あ
い
だ
で
、
分
担
も
し
く
は
共
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
大
正
十
四
年
）

建
部
遯
吾
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学　

二

永
江
亨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
度
の
、
私
立
大
学
に
お
け
る
社
会
学
講
義
の
担
当
者
、
題
目
お
よ
び
時
間
数
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦
法
政
大
学

松
本
潤
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論
（
法
文
学
部　

二
、
経
済
学
部　

二
）、
社
会
階
級
研
究
、
演
習 E

. D
urkheim

：D
e la division du travail social.

藤
田
喜
作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
的
国
家
観

蔵
内
数
太
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習 G

. Sim
m

el

：Soziologie, N
. Spykm

an

：T
he Social T

heory of G
.Sim

m
el.

な
お
夜
間
専
門
部
に
新
設
さ
れ
た
社
会
学
の
講
義
は
、
高
山
兼
吉
が
担
当
し
た
。

松
本
潤
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論
（
法
文
学
部　

二
、
経
済
学
部　

二
）、
社
会
学
史
演
習
（
文
学
部　

二
））

戸
田
貞
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
調
査
法
（
法
文
学
部
、
経
済
学
部
共
通　

二
）

桑
田
芳
蔵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理
学
（
法
文
経
共
通
）

大
田
正
孝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
新
聞
研
究

高
山
兼
吉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題
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小
林
輝
次
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策

◦
日
本
大
学

円
谷
弘
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論
、
社
会
政
策
、
卒
業
論
文
指
導
、
演
習 G

iddings

：Studies in the T
heory of H

um
an Society.

銅
直
勇
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
本
社
会
史
、
演
習 D

avis

：Psychological Interpretation of Society.

蔵
内
数
太
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習 G

.Sim
m

el

：Soziologie.

金
杉
恒
弥
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習 B

each

：Introduction to Sociology.

小
林
郁
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
史

渡
辺
徹
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理
学

山
上
昶
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
都
市
計
画

安
井
英
二
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題

森
数
樹
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
統
計

生
江
孝
之
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
事
業

英
義
彦
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
教
育

田
中
□不

明

講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
経
済
心
理
学

◦
日
本
大
学

小
林
郁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
史　

二
、
社
会
学
演
習　

二

松
本
潤
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
思
潮
史　

二

永
井
亨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策
概
説　

二
、
産
業
監
理　

二

本
丸
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
統
計
学　

二

山
上
昶
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
都
市
計
画　

二
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戸
田
貞
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論　

二

森
本
富
士
雄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
労
働
立
法　

二

生
江
孝
之
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
事
業　

二

藤
原
勘
治
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
新
聞
研
究　

二

桑
田
芳
蔵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理
学　

二

大
塚
政
晨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
工
場
監
理　

二
、
広
告
心
理　

二

浜
田
本
悠
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
演
習　

二

斎
藤
晌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
外
国
書
講
読　

二

吉
田
九
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
誌
学
講
読　

二

柳
沢
泰
爾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
外
国
書
講
読　

二

◦
慶
応
義
塾
大
学

加
田
哲
二
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
（
た
だ
し
留
学
中
）

（
経
済
学
部
）

小
泉
信
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
思
想
史

（
文
学
部
）

若
宮
卯
之
助
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

◦
早
稲
田
大
学

関
與
三
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学　

二
（
第
一
学
年
）、
社
会
問
題　

二
、
社
会
学
研
究
（
一
）、
社
会
学
説
（
二
）（
第
三
学
年
）

伊
藤
輔
利
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
研
究
〔
近
代
社
会
学
の
研
究
〕（
第
二
学
年
）　

二

松
田
治
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理
学　

二

二
階
堂
保
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
統
計
学　

二
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大
山
郁
夫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
国
家
学　

二

注
・
同
大
学
に
お
け
る
社
会
学
の
講
義
題
目
お
よ
び
時
間
数
（
各
週
）
は
、「
社
会
哲
学
科
」
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
度
の
、
私
立
大
学
に
お
け
る
社
会
学
講
義
の
担
当
者
、
題
目
お
よ
び
時
間
数
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦
日
本
大
学

円
谷
弘
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論　

二
、
演
習
、
卒
業
論
文
指
導
お
よ
び G

illette

： R
ural Sociology

小
林
郁
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
米
国
社
会
小
史　

一

銅
直
勇
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
史　

一

山
内
得
立
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
思
潮
史　

二

桂
皋
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
労
働
問
題　

二

安
井
英
二
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題　

二

永
井
亨
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策　

二

英
義
彦
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
教
育　

二

森
数
樹
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
統
計　

二

山
上
昶
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
都
市
計
画　

二
、
新
聞
研
究
、
二

大
塚
政
晨
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
広
告
研
究　

二

蔵
内
数
太
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習 G

iddings

：Principles of Sociology　

二

金
杉
恒
弥
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習 V

ierkandt, A

：G
esellschaftslehre　

二

桑
田
芳
蔵
講
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理
学　

二

◦
東
京
女
子
大
学

松
本
潤
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
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戸
田
貞
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題

◦
日
本
女
子
大
学

林
恵
海
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
家
婦
問
題

戸
田
貞
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
防
貧
救
貧
事
業

永
井
亨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策

綿
貫
哲
雄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
産
業
の
発
展
、
社
会
演
習

富
士
川
遊
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
衛
生

生
江
孝
之
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
児
童
保
全
事
業

桑
田
芳
蔵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理

二
階
堂
保
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
統
計
学

◦
東
洋
協
会
大
学

小
林
郁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論　

二

◦
中
央
大
学

大
学
部　

松
本
潤
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論　

二

専
門
部　

小
林
郁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
？

◦
専
修
大
学

大
学
部　

小
林
郁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論　

二

専
門
部　

赤
神
良
譲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
？
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◦
法
政
大
学

松
本
潤
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論　

二
、
特
殊
研
究
（
社
会
学
史
）
二

高
田
博
士
（
保
馬
？
）
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論 

C
ole

： Social T
heory　

二

藤
田
喜
作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
特
殊
研
究　

国
家
論 G

iddings

：R
esponsible State　

二

吉
田
九
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
演
習
（
社
会
発
生
論
）H

artland

：Prim
itive Society　

一

桑
田
芳
蔵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理
学　

二

高
山
兼
吉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題　

二

小
林
輝
次
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策　

二

◦
東
洋
大
学

印
哲
科
教
倫
科　
　

	

社
会
学

文
化
学
科　
　

	

赤
神
良
譲
…
…
…
…

	

近
世
社
会
問
題

社
会
事
業
科	

社
会
学
、
社
会
政
策
、
社
会
問
題

文
化
学
科	

関
栄
吉
…
…
…
…
…
…
社
会
学

	

板
垣
鷹
穂
…
…
…
…
…
歴
史
哲
学

	

杉
村
章
三
…
…
…
…
…
国
家
学

社
会
事
業
科	

小
島
幸
治
…
…
…
…
…
社
会
事
業

◦
早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
部	

杉
森
教
授
…
…
…
…
…
社
会
学

文
学
部	

関
教
授
…
…
…
…
…
…
社
会
学
、
社
会
問
題
、
社
会
学
説

	

伊
藤
講
師
…
…
…
…
…
社
会
学
の
諸
問
題
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渡
利
講
師
…
…
…
…
…
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
の
研
究

◦
立
教
大
学

植
原
悦
二
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

◦
明
治
大
学

大
学
部	

赤
神
良
譲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
思
潮
、
社
会
学
、
社
会
心
理
学

	

田
中
貢
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策

	

小
島
憲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
労
働
問
題
、
社
会
事
業

	

森
山
武
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
労
働
立
法

専
門
部	

蒲
生
俊
文
…
…
…
…
…
…
…
…
…
労
働
問
題
及
労
働
法

	

藤
森
達
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

	

田
中
貢
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
及
労
働
問
題
、
社
会
政
策

	

赤
神
良
譲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

○
関
西
大
学

大
学
部　

岩
崎
卯
一
教
授
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
理　

二

専
門
部　
　
　

〃　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論　

二
、
社
会
政
策

◦
龍
谷
大
学

本
田
弘
人
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
普
通
）
社
会
学
原
論　

二

海
野
幸
徳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策　

二
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二
十
二
鉄
鎧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
特
殊
）
社
会
的
宗
教
批
判
研
究　

二

財
部
静
二
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
統
計
学
概
論　

二

海
野
幸
徳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
事
業
学　

二

◦
同
志
社
大
学

波
多
野
鼎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
、
社
会
問
題

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
度
の
、
私
立
大
学
に
お
け
る
社
会
学
講
義
の
担
当
者
、
題
目
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦
東
京
女
子
大
学

堀
江
帰
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
財
政
学

片
山
哲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
私
法

高
橋
誠
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
経
済
思
想
史

平
貞
蔵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
経
済
政
策

松
本
潤
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
、
社
会
思
想
史

青
木
誠
四
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
心
理
学

南
原
繁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
政
治
学

◦
日
本
女
子
大
学

生
江
孝
之
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
事
業

綿
貫
哲
雄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

富
士
川
遊
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
衛
生

高
橋
誠
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
経
済
学
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桑
田
芳
蔵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理

森
数
樹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
統
計
学

林
恵
海
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
家
族
問
題

佐
藤
寛
次
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
農
村
問
題

永
井
亨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策

戸
田
貞
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
防
貧
救
貧

◦
東
洋
大
学

戸
田
貞
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

藤
田
喜
作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題

服は
っ

部と
り

之し

総そ
う

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策

林
恵
海
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

平
野
長
次
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策

◦
明
治
大
学

田
中
貢
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策
、
商
工
政
策

小
島
憲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
農
働
問
題
、
社
会
事
業
、
植
民
政
策
、
労
働
法

藤
田
喜
作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

大
内
武
次
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
農
業
政
策

栗
原
信
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理
学
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◦
駒
沢
大
学

建
部
遯
吾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
原
論

◦
立
正
大
学

二
子
石
武
喜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論

西
宮
藤
朝
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
思
想
史

北
沢
新
次
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
労
働
経
済
史

生
江
孝
之
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
政
策

桑
田
芳
蔵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理

◦
国
学
院
大
学

〔
大
学
部
お
よ
び
高
等
師
範
部
〕

今
井
時
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
誌
学
、
社
会
学
概
論

◦
立
教
大
学

江
刺
喜
四
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論

◦
同
志
社
大
学

難
波
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学

林
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
問
題



186（103）

社会学伝来考

◦
大
谷
大
学

若
栗
現
昭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
概
論
、
ロ
ッ
ス
の
社
会
学
、
演
習

五
十
嵐
信
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
思
想
史
、
演
習 G

iddings

：Studies in the T
heory of H

um
an Society.

◦
関
西
大
学

岩
崎
卯
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
、
社
会
政
策

◦
関
西
学
院

松
沢
兼
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
統
計
学
、
社
会
政
策
、
演
習

エ
ッ
チ
・
ピ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ス
…
…
…
…
…
社
会
施
設

大
石
兵
太
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
心
理
学

小
松
堅
太
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
学
、
社
会
思
想
史

つ
ぎ
に
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
か
ら
同
十
五
年
（
一
九
二
六
）
ま
で
の
、「
学
界
彙い

報ほ
う

（
報
告
を
あ
つ
め
た
も
の
）」
に
つ
い
て
の
べ
て
お
こ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
正

期
の
日
本
社
会
学
界
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

同
年
十
二
月
六
日
（
土
）
午
後
四
時
半
よ
り
、
東
京
帝
国
大
学
構
内
の
会
議
所
に
お
い
て
、「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
一
回
小
会
が
ひ
ら
か
れ
、
左
記
の
講
師
が
つ
ぎ
の

よ
う
な
講
演
を
し
た
。

支
那
に
関
す
る
社
会
学
的
観
察
…
…
…
…
…
有
賀
長
雄
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独
逸
勃
興
の
由
来
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
政
吉

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

京
都
帝
国
大
学
の
「
社
会
学
会
」
は
、
一
月
十
九
日
午
後
六
時
、
二
月
例
会
を
開
催
し
た
。

分
離
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高
田
保
馬

注
・
こ
れ
は
“
分
離
”
な
る
社
会
現
象
を
反
感
と
反
対
と
に
わ
け
、
第
一
に
反
感
の
原
因
を
三
つ
さ

ぐ
り
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
さ
ら
に
こ
れ
を
三
分
し
、
つ
ぎ
に
反
対
の
原
因
を
説
明
し
、
さ
い
ご
に
“
分
離
”
の
社
会
に
表
現
す
る
形
式
を
、
闘
争
・
戦
争
お
よ
び
競
争
に

わ
け
て
論
じ
た
も
の
ら
し
い
（『
日
本
社
会
学
院
年
報―

第
一
年
第
四
、
五
合
冊
）。

三
月
二
十
日
午
後
七
時
よ
り
三
月
例
会
を
ひ
ら
き
、
米
田
講
師
の
講
演
が
あ
っ
た
。

婦
人
の
貞
操
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
米
田
庄
太
郎

「
潜
龍
会
」（
東
大
社
会
学
研
究
室
同
人
）
は
、
第
六
十
五
例
会
兼
新
人
会
を
、
一
月
二
十
四
日
午
後
五
時
よ
り
神
田
一
橋
学
士
会
仮
事
務
所
第
二
号
室
に
お
い
て
ひ
ら
き
、

午
後
六
時
半
よ
り
左
記
の
演
題
に
つ
い
て
研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

罰
刑
法
制
主
義
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
法
科
大
学

助
教
授
　

牧
野

欧
州
に
於
け
る
国
語
行
政
…
…
…
…
…
…
…
文
科
大
学

助
教
授
　

保
科

第
六
十
六
例
会
は
、
二
月
二
十
五
日
午
後
六
時
よ
り
、
第
二
学
生
集
会
所
第
二
室
で
ひ
ら
か
れ
た
。

東
北
凶
作
地
視
察
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
浦

地
方
経
営
上
の
抱
負
…
…
…
…
…
…
…
…
…
西
田

第
六
十
七
例
会
は
、
遠
足
会
で
あ
っ
た
。
三
月
二
十
一
日
に
東
京
を
発
し
、
久
里
浜
松
輪
を
へ
て
相そ

う

州
し
ゅ
う

三
崎
に
一
泊
し
、
翌
二
十
二
日
は
鹿
島
に
漁
村
を
お
と
ず
れ
、

風
俗
民
情
を
視
察
し
、
午
後
八
時
帰
京
散
会
し
た
。

第
六
十
八
例
会
は
、
五
月
一
日
午
後
五
時
半
か
ら
神
田
一
橋
学
士
会
仮
事
務
所
第
二
号
室
で
ひ
ら
か
れ
、
夕
食
会
の
の
ち
講
演
が
あ
っ
た
。

『日本社会学院年報』（第一年、第四、
五合冊）。〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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各
種
の
形
式
主
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
文
科
大
学

教
授　

	

建
部
遯
吾

朝
鮮
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
京
城
高
等
普
通

学
校
教
諭　

	

高
橋
亨

「
日
本
社
会
学
院
」（
大
正
二
年
［
一
九
一
三
］
建
部
遯
吾
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
）
の
第
一
回
大
会
が
、
大
正
三
年
三
月
八
日
（
日
）
午
前
九
時
よ
り
、
東
京
帝
国
大
学

法
科
大
学
第
三
十
二
番
教
室
で
開
催
さ
れ
、
建
部
遯
吾
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
研
究
報
告
（
題
目
“
婦
人
労
働
問
題
”―

今
井
政
吉
、
阿
部
秀
助
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
午

後
一
時
よ
り
講
演
会
へ
と
移
っ
た
。

国
民
の
頽
廃
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
富
士
川
遊

現
代
社
会
の
害
悪
と
優
生
学
の
効
果
…
…
…
東
京
高
等
師
範

学
校
教
授　
　

	

吉
田
静
致

植
民
地
の
混
血
児
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
早
稲
田
大
学

教
授　
　

	

永
井
柳
太
郎

社
会
学
と
は
如
何
な
る
科
学
な
る
乎
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

名
誉
教
授　

	

加
藤
弘
之

最
近
社
会
運
動
に
於
け
る
革
命
的

傾
向
と
第
五
級
團
の
分
化　
　

…
…
…
…
…
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学

兼
法
科
大
学
講
師　
　

　

米
田
庄
太
郎

人
種
の
衝
突
と
日
本
の
天
職
…
…
…
…
…
…
添
田
壽
一

晩
さ
ん
会
は
、
午
後
六
時
会
議
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
日
の
大
会
は
終
了
し
た
。

京
都
文
科
大
学
社
会
学
会
は
、
五
月
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
法
科
大
学
第
四
教
室
に
お
い
て
公
開
大
会
を
開
催
し
、
午
後
九
時
散
会
し
た
。
当
日
、
左
記
の
よ
う
な
講
演

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

社
会
学
と
現
代
宗
教
学
と
の
交
渉
…
…
…
…
赤
松
智
城

社
会
現
象
と
し
て
の
道
徳
…
…
…
…
…
…
…
藤
井
健
治
郎

社
会
学
の
哲
学
的
基
礎
…
…
…
…
…
…
…
…
谷
本
富

と
め
り

「
潜
龍
会
」
の
第
六
十
九
例
会
は
、
五
月
二
十
九
日
午
後
六
時
よ
り
、
大
学
構
内
第
二
学
生
集
会
所
に
お
い
て
ひ
ら
か

れ
、
左
記
の
よ
う
な
研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

孤
児
院
の
植
民
地
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
西
原
喜
作

ロ
シ
ア
の
経
済
事
情
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
郎

谷本富
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「
日
本
社
会
学
院
」
の
小
会
は
、
六
月
十
六
日
（
火
）
午
後
四
時
半
よ
り
東
京
帝
国
大
学
の
会
議
所
で
ひ
ら
か
れ
、
左
記
の
よ
う
な
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

メ
キ
シ
コ
の
内
乱
に
就
き
て
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学　

法
科
大
学
助
教
授	

吉
野
作
造

植
民
地
の
労
働
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
早
稲
田
大
学

教
授　
　

	

永
井
柳
太
郎

帝
国
国
防
の
標
準
と
其
統
一
…
…
…
…
…
…
衆
議
院
議
員	

片
桐
西
次
郎

日
本
帝
国
食
料
問
題
よ
り
世
界

大
勢
論
に
お
よ
ぶ　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
添
田
壽
一

第
七
十
例
会
は
、
九
月
二
十
五
日
午
後
五
時
半
よ
り
大
学
構
内
山
上
会
議
所
に
お
い
て
開
会
し
、
有
賀
・
小
林
両
講
師
の
帰
朝
お
よ
び
新
入
会
員
の
歓
迎
会
を
か
ね
た
。

中
華
民
国
憲
法
制
定
に
関
す
る
抱
負
…
…
…
有
賀
長
雄

欧
州
留
学
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
林
照
朗

第
七
十
一
例
会
は
、
有
賀
長
雄
の
懇
篤
な
る
招
待
に
よ
り
、
大
正
三
年
秋
十
月
十
七
日
塩
原
の
別
荘
に
遠
足
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
午
前
七
時
、
上
野
駅
を

発
し
、
十
一
時
西
那な

須す

駅
に
着
し
、
の
ち
軽
便
鉄
道
に
の
っ
た
り
、
歩
い
た
り
し
て
有
賀
別
邸
に
む
か
っ
た
。
有
賀
夫
人
に
む
か
え
ら
れ
、
ま
ず
庭
内
で
握
飯
を
た
べ
、
の

ち
一
浴
お
わ
る
と
、
酒
席
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。
林
間
の
紅
葉
を
あ
つ
め
、
そ
れ
を
焚
い
て
酒
を
あ
た
た
め
て
飲
ん
だ
。

翌
十
八
日
は
、
有
賀
の
案
内
に
よ
り
渓
谷
ち
ゅ
う
の
景
勝
め
ぐ
り
を
し
、
正
午
別
荘
の
亭
に
お
い
て
昼
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
の
ち
、
徴
雨
に
う
た
れ
な
が
ら
邸
を
辞

し
、
夜
十
時
上
野
駅
に
お
い
て
散
会
し
た
。

第
七
十
二
例
会
は
、
十
二
月
二
日
午
後
六
時
よ
り
大
学
構
内
第
二
学
生
控
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
学
生
や
院
生
ら
が
研
究
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

都
市
と
児
童
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
渋
谷

欧
州
に
於
け
る
民
主
主
義
…
…
…
…
…
…
…
（
院
生
）
綿
貫
哲
雄

こ
の
あ
と
建
部
教
授
が
批
評
お
よ
び
感
想
を
の
べ
、
十
時
散
会
し
た
。

第
七
十
三
例
会
は
、
十
二
月
十
七
日
忘
年
会
を
か
ね
て
午
後
六
時
よ
り
同
前
の
場
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
西
原
学
生
が
「
建
部
教
授
の
自
由
史
観
に
就
い
て
」
と
題
し
、

教
授
の
お
し
え
を
請
う
た
。
が
、
建
部
は
、
途
中
で
用
事
の
た
め
退
席
し
た
。
そ
の
た
め
日
程
を
変
更
し
て
、
自
由
討
論
に
移
り
、
九
時
半
散
会
し
た
。

「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
二
回
大
会
は
、
十
一
月
一
日
（
日
）
午
前
八
時
半
よ
り
、
東
京
高
等
師
範
学
校
大
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
講
師
・
小
林
照

朗
の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
東
京
高
等
師
範
学
校
長
・
嘉
納
治
五
郎
の
歓
迎
の
辞
の
あ
と
、
研
究
報
告
（
題
目
“
国
民
思
想
動
揺
”
の
原
因―

―

吉
田
静
致
、
藤
井
健
治
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郎
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
午
後
よ
り
講
演
会
へ
と
移
っ
た
。

社
会
の
根
本
的
現
象
…
…
…
…
…
…
…
…
…
慶
応
義
塾
大
学

教
授　
　
　

	

田
中
一
貞

教
育
と
社
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
女
子
師
範

学
校
教
授　
　

	

吉
田
熊
次

予
防
主
義
を
批
判
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
弁
護
士	

大
場
茂
馬

国
民
道
徳
統
一
の
必
要
を
論
ず
…
…
…
…
…
東
京
高
等
師
範

学
校
長　
　
　

	

嘉
納
治
五
郎

帝
国
の
国
是
と
世
界
の
戦
乱
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

文
科
大
学
教
授	

建
部
遯
吾

宗
教
政
策
と
国
民
思
想
の
動
揺
…
…
…
…
…
曹
洞
宗
大
学
学
監

兼
教
授　
　
　

	

大
森
禅
戒

倫
理
の
根
本
問
題
に
関
す
る
疑
問
…
…
…
…
目
白
中
学
校
長	

十
時
弥

人
種
感
情
か
国
民
感
情
か
…
…
…
…
…
…
…
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
、

東
京
帝
国
大
学
講
師　
　
　

　

小
林
照
朗

活
き
た
社
会
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
谷
本
富

国
民
思
想
は
動
揺
せ
り
や
…
…
…
…
…
…
…
三
宅
雄
二
郎

晩
さ
ん
会
は
、
午
後
六
時
半
構
内
茗め

い

渓け
い

会
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
日
の
大
会
は
終
了
し
た
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

「
潜
龍
会
」
の
第
七
十
五
例
会
は
、
二
月
十
八
日
午
後
六
時
よ
り
、
大
学
構
内
第
二
学
生
集
会
所
に
お
い
て
ひ
ら
か

れ
、
左
記
の
よ
う
な
研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

露
国
の
欧
化
主
義
と
国
粋
主
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
朗

新
聞
紙
上
に
現
は
れ
た
る
広
告
に
就
い
て
…
（
学
生
）
志
賀
志
那

第
七
十
六
例
会
は
、
三
月
九
日
建
部
教
授
の
青チ

ン

島タ
オ

旅
行
送
別
の
意
を
か
ね
て
ひ
ら
か
れ
た
。
建
部
は
各
発
表
に
縦
横

に
批
評
を
く
わ
え
、
十
時
散
会
し
た
。

文
明
に
関
す
る
雑
感
講
話
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
朗

「日本学院」の第２回大会における講演会。
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批
評
の
根
底
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
西
原
喜
作

都
市
教
会
と
慈
善
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岩
井
龍
海

第
七
十
七
例
会
は
、
四
月
二
十
一
日
午
後
六
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
建
部
と
そ
の
同
行
者
に
よ
る
帰
朝
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
時
散
会
し
た
。

東
洋
の
大
勢
と
青チ

ン

島タ
オ

の
運
命
…
…
…
…
…
…
建
部
遯
吾

青
島
お
よ
び
支
那
社
会
に
つ
い
て
の

観
察
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
葛
西
又
次
郎

「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
三
回
大
会
は
、
十
月
十
日
（
日
）
午
前
八
時
半
よ
り
、
東
京
高
等
商
業
学
校
大
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
早
稲
田
大
学
教
授
・
田
中
穂
積

の
開
会
の
辞
、
東
京
高
等
商
業
学
校
長
・
佐
野
善
作
の
歓
迎
の
辞
の
あ
と
、
研
究
報
告
（
題
目
“
人
口
問
題
”―

建
部
遯
吾
、
高
野
岩
三
郎
、
永
井
潜
）
が
お
こ
な
わ
れ
、

午
後
よ
り
講
演
会
へ
と
移
っ
た
。

人
口
問
題
に
於
け
る
宗
教
的
解
決
…
…
…
…
宗
教
大
学

教
授　

	

渡
辺
海
旭

所
謂
独
逸
文
化
宣
伝
策
の
主
張
の
批
判
…
…
早
稲
田
大
学

教
授　
　

	

大
山
郁
夫

社
会
病
理
学
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
高
等
商
業

学
校
教
授　

	

志
田
鉀
太
郎

貧
乏
は
根
絶
し
得
べ
き
や
…
…
…
…
…
…
…
阪
谷
芳
郎

晩
さ
ん
会
は
、
午
後
六
時
か
ら
神
田
一
ッ
橋
学
士
会
事
務
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
日
の
大
会
は
終
了
し
た
。

第
七
十
八
例
会
は
、
五
月
十
二
日
午
後
五
時
よ
り
大
学
構
内
第
二
学
生
集
会
所
（
控
室
）
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
各
発
表
の
あ
と
、
建
部
幹
事
の
批
評
が
あ
り
、
十
時
散

会
し
た
。共

済
組
合
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
亀
田
豊
治
朗

北
越
講
演
旅
行
所
感
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
郎

第
七
十
九
例
会
は
、
六
月
二
十
一
日
午
後
六
時
よ
り
同
前
の
場
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
各
発
表
の
あ
と
、
今
井
、
綿
貫
、
藤
田
に
つ
づ
い
て
、
建
部
教
授
の
批
評
が
あ

り
、
十
時
散
会
し
た
。

原
始
婚
姻
に
就
い
て
講
述
を
補
ふ
…
…
…
…
建
部
教
授
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欧
州
遊
学
雜
感
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上
西

第
八
十
例
会
は
、
本
学
年
度
最
初
の
会
で
あ
り
、
九
月
二
十
八
日
午
後
六
時
よ
り
同
前
の
場
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
各
発
表
の
あ
と
、
藤
田
、
建
部
教
授
の
批
評
が
あ

り
、
十
時
散
会
し
た
。

労
働
者
待
遇
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
学
生
）
志
賀

道
徳
的
情
緒
の
特
質
に
就
て
…
…
…
…
…
…
綿
貫
哲
雄

第
八
十
一
例
会
は
、
十
一
月
二
十
六
日
午
後
五
時
半
よ
り
同
前
の
場
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
各
発
表
の
あ
と
談
話
が
あ
り
、
十
時
散
会
し
た
。

大
典
期
旅
行
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
建
部
教
授

支
那
旅
行
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
学
生
）
朱
章
宝

第
八
十
二
例
会
は
、
十
二
月
六
日
午
後
六
時
よ
り
同
前
の
場
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
各
発
表
の
あ
と
談
話
が
あ
り
、
十
時
散
会
し
た
。

露
西
亜
の
教
育
制
度
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
朗

教
育
振
興
の
御
沙
汰
を
拝
読
し
て
…
…
…
…
建
部
教
授

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

第
八
十
三
例
会
は
、
新
年
会
を
か
ね
て
一
月
十
九
日
午
後
五
時
か
ら
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
五
時
半
食
卓
を
ひ
ら
い
て
祝
杯
を
あ
げ
た
。
六
時
半
、
研
究
発
表
・

講
演
に
移
っ
た
。
の
ち
各
講
師
に
質
問
や
弁
難
の
矢
を
は
な
ち
、
ま
た
建
部
教
授
の
批
評
が
あ
っ
た
り
し
、
十
時
散
会
し
た
。

我
国
現
代
教
育
界
に
対
す
る
疑
点
…
…
…
…
小
林
照
朗
講
師

予
が
日
英
関
係
観
に
対
す
る

内
外
物
議
の
沸
騰　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
建
部
教
授

第
八
十
九
例
会
は
、
九
月
十
九
日
例
刻
よ
り
新
入
会
員
（
八
名
）
の
歓
迎
会
を
か
ね
て
例
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
小
林
・
建
部
・
高
山
ら
の
夏
休
み
中
の
旅
行
談
が
あ

り
、
十
時
散
会
し
た
。



（110）179

第
九
十
例
会
は
、
十
月
十
六
日
例
刻
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
あ
と
、
例
に
よ
っ
て
批
評
・
論
評
が
あ
り
、
十
時
散
会
し
た
。

土
地
所
有
の
起
原
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
西
田
己
四
郎

「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
四
回
大
会
は
、
十
月
二
十
九
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
、
早
稲
田
大
学
大
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
建
部
遯
吾
の
開
会
の
辞
の
の
ち
、
研
究

報
告
（
題
目
“
戦
後
教
育
の
根
本
方
針
”―

下
田
次
郎
、
小
西
重
直
、
平
沼
淑
郎
、
諸
橋
轍
次
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
午
後
よ
り
講
演
会
へ
と
移
っ
た
。

哲
人
主
義
の
政
治
教
育
…
…
…
…
…
…
…
…
早
稲
田
大
学

講
師　
　

	

北
昤
吉

我
国
教
育
の
根
本
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
慶
応
義
塾
大
学

教
授　
　
　

	

川
合
貞
一

軍
隊
教
育
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
教
育
総
督
部
本
部
長

陸
軍
中
将　
　
　

	

山
梨
半
造

医
学
教
育
の
統
一
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学
医
科

大
学
教
授　
　
　

	

入
沢
達
吉

戦
後
の
商
業
教
育
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
高
等
商
業

学
校
長　
　

	

佐
野
善
作

晩
さ
ん
会
は
、
午
後
六
時
半
よ
り
早
稲
田
大
学
恩
賜
館
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
日
の
大
会
は
終
了
し
た
。

第
九
十
一
例
会
は
、
十
一
月
七
日
午
後
六
時
か
ら
例
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
各
研
究
発
表
の
の
ち
批
評
や
弁
難
が
あ
り
、
い
つ
も
の
よ
う
に
十
時
に
散
会
し
た
。

日
本
我
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
学
生
）
前
田
一

形
式
政
治
と
実
質
政
治
…
…
…
…
…
…
…
…
建
部
教
授

第
九
十
二
例
会
は
、
学
生
の
発
起
に
よ
り
十
一
月
十
九
日
郊
外
散
策
会
と
な
っ
た
。
午
前
九
時
赤
羽
駅
前
に
集
合
し
、
蕨

わ
ら
び

、
浦
和
を
へ
て
大
田
窪
に
い
た
り
、
川
魚
の
名

物
に
舌
づ
つ
み
を
う
ち
、
数
杯
の
ビ
ー
ル
に
陶
然
の
酔
を
買
い
、
一
日
の
秋
遊
を
お
え
て
、
八
時
帰
路
に
つ
い
た
。

第
九
十
三
例
会
は
、
十
一
月
二
十
九
日
午
後
六
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
あ
と
、
講
演
者
に
た
い
し
て
論ろ

ん

駁ぱ
く

応
酬
が
あ
り
、
十
時
よ
う
や
く
解

散
し
た
。現

代
社
会
問
題
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
若
栗
現
昭

研
究
対
象
と
し
て
の
現
代
日
本
の
社
会
…
…
…
…
…
…
綿
貫
哲
夫

第
九
十
四
例
会
は
、
十
二
月
十
九
日
午
後
五
時
半
よ
り
前
回
の
場
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
た
が
、
幹
事
の
建
部
教
授
が
病
気
の
た
め
欠
席
し
た
こ
と
に
よ
り
日
程
を
変
更

し
、
今
回
は
忘
年
会
の
意
味
で
自
由
談
話
を
お
こ
な
い
、
九
時
散
会
し
た
。
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大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

第
九
十
五
例
会
は
、
一
月
二
十
四
日
午
後
五
時
半
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
新
年
会
と
三
浦
助
手
（
一
昨
年
、
鉄
道
院
保
建
課
に
転
任
）
と
高
橋
助
手
（
後

任
）
の
送
迎
を
か
ね
て
ひ
ら
き
、
ま
た
綿
貫
・
藤
田
ら
の
講
演
（
題
は
不
明
）
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
参
加
者
二
十
三
名
、
九
時
半
散
会
し
た
。

第
九
十
六
例
会
は
、
二
月
二
十
日
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
学
生
の
発
表
や
今
井
時
朗
の
ロ
シ
ア
に
関
す
る
研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
ち
、
十

時
散
会
し
た
。

第
九
十
七
例
会
は
、
三
月
十
二
日
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
今
井
の
ロ
シ
ア
留
学
の
送
別
会
を
か
ね
て
い
た
。
ま
た
研
究
発
表
は
、
左

記
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

社
会
の
目
的
と
人
世
の
理
想
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
土
生
秀
穂

社
会
観
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
遠
山
鎧
治

時
弊
（
そ
の
時
代
の
悪
習
）
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
藤
田
喜
作

第
九
十
八
例
会
は
、
四
月
二
十
日
午
後
六
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
各
研
究
発
表
の
ち
、
批
評
や
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
十
時
散
会
し
た
。

上
代
理
想
社
会
の
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
赤
神
良
譲

社
会
勢
力
の
生
成
と
変
遷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
藤
田
喜
作

藤
田
の
発
表
は
、
社
会
勢
力
の
性
質
、
そ
の
政
治
と
の
関
係
を
論
じ
、
さ
ら
に
我
が
国
古
来
の
社
会
勢
力
と
い
う
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
を
概
観
し
、
現
今
の

民
本
主
義
に
対
す
る
政
治
家
の
態
度
の
重
要
な
る
を
の
べ
た
も
の
（『
日
本
社
会
学
院
年
報
』
第
四
年
、
第
三
、
四
、
五
合
冊
、
六
五
○
頁
）。

第
九
十
九
例
会
は
、
五
月
六
日
郊
外
散
策
と
し
、
一
行
は
江
戸
川
を
渡
っ
て
里
見
の
城
跡
に
午
さ
ん
を
摂
り
、
葉
桜
の
も
と
江
戸
川
堤
を
柴
又
に
む
か
い
、
帝た

い

釈
し
ゃ
く

天て
ん

に

参
拝
し
、
午
後
五
時―

料
亭
「
川か

わ

甚じ
ん

」
に
至
っ
た
。
建
部
教
授
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
和
親
の
会
合
と
な
り
、
十
時
す
ぎ
帰
路
に
つ
く
。

第
百
例
会
は
、
六
月
二
十
日
午
後
六
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
学
生
の
研
究
発
表
の
の
ち
、
建
部
教
授
は
第
百
例
会
に
さ
い
し
て
、
本
会
成
立
当
時
の
回
想

を
の
べ
、
十
時
散
会
し
た
。
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支
那
現
下
の
状
態
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
黄

第
百
一
例
会
は
、
九
月
十
九
日
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
当
日
は
新
人
学
生
会
員
の
歓
迎
会
と
建
部
教
授
の
朝
鮮
・
満
州
出
張
送
別
会
を
か
ね
た
も

の
で
あ
っ
た
。
一
同
五
時
半
に
食
卓
に
つ
く
と
、
建
部
幹
事
よ
り
新
人
会
員
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
談
話
の
の
ち
、
九
時
半
散
会
。

第
百
二
例
会
は
、
十
月
十
日
午
後
六
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
亀
田
講
師
の
研
究
発
表
の
あ
と
、
藤
田
の
批
評
が
あ
り
、
九
時
散
会
し
た
。

貧
乏
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
亀
田
豊
治
朗
講
師

注
・
こ
れ
は
貧
乏
の
意
義
、
原
因
、
防
止
策
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
亀
田
が
得
意
と
す
る
労
働
保
険
論
を
ふ
り
ま
わ
し
て
論
及
し
た
も
の
。

「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
五
回
大
会
は
、
十
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
八
時
半
よ
り
、
京
都
帝
国
大
学
大
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
・

藤
井
健
治
郎
の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
同
大
学
総
長
・
荒
木
寅
三
郎
、
市
長
、
府
知
事
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
研
究
報
告
（
題
目
“
人
種
競
走
”―

米
田

庄
太
郎
、
新
見
吉
治
、
今
井
新
吉
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
午
後
よ
り
講
演
会
へ
と
移
っ
た
。

国
民
的
理
想
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
五
高
等
学
校

教
授　
　
　

	

江
部
淳
天

我
国
経
済
上
に
於
け
る
女
子
の
地
位
…
…
…
神
戸
高
等
商
業
学
校

教
授　
　
　
　
　

	

津
村
秀
松

世
界
戦
乱
と
平
和
運
動
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学
文
科

大
学
教
授　
　
　
　

	

建
部
遯
吾

民
族
と
国
民
と
世
界
文
化
…
…
…
…
…
…
…
京
都
帝
国
大
学
文
科

大
学
教
授　
　
　

	
坂
口
昴

日
米
関
係
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
京
都
帝
国
大
学
法
科

大
学
長　
　
　
　

	
神
戸
正
雄

都
市
計
画
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
阪
市
助
役	

関
一

晩
さ
ん
会
は
、
午
後
七
時
よ
り
大
学
構
内
の
学
生
集
会
場
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
日
の
大
会
は
終
了
し
た
。

「
潜
龍
会
」
の
第
百
三
例
会
は
、
十
一
月
十
一
日
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
新
帰
朝
者
の
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
時
散
会
し
た
。

露
西
亜
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
政
吉

注
・
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の
最
近
の
変
動
、
ロ
シ
ア
の
財
政
上
の
窮
状
、
ロ
シ
ア
人
の
民
族
心
理
を
史
観
的
に
の
べ
た
も
の
。

鮮
満
視
察
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
建
部
教
授

第
百
四
例
会
（
月
日
は
不
明
）
は
、
午
後
五
時
か
ら
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
東
京
日
々
新
聞
の
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
と
し
て
渡
欧
す
る
米
谷
吉
次
郎
の
送
別
会
と
、
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研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
ち
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、
十
時
散
会
し
た
。

ノ
ル
マ
ン
エ
ン
ヂ
エ
リ
ズ
ム
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
松
本
潤
一
郎

遊
女
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
原

石
原
の
発
表
は
、
遊
女
の
名
称
論
、
お
よ
び
外
国
に
お
け
る
起
原
発
達
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
。
そ
の
軽
妙
な
る
叙
述
方
法
は
、
一
同
の
注
意
を
う
な
が
し
た
と
い
う
。

第
百
五
例
会
は
、
十
二
月
十
九
日
午
後
五
時
半
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
あ
と
、
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
時
散
会
し
た
。

生
活
の
進
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
学
生
）
村
山
智
順

食
糧
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
戸
田
貞
三

　
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

第
百
六
例
会
は
、
一
月
二
十
九
日
午
後
五
時
半
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
あ
と
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
時
散
会
し
た
。

真
言
宗
の
社
会
的
特
色
…
…
…
…
…
…
…
…
川
井
精
春

注
・
こ
れ
は
そ
の
歴
史
的
由
来
と
、
同
宗
が
将
来
ど
の
よ
う
に
社
会
的
価
値
を
も
と
め
て
ゆ
く
か
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
。

我わ
が

予よ

言げ
ん

ま
た
適
中
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
建
部
教
授

注
・
い
ま
の
ド
イ
ツ
や
ロ
シ
ア
の
形
勢
は
、
大
正
三
年
秋
に
す
で
に
予
言
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
講
話
。

第
百
七
例
会
は
、
二
月
十
九
日
午
後
五
時
半
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
あ
と
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
時
解
散
し
た
。

露
国
の
社
会
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
山
良
継

注
・
こ
れ
は
桑
田
著
『
最
近
欧
州
の
社
会
問
題
』
の
な
か
の
一
部
を
紹
介
し
、
か
つ
批
評
し
た
も
の
。

宗
教
の
社
会
的
職
能
に
就
て
…
…
…
…
…
…
戸
田
貞
三

第
百
八
例
会
は
、
三
月
十
九
日
午
後
五
時
半
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
あ
と
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
時
解
散
し
た
。
こ
の
日
、
二
人
の
発

表
者
は
語
る
べ
き
材
料
す
こ
ぶ
る
多
く
、
時
間
不
足
の
た
め
、
わ
ず
か
に
一
端
だ
け
に
と
ど
め
た
。
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新
自
然
法
説
と
行
動
能
力
…
…
…
…
…
…
…
二
子
石
武
喜

戦
後
の
経
済
的
社
会
問
題
…
…
…
…
…
…
…
藤
田
喜
作

「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
六
回
大
会
は
、
十
月
二
十
七
日
（
日
）
午
前
八
時
半
よ
り
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
第
三
十
二
番
教
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
同
大
学
文
科

大
学
長
・
上
田
万か

ず

年と
し

の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
研
究
報
告
（
題
目
“
戦
争
と
文
化
”―

高
田
保
馬
、
山
内
雄
太
郎
、
椎
尾
弁
匤
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
午
後
よ
り
講
演
会

へ
と
移
っ
た
。

社
会
学
の
応
用
方
面
に
就
て
…
…
…
…
…
…
東
京
女
子
高
等
師
範

学
校
教
授　
　
　

	

小
林
照
朗

貧
乏
の
原
因
及

お
よ
び

其そ
の

救
済
…
…
…
…
…
…
…
早
稲
田
大
学

教
授　
　

	

北
沢
新
次
郎

政
党
の
闘
争
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
京
都
帝
国
大
学

教
授　
　
　

	

佐
藤
丑
次
郎

欧
州
現
代
文
明
の
弱
点
…
…
…
…
…
…
…
…
早
稲
田
大
学

総
長　
　

	

大
隈
重
信

戦
争
と
文
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
海
軍
主
計

総
監　

	

宇
都
宮
鼎

戦
争
と
国
家
組
織
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
陸
軍
中
将	

佐
藤
剛
次
郎

第
百
十
五
例
会
は
、
十
二
月
十
七
日
午
後
五
時
半
か
ら
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
の
ち
質
疑
応
答
が
あ
り
、
十
時
開
散
し
た
。

仏
教
の
社
会
観
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岩
井

学
者
の
事じ

大だ
い

的て
き

態
度
…
…
…
…
…
…
…
…
…
建
部
教
授

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

第
百
十
六
例
会
は
、
一
月
三
十
日
午
後
五
時
半
か
ら
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
の
ち
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、
十
時
開
散
し
た
。

温
情
主
義
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
戸
田
貞
三

国
民
道
徳
の
教
授
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
江
部

第
百
十
七
例
会
は
、
二
月
二
十
五
日
亀
田
豊
治
郎
講
師
の
学
位
受
領
祝
賀
会
を
か
ね
て
お
り
、
食
卓
を
と
も
に
し
、
歓
談
の
の
ち
研
究
発
表
を
お
こ
な
い
、
十
時
散
会
し
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た
。

細
民
生
活
の
調
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
永
栄

注
・
発
表
者
は
昨
年
の
冬
、
救
世
軍
と
と
も
に
東
京
市
内
の
細
民
（
貧
民
）
窟
を
お
と
ず
れ
た
。
そ
の
と
き
の
体
験
を
ふ
ま
え
、
今
回
細
民
と
な
っ
た
原
因
や
経
路
に
つ

い
て
く
わ
し
く
語
っ
た
。
し
か
し
、
二
三
者
の
感
想
に
よ
っ
て
説
述
す
る
こ
と
の
危
険
に
つ
い
て
、
聴
衆
の
な
か
か
ら
、
批
判
が
で
た
。
そ
の
発
表
は
、
確
実
な
る
資
料

（
統
計
）
に
も
と
づ
い
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
統
計
の
し
め
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
細
民
と
な
る
主
な
る
原
因
は
、
疾し

っ

病ぺ
い

（
病
気
）
と
老
衰
で
あ
る
。

人
口
移
動
の
一
行
相
に
於
け
る

動
揺
因
と
集
中
因　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
大
場
実
治

第
百
十
八
例
会
は
、
三
月
十
六
日
（
日
）“
予よ

餞せ
ん

会か
い

”（
卒
業
の
ま
え
に
お
こ
な
う
送
別
会
）
を
か
ね
、
郊
外
散
策
と
し
た
。
両
国
駅
よ
り
午
前
十
時
五
十
分
発
の
列
車
に

の
り
幕
張
に
い
た
り
、
そ
れ
よ
り
稲い

な

毛げ

（
千
葉
市
西
部
）
に
む
か
っ
た
。
稲
毛
海
岸
の
「
海
気
館
」
に
着
し
、
午
後
二
時
よ
り
眺
望
絶
佳
な
る
大
広
間
に
お
い
て
宴
会
が
は

じ
ま
っ
た
。
卒
業
予
定
者
の
謝
辞
、
建
部
教
授
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
暮
色
よ
う
や
く
迫
る
こ
ろ
、
一
同
帰
路
に
つ
い
た
。

第
百
十
九
例
会
は
、
三
月
十
八
日
前
同
所
に
お
い
て
、
二
時
間
半
に
わ
た
っ
て
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

高
田
文
学
士
の
『
社
会
学
原
理
』
を

読
み
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
二
子
石
武
喜

注
・
高
田
の
学
説
を
批
判
す
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
師
で
あ
る
米
田
庄
太
郎
の
学
説
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
。

第
百
二
十
例
会
は
、
四
月
二
十
三
日
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
左
記
の
よ
う
な
研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

現
代
生
活
の
弱
点
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土
生
秀
穂

男
女
闘
争
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
林
照
朗

第
百
二
十
一
例
会
（
月
日
は
不
明
）
は
、
前
同
所
に
お
い
て
午
後
六
時
か
ら
、
随
意
会
食
の
食
卓
を
ひ
ら
き
、
ま
た
研
究
発
表
の
あ
と
、
建
部
教
授
の
批
評
、
同
人
と
の

歓
談
が
あ
り
、
十
時
散
会
し
た
。

経
済
学
の
問
題
と
社
会
学
の
問
題
…
…
…
…
田
辺
壽
利

戦
時
ち
ゅ
う
独
艇
の
ば
っ
こ
す
る
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イ
ン
ド
大
西
洋
を
経
て
の
旅
行
談
…
…
…
…
米
谷

第
百
二
十
二
例
会
は
、
六
月
二
十
七
日
東
京
府
視
学
よ
り
新
潟
高
等
学
校
教
授
に
栄
転
す
る
会
員
・
十
倉
精
一
の
送
別
会
を
か
ね
て
、
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
六

時
半
よ
り
研
究
発
表
が
あ
り
、
の
ち
建
部
の
批
評
が
あ
り
、
雑
談
に
入
っ
た
の
ち
十
時
散
会
し
た
。

愛
知
縣
村
落
生
活
視
察
談
…
…
…
…
…
…
…（
中
華
民
国
留
学
生
）
黄
鏞

東
京
府
の
教
育
の
実
際
に
就
い
て
…
…
…
…
十
倉
精
一

第
百
二
十
三
例
会
は
、
十
月
六
日
午
後
五
時
よ
り
新
入
生
の
歓
迎
会
を
か
ね
て
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
会
食
の
あ
と
建
部
教
授
の
歓
迎
の
辞
と
潜
龍
会
の
主
旨
大

綱
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
新
入
生
の
自
己
紹
介
が
お
こ
な
わ
れ
た
あ
と
、
建
部
は
講
演
旅
行
（
東
北
〜
関
西
に
お
よ
ぶ
）
の
状
況
に
つ
い
て
の
べ
た
。
の
ち
雑

談
に
う
つ
り
、
午
後
十
時
散
会
。

「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
七
回
大
会
は
、
十
一
月
二
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
、
仙
台
市
第
二
高
等
学
校
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
第
二
高
等
学
校
長
・
武
藤
虎
太

の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
東
北
帝
国
大
学
総
長
、
宮
城
県
知
事
、
仙
台
市
長
ら
の
歓
迎
の
辞
が
あ
り
、
つ
い
で
研
究
報
告
（
題
目
“
国
民
保
健
問
題
”―

山
内
雄
太
郎
、
木

村
男
也
、
長
谷
部
言
人
、
遠
山
郁
三
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
午
後
一
時
す
ぎ
よ
り
講
演
会
へ
と
移
っ
た
。

我
国
に
於
け
る
精
神
病
者
の
現
況
…
…
…
…
新
潟
医
学
専
門

学
校
教
授　

	

中
村
隆
治

人
種
の
保
健
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

講
師　
　
　

	
亀
田
豊
治
朗

禁
酒
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
内
務
書
記
官	

田
子
一
民

国
民
保
健
の
六
大
条
件
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

教
授　
　
　

	

建
部
遯
吾

晩
さ
ん
会
は
、
午
後
六
時
よ
り
仙
台
市
内
の
「
弥
生
軒
」
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
日
の
大
会
は
終
了
し
た
。

第
百
二
十
四
例
会
は
、
十
一
月
十
八
日
午
後
五
時
半
よ
り
、
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
あ
と
、
建
部
教
授
の
批
評
が
あ
り
、
十
時
散
会
し
た
。

仏
教
に
現
れ
た
る
道
徳
思
想
の

実
理
的
批
判
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
原
恵
海

所
感
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
院
生
）
若
栗
現
昭

注
・
若
栗
の
発
表
は
、
大
学
院
に
お
い
て
研
究
す
べ
き
社
会
学
史
の
研
究
計
画
で
あ
る
。
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第
百
二
十
五
例
会
は
、
十
二
月
十
一
日
午
後
五
時
半
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
あ
と
、
建
部
教
授
の
批
評
が
あ
っ
た
。

近
代
文
学
に
現
れ
た
る
婦
人
問
題
…
…
…
…
松
坂
達
雄

貧
の
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
畑
道
雄

注
・
畑
の
発
表
は
、“
貧
”
と
は
な
に
か
。
貧
乏
の
意
義
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
数
多
の
統
計
表
を
か
か
げ
、
あ
る
い
は
十
数
葉
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
席
者
に
く

ば
っ
て
説
明
し
た
も
の
。

大
正
九
年
（
一
九
二
○
）

同
年
春
、
日
本
大
学
は
“
社
会
科
大
学
”（
夜
間
）
を
開
設
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
社
会
学
史
上
ま
さ
に
特
記
す
べ
き
事
項
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た
に
同
大
学
が
「
社
会

科
」
を
開
設
し
た
趣
意
は
、「
現
代
ニ
於
ケ
ル
諸
般
ノ
社
会
問
題
ヲ
解
決
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
知
識
ヲ
涵か

ん

養よ
う

ス
ル
ト
共
ニ　

思
想
界
ノ
嚮

き
ょ
う

導ど
う

（
道
案
内
人
）
ニ
裨ひ

補ほ

シ　

以
テ

我わ
が

邦く
に

文
化
ノ
向
上
ニ
寄き

與よ

ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
本
大
学
ハ　

卒
先
シ
テ
社
会
科
ヲ
新
設
シ
…
…
各
種
社
会
問
題
ノ
根
本
原
理
ニ
就
キ

徹
底
シ
タ
ル
教
育
ヲ
施
シ　

以
テ
新
時
代
有
為
ノ
人
材
ヲ
養
成
シ　

併
あ
わ
せ

テ
社
会
制
度
ノ
実
ヲ
擧あ

ケ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」
と
抱
負
を
か
た
っ
て
い
る
。

開
設
年
度
の
講
義
科
目
と
担
当
講
師
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

社
会
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
遠
藤
隆
吉	

社
会
心
理
学
…
…
…
…
…
…
…
…
山
田
珠
樹

輓
近
社
会
思
想
…（
一
、
二
学
期
）杉
森
孝
次
郎	
植
民
政
策
…
…
…
…
…
…
…
…
…
平
元
兵
吾

同
…
…
…
…
…
…
…
…（
三
学
期
）児
玉
達
童	

西
洋
哲
学
史
…
…
…
…（
一
学
期
）四
宮
兼
之

社
会
政
策
…
…
…
…
…
…
…
…
…
円
谷
弘	

同
…
…
…
…
…
…（
二
、
三
学
期
）出
隆

社
会
問
題
研
究
…
…
…
…
…
…
…
大
場
実
治	

心
理
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
渡
辺
徹

倫
理
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
々
木
英
夫	

経
済
原
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
藤
井
英
信

社
会
史
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
隋
円	

憲
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
森
徳
次
郎

民
法
総
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
島
毅	

刑
法
統
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
岡
万
之
助

こ
の
夜
間
大
学
の
学
生
数
は
、
男
女
あ
わ
せ
て
三
百
名
を
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
学
生
の
相
互
研
究
の
機
関
と
し
て
、
円
谷
弘
教
授
の
指
導
の
も
と
に
「
日
本
大
学
社
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会
学
会
」
な
る
も
の
が
設
立
さ
れ
、
講
演
会
が
催
さ
れ
、
か
つ
機
関
誌
も
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
年
開
催
さ
れ
た
公
開
講
演
会
に
お
け
る
講
題
と
講
師
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回　
　

六
月
二
十
七
日

ロ
シ
ア
人
の
友
愛
性
と
惨
虐
性
…
…
…
…
…
大お

お

庭ば

柯か

公こ
う（
34
）

農
村
社
会
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
林
郁

か
お
る

民
衆
芸
術
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
江
口
渙

き
よ
し

所
感
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
遠
藤
隆
吉

同
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
円
谷
弘

第
二
回　
　

十
月
十
七
日

加
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）

洲
に
於
け
る
排
日
問
題
…
…
…
…
…
…
…
平
元
兵
吾

没
批
判
よ
り
批
判
へ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
田
中
孝
子

文
学
に
現
は
れ
た
る
ロ
シ
ア
思
想
…
…
…
…
昇
曙
夢

社
会
生
活
の
頽
廃
と
そ
の
更
正
…
…
…
…
…
大
山
郁
夫

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
依
る
露
軍
の
解
体
…
…
…
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ユ
ー
シ
ャ

プ
ラ
ト
ー
ン
と
現
代
哲
学
…
…
…
…
…
…
…
鹿
子
木
員
信

こ
の
よ
う
に
講
義
を
担
当
し
た
講
師
に
せ
よ
、
講
演
者
に
せ
よ
、
当
時
名
の
知
ら
れ
た
著
名
人
を
あ
つ
め
た
こ
と
が
わ
か
り
、
大
学
当
局
の
力
の
入
れ
か
た
が
知
ら
れ
る
。

「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
八
回
大
会
は
、
十
一
月
十
四
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
東
京
高
等
師
範
学
校
大
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
東
京
高
等
師
範
学
校
長
・
三
宅
米

吉
の
歓
迎
の
辞
の
あ
と
、
研
究
報
告
（
題
目
“
教
政
問
題
”―

小
林
照
朗
、
林
博
太
郎
、
塚
原
政
次
、
江
部
渟
夫
、
十
倉
精
一
、
佐
々
木
吉
三
郎
、
今
井
時
郎
）
が
お
こ

な
わ
れ
、
午
後
よ
り
講
演
会
へ
と
移
っ
た
。

米
国
に
於
け
る
法
学
教
育
の
現
況
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

助
教
授　
　

	

高
柳
賢
三

実
業
補
習
教
育
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
京
都
帝
国
大
学

教
授　
　
　

	

青
柳
栄
司

大庭村公



170（119）

社会学伝来考

欧
州
戦
後
の
社
会
観
一
班
…
…
…
…
…
…
…
海
軍
主
計
少
将	

宮
都
宮
鼎

教
育
費
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貴
族
院
議
員　

帝
国
教
育
会
長	

柳
沢
政
太
郎

晩
さ
ん
会
は
、
午
後
六
時
半
よ
り
構
内
会
議
室
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
日
の
大
会
は
終
了
し
た
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

第
百
三
十
六
例
会
は
、
六
月
七
日
午
後
六
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
講
演
や
潜
龍
会
の
意
義
、
所
感
な
ど
の
表
明
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

社
会
学
説
の
異
同
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…（
学
生
）
古
坂
明
詮

注
・
こ
れ
は
二
時
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
講
演
で
あ
り
、
学
説
の
異
同
の
個
人
的
社
会
的
影
響
、
過
去
の
社
会
学
説
お
よ
び
社
会
学
者
、
分
派
の
理
由
（
対
象
、

現
象
、
理
法
、
進
化
）、
結
論
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
。

潜
龍
会
の
意
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
建
部
教
授

建
部
い
わ
く
。「
先
輩
、
後
輩
一
堂
に
会
し
て
研
鑽
す
る
こ
と
、
後
輩
は
先
輩
の
知
遇
を
得
べ
き
機
会
た
る
こ
と
の
二
点
に
お
い
て
、
学
問
上
自
個
発
展
上
有
意
義
な
る

こ
と
む
し
ろ
講
壇
の
学
問
に
ま
さ
る
あ
る
も
劣
る
あ
る
を
見
ず
」
と
。

過
去
一
年
間
に
於
け
る
文
部
省
生
活
…
…
…
中
島

の
ち
随
意
談
話
に
う
つ
り
、
十
時
散
会
。

第
百
三
十
七
例
会
は
、
六
月
二
十
八
日
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
暑
中
休
暇
に
入
る
さ
い
ご
の
例
会
で
あ
っ
た
。
建
部
の
開
会
の
辞
の
あ
と
研
究
発
表

が
お
こ
な
わ
れ
、
午
後
九
時
解
散
し
た
。

所
謂
世
界
的
秘
密
結
社
に
就
い
て
…
…
…
…
今
井
時
郎

無
政
府
主
義
の
批
判
…
…
…
…
…
…
…
…
…
赤
神
良
譲

第
百
三
十
九
例
会
は
、
九
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
開
会
し
た
。
四
ヶ
年
半
の
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
朝
し
た
今
井
時
朗
講
師
と
、

新
入
学
学
生
の
歓
迎
を
か
ね
て
ひ
ら
か
れ
た
も
の
だ
が
、
建
部
教
授
は
潜
龍
会
の
創
立
（
明
治
四
十
二
年
一
月
）
に
つ
い
て
か
た
り
、
さ
ら
に
日
本
社
会
学
院
や
社
会
学
研
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究
の
主
意
を
説
明
し
、
い
っ
そ
う
の
勉
学
の
奮
起
を
希
望
し
た
。
七
時
よ
り
こ
の
日
の
講
演
が
二
時
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
つ
い
で
新
旧
同
人
の
自
己
紹
介
、
小
林

照
朗
講
師
の
所
感
が
あ
り
、
十
時
閉
会
し
た
。

露
西
亜
と
亜
米
利
加
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
朗

第
百

（
？
）

五
十
七
例
会
は
、
九
月
二
十
八
日
（
金
）
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
、
藤
田
喜
作
の
講
師
就
任
の
祝
賀
を
か
ね
て
ひ
ら
か
れ
た
が
、
参
加
者
は
三
十
六
名
で

あ
っ
た
。
例
の
ご
と
く
研
究
発
表
や
談
話
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
ち
、
午
後
十
時
散
会
。

社
会
学
説
の
異
同
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…（
学
生
）
古
坂
明
詮

満
韓
に
於
け
る
経
験
談
…
…
…
…
…
…
…
…
藤
田
喜
作

第
百

（
？
）

五
十
八
例
会
は
、
十
月
十
九
日
（
水
）
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
旅
行
談
が
語
ら
れ
、
自
由
談
話
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

韓
国
旅
行
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
朗

「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
九
回
大
会
は
、
十
月
三
十
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
東
京
商
科
大
学
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
建
部
遯
吾
の
開
会
の

辞
に
つ
づ
い
て
、
東
京
商
科
大
学
長
・
佐
野
善
作
の
歓
迎
の
辞
の
あ
と
、
研
究
報
告
（
題
目
“
内
地
植
民
問
題
”―

稲
田
周
之
助
、
稲
田
昌
植
、
高
岡
熊
雄
）
が
お
こ
な

わ
れ
、
午
後
よ
り
講
演
会
へ
と
移
っ
た
。

社
会
的
宗
教
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
宗
教
大
学

教
授　
　

	
岩
井
龍
海

本
邦
統
計
界
の
現
状
に
就
て
…
…
…
…
…
…
前
内
閣
統
計
官	

二
階
堂
保
則

農
民
の
都
会
移
住
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

助
教
授　
　

	

有
馬
頼
寧

歴
史
家
と
し
て
観
た
る
貧
富
問
題
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

教
授　
　
　

	

三
上
参
次

近
代
社
会
運
動
の
基
調
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
高
等
師
範
学
校

教
授　
　
　
　
　

	

綿
貫
哲
雄

戦
後
の
殖
民
危
険
論
に
就
て
…
…
…
…
…
…
東
京
商
科
大
学

教
授　
　
　

	

山
内
正
瞭

自
己
の
改
造
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
市
長	

後
藤
新
平

晩
さ
ん
会
は
、
午
後
六
時
半
よ
り
如
水
会
館
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
こ
の
日
の
大
会
は
終
了
し
た
。

昨
春
開
設
さ
れ
た
日
本
大
学
“
社
会
科
大
学
”
は
、
ま
す
ま
す
発
展
の
一
途
を
た
ど
り
、
い
ま
や
男
女
学
生
四
百
有
余
名
を
有
す
る
ま
で
に
な
り
、
日
本
に
お
け
る
社
会

学
の
一
大
講こ

う

筵え
ん

（
講
義
を
す
る
と
こ
ろ
）
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
次
に
講
座
と
担
当
講
師
に
つ
い
て
の
べ
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。
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［
第
一
学
年
］

社
会
学
概
論
…
…
…
…
…
…
…
…
遠
藤
隆
吉	

社
会
政
策
…
…
…
…
…
…
…
…
…
円
谷
弘

社
会
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
場
実
治	

社
会
史
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
隋
円

社
会
思
想
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
原
寛	

購
読 B

lackm
an &

 G
illin

：O
otline of Sociology 

…
…
…
…
…
…
…
小
林
郁

［
第
二
学
年
］

（
普
通
）
社
会
学
史 
…
…
…
…
…
小
林
郁	

（
特
殊
）
社
会
学
史 

…
…
…
…
…
高
田
保
馬

社
会
誌
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
郎	

購
読 J.A

.H
obson

：T
he E

volution of M
odern C

apitalism

…
…
…
柳
沢
泰
爾

こ
の
年
の
公
開
講
演
会
は
、
左
記
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
。

第
三
回
（
月
日
は
不
明
）

現
代
の
都
市
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
渡
辺
鉄
蔵

都
市
計
画
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
池
田
宏

都
市
と
建
築
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
内
田
詳
三

ロ
シ
ア
革
命
当
時
の
都
市
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
郎

第
四
回
（
月
日
は
不
明
）

国
家
と
社
会
と
の
関
係
…
…
…
…
…
…
…
…
高
田
保
馬

社
会
階
級
の
対
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
綿
貫
哲
雄

真
理
か
生
命
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
原
寛

第
百
五
十
九
例
会
は
、
十
一
月
二
十
三
日
（
金
）
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
綿
貫
哲
雄
の
帰
朝
談
（
第
一
次
大
戦
後
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
い
か
に
惨
状
を
呈
し
た
か
）
を
聴
い
た
。
出
席
者
は
四
十
二
名
。

欧
州
に
お
け
る
旅
行
談
…
…
…
…
…
…
…
…
綿
貫
哲
雄

第
百
六
十
例
会
は
、
十
二
月
十
六
日
（
金
）
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
研
究
発
表
の
の
ち
質
疑
応
答
が
あ
り
、
午
後
十
時
閉
会
し
た
。
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犯
罪
の
社
会
学
的
意
義
…
…
…
…
…
…
…
…
本
多
喜
代
治

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

第
百
六
十
一
例
会
は
、
一
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
五
時
よ
り
新
年
会
を
か
ね
て
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
講
演
の
あ
と
九
時
半
よ
り
自
由
談
話
に
う
つ
り
、
十
時

に
閉
会
し
た
。

裏
面
よ
り
観
た
る
シ
ベ
リ
ア
事
情
…
…
…
…
陸
軍
教
授
・
樋
口
艶
之
助

注
・
こ
れ
は
シ
ベ
リ
ア
の
現
状
、
ウ
ラ
ジ
オ
政
府
の
内
幕
、
チ
タ
政
府
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
進
ん
で
共
産
党
員
が
い
か
に
日
本
に
お
い
て
宣
伝
を
な
し
て
い

る
か
の
問
題
に
言
及
し
た
も
の
。

第
百
六
十
二
例
会
は
、
新
入
学
生
の
歓
迎
会
と
藤
田
喜
作
講
師
の
在
外
研
究
生
と
し
て
渡
欧
す
る
に
あ
た
っ
て
の
送
別
会
を
か
ね
、
四
月
二
十
六
日
午
後
五
時
よ
り
、
前

同
所
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
建
部
教
授
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
講
演
や
研
究
室
規
定
の
説
明
、
日
本
社
会
学
院
の
紹
介
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
十
時
閉
会
。

学
生
生
活
の
充
実
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
学
生
監
）
鈴
木
早
苗

注
・
鈴
木
の
発
表
は
、
じ
ぶ
ん
の
学
生
生
活
を
回
顧
し
、
か
つ
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
え
ら
ば
な
い
現
代
の
社
会
風
潮
の
幣
風
に
つ
い
て
憂
い
た
も
の
。

第
百
六
十
三
例
会
は
、
宗
教
大
学
教
授
よ
り
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
に
栄
転
す
る
岩
井
龍
海
の
送
別
会
を
か
ね
、
六
月
十
三
日
午
後
五
時
よ
り
前
同
所
に
お
い
て
ひ
ら

か
れ
、
建
部
教
授
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
諸
論
文
お
よ
び
論
著
に
つ
い
て
の
批
評
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
時
閉
会
し
た
。

最
近
『
日
本
社
会
学
院
年
報
』

（
第
九
年
、
第
三
、
四
、
五
冊
参
看
）
に
…
…
建
部
教
授

現
は
れ
た
る
諸
論
文
に
関
す
る
評
論

注
・
こ
の
発
表
に
お
い
て
、
建
部
は
林
恵
海
、
赤
神
良
譲
、
小
林
照
朗
ら
の
論
文
を
縦
横
自
在
に
論
評
し
た
。

建
部
遯
吾
著
『
政
治
改
革
策
』
…
…
…
…
…
藤
田
喜
作
講
師

同
年
六
月
十
四
日
午
後
三
時
四
十
分―

教
授
会
を
退
席
し
た
建
部
は
、
突
如
「
病
弱
重
任
に
堪
へ
ざ
る
故
」
を
も
っ
て
「
辞
職
願
」
を
当
局
に
提
出
し
大
学
を
去
る
と
、

同
年
九
月
五
日
附
で
“
依
頼
免
官
”
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
建
部
の
「
辞
職
事
件
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
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「
日
本
社
会
学
院
」
の
第
十
回
大
会
は
、
九
月
三
十
日
よ
り
十
月
一
日
ま
で
新
潟
高
等
学
校
大
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
建
部
遯
吾
の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
新
潟

縣
知
事
、
市
長
、
高
等
学
校
長
ら
の
歓
迎
の
辞
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
研
究
報
告
（
題
目
“
農
村
社
会
問
題
”―

戸
田
貞
三
、
有
馬
頼
寧
、
坪
井
秀
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
翌

十
月
一
日
午
前
八
時
半
よ
り
講
演
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

我
国
の
農
業
と
保
健
問
題
…
…
…
…
…
…
…
新
潟
医
科
大
学

教
授　
　
　

	

川
村
麟
也

農
村
の
政
党
運
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
慶
応
義
塾
大
学

教
授　
　
　

	

田
中
萃
一
郎

自
治
と
農
村
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
警
察
講
習
所
長
、

内
務
省
監
察
官

	

松
井
茂

美
術
と
国
民
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

教
授　
　
　

	

瀧
精
一

貴
族
院
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貴
族
院
職
員	

近
衛
文
麿

午
後
か
ら
は
左
記
の
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

体
育
と
個
性
附

農
村
に
於
け
る
体
育
…
…
…
大
阪
医
科
大
学

教
授　
　
　

	

木
下
東
作

群
集
心
理
と
精
神
分
析
…
…
…
…
…
…
…
…
京
都
帝
国
大
学

教
授　
　
　

	

米
田
庄
太
郎

思
ひ
浮
ぶ
ま
ゝ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
十
二
師
団
長
、

陸
軍
中
将　
　

	

川
村
正
彦

多
数
政
治
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
朝
日
新
聞
社

事
務　
　

	
下
村
宏

社
会
政
策
と
国
語
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学
教
授
、

神
宮
皇
学
館
長　

	
上
田
万
年

こ
の
あ
と
質
疑
応
答
、
閉
会
の
辞
（
米
田
庄
太
郎
）
が
あ
り
、
午
後
五
時
半
閉
会
し
た
。
な
お
晩
さ
ん
会
（“
慰
労
招
待
会
”）
は
、
大
会
初
日
の
九
月
三
十
日
午
後
六
時

よ
り
「
鍋
茶
屋
」
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

こ
の
年
は
資
料
を
欠
い
て
お
り
、
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
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大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

潜
龍
会
の
二
月
例
会
は
、
二
十
七
日
午
後
五
時
半
よ
り
山
上
御
殿
で
ひ
ら
か
れ
、
左
記
よ
う
な
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

研
究
法
を
め
ぐ
る
社
会
学
…
…
…
…
…
…
…
小
林
郁

東
京
社
会
学
研
究
会
の
二
月
例
会
は
、
二
十
八
日
帝
大
前
の
「
鉢
の
木
」
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
た
。

フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
就
て
…
…
…
…
…
松
永

同
右
研
究
会
、
三
月
例
会
は
二
十
八
日
一
橋
学
士
会
館
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
た
。

早
期
社
会
に
於
け
る
魔
術
師
…
…
…
…
…
…
岡
正
雄

ま
た
「
潜
龍
会
」
の
五
月
と
六
月
の
例
会
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
。

與よ

論ろ
ん

の
生
成
に
関
す
る
一
考
察
…
…
…
…
…
小
山
隆
（
五
月
三
十
日
、
午
後
六
時
、
於
東
京
帝
大
第
二
学
生
控
所
）

社
会
学
の
概
念
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
厳
西
真
乘
（
六
月
二
十
日
、
午
後
五
時
半
、
前
同
所
に
お
い
て
）

日
本
大
学
「
社
会
学
会
」
の
例
会
（
第
一
回
？
）
が
、
六
月
四
日
は
神
田
女
子
基
督
教
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

現
代
社
会
政
策
の
基
調
…
…
…
…
…
…
…
…
円
谷
弘

Ｋ
Ｋ
Ｋ
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
桜
井
庄
太
郎

「
東
京
社
会
学
研
究
会
」
の
例
会
が
、
一
ッ
橋
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
た
（
月
日
は
不
明
）

社
会
学
の
概
念
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
発
表
者
不
詳

日
本
大
学
社
会
学
大
講
演
会
は
、
学
会
創
立
五
周
年
を
記
念
し
て
、
九
月
に
欧
米
研
究
視
察
を
お
え
て
帰
朝
し
た
円
谷
弘
教
授
の
歓
迎
会
と
研
究
発
表
会
を
か
ね
て
、
神

田
の
明
治
会
館
で
ひ
ら
か
れ
た
（
月
日
は
不
明
）。

社
会
関
係
の
複
合
及
び
競
争
化
…
…
…
…
…
小
松
堅
太
郎

社
会
哲
学
の
一
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
児
玉
達
童

ハ
イ
ゲ
ー
ト
に
詣
で
て
…
…
…
…
…
…
…
…
円
谷
弘
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「
大
阪
社
会
学
会
」
は
、
九
月
二
十
六
日
午
後
六
時
か
ら
第
二
回
目
の
講
演
会
を
ひ
ら
き
、
高
野
岩
三
郎
・
櫛
田
民
蔵
・
山
口
正
と
の
あ
い
だ
で
“
失
業
統
計
”
に
関
し

て
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
高
野
に
よ
る
明
治
二
十
年
代
の
東
京
帝
大
に
お
け
る
社
会
科
学
研
究
に
つ
い
て
の
懐
旧
談
な
ど
が
あ
っ
た
。

潜
龍
会
九
月
例
会
は
、
九
月
三
十
日
午
後
五
時
半
よ
り
、
東
京
帝
国
大
学
山
上
御
殿
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
最
近
帰
朝
し
た
、
松
本
亦
太
郎
博
士
・
藤
田
喜
作
・
小
野
秀

雄
学
士
ら
に
よ
る
感
想
談
が
あ
り
、
ま
た
あ
ら
た
に
渡
欧
留
学
す
る
安
富
成
中
・
秋
葉
隆
学
士
ら
に
よ
る
談
話
が
あ
り
、
十
時
ご
ろ
散
会
し
た
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
七
月
十
日
午
後
五
時―

大
阪
市
南
区
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
」
に
お
い
て
、
高
野
岩
三
郎
（
一
八
七
一
〜
一
九
四
九
、
大
正
か
ら
昭
和

期
の
統
計
学
者
・
社
会
運
動
家
）
ほ
か
十
名
ほ
ど
の
社
会
学
徒
が
あ
つ
ま
り
、「
大
阪
社
会
学
会
」
の
設
立
を
協
議
し
、
同
日
、
成
立
し
た
。

大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
研
究
員
の
す
べ
て
、
大
阪
市
役
所
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
関
西
大
学
、
大
阪
高
商
、
大
阪
高
等
学
校
、
大
阪
女
専
な
ど
か
ら
も
多
数
会
員
と
し

て
参
加
し
た
。「
大
阪
社
会
学
会
」
は
純
粋
な
る
学
術
団
体
で
あ
り
、
社
会
学
の
理
論
お
よ
び
応
用
を
攻
究
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
。

日
本
大
学
「
社
会
学
会
」
の
第
二
回
例
会
が
、
七
月
九
日
神
田
女
子
基
督
教
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

倫
理
の
社
会
学
的
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
文
学
士　

熊
岡
敬
三

ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
を
訪
ひ
て
…
…
…
…
…
…
教
授　

円
谷
弘

つ
い
で
第
三
回
例
会
が
、
九
月
二
十
四
日
日
本
大
学
駿
河
台
校
舎
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

十
字
街
頭
に
立
て
る
日
本
…
…
…
…
…
…
…
学
生　

岡
本
義
雄

ト
ル
ス
ト
イ
と
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
の

交
渉
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
学
生　

河
一
藤
一

法
政
大
学
「
社
会
学
会
」
第
一
回
例
会
が
、
十
月
三
日
同
校
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
講
演
題
目
お
よ
び
発
表
者
は
、
つ
ぎ
の
面
々
で
あ
る
。

社
会
起
原
に
関
す
る
疑

う
た
が
い…

…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
郎

社
会
学
研
究
に
於
け
る
歴
史
主
義
…
…
…
…
喜
多
野
精
一

売
操
制
度
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
菊
池
竹
司

東
京
鉄
道
学
校
に
お
い
て
、
十
一
月
一
日
“
社
会
学
講
演
会
”
が
ひ
ら
か
れ
た
。

社
会
と
発
明
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
特
許
局
技
師　

八
木
静
一
郎
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社
会
学
の
方
向
態
度
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
法
政
大
学
講
師　

喜
多
野
精
一

「
日
本
社
会
学
会
」（
第
一
回
）
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
一
月
八
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
よ
り
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
三
十
番
教
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。参

加
者
は
約
五
百
名
に
お
よ
ん
だ
。
こ
の
日
、
今
井
時
郎
理
事
を
は
じ
め
各
委
員
は
、
早
朝
よ
り
会
場
の
設
備
そ
の
他
の
準
備
に
多
忙
を
き
わ
め
た
。
午
後
一
時
よ
り
公

開
講
演
会
が
は
じ
ま
っ
た
。

講
演
題
目
と
講
演
者
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

相
続
法
改
正
の
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
教
授　

穂
積
重し

げ

遠と
お

（
東
大
）

維
新
前
後
の
社
会
意
識
…
…
…
…
…
…
…
…
教
授　

綿
貫
哲
雄
（
東
京
高
師
）

（
休
憩
）

闘
争
、
闘
争
心
及
び
闘
争
機
関
…
…
…
…
…
長
谷
川
万
次
郎

講
演
は
、
午
後
四
時
四
十
分
に
お
わ
り
、
五
時
半
よ
り
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
地
下
食
堂
に
お
い
て
研
究
報
告
会
に
移
っ
た
。
ま
ず
晩
さ
ん
の
食
卓
を
と
も
に
し
た
の
ち
、

午
後
六
時
半
よ
り
、
戸
田
貞
三
理
事
の
司
会
の
も
と
に
、
蔵
内
学
士
、
松
本
教
授
ら
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
報
告
を
お
こ
な
い
、
第
一
回
の
大
会
は
閉
会
し
た
。

家
族
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
蔵
内
数
太

社
会
学
方
法
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
教
授　

松
本
潤
一
郎

法
政
大
学
文
学
部
講
演
会
が
、
十
一
月
十
四
日
同
校
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。

文
化
意
識
と
社
会
制
度
…
…
…
…
…
…
…
…
法
政
大
学
教
授　

城
戸
幡
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　

小
山
龍
之
輔

な
お
法
政
大
学
で
は
、
同
大
学
の
政
治
学
・
経
済
学
・
社
会
学
・
商
業
学
関
係
の
教
授
や
講
師
の
あ
い
だ
で
、
か
ね
て
か
ら
社
会
科
学
関
係
の
機
関
誌
を
つ
く
り
た
い
と

い
っ
た
意
向
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
大
村
書
店
か
ら
『
法
政
大
学
論
集
』
の
名
称
の
も
と
に
創
刊
号
が
生
ま
れ
た
。

「
東
京
社
会
学
研
究
会
」
の
第
四
回
例
会
は
、
十
一
月
十
五
日
に
東
京
帝
大
前
の
「
鉢
の
木
」
に
お
い
て
開
か
れ
た
。

タ
ル
ド
の
未
来
社
会
観
に
就
い
て
…
…
…
…
田
辺
寿
利



162（127）

社会学伝来考

「
大
阪
社
会
学
会
」
の
第
三
回
例
会
は
、
十
一
月
二
十
八
日
午
後
六
時
半
よ
り
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
で
ひ
ら
か
れ
た
。

高
野
岩
三
郎
、
森
戸
辰
男
、
十
倉
精
一
な
ど
の
あ
い
だ
で
、
社
会
主
義
と
社
会
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が
あ
り
、
午
後
十
時
半
散
会
し
た
。

関
西
大
学
社
会
科
学
研
究
会
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
一
月
三
十
一
日
福
知
山
線
武
田
尾
温
泉
橋
本
楼
に
お
い
て
、
秋
季
懇
談
会
を
ひ
ら
い
た
。
出
席
者
は
、

岩
崎
卯
一
ほ
か
八
名
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
年
度
の
、
日
本
大
学
の
社
会
学
科
の
“
卒
業
論
文
名
”
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
日
本
大
学
）

婚
姻
関
係
の
進
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
野
尻
義
一　
　
　

徳
川
時
代
に
於
け
る
民
族
の
社
会
的
地
位
…
…
…
近
藤
恭
一
郎

家
族
制
度
の
発
成
と
そ
の
進
展
…
…
…
…
…
…
…
熊
岡
義
一　
　
　

徳
川
時
代
に
於
け
る
農
村
に
就
て
…
…
…
…
…
…
西
野
建
夫

江
戸
時
代
に
於
け
る
経
済
史
的
考
察
…
…
…
…
…
神
納
斉　
　
　
　

倫
理
の
社
会
学
的
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
久
沢
周
実

都
市
集
中
と
農
村
生
活
に
及
す
影
響
…
…
…
…
…
仙
石
小
石
郎　
　

日
本
労
働
運
動
批
判
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
河
原
井
貞
雄

革
命
期
に
於
け
る
芸
術
の
社
会
機
能
に
就
て
…
…
…
白
山
秀
雄　
　
　

ラ
ッ
セ
ル
の
社
会
思
想
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
鄭
担

以
下
、
省
略
す
る
。

注
・
日
本
大
学
は
、“
社
会
学
科
”
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
毎
年
三
十
名
前
後
の
学
生
が
卒
論
を
提
出
し
た
。

法
政
大
学
社
会
学
会
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
二
月
二
十
日
同
校
に
お
い
て
左
記
の
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開
催
し
た
。

社
会
史
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
巨
橋
頼
三

性
的
頽
廃
者
の
心
理
的
社
会
的
考
察
…
…
…
中
村
猛
郎

東
京
社
会
学
研
究
会
の
例
会
は
、
二
月
二
十
五
日
午
後
六
時
よ
り
東
京
帝
大
山
上
御
殿
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
円
谷
弘
理
事
の
司
会
の
も
と
に
、
二
講
演
あ
り
、
十
時
ご

ろ
散
会
し
た
。

社
会
的
認
識
に
於
け
る

説
明
と
理
解
と
批
判　

…
…
…
…
…
…
…
…
法
政
大
学

教
授　

	

城
戸
幡
太
郎

革
命
と
権
威
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

助
教
授　
　
　

	

今
井
時
郎
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つ
づ
い
て
三
月
二
十
七
日
に
、
第
十
九
回
例
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

獨
逸
最
近
の
社
会
学
傾
向
…
…
…
…
…
…
…
蔵
内
数
太

ま
た
四
月
二
十
四
日
に
東
京
帝
大
山
上
御
殿
で
ひ
ら
か
れ
た
第
二
十
回
例
会
で
は
、
左
記
の
よ
う
な
発
表
が
あ
っ
た
。

D
es clans aux em

pires 

…
…
…
…
…
…
…
何
畏

無
頼
漢
の
歴
史
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
折
口
信
夫

日
本
大
学
社
会
学
会
第
四
回
例
会
は
、
十
月
二
十
二
日
同
校
に
て
ひ
ら
か
れ
た
。

ロ
シ
ア
の
復
活
と

帝
政
主
義
運
動
の
前
途
…
…
…
…
…
…
…
…
学
生　

名
越
辰
雄

日
本
大
学
社
会
学
会
第
六
回
例
会
は
、
五
月
十
九
日
同
校
に
て
ひ
ら
か
れ
た
。

宗
教
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
…
…
…
…
…
円
谷
弘
教
授

哲
学
会
講
演
会
は
、
五
月
二
十
三
日
東
京
帝
大
三
十
二
番
教
室
に
て
ひ
ら
か
れ
た
。

社
会
学
会
の
混
沌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
今
井
時
郎
助
教
授

法
政
大
学
社
会
学
会
は
、
六
月
十
二
日
同
校
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
左
記
の
よ
う
な
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

我
国
中
世
に
於
け
る
土
地
問
題
に
就
い
て
…
巨
橋
頼
三

大
谷
大
学
社
会
学
会
は
、
六
月
十
七
日
例
会
を
ひ
ら
き
、
左
記
の
よ
う
な
二
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

社
会
思
想
よ
り
見
た
る
自
由
主
義
・

国
家
主
義
・
社
会
主
義　
　
　
　
　

…
…
…
藤
木
義
考

唯
物
史
観
に
於
け
る
社
会
概
念
…
…
…
…
…
海
老
原

麿

東
京
社
会
学
研
究
会
は
、
六
月
十
七
日
（
木
）
午
後
六
時
半
よ
り
、
東
京
帝
大
山
上
御
殿
に
お
い
て
開
か
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

社
会
学
的
研
究
と
は
何
ぞ
や
…
…
…
…
…
…
文
学
博
士　

遠
藤
隆
吉

法
政
大
学
の
社
会
学
会
の
例
会
は
、
七
月
三
日
同
大
学
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
た
。
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所
謂
国
民
道
徳
と
社
会
道
徳
…
…
…
…
…
…
城
義
臣

土
曜
労
働
講
座
は
、
八
月
七
日
東
京
労
働
学
校
に
お
い
て
、
左
記
の
二
講
演
を
ひ
ら
い
た
。

男
女
関
係
の
一
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
浅
野
研
真

公
娼
問
題
と
社
会
政
策
…
…
…
…
…
…
…
…
三
好
豊
太
郎

日
本
大
学
社
会
学
会
第
七
回
例
会
は
、
十
月
十
六
日
ひ
ら
か
れ
た
。

ス
モ
ー
ル
教
授
を
偲
ぶ
…
…
…
…
…
…
…
…
円
谷
弘
教
授

東
京
社
会
学
研
究
会
は
、
十
月
二
十
六
日
第
十
五
回
例
会
を
一
ツ
橋
学
士
会
館
で
ひ
ら
い
た
。

封
建
社
会
に
於
け
る
婚
姻
…
…
…
…
…
…
…
阿
畏

潜
龍
会
の
例
会
が
、
十
月
二
十
八
日
午
後
六
時
か
ら
山
上
御
殿
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
さ
い
き
ん
海
外
遊
学
か
ら
帰
朝
し
た
古
坂
明
詮
学
士
な
ら
び
に
熊
本
県
社
会
事
業

課
主
事
と
し
て
栄
転
す
る
三
好
豊
太
郎
（
会
員
）
の
歓
送
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。
晩
さ
ん
会
の
席
上
、
司
会
者
・
今
井
時
郎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
れ
に
た
い
し
て
古
坂
と

三
好
は
答
辞
を
の
べ
た
。

古
坂
は
、
つ
づ
い
て
欧
米
巡
遊
な
ら
び
に
ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
の
最
近
の
傾
向
に
つ
い
て
、
有
益
な
る
帰
朝
談
を
こ
こ
ろ
み
た
。
来
会
者
側
よ
り
、
文
部
省
督
学
官
・
山

内
雄
太
郎
と
東
洋
協
会
大
学
教
授
・
小
林
郁
は
、
社
会
学
出
身
者
の
前
途
に
つ
い
て
希
望
す
る
と
こ
ろ
を
か
た
っ
た
。

日
本
大
学
社
会
学
会
は
、
十
一
月
六
日
秋
季
大
会
を
開
催
し
た
。

芸
術
社
会
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
杉
恒
弥
講
師

日
本
社
会
学
会
第
二
回
大
会
は
、
十
一
月
七
日
大
阪
市
大
阪
毎
日
新
聞
社
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
約
六
百
名
ほ
ど
の
会
員
お
よ
び
一
般
聴
講
者
が
会
場
に
つ
め
か
け

た
。大

会
第
一
部
と
し
て
、
午
後
二
時
よ
り
講
演
会
が
ひ
ら
か
れ
、
今
井
時
郎
理
事
の
日
本
社
会
学
会
の
事
業
に
つ
い
て
の
紹
介
説
明
の
あ
と
講
演
に
う
つ
っ
た
。

民
法
に
反
映
し
た
る
社
会
問
題
…
…
…
…
…
京
大
教
授	

末
川
博

国
体
観
念
と
社
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
経
済
学
博
士	

永
井
亨

文
明
の
西
遷
北
徒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
大
助
教
授	

今
井
時
郎
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第
一
部
は
、
午
後
六
時
に
閉
会
し
た
。
つ
い
で
六
時
半
よ
り
講
師
歓
迎
晩
さ
ん
会
が
、
大
阪
市
庁
地
下
食
堂
に
お
い
て
催
さ
れ
、
約
六
十
名
ほ
ど
が
参
加
し
た
。
こ
の
あ

と
午
後
七
時
半
よ
り
、
毎
日
新
聞
社
講
堂
に
お
い
て
大
会
第
二
部
と
し
て
の
研
究
報
告
会
に
う
つ
っ
た
。

夫
婦
結
合
分
解
の
傾
向
…
…
…
…
…
…
…
…
東
大
助
教
授	

戸
田
貞
三

日
本
家
族
制
度
の
特
質
…
…
…
…
…
…
…
…
広
島
高
師
教
授	

新
見
吉
次

か
く
て
日
本
社
会
学
会
第
二
回
大
会
は
、
午
後
十
時
半
閉
会
し
た
。

東
京
社
会
学
会
第
二
十
四
回
例
会
は
、
十
一
月
二
十
九
日
山
上
御
殿
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
左
記
の
よ
う
な
研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

ブ
ー
ル
タ
ニ
ユ
の
婚
姻
風
俗
…
…
…
…
…
…
秋
葉
隆

ア
イ
ヌ
の
詩
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
田
一
京
助

東
京
社
会
学
研
究
会
第
十
六
回
例
会
は
、
十
二
月
本
郷
の
仏
教
青
年
会
館
に
お
い
て
開
か
れ
た
。

葬
式
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
柳
田
国
男

つ
ぎ
に
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
、
慶
應
と
早
稲
田
の
“
社
会
学
”
の
卒
業
論
文
の
題
目
に
つ
い
て
の
べ
て
お
こ
う
。

（
慶
応
義
塾
大
学
）

社
会
学
の
方
法
論
的
基
礎
に
就
い
て
…
…
…
衣
斐
久
雄

徳
川
時
代
に
於
け
る
江
戸
俠
客
の

社
会
的
意
義　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
大
浜
□不

明

雄

倫
理
上
の
婦
人
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
藤
麟
太
郎

（
早
稲
田
大
学
）

ギ
デ
ィ
ン
グ
ス
の
社
会
学
に
関
す
る

二
、
三
の
考
察　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
星
田
普
五

農
村
社
会
層
の
人
口
状
態
調
査
…
…
…
…
…
松
尾
茂
樹
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與
論
の
生
成
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
安
武
誠
一

風
習
の
心
理
的
解
釈
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
淵
千
□不

明

「
日
本
社
会
学
会
」
の
春
季
小
会
は
、
四
月
二
十
八
日
午
後
五
時
半
よ
り
、
一
ツ
橋
学
士
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
東
大
の
今
井
助
教
授
の
司
会
の
も
と
に
、
ま
ず
晩

さ
ん
会
が
は
じ
ま
り
、
つ
い
で
講
演
に
移
っ
た
。
題
目
と
発
表
者
は
、

親
子
関
係
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
戸
田
助
教
授

貨
幣
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土
方
教
授

で
あ
っ
た
。
そ
の
ご
質
疑
に
入
り
、
夜
十
時
半
ご
ろ
閉
会
し
た
。

「
東
京
社
会
学
研
究
会
」
の
例
会
は
、
五
月
二
日
一
ツ
橋
学
士
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
題
目
と
発
表
者
は
、

社
会
持
続
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岡
村
精
一

梁
啓
超

先
秦
時
代
の
政
治
思
想
史
に
就
て
…
…
…
…
松
永
栄

慶
応
義
塾
大
学
の
「
三
田
社
会
学
会
」
は
、
五
月
十
五
日
春
季
大
講
演
会
を
同
大
学
の
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
講
演
者
名
は
わ
か
る
が
、
題
目
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

後
藤
新
平
子
爵
、
石
川
半
山
、
伊
藤
正
徳
に
つ
づ
い
て
、
若
宮
卯
之
助
が
「
日
本
人
の
弱
点
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

ま
た
当
時
の
大
学
は
、
社
会
学
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
試
験
問
題
を
出
し
た
も
の
か
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
日
本
大
学
は
左
記
の
よ
う
な
問
題
を
出
題
し
た
。

一　

社
会
意
識
拘
束
の
法
則
を
述
べ
よ
。

二　

都
市
及

お
よ
び

都
市
計
画
の
社
会
学
的
意
義
を
論
ぜ
よ
（
社
会
政
策
・
長
井
講
師
）

一　

社
会
革
命
と
社
会
政
策
と
を
比
較
せ
よ
。

二　

社
会
主
義
と
社
会
政
策
と
を
比
較
せ
よ
（
日
本
経
済
史
・
銅
直
講
師
）。

一　

上
古
の
我
国
経
済
に
及
ぼ
せ
る
大
陸
の
影
響
。

二　

上
古
に
於
け
る
市
の
状
態
を
概
説
せ
よ
。

東
京
社
会
学
研
究
会
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
二
月
二
十
五
日
午
後
六
時
よ
り
、
東
京
帝
大
山
上
御
殿
に
お
い
て
開
か
れ
、
左
記
の
よ
う
な
二
講
演
が
あ
り
、
夜
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十
時
ご
ろ
散
会
し
た
。

社
会
学
的
認
識
に
於
け
る
説
明
と

理
解
と
批
判
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
法
政
大
学
教
授　

城
戸
幡
太
郎

革
命
と
権
威
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
大
助
教
授　

今
井
時
郎

大
阪
社
会
学
研
究
会
第
四
回
例
会
は
、
二
月
二
十
七
日
大
原
社
会
問
題
研
究
所
会
議
室
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
た
。

我
国
に
於
け
る
国
家
観
念
の
変
遷
…
…
…
…
森
戸
辰
男

東
京
社
会
学
研
究
会
第
十
八
回
例
会
は
、
二
月
二
十
七
日
東
大
第
二
学
生
控
室
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
左
記
の
よ
う
な
発
表
を
お
こ
な
わ
れ
た
。

我
国
上
代
の
労
働
組
織
…
…
…
…
…
…
…
…
喜
多
野
精
一

東
京
社
会
学
研
究
会
の
例
会
は
、
四
月
二
十
二
日
（
木
）
午
後
六
時
よ
り
、
東
京
帝
大
山
上
御
殿
に
お
い
て
ひ
ら
か
れ
、
左
記
の
よ
う
な
二
講
演
が
あ
っ
た
。

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
於
け
る
社
会
の
構
成
と

其
変
革
観
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
大
講
師　

藤
田
喜
作

民
族
学
の
現
状
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
柳
田
国
男

「
日
本
社
会
学
会
」
第
二
回
大
会
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
一
月
七
日
午
後
二
時
よ
り
、
大
阪
市
大
阪
毎
日
新
聞
社
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、

会
員
お
よ
び
一
般
聴
講
者
を
ふ
く
め
て
約
六
百
名
に
も
お
よ
ん
だ
。
こ
の
日
、
今
井
時
郎
、
永
井
亨
は
東
京
か
ら
、
戸
田
貞
三
、
末
川
博
、
新
見
吉
次
ら
は
京
都
よ
り
来
阪

し
た
。

講
演
題
目
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
今
井
理
事
が
「
日
本
社
会
学
会
」
の
目
的
・
組
織
・
歴
史
・
事
業
に
つ
い
て
語
っ
た
の
ち
、
末
川
博
・
永
井
亨
・
今
井
時
郎
の
順
で

講
演
が
お
こ
な
わ
れ
、
午
後
六
時
に
閉
会
し
た
。

午
後
六
時
半
よ
り
、
講
師
歓
迎
の
晩
さ
ん
会
が
大
阪
市
庁
地
下
食
堂
に
お
い
て
催
さ
れ
、
約
六
十
名
ほ
ど
が
列
席
し
た
。
午
後
七
時
半
よ
り
大
会
第
二
部
の
左
記
の
よ
う

な
研
究
報
告
会
に
う
つ
り
、
午
後
十
時
閉
会
し
、
こ
の
日
の
大
会
は
終
了
し
た
。

夫
婦
結
合
分
解
の
傾
向
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
国
大
学

助
教
授　
　
　
　

戸
田
貞
三

日
本
家
族
制
度
の
特
質
…
…
…
…
…
…
…
…
広
島
高
等
師
範

学
校
教
授　

　

親
見
吉
次
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大
正
十
五
年
度
の
東
京
帝
国
大
学
社
会
学
科
の
“
卒
業
論
文
”
は
四
十
七
件
あ
り
、
参
考
ま
で
に
そ
の
う
ち
か
ら
十
件
ひ
ろ
う
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

政
党
の
成
立
及
発
展
に
就
て
…
…
…
…
…
…
原
田
恭
之
助

本
邦
労
働
争
議
の
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
山
本
祐
吉

社
会
過
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

野
信
蔵

我
が
国
上
中
古
に
於
け
る

婚
姻
制
度
の
研
究　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
本
間
末
雄

形
式
社
会
学
の
確
立
及
発
展
…
…
…
…
…
…
井
森
陸
平

天
才
の
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
内
定

我
が
国
離
婚
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
進
豊
紀

犯
罪
の
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
重
木
善
吉

社
会
学
の
対
象
と
し
て
の
社
会
事
業
…
…
…
増
谷
達
之
輔

権
力
の
社
会
学
的
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
野
田
虎
雄

大
正
十
五
年
度
の
日
本
大
学
社
会
学
科
の
“
卒
業
論
文
”
は
三
十
六
件
あ
り
、
参
考
ま
で
に
そ
の
う
ち
か
ら
十
件
ひ
ろ
う
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

社
会
学
上
よ
り
見
た
る
貧
民

及
貧
民
児
童
の
考
察　
　
　

…
…
…
…
…
…
岡
本
義
雄

社
会
人
の
教
育
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
河
井
藤
一

日
本
女
性
発
達
の
社
会
学
的
考
察
…
…
…
…
沢
井
一
郎

社
会
文
化
と
農
村
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
朴
商
烈

朝
鮮
に
於
け
る
特
殊
部
落
の
研
究
…
…
…
…
姜
在
源

農
民
一
揆
と
其
原
因
…
…
…
…
…
…
…
…
…
武
市
猛
雄

青
少
年
国
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
青
木
俊
吉

国
家
社
会
主
義
者
と
し
て
見
た

佐
藤
信
淵　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
望
月
唯
一

性
欲
抑
制
の
害
悪
と
そ
の
解
決
…
…
…
…
…
柳
瀬
留
治
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賄
賂
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
光
喜
清

注（
1
）『
日
本
文
化
史
大
系　

第
十
二
巻　

明
治
・
大
正
文
化
』（
誠
文
堂
新
光
社
、
昭
和
十
七
年
十
月
）、
一
九
六
頁
。

（
2
）「
雷
光
石
火　

大
逆
事
件
を
裁
く
人
」（『
太
陽
』
第
三
十
巻
第
十
二
号
所
収
、
大
正
13
・
11
）。

（
3
）『
堺
利
彦
全
集　

第
五
巻
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
八
年
九
月
）、
三
三
八
頁
。

（
4
）『
新
聞

集
成
大
正
編
年
史　

十
二
年　

下
巻
』（
明
治
・
大
正
・
昭
和
新
聞
研
究
会
、
昭
和
六
十
年
八
月
）、
三
九
三
頁
。

（
5
）
建
部
遯
吾
「
明
治
晩
期
の
社
会
」（『
太
陽
』
第
十
八
巻
十
六
号
所
収
、
大
正
元
・
12
）、
一
○
八
頁
。

（
6
）『
図説　

日
本
文
化
史
大
系　

12―

大
正　

昭
和
時
代
』（
小
学
館
、
昭
和
三
十
二
年
九
月
）、
一
七
八
頁
。

（
7
）
同
右
。

（
8
）『
明
治
大
正
史　

〔1〕
言
論
篇
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
五
年
十
月
）、
一
一
五
頁
。

（
9
）
堺
利
彦
『
恐
怖
・
闘
争
・
歓
喜
』（
聚
英
閣
、
昭
和
九
年
四
月
）、
四
○
頁
。

（
10
）
口
先
だ
け
の
社
会
学
、
ペ
ン
の
先
だ
け
の
社
会
学
と
は
異
な
り
、
書
斎
よ
り
街
頭
に
出
て
、
わ
れ
わ
れ
の
か
け
が
え
の
な
い
環
境
を
守
る
た
め
に
、
身
を
挺
し
て
実
戦
活
動
を

し
て
い
る
の
は
、
法
政
大
学
社
会
学
部
の
舩
橋
晴
俊
教
授
で
あ
る
。
同
氏
の
一
連
の
論
文
は
地
味
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
ど
れ
も
命
の
か
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
地
の
産
物
で
あ

る
。

（
11
）
高
田
保
馬
「
日
本
に
於
け
る
社
会
学
の
発
達
」（『
岩
波

講
座　

教
育
科
学
第
十
八
冊
』
岩
波
書
店
、
昭
和
八
年
三
月
）、
一
一
六
頁
。

（
12
）『
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
沿
革
七
十
五
年
概
観
』〔
非
売
品
〕
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
室
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
）、
一
一
九
頁
。
こ
の
ほ
か
「
東
京
大
学
文
学
部
社

会
学
科
沿
革
七
十
五
年
史
記
要
」（
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
室
開
室
五
十
周
年
記
念
会
編
、
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
）
を
参
照
。

（
13
）
同
右
。

（
14
）「
第
八
篇　

日
本
社
会
学
」（『
社
会
学
辞
典
』
河
出
書
房
、
昭
和
十
九
年
八
月
）、
七
六
七
頁
。

（
15
）
同
右
。

（
16
）
注
（
11
）
の
九
七
頁
。
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（
17
）
注
（
11
）
の
九
七
頁
。

（
18
）
教
養
講
座
『
社
会
学
』（
有
斐
閣
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
）、
二
七
八
頁
。

（
19
）
米
田
は
特
殊
部
落
の
出
身
者
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
不
遇
の
一
生
を
送
っ
た
が
、
学
問
的
に
は
傑
出
し
て
い
た
。

米
田
庄
太
郎
（
一
八
七
三
〜
一
九
四
五
）
が
生
ま
れ
た
の
は
、
水
平
運
動
の
発
祥
地
で
あ
る
奈
良
県
で
あ
る
。
奈
良
県
添そ

え

上が
み

郡
（
同
県
北
端
部
）
辰
市
町
杏あ

ん
ずに

お
い
て
農
業
を

い
と
な
む
八
十
平
の
長
男
と
し
て
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
一
日
に
生
ま
れ
た
。

同
十
一
年
村
立
辰
市
小
学
校
に
入
学
し
、
同
十
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
県
立
郡
山
尋
常
中
学
校
に
進
学
し
た
が
、
翌
明
治
二
十
年
私
立
奈
良
英
語
学
校
に
転
校
し
た
。
な
ぜ

か
れ
が
県
立
中
学
校
か
ら
私
立
の
英
語
学
校
に
か
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
部
落
出
身
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蔑
視
や

い
じ
め
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
六
月
、
米
田
は
同
校
を
卒
業
し
た
。
か
れ
は
こ
の
英
語
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
と
き
、
ア
イ
・
ヅ
ー
マ
ン
（
米
人
）
の
助
手
と
な
り
、
比
較
宗

教
学
の
編
さ
ん
に
協
力
し
た
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月―
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
米
国
監
督
派
の
神
学
校
に
入
り
、
ま
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
お
い
て
社
会
学
を
兼
習

し
た
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
、
神
学
校
を
卒
業
し
、
の
ち
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
大
学
院
で
、
ギ
ッ
デ
ィ
ン
グ
ズ
教
授
の
社
会
学
を
主
科
と
し
、
ク
ラ
ー
ク
教
授
お

よ
び
セ
リ
グ
マ
ン
教
授
の
経
済
学
、
ル
セ
ル
学
長
の
比
較
憲
法
学
、
メ
ヨ
・
ス
ミ
ス
教
授
の
統
計
学
、
ボ
ア
ス
教
授
の
人
類
学
な
ど
を
ま
な
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
教
授
は
、
一
流
の

学
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
五
）
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
タ
ル
ド
教
授
か
ら
社
会
学
を
、
ル
ヴ
ァ
サ
ー
ル
教
授
に
つ
い
て
統
計
学

を
、
レ
ル
ア
・
ボ
ー
ソ
ア
ー
教
授
か
ら
は
経
済
学
を
、
フ
ン
ク
ブ
レ
ン
タ
ー
教
授
か
ら
は
比
較
法
学
を
ま
な
ん
だ
。

明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
六
）
京
都
同
志
社
か
ら
招
か
れ
、
同
年
十
二
月
帰
国
し
、
翌
年
一
月
よ
り
高
等
科
の
教
授
に
就
任
。
そ
の
ご
高
等
科
が
「
同
志
社
専
門
学
校
」
と
改

称
さ
れ
て
か
ら
は
、
経
済
学
科
の
教
授
と
し
て
、
社
会
学
・
社
会
政
策
・
経
済
学
・
統
計
学
を
担
当
し
た
。

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
社
会
学
講
座
が
ひ
ら
か
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
五
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、

米
田
は
同
年
九
月
よ
り
「
講
師
」
と
し
て
、
そ
の
講
座
を
担
当
し
、
そ
の
ご
法
科
大
学
に
も
出
講
し
社
会
学
を
講
じ
た
。

米
田
は
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
五
月
、
京
都
帝
国
大
学
の
専
任
講
師
と
な
り
、
同
年
九
月
教
授
に
就
任
し
た
。（
木
村

京
太
郎
「
部
落
の
生
ん
だ
、
奈
良
県
の
誇
り　

米
田
庄
太
郎
博
士
を
偲し

の

ぶ
」（『
刊月

部
落
』
第
四
十
五
号
所
収
、
昭
和
28
・

８
）。米

田
の
教
授
就
任
に
さ
い
し
て
は
、
文
学
部
教
授
会
で
反
対
が
多
か
っ
た
と
い
う
。「
人
間
の
た
た
か
い
」（『
部
落
問

米田庄太郎
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題
』
第
十
四
号
所
収
、
昭
和
25
・
４
）
を
執
筆
し
た
桑
原
武
夫
（
一
九
○
四
〜
八
八
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
評
論
家
）
は
、「
同
博
士
の
学
問
は
必
ず
し
も
一
流
で
は
な
か
っ
た
。

粗
末
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
」
と
、
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
い
。
な
る
ほ
ど
米
田
が
書
い
た
も
の
は
、
す
べ
て
好
評
嘖さ

く

嘖さ
く

と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
中
に
は
よ
い
も
の

も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

米
田
の
教
授
就
任
反
対
の
理
由
が
、
学
問
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
し
か
た
な
い
と
し
て
も
、
反
対
論
の
有
力
な
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
部
落
の
出
身

0

0

0

0

0

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
、
武
夫

は
父
（
桑
原
隲じ

つ

蔵ぞ
う

［
一
八
七
○
〜
一
九
三
一
］、
東
洋
史
学
者
、
京
大
教
授
）
か
ら
そ
の
間
の
事
情
を
き
い
て
い
っ
た
。

Ｈ
教
授
の
ご
と
き
は
、

　

―

米
田
を
教
授
に
す
る
と
い
う
が
、
じ
ぶ
ん
は
教
授
会
で
×
×
な
ど
と
席
を
な
ら
べ
る
こ
と
は
真
平
ご
め
ん
だ
。

と
い
っ
た
。
結
局
、
米
田
を
教
授
に
す
る
が
、
発
令
と
同
時
に
辞
表
を
出
し
て
も
ら
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一
年
後
に
は
必
ず
や
め
さ
せ
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
っ
た
条
件
つ
き
で
あ
っ
た
。

こ
の
Ｈ
教
授
と
は
、
だ
れ
で
あ
っ
た
の
か
。
同
人
は
あ
る
藩
の
家
老
の
家
の
出
で
あ
り
、
そ
れ
を
誇
り
に
す
る
よ
う
な
古
い
タ
イ
プ
の
人
間
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
当
時
、
Ｈ
の

イ
ニ
シ
ャ
ル
を
も
つ
も
の
と
い
え
ば
、
浜
田
耕
作
（
一
八
八
一
〜
一
九
三
八
、
青せ

い

陵り
ょ
うは

号
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
考
古
学
者
）
で
あ
ろ
う
か
。

「
×
×
な
ど
と
席
を
な
ら
べ
る
こ
と
」
の
×
×
と
は
、「
部
落
民
」
の
こ
と
か
。
お
そ
ら
く
、
Ｈ
な
る
教
授
は
、
部
落
民
と
い
っ
た
悔
辱
的
な
呼
称
を
露
骨
に
使
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

当
時
、
Ｈ
教
授
の
暴
漫
を
ゆ
る
し
た
教
授
会
（
そ
の
こ
ろ
は
一
流
の
学
者
の
あ
つ
ま
り
）
に
も
問
題
が
あ
る
。
保
身
を
か
ん
が
え

0

0

0

0

0

0

0

、
だ
れ
ひ
と
り
捨
て
身
に
な
っ
て
米
田
擁
護

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
た
め
に
立
ち
あ
が
ろ
う
と
す
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
だ
れ
も
が
官
僚
学
者
と
し
て
の
じ
ぶ
ん
の
立
場
0

0

や
地
位
の
こ
と
を
気
づ
か
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
米
田
を
守
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

米
田
と
し
て
も
、
教
授
に
な
る
と
恩
給
が
増
加
す
る
の
で
、
あ
え
て
屈
辱
的
な
条
件
を
甘
受
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
決
然
た
る
態
度
を
と
っ
た
と
し
た
ら
、
出
自
が
は
っ

き
り
世
間
に
知
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。

米
田
の
令
息
は
、
桑
原
武
夫
と
小
学
校
か
ら
中
学
ま
で
同
級
で
あ
っ
た
と
い
う
。
米
田
の
む
す
こ
は
、
勉
強
も
よ
く
で
き
る
美
少
年
で
あ
っ
た
。
桑
原
は
少
年
の
こ
ろ
、
部
落

浜田耕作

桑原隲蔵
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社会学伝来考

か
ら
通
っ
て
く
る
ト
ラ
ホ
ー
ム
の
子
供
を
い
じ
め
て
い
た
が
、
米
田
少
年
は
、
け
っ
し
て
そ
れ
を
止
め
よ
う
と
は
せ
ず
、
傍
観
し
て
い
た
。

と
も
あ
れ
、
米
田
庄
太
郎
は
、
日
曜
日
に
な
る
と
、
釣
竿
を
も
っ
て
ビ
ワ
湖
に
出
か
け
た
。
そ
の
表
情
は
さ
み
し
く
、
あ
き
ら
め
顔
で
あ
っ
た
と
、
桑
原
は
回
想
し
て
い
る
。

（
20
）
注
（
11
）
の
三
○
頁
。

（
21
）「
第
六
章　

日
本
社
会
学
の
発
展
」（
教
養
講
座
『
社
会
学
』
所
収
、
有
斐
閣
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
）、
二
八
七
頁
。

（
22
）
松
本
潤
一
郎
『
日
本
社
会
学
』（
時
潮
社
、
昭
和
十
二
年
十
月
）、
三
九
頁
。

（
23
）
注
（
21
）
の
二
七
九
頁
。

（
24
）
注
（
14
）
に
お
な
じ
。

（
25
）
河
合
弘
道
『
日
本
社
会
学
原
理
』（
昭
森
社
、
昭
和
十
八
年
一
月
）、
一
四
八
頁
。

（
26
）
若
宮
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
か
れ
は
富
山
県
砺と

波な
み

郡
埴は

生
に
ゅ
う

村
（
現
・
小お

矢や

部べ

市
）
で
生
ま
れ
た
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
月
十
六
日

―

生
家
は
埴
生
村
（
戸
数
百
二
十
）
の
大
火
の
と
き
焼
失
し
た
た
め
、
小
学
校
を
三
年
で
退
学
し
、
そ
の
後
は
石い

す

動る
ぎ

・
城

じ
ょ
う

端は
な

な
ど
の
寺
で
雲
水
生
活
し
た
。
向
学
の
念
を
断
ち

が
た
く
、
上
京
す
る
と
、
苦
学
し
な
が
ら
哲
学
館
（
現
・
東
洋
大
学
）
や
神
教
神
学
校
で
ま
な
ん
だ
が
、
い
ず
れ
も
中
退
し
た
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）、
砺
波
郡
戸と

出い
で

村
横よ

こ

越ご
し

（
現
・
高
岡
市
）
の
封
建
家
・
矢や

後ご

孫ま
ご

人と

（
一
八
七
四
〜
一
九
一
八
、
西
砺
波
郡
醍
醐
村
の
村
長
・
矢
後
孫
二
の
長
男
）
の
後
援
を
え
て
渡
米
し
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
や

図
書
館
で
勉
学
に
は
げ
ん
だ
。
こ
と
に
ワ
シ
ン
ト
ン
図
書
館
に
三
年
間
休
ま
ず
通
っ
た
話
は
有
名
で
あ
る
（
笹
原
千
恵
子
筆
の
小
伝
を
参
照
）。（『
富
山
大
百
科
辞
典　

下
巻
』

所
収
、
平
成
六
年
八
月
刊
）。

若
宮
の
米
国
留
学
に
財
政
的
支
援
を
し
た
矢
後
家
は
、
高
岡
市
に
お
い
て
「
越
中
製
乳
」
を
設
立
し
、
富
山
県
に
お
い
て
は
じ
め
て
乳
加
工
を
企
業
化
し
た
資
産
家
で
あ
っ
た
。

父
の
村
長
・
矢
後
孫
二
と
と
も
に
孫ま

ご

人と

は
、
郡
会
議
員
、
県
会
議
員
を
二
期
つ
と
め
、
政
財
界
で
活
躍
し
た
。

私
事
に
わ
た
る
が
、
こ
の
稿
の
筆
者
・
宮
永
孝
の
生
家
は
、
矢
後
家
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
。
わ
が
祖
父
・
龍
太
郎
（
一
八
七
八
〜
一
九
五
○
）
の
妻
・
美
津
江
は
、
こ
の
矢
後

家
の
出
で
あ
る
。
亡
父
・
友
義
も
義
俠
心
に
あ
つ
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
血
の
つ
な
が
り
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
家
は
、
故
あ
っ
て
祖
父
・
龍
太
郎
の
代
で
家
産
の
す
べ

て
を
う
し
な
い
零
落
し
た
。

ま
た
富
山
県
出
身
の
衆
議
院
議
員
・
土つ

ち

倉く
ら

宗そ
う

明め
い

（
一
八
八
九
〜
一
九
七
二
、
当
選
六
回
）
は
、
立
憲
政
友
会
総
務
、

民
主
自
由
党
総
務
、
自
由
党
総
務
な
ど
を
つ
と
め
た
が
、
そ
の
妻
も
矢
後
家
の
出
で
あ
る
。
の
ち
に
土
倉
の
選
挙
地
盤

を
う
け
つ
い
だ
の
は
、
昭
和
の
政
治
家
・
松
村
謙
三
（
一
八
八
三
〜
一
九
七
一
）
や
正
力
松
太
郎
（
一
八
八
五
〜
一
九

六
九
）
で
あ
る
。

（
27
）
京
都
帝
国
大
学
教
授
・
柳
沢
政
太
郎
「
大
学
教
授
論
」（『
太
陽
』
第
十
九
巻
第
十
号
所
収
）。

若宮の留学資金をだし
た矢後孫人。〔『富山大
百科辞典　下巻』北日
本 新 聞 社、1994・8〕
より。



（138）151

（
28
）
下
出
隼
吉
「
東
大
社
会
学
研
究
室
創
立
満
二
十
五
周
年
を
迎
へ
て
」（『
社
会
学
雑
誌
』
第
四
十
七
号
所
収
）。

（
29
）「
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
学
生
生
徒
数
学
科
別
け
表
」（『
日
本
社
会
学
院
年
報
』
所
収
、
第
八
年
、
第
一
、
二
合
冊
』
所
収
）。

（
30
）
社
会
学
者
と
し
て
の
藤
田
喜
作
（
一
八
八
六
〜
一
九
七
三
）
の
こ
と
を
知
る
ひ
と
は
、
い
ま
や
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
藤
田
は
瀬
戸
内
海
の
「
生
口
島
」
の
生
ま
れ
で

あ
る
。
十
三
歳
の
と
き
、
放
浪
の
旅
に
で
、
十
五
歳
で
た
ま
た
ま
『
福
翁
自
伝
』
を
よ
み
、
学
問
に
志
を
む
け
た
。
苦
学
し
て
長
崎
県
の
鎮
西
学
院
中
学
を
卒
業
す
る
と
、
岡
山

の
旧
制
第
六
高
等
学
校
に
進
み
、
つ
い
で
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
七
月
、「
労
働
問
題
の
研
究
」（
卒
論
）
を
か
い
て
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
社
会
学
科
を
卒
業
し
、
ひ
き
つ
づ

き
同
大
学
経
済
学
科
に
進
ん
だ
。
大
学
を
出
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
満
州
の
銀
行
に
つ
と
め
た
が
、
恩
師
・
建
部
遯
吾
の
す
す
め
に
よ
り
講
師
と
し
て
母
校
に
も
ど
っ
た
。

の
ち
文
部
省
の
給
費
生
と
し
て
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
第
一
次
大
戦
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
混
乱
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
ロ
ン
ド
ン

の
労
働
大
学
で
研
修
し
た
。
帰
国
後
の
藤
田
は
、
東
大
社
会
学
科
の
講
師
を
つ
と
め
る
か
た
わ
ら
、
明
治
・
法
政
・
東
京
女
子
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
た
。

東
大
で
は
、
社
会
問
題
大
意
・
社
会
学
演
習
（
外
書
を
用
い
る
）
な
ど
を
担
当
し
た
。
の
ち
藤
田
は
大
学
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
を
や
め
る
と
、
区
会
議
員
と
な
り
、
衆
議
員
議

員
に
も
立
候
補
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
教
職
を
は
な
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
知
る
よ
し
も
な
い
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）―

藤
田
は
同
六
年
（
一
九
三
一
）
創
立
の
財
団
法
人
・
自
由
ヶ
丘
学
園
中
学
（
東
京
市
目
黒
区
自
由
ヶ
丘
一
三
八
番
地
）
の
経
営
を
引
き
つ
い
だ

が
、
こ
の
と
き
中
学
校
設
立
当
初
か
ら
の
協
力
者
白
上
佑
吉
（
文
部
省
学
務
局
長
・
東
京
市
助
役
）
の
推
挙
が
あ
っ
た
も
の
ら
し
い
。
昭
和
五
・
六
年
と
い
え
ば
、
い
ち
ば
ん
不

況
な
と
き
で
あ
り
、
何
よ
り
も
生
徒
の
確
保
が
急
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
藤
田
は
、
校
地
内
に
私
塾
「
明
訓
塾
」
を
も
う
け
、
知
人
の
子
弟
や
朝
鮮
・
台
湾
・
タ
イ
国
な
ど
の

転
入
留
学
生
に
も
門
戸
を
ひ
ら
い
た
。

質
実
剛
健
の
“
雑
草
教
育
”
を
教
育
目
標
と
し
て
発
足
し
た
、
こ
の
私
塾
的
な
学
校
は
、
戦
前
・
戦
後
の
苦
し
い
時
代
を
ど
う
に
か
生
き
ぬ
き
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
が
、

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）、
教
育
制
度
改
革
に
よ
り
、
校
名
を
「
自
由
ヶ
丘
学
園
中
学
校
高
等
学
校
」
と
改
称
し
た
。
中
学
校
は
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
休
校
と

な
っ
た
。

わ
た
し
は
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
、
縁
あ
っ
て
こ
の
学
校
に
ま
な
ん
だ
。

当
時
、
こ
の
オ
ン
ボ
ロ
学
校
に
は
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
先
生
が
い
っ
ぱ
い
い
た
が
、
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
れ
わ
れ
生
徒
の
大
半
は
勉
強
ぎ
ら
い
で
あ
り
、
学
ぶ
こ
こ
ろ
が
な

く
、
素
行
が
修
ま
ら
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
年
々
歳
々
、
不
勉
強
な
生
徒
が
入
っ
て
き
た
。
途
中
で
廃
学
す
る
も
の
も
い
た
が
、
な
ん
と
か
卒
業
し
、
社
会
に
出
て
ゆ
く
も
の
、

さ
ら
に
上
級
学
校
に
進
む
も
の
も
い
た
。
哲
学
者
・
三
木
清
（
一
九
九
七
〜
一
九
四
五
）
の
弟
（
繁
）
が
い
る
こ
と
を
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
た
。
さ
す
が
に
血
を
わ
け
た
兄
弟
だ

け
あ
っ
て
、
顔
付
は
兄
の
清
と
う
り
二
つ
で
あ
っ
た
。
東
大
前
の
街
路
を
歩
い
て
い
る
と
、
兄
の
清
と
ま
ち
が
わ
れ
、
未
知
ら
ぬ
大
学
生
か
ら
よ
く
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
と
い
う
。

三
木
繁
は
、
旧
制
の
姫
路
高
校
か
ら
東
京
帝
大
の
哲
学
科
に
ま
な
ん
だ
人
で
あ
る
。
英
語
と
政
治
経
済
の
よ
う
な
科
目
を
お
し
え
て
い
た
。
タ
バ
コ
も
酒
も
た
し
な
ん
だ
。

弟
の
繁
は
兄
の
清
が
、
友
人
の
共
産
主
義
者
を
自
宅
に
か
く
ま
い
、
金
を
あ
た
え
た
こ
と
か
ら
、
再
度
治
安
維
持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
た
と
き
、
借
家
で
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
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社会学伝来考

て
い
た
。
特
高
に
ふ
み
込
ま
れ
た
朝
、
弟
の
繁
は
玄
関
ち
か
く
の
部
屋
で
寝
て
い
た
。
顔
が
似
て
い
る
た
め
、
刑
事
は
弟
の
ほ
う
を
清
と
お
も
っ
た
ら
し
く
、
す
ぐ
着
が
え
る
よ

う
に
命
じ
た
。
す
る
と
、
奥
の
ほ
う
か
ら
、「
こ
こ
に
も
う
一
人
い
る
ぞ
！
」
と
い
う
声
が
し
た
。
兄
の
清
が
み
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
話
を
わ
た
し
は
、
三
木
繁
か
ら
じ

か
に
聞
い
た
の
で
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

三
木
清
は
、
京
大
哲
学
科
が
生
ん
だ
稀
代
の
秀
才
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
そ
の
弟
が
、
し
が
な
い
私
立
中
学
・
高
校
の
教
師
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
ぬ

が
、
兄
の
せ
い
で
ま
と
も
な
職
に
つ
け
な
い
時
代
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

じ
つ
は
藤
田
は
、
渡
欧
の
船
が
た
ま
た
ま
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
三
木
の
船
と
お
な
じ
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
の
ち
に
三
木
は
藤
田
に
弟
・
繁
の
就
職
を
依
頼
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
昭
和
初
期
、
上
智
大
学
で
月
一
回
研
究
会
が
あ
る
と
、
三
木
は
か
な
ら
ず
出
席
し
、
い
つ
も
ド
イ
ツ
語
で
司
会
し
て
い
た
。
藤
田
な
ど
も
と
き
た
ま
こ
の
会
合
に
顔
を
だ
す

と
、
三
木
は
当
時
東
大
講
師
の
藤
田
に
「
特
別
に
慇い

ん

懃ぎ
ん

な
態
度
」
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
。

学
園
を
停
年
で
や
め
た
三
木
繁
は
、
本
を
よ
む
時
間
が
ふ
え
、
深
夜
ま
で
読
書
を
つ
づ
け
た
。
ま
た
私
立
大
学
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
ド
イ
ツ
語
を
お
し
え
た
。
…
…

ず
っ
と
わ
た
し
の
ク
ラ
ス
担
任
で
あ
っ
た
国
漢
の
宇
井
義
三
郎
は
、
漢
学
の
力
は
へ
た
な
大
学
の
先
生
よ
り
、
わ
た
し
の
ほ
う
が
上
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
自
慢
で
あ
り
、
教

科
書
な
ど
ほ
と
ん
ど
み
な
い
で
講
義
し
て
い
た
。
毛
筆
の
字
は
、
じ
つ
に
み
ご
と
で
あ
り
、
能
楽
の
先
生
で
も
あ
っ
た
。
授
業
中
、
と
き
ど
き
英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
単
語
が
飛
び

出
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、「
英
語
の
こ
の
語
は
、
宮
永
な
ら
わ
か
る
は
ず
だ
」
と
よ
く
い
っ
た
。
奥
方
は
旗
本
の
子
孫
で
あ
り
、
十
五
代
将
軍
の
慶
喜
が
使
っ
た
硯

す
ず
り

を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
自
慢
で
あ
っ
た
。

の
ち
に
第
三
代
校
長
に
な
る
林
田
茂
（
福
岡
県
田
川
市
の
出
身
）
は
、
旧
制
中
学
の
と
き
、
街
頭
で
兄
（
共
産
党
員
）
の
ビ
ラ
く
ば
り
を
手
伝
い
、
逮
捕
さ
れ
、
中
学
を
放
校

と
な
っ
た
。
が
、
上
京
後
、
自
由
ヶ
丘
学
園
中
学
の
こ
と
を
知
り
、
そ
の
門
を
た
た
き
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。
五
年
間
在
籍
し
、
成
績
は
つ
ね
に
一
番
で
あ
り
、
苦
学
を
つ
づ

け
大
学
を
出
た
の
ち
、
母
校
の
教
員
と
な
っ
た
。
反
骨
の
ひ
と
で
あ
り
、
高
二
か
高
三
の
と
き
、
五
十
分
か
け
て
「
下
山
事
件
」
の
こ
と
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
こ
と
を
、
い
ま
も

ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
だ
す
。

そ
の
他
、
語
る
べ
き
教
師
は
多
い
が
、
こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
く
。

藤
田
喜
作
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
短た

ん

躯く

で
あ
っ
た
。
身
長
は
百
五
十
数
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
血
色
、
肉
づ
き
の
よ
い
教
師
で
あ
り
、
も
そ
も
そ
い
う
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
発
言
は
い
ず
れ

も
含
蓄
が
あ
っ
た
。
毎
年
、
春
に
な
る
と
九
州
の
ほ
う
に
旅
行
に
出
か
け
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
く
茶
色

の
大
き
な
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
を
肩
に
か
け
、
学
校
の
周
辺
を
散
歩
し
て
い
る
す
が
た
を
よ
く
み
か
け

た
。藤

田
校
長
の
学
校
は
、
万
人
に
門
戸
を
開
放
し
た
学
舎
で
あ
り
、
入
学
試
験
は
あ
っ
て
も
成
績
の
で

晩年の藤田校長
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き
、
ふ
で
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
る
べ
る
入
学
さ
せ
る
方
針
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
―

本
校
に
は
、
学
校
秀
才
は
ひ
と
り
も
来
な
い
。
本
学
の
教
育
モ
ッ
ト
ー
は
雑
草
教
育
で
あ
る
。
受
験
の
亡も

う

者じ
ゃ

は
つ
く
ら
な
い
。
社
会
に
出
て
、
社
会
を
さ
さ
え
る
よ
う
な

人
間
を
育
て
る
の
が
、
こ
の
学
校
の
主
旨
で
あ
る
。
社
会
を
支
え
て
い
る
の
は
、
ソ
バ
屋
や
洗
た
く
屋
の
小
僧
、
郵
便
配
達
人
、
農
夫
、
漁
民
で
あ
る
。
大
臣
が
ひ
と
り
亡
く
な

っ
て
も
、
そ
の
な
り
手
は
い
く
ら
で
も
い
る
。
が
、
手
を
よ
ご
し
、
額
に
あ
せ
し
て
は
た
ら
き
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
仕
事
に
従
事
す
る
者
は
す
く
な
い
。

入
学
式
（
小
さ
な
木
造
の
武
道
館
で
ひ
ら
か
れ
た
）
の
と
き
、
こ
の
よ
う
な
藤
田
の
こ
と
ば
を
聴
い
た
父
兄
の
な
か
に
は
、
感
動
の
あ
ま
り
、
涙
を
な
が
す
も
の
も
い
た
。

つ
ぎ
に
お
も
い
だ
す
ま
ゝ
に
、
藤
田
語
録
を
つ
づ
っ
て
お
こ
う
。

◦
む
か
し
は
す
べ
て
の
教
科
を
英
語
で
お
そ
わ
っ
た
。

◦
天
下
の
秀
才
を
放
っ
て
お
く
の
か
、
と
お
も
い
、
篤
志
家
の
と
こ
ろ
に
援
助
を
も
と
め
に
行
っ
た
。

こ
れ
は
六
高
に
入
学
し
た
と
き
、
大
原
孫
三
郎
（
一
八
八
○
〜
一
九
四
三
、
大
正
・
昭
和
期
の
実
業
家
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
を
設
立
）
の
と
こ
ろ
に
学
費
の
申
し
込
み
に

行
っ
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
と
き
大
原
は
、
一
番
に
な
る
な
ら
資
金
を
だ
し
て
や
ろ
う
、
と
い
っ
た
。
藤
田
は
一
学
年
の
第
一
学
期
で
、
そ
の
こ
と
ば
ど
お
り
首
席
と
な
り
、
以

来
ず
っ
と
奨
学
資
金
を
う
け
た
（『
蔵
内
数
太
著
作
集　

第
五
巻
』
関
西
学
院
大
学
生
活
協
同
組
合
出
版
社
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
、
五
○
八
頁
）。

◦
ど
ん
な
に
早
く
走
っ
て
も
、
自
動
車
に
は
か
な
わ
な
い
。
ど
ん
な
に
早
く
泳
い
で
も
魚
に
は
か
な
わ
な
い
。
ど
ん
な
に
重
い
も
の
を
も
ち
あ
げ
て
も
、
起
重
機
に
は
か
な
わ

な
い
（
爆
笑
）。

◦
西
洋
で
は
、
霊
柩
車
が
と
お
る
と
、
知
ら
な
い
人
ま
で
も
、
帽
子
を
と
り
、
死
者
を
見
送
る
。

◦
好
き
な
女
性
は
、
高
峰
秀ひ

で

子こ

（
一
九
二
四
〜
、
昭
和
期
の
映
画
女
優
、「
二
十
四
の
瞳
」「
浮
雲
」「
喜
こ
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」
な
ど
に
出
演
）
で
あ
る
。

◦
英
語
に m

モ

ブ

ob

（
乱
衆
）
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。

◦A
 rolling stone gathers no m

oss

（
こ
ろ
が
る
石
は
こ
け
が
生
え
な
い
）

藤
田
が
継
承
し
た
こ
の
学
校
は
、
む
か
し
も
い
ま
も
け
っ
し
て
社
会
的
評
価
の
高
い
も
の
で
は
な
い
。
毎
年
、
大
勢
の
卒
業
生
を
有
名
大
学
に
送
り
こ
む
よ
う
な
実
績
を
あ
げ

て
い
な
い
の
は
、“
雑
草
教
育
”
を
実
践
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
社
会
で
、
ま
じ
め
に
は
た
ら
く
、
実
直
な
人
間
を
い
ま
も
着
実
に
送
り
だ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
、
と
き
ど
き
雑
草
の
な
か
に
可
憐
な
花
が
一
、
二
本
咲
く
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
学
校
は
、
ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。
か
つ
て
は
地
方
の
高
等
学
校
に
入
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社会学伝来考

り
、
帝
大
に
進
ん
だ
も
の
も
い
た
し
、
戦
後
は
す
ぐ
と
な
り
街
に
あ
る
都
立
大
学
（
府
立
高
等
学
校
の
後
身
）
に
入
学
す
る
も
の
も
い
た
。
わ
た
し
が
在
籍
し
て
い
た
昭
和
三
十

年
代―

有
名
校
に
入
る
も
の
は
少
な
か
ら
ず
い
た
よ
う
に
お
も
う
。
が
、
学
校
は
、
ど
こ
そ
こ
の
大
学
に
何
名
入
学
し
た
、
と
い
っ
た
風
に
、
麗
麗
し
い
発
表
は
い
っ
さ
い
し

な
か
っ
た
か
ら
、
じ
っ
さ
い
の
数
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
が
こ
の
学
校
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
か
つ
特
徴
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
生
徒
は
、
校
長
が
む
か
し
東
大
で

教
鞭
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
は
い
た
が
、
何
を
教
え
て
い
た
か
ま
で
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
わ
た
し
は
、
日
本
社
会
学
史
を
調
べ
る
に
つ
れ
て
、
藤
田
校
長
の
未
知
な

る
部
分
を
垣
間
み
た
に
す
ぎ
な
い
。
あ
あ
、
こ
の
校
長
に
つ
い
て
書
こ
う
と
は
夢
に
も
お
も
わ
な
か
っ
た
。
…
…

（
31
）『
日
本
社
会
学
院
年
報　
第
十
年　
　
　
　
　

第
三
、
四
、
五
合
冊
』、
六
○
五
頁
。

（
32
）
同
右
、
六
○
三
頁
。

（
33
）『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
三
十
年
史
』（
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
、
昭
和
十
年
十
一
月
）、
一
四
七
頁
。

（
34
）
大
庭
柯
公
（
一
八
七
二
〜
？
、
明
治
・
大
正
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
は
、
幼
な
く
し
て
父
を
う
し
な
い
、
東
京
四
谷
小
学
校
を
出
る
と
、
太
政
官
の
給
仕
と
な
り
、
夜
は
夜

学
に
通
い
英
語
を
ま
な
ん
だ
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
ご
ろ
よ
り
、
古
川
常
一
郎
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
語
を
学
ん
だ
。
日
露
戦
争
の
と
き
、
参
謀
本
部
付
通
訳
官
と
し
て
従

軍
。
の
ち
各
紙
の
海
外
特
派
員
と
な
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
革
命
後
モ
ス
ク
ワ
に
入
っ
た
と
い
っ
た
報
告
を
し
た
の
ち
、
消
息
を
た
っ
た
。
…
…


